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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　巻ノ一　清きよ洲す会議第二幕







　時は、戦国時代。

　処ところは、関かん東とう相模さがみ国・小お田だ原わら城。

「南なん蛮ばん人じんも紅こう毛もう人じんも帰ってよーっ！　小田原城から出て行って！　うきゃあああああ！」

「落ち着いて、お姉ねえちゃん！　汁しるかけ飯を食べて元気を出して！」

「汁はいちどでかけきりなさいよーっ！　どうして二度も三度も汁をかけるのよ、氏うじ政まさ！」

「ええ～。目分量でそんな上手じようずに計れないよう、お姉ちゃん」

　小田原城に引きこもる関東北ほう条じよう家の三代目姫ひめ武将・北条氏うじ康やすは、持病の胃痛に悩なやまされていた。

　なにしろ。

「ふんふんふ～ん♪　伊だ達て政まさ宗むねは、俺ちゃんのむしゅめはまだかなあ～♪　故郷のお土産をたっぷり与あたえてやらないとなあ。ああ、でも、イングランドってヨーロッパでも屈くつ指しの飯マズ国なんだよなあ……どうしてこうなった、フランスとの飯の格差……島国、環かん境きようの違ちがい……もしもパパのこと嫌きらいになられたら、どうしよう……ぐっすん」

　イングランド海軍提てい督とくにして「女王陛下の海かい賊ぞく船長」フランシス・ドレイクが、「実じつ娘じよう」の伊達政宗の到とう着ちやくを待つと言い張って、小田原城に居着いて動いてくれないのである。

　しかも眼下の相模湾わんには、イングランド・ネーデルラント（オランダ）・イスパニア・ポルトガル・フランス・神聖羅馬ローマ帝てい国こく（ドイツ）によるヨーロッパオールスターとも言える多た国こく籍せき軍ぐん「黄おう金ごん十じゆう字じ軍ぐん」の大艦かん隊たい。

　イングランドの「処女王」エリザベス一世は、ドレイクと伊達政宗の血の絆きずなを奇き貨かとして新教プロテスタント勢力と関東北条家・奥おう州しゆうの覇は者しや伊達家との同盟を画策している。

　対して、旧教カトリックの守護者にして世界最強を誇ほこる「太陽の没ぼつすることのない帝国」イスパニアは、織お田だ信のぶ奈な・大おお友とも宗そう麟りんのもとでカトリック宣教師として活動しているガスパールを「異い端たん」と断罪することで日ひノ本もとの武装占せん領りようを目もく論ろんでいた。

　氏康と梵ぼん天てん丸まるが新教に乗れば日ノ本は東西に分断され、乗らなくても織田信奈がガスパールの身み柄がらをカトリックに引き渡わたさなければそれを口実にされて即そく時じ開戦となる。

　日ノ本は今、元げん寇こう以来の国難に直面していたのだった。

　しかも、戦場想定地はどう考えても、関東平野である。

　なぜなの。どうして関東なの。そんなもの織田信奈の領土でやりなさいよ！　と巻き込まれた氏康は泣きたかった。が、四国と紀き伊い半島と鳴なる門との渦うず潮しおに守られた大おお坂さか湾への侵しん入にゆうは、さしもの黄金十字軍をもってしても困難だったらしい。そこで太平洋に直接面している相模へ殺さつ到とうしたというわけだ。なにより、「東西分割」となれば箱はこ根ねが境界線となる。

　イングランドと同盟して「関東独立」の悲願へ突つっ走ぱしるか。

　それとも、織田信奈と共きよう闘とうして日ノ本の独立維い持じと統一を成し遂とげるか。




　氏康は急きゆう遽きよ「小田原評定」を開かい催さいして北条一族と家臣団の意見をまとめようとした。

　だが、なにしろ北条三代の知ち恵え袋ぶくろたる幻げん庵あんのおばばや始祖早そう雲うんをもってしても想像もつかなかった史上空前のスケールの話である。独裁を嫌った早雲以来の家風で合議制を採用しているだけに、まとまらない。

　おっとりした妹の氏政は、事態が処理能力を超こえたらしく「汁かけ飯をいただいて元気を出そうよ、お姉ちゃん！」と食欲に走っているし、武ぶ闘とう派はの義妹・北条綱つな成しげは「河かわ越ごえ夜よ戦いくさ以来の奇き襲しゆうあるのみ！　乾けん坤こん一いつ擲てきの夜や襲しゆうをかけて黄金十字軍を粉ふん砕さいしてご覧に入れます！　赤せき壁へきの天も焦こげよ！」と織田家・伊達家の了りよう承しようを得ぬままに「世界大戦」の幕を開こうとしているし、幻庵は「はてさて。なにやら、太たい原げん雪せつ斎さいどのと山やま本もと勘かん助すけどのが手招きしている姿が見えるのう。もう歳としじゃわい。うつら、うつら」と会議中ずっと寝ねているし。

　関東の半ばまでを平定した北条三代。織田家を除けば、戦国最大の大名家と言っていい。初代早雲の血を受け継ついだ一族はもちろん、多くの家臣を抱かかえている。そして、これまでも今も氏康は彼らに会議の席で自由に意見を言わせてきた。百の意見が飛び交った。

「初代以来の北条の夢、関東独立をなによりも優先すべし。ここは一時的に新教勢力と同盟を結び『開国』に踏ふみ切るべきかと」

「あいや待たれよ。それでは日ノ本が二つの国に分割されてしまう！」

「関東独立はそもそも、日ノ本を東国と西国とに分けることで天下の力の均きん衡こうを為なそうという構想ではないか」

「それは乱世が国内限定だった時の話だ。南蛮人・紅毛人を引き込んでの分割となれば、話が違う！　日ノ本という国そのものが十字軍に飲み込まれ、消しよう滅めつしてしまう」

「ご当家が鎌かま倉くら幕府の執しつ権けんの家いえ柄がらであった『北条家』を名乗ったのは、乱れに乱れた日ノ本に関東より平和をもたらさん、と早雲さまが志されたからと伺うかがった。今こそ鎌倉幕府にならって、元寇に匹ひつ敵てきする外敵を打ち払はらうべきである。九州武士や西国武士と協力して」

「つまり織田信奈の軍門に屈するということか？　小田原城を開城して明け渡せ、と？」

「織田信奈は、小田原に入って相良さがら良よし晴はると挙式を行う、と宣言したという。もう北条家を家臣団に組み込んだつもりになっているのだ」

「おのおのがた！　こうして長々と小田原で評定を続けているうちに、奥州の覇者・伊達政宗は新教方に加わりますぞ！　実の父親がイングランドの海賊王となれば、断りきれますまい！　十字軍に加勢して関東を平定しようとすることは明らか。北条家は、十字軍・伊達政宗・織田信奈のうちいずれかと手を結ばねば……たとえ小田原城といえども、守りきれるものでは」

「左様。籠ろう城じよう戦術とは、外部からの加勢・救きゆう援えんの望みがあってこそはじめて可能となるもの。西国も奥州もともに敵に回してしまえば、われらは小田原城に孤こ立りつ無む援えんとなり申す」

「いや。武たけ田だ、上うえ杉すぎ、伊達の猛もう攻こうを防ぎきった小田原城は落ちぬ。十字軍とていつまでも相模湾に留とどまってはおられまい。いずれ台風の季節が来るのだから。ここを凌しのげば、百年でも千年でも籠城できる！」

　諸将は幻庵に「おばばさまのお考えは！」と詰つめ寄ったが、幻庵は正座したまま「すーか、すーか」と寝ね息いきを立てていた。

　知恵深い幻庵はどうやら、耄もう碌ろくしたふりをして「時間稼かせぎ」をしているらしい。

　会議は会議として、最後は北条家三代目当主たるお嬢じよう自身が決めよ、と言ってくれているのだ。




　結論が出ないままに小田原評定が終わったあと、氏康は遠眼鏡で相模湾の十字軍艦隊を眺ながめながら「なんて数なの」と震ふるえあがっていた。いくらなんでもヨーロッパからこれだけの艦隊を集められるはずがない。ヨーロッパから直接航海して日ノ本に到とう達たつした船は、全体の数割だろう。イスパニアは植民地化した呂宋ルソンで艦隊を建造し、現地人の兵士を雇やとって船に乗せ、大おお幅はばに戦力を水増ししたのだという。だが、少数精せい鋭えいとはいえヨーロッパ各国から参加した選えり抜ぬきの主力部隊が十字軍に加わっていることも事実だった。なんにせよ、日ノ本の軍勢とは勝手が違う。風ふう魔まによる分断活動も困難だった。

「あう。あう。あうあうあうあう。開国。攘じよう夷い。開国。攘夷。開国。攘夷。開国。攘夷。開国。攘夷。東西分割。関東独立。新教旧教。こんなもの、北条家の一存で決められるわけないでしょう！　しかも日ノ本の歴史を左右する鍵かぎを握にぎっているのがあの梵天丸だなんて……うきゃああああ！　鎖さ国こくよ！　鎖国しかないわ！　海禁策よーっ！」

「まあまあ。北条のお姫ひめちゃん。そう悩むな。ただでさえ顔色が悪いのに、寿じゆ命みようが縮むぜ？　えーい、イングランド名物でむしゅめを餌え付づけするのはもうあきらめた！　オランダ名物の金平糖をドゾー♪　俺ちゃんは相模湾で獲とれたぴちぴちの魚ぎよ介かい料理が食いたいなあ。サシミ、スシ、サイコー！　スシ、握れ！」

「ちょっと海賊！　なに馴な染じんでるのよーっ！　出て行きなさいって言ってるでしょーっ！」

「キャプテン・ドレイクって呼んでくれよう。伊達政宗のパパに対して、なんて他人行ぎよう儀ぎな。よよよ……」

「だからあ。その梵天丸がすでに北条家の天敵なのよ！　あなた、私の話を聞き流してない？」

「聞いてる聞いてる。そーいや、ドミヌス会のヴァリニャーノ巡察使の姿を見ねえんだが、船に戻もどっちまったのか？」

「ヴァリニャーノなら、清洲の織田陣じん営えいへ向かったわよ？　開戦になる前に直接織田信奈に謁えつ見けんして異端ガスパールの身柄を引き渡してもらう、それでジパングとの開戦は水際で回かい避ひできる、って言っていたわ。へそ曲がりの織田信奈の性格を考えれば、無む駄だどころか藪やぶ蛇へびだと思うけど。面識がないから、わからないんだわ」

　氏康のその言葉を聞いたドレイクは、目を輝かがやかせた。

「ほう。ジパングの金銀が欲しくてたまらないイスパニアのフェリペ二世を怒おこらせてでも、あくまでも和平路線を貫つらぬくか。やるな、あのイタリア人神父。大航海時代って、面白っ！」

「私はなにも面白くないのよーっ！　カトリックだのプロテスタントだの異端だの、私たち日ノ本人にとってはどうでもいいのよ！　勝手にやってちょうだいよ！　いいこと？　小田原城を占領して大坂本ほん猫びよう寺じみたいな謎なぞの宗教要よう塞さいにしたら、泣くわよ！」

「いやあ、そいつは俺ちゃんが独断で決められることじゃねーんでね。しかし織田信奈ってのは、そんなに扱あつかいづらいクィーンなのかい、北条のお姫ちゃん？」

「扱いづらいなんてものじゃないわ。梵天丸が成長してそのままお年とし頃ごろになって色気づいたような面めん倒どう臭くさい女よ。恋こい人びと・相良良晴の取り合いのために毛もう利り水軍と日ノ本史上最大の海戦をやらかしたんだから。織田信奈対梵天丸の全面戦争などという厄やく災さいがはじまったら、あなたたちも全員巻き込まれるわよ。文字通りの、『はるまげどん』に──言っておくけれど、織田信奈が率いる水軍を舐なめていたら酷ひどい目にあうわよ？　あいつ、頭の作りも性格も先進性も、この時代の日ノ本人じゃないもの。その上、銭に目がない強突く張りで無む尽じん蔵ぞうの黄金を持っているのよ」

「マジで？　俺ちゃんたち海賊団を雇ってイスパニア船を襲しゆう撃げきさせまくっているうちの女王陛下並みに面倒で強欲なお姫さまなのかよ？　面白ッ！」

「……あなたたちの女王とやらも、そうとうに面倒臭いらしいわね……乙女おとめが処女をこじらせるといずれそうなるんだわ……上杉謙けん信しんがそうだったように……私も、南蛮艦隊に包囲されて小田原城から一歩も出られないこのままじゃ、ああ、ああああ……いやああああ！」

「あれ？　小田原城に好き好んで引きこもってるんじゃなかったっけ、お姫ちゃんは？」

「自分の意思で引きこもるのと、南蛮艦隊に包囲されて閉じ込められるのとではぜんぜん違うでしょっ！　っていうか、私が小田原城に籠こもっていたのは、ほとんど上杉謙信と武田信しん玄げんと伊達政宗のせいだし！」

「だったら、俺ちゃんの現地妻にならないか！　なにしろ俺ちゃん、各国の港に選りすぐりの現地妻が！　現地妻、それは！　世界をさすらう海賊にとっての心の故郷──！」

「風魔を呼んで毒殺するわよ！」

　ドレイクは「よーし！　新教陣営からも、織田方へ使者を送ろう！　織田信奈と直接交流を持てば、事態はより面白い方向へ！　だったら、使者はあの者しかいねえな！　とっておきの切り札をここで切るっ、躊ちゆう躇ちよなく！　どーなるのか予想もつかねえが、面白っ！」と膝ひざを叩たたいていた。

　かくして、ドレイクは小田原城を出て湾上の十字軍艦隊へと戻り──。

　まもなく相模湾から、一隻せきの船が、清洲城を目指して移動を開始したのだった。

　その船の名は、リーフデ号。

　イングランド人とオランダ人が乗り込んだ、新教勢力の船であった。




　　　　※




　ところが、である。

　尾お張わり清洲を目指して航海をはじめたリーフデ号は、特に暴風雨に襲おそわれたわけでもないのに、途と中ちゆうで難破しかけた。船体にちょっとした不具合が生じただけだったのだが、船長が異様に慎しん重ちようだったため、だいじを取って尾張の手前・三み河かわの港へと緊きん急きゆう寄港したのだった。

　さてその三河の岡おか崎ざき城には、一足先に東とう海かい道どうを東へと進んで駿すん府ぷ入りを目指していた徳とく川がわ家いえ康やすと、その軍師・本ほん多だ正まさ信のぶがいた。

　清洲会議を震しん撼かんさせた「大奥」問題以来、なんとなく意気投合して本多正信と仲良くなっている明あけ智ち家の重臣・斎さい藤とう利とし三みつも、この一行に加わっている。明智光みつ秀ひでの参さん謀ぼう役は、親友の長ちよう宗そ我か部べ元もと親ちかにお任せしてきたらしい。

　ひとたび「春日かすがの局つぼね」として覚かく醒せいした斎藤利三は、まだ大奥設立をあきらめていないのだ。なにしろ、十字軍が襲しゆう来らいしたために大奥話はいったん沙さ汰た止やみになっただけで、大奥構想が消滅したわけではない。信奈の無茶な国割りはお流れになったが、清洲会議ではあくまでも信奈が相良良晴の「正妻」になると決まっただけなのだ。しかも二人の挙式は十字軍が襲来した小田原で強行すると宣言している。

　この日ノ本を揺ゆるがす十字軍問題で揺るぎない功績をあげれば、いまいちど大奥話を蒸し返せる。こんどこそ恩賞として信奈さまに大奥設立を認めていただきましょう！　と利三は光秀のために燃えているのだった。

「ふええええ。リーフデ号って、なんですかあ？　どうして吉きち姉ねえさまのところではなく、三河に来るんですかあ？　ああ……人生は重い荷物を背負って坂道を上るが如ごとし……」

「はぁい。リーフデ号は、新教勢力の紅こう毛もう人じんたちが織田信奈さまへ派は遣けんした外交使節団だそうでぇす。追い返してはかえって厄やつ介かいに。接待いたしましょう～」

「この斎藤利三にお任せあれ！　わが主君・光秀さま考案の『みそたこ焼き』の妙みよう味みで紅毛人たちを感かん涙るいさせてご覧に入れましょう！」

「どうして斎藤利三さんがうちの参謀に加わっているのか謎ですが、わかりました～。それでは、八丁みそ尽づくしの『みそ接待』を開始します～」

　とはいえ、徳川家康も本多正信も、紅毛人にはこれまで会ったことがなかった。南なん蛮ばん人じんとどう違ちがうのかも、いまいちわからない。

　南蛮人さんの商人さんや宣教師さんたちは日ノ本語を習得している人が多いですが、言語問題をどうしましょう？　と首を捻ひねった。

　が。

　いざ接待の席を設けてみると、言語問題などはなかった。

「ハロー？　ハワーユー？　アイムファインセンキュー！　ミス・徳川。アタシがリーフデ号の航海士、ウィリアム・アダムスちゃんよ！　生まれはちゃきちゃきのイングランド。キャプテン・ドレイクのもとで美少女海かい賊ぞくとして働いてきたレディよ。航海中はとっても暇ひまだったから、日ノ本語を習得してきたわ！　キャプテン・ドレイクからみっちりと教わったのよね！　ほんとは清洲に直行するつもりだったんだけど、まあいいわ！」

　リーフデ号の「代表」を務める赤毛の女の子海賊ウィリアム・アダムスは、日ノ本語ぺらぺらの上に、やたらフレンドリーだった。ドレイクが大のジパングびいきなので、影えい響きようされたのかもしれない。

「……私は、イングランドの女王陛下にお仕えする侍じ女じよのベスよ。本名はエリザベス・スロックモートン。女王陛下と同じ名前なので、みな、ベスと呼ぶわ。女王陛下の侍女は誇ほこり高き職業。私のことは、敬意を込めて『メイド長』と呼びなさい。今回は、英国を離はなれられない女王陛下の代理人として十字軍に参加したの。いけないわね、障子の桟さんに埃ほこりが……お掃そう除じしてもいいかしら？」

　ウィリアムの隣となりには、黒ずくめで独特の奇き抜ばつな衣装を着込んだ謎の「メイドさん」少女ベスも同行していた。こちらは仏頂面で愛想が悪いが、ウィリアム同様に日ノ本語が堪たん能のうだった。それに、桁けた外はずれの美形である。ふええ同じ人間とは思えません、と家康は恐きよう縮しゆくした。

「ねえねえベス？　この部屋、みそ臭くない？　キャプテン・ドレイクから噂うわさは聞いていたけれど、強きよう烈れつな臭においね……」

「それどころか、すべての料理に大量のみそがぶっかけられています、ウィリアム。見た目がアレっぽい上に、この臭い……臭しゆう気きでわれらを毒殺する陰いん謀ぼうなのかもしれません」

　いえいえ、三河では八丁みそこそが最高の接待料理なんです～！　と家康は慌あわてて弁明した。

　もしもなにかまずいことになればやむを得ません、罠わなを発動しまぁす、と本猫寺でからくり技術を会得してきた本多正信が部屋に「吊つり天てん井じよう」を仕し掛かけているという真の陰謀までは気づかれていない。

　だが、このベスという機き敏びんで利発そうなメイド──「女王陛下の侍女」ならば、吊り天井の仕掛けをも見破るかもしれない。そもそも、外交使節団を相手にそんな物ぶつ騒そうなものを使わなければならない事態になったら家康の政治生命も一巻の終わりなのだが。というか、吊り天井が落ちてきたら、おそらくはすっとろい家康一人が逃にげ損ねてぺしゃんこである。

「みみみ三河は八丁みそ大国！　八丁みそなくして三河の経済は回らないのです～！　あくまでも文化の違いです～！　えへ、えへへへ……！」

「そーなの徳川？　今は慣れないけれど、もしかしたらイングランド料理よりは味があって美お味いしいかも？　はむはむ。うええええ、苦い……」

「……くっ……この『みそたこ焼き』は考え得る限り最悪の料理だと思います、ウィリアム。イングランドにも、これほどの悪夢めいた食べ物はありません。たった一口で、私の体力気力をかなり持っていかれました……」

「ふええええ。さすがに外交使節団だけあって、日ノ本語ばっちりです～。さあさあ八丁みそ三ざん昧まいの料理をどうぞ～」

「「みそ以外の料理を！」」

「……フッ……そんなもの、三河にはないですよ……そ、それで、あなた方はなんの御ご用ようで吉姉さまのもとに？」

　ウィリアムが、「みそたこ焼き」を涙なみだ目めで頰ほお張ばりながら、

「アタシは戦争とか財宝とか別に興味なくって！　新作の取材のためにジパングに来たの！　女王陛下の目的も、戦争じゃなくて、あくまでも貿易路の構築だから！　織田信奈に新教勢力との通商条約締てい結けつを勧すすめに来たのよ！」

　と薄うすい胸を反らして宣言していた。

「ふえ？　し、新作？」

「そう！　アタシは戯ぎ曲きよく家なの！　まだ売り出し中だけど、いずれロンドン中の観客たちがアタシの戯曲に夢中になるわ！　キャプテン・ドレイクに弟子入りして海賊になったのも、世界中でネタを拾うためよ！　世界各国の文化伝承をたっぷり取材することで、『普ふ遍へん的』な物語の類型というやつを見つけるためにねっ！　地球の裏側の極東ジパングって、物語の宝庫みたいな国じゃない？　船中で、フロイスのなっがいなっがい報告書を読んだわ！　たとえば豊ぶん後ごの百ゆ合り若わか伝説って、ヨーロッパのユリシーズ伝説にそっくりなのよ！　なにか関係あるんじゃない？　ほんとはアタシ、豊後に直接行きたかったのよねー！」

　その「百合若伝説」じたい知りませ～ん、と家康は涙目に。九州では有名な伝説です、と斎藤利三がフォローする。

「豊後の姫ひめ大名・大友宗麟が魔ま女じよに出会って、自らが九州の女王になるという未来を『予言』されたという話も、とっても興味深いわ！　舞ぶ台たいをヨーロッパに移し替かえれば、そのまま戯曲のネタに使えるかなって！」

「ウィリアムは、シェイクスピアというペンネームを用いて売れない戯曲を書いているのよ。あむあむ。さて徳川どの。戯曲の話はこれまでに──私は、女王陛下から黄金十字軍におけるイングランド軍の『全権』を委任されているわ。私の言葉は、女王陛下の言葉に等しいと知りなさい」

「売れないのは、時代がまだアタシの才能に追いついていないからよー！　見てなさい！　いずれ世界一の戯曲作家になってみせるんだからー！」

「侍女」を名乗りお手伝いさんのような恰かつ好こうをしているベスのほうが新教外交使節団の「本体」らしい、と家康はやっと理解した。

「ウィリアムの言う通り、女王陛下は開戦を望まない。東アジアに新教勢力の貿易拠きよ点てんを築くことが真の目的よ。ジパングがイスパニアに併へい吞どんされてしまえば、全世界の交易路のほぼすべてをカトリックの守護者──イスパニア国王にしてポルトガル国王のフェリペ二世が独どく占せんすることに。それでは、小国イングランドはブリテン島に押し込められて閉へい塞そくしてしまう。イングランドは、大航海時代に乗り遅おくれたことは言うまでもなく、ヨーロッパ大陸における唯ゆい一いつの拠点カレーをも失っているの。このままではじり貧。女王陛下は人間の殿との方がたとの恋れん愛あいも結けつ婚こんも捨て、イングランドという国家と結婚した処女王ヴアージン・クイーン。自分の代で『大英帝国』の礎いしずえを築きたい。だからこそ、どうしてもジパングとの貿易をはじめたい、それが女王陛下のご意志よ」

「ですが、ベスさん？　日ノ本の西側では、ご存じの通りカトリックの布教が進んでいます～。南蛮商人さんたちは長なが崎さきで貿易にいそしんでいますし～。新教……ええと……プロテスタントでしたっけ？　そちらと貿易をはじめるということになれば、当然、カトリック対プロテスタントの争いが日ノ本にも持ち込まれて～」

「ええ。東ジパングはプロテスタント。西ジパングはカトリック。そうなるわね。それでも、このまま十字軍とジパング軍とが交戦するよりは、ましでしょう？　野心家のフェリペ二世は、異い端たんガスパール狩がりを口実に、ジパングを武力占せん領りようするつもりよ。ところが開戦を回かい避ひすべくドミヌス会のヴァリニャーノが織田信奈を説得するために清洲へ向かったと知って、私たちも急きゆう遽きよ、織田信奈のもとへ向かうことにしたの。もしも織田信奈が噂通りの英えい邁まいな女王ならば、伊達政宗の関東到とう着ちやくを待つ前に織田信奈と直接交こう渉しようして国交を結んでしまったほうがいい。もしも会ってみてお話にならない人物だとわかれば、その時点ですっぱり見切りをつけられる。私たちは、そう判断したの──」

　たしかにプロテスタントとの貿易路を確立しつつ、カトリックとの貿易路も維い持じできれば、ざっくり言って二倍の収益があがる計算になる。銭ぜに儲もうけにこだわる信奈ならば、どちらとも貿易できるのならば、そうするに違いない。しかし、ヨーロッパ諸国との貿易には常に「宗教」がセットになっているのだ。その「宗教」が二つ揃そろって持ち込まれる……！　ひとつならともかく、二つ。プロテスタントは海外伝道にはさほど熱心ではなさそうだが、本国ヨーロッパでは新教と旧教とが壮そう絶ぜつな争いを続けているという。温厚な家康は、日ノ本にそんな火種を持ち込みたくはなかった。信奈が多大な犠ぎ牲せいを払はらって、やっと叡えい山ざんと本猫寺を武装解除させたばかりだというのに。

　だが、問答無用の「大戦力」十字軍艦かん隊たいがすでに相模湾に到とう来らいしている！

　艦隊さえ来ていなければ、「貿易はするけれども布教は禁止です～」とカトリックやプロテスタントを禁教にするという強きよう硬こう手段も選べた。しかし、信奈は「禁教政策」は選ばないだろうし、そもそも艦隊が来ている以上、そんな手段は実現不可能だ！

　ここで選せん択たくを誤れば、日ノ本が分断されてしまう！

（やらかしたら──吉姉さまに「たぬき汁じる」にされてしまいます～！）

　こんな時に活かつ躍やくしてくれるはずの知ち恵え袋ぶくろの本多正信は、隣りん室しつで吊り天井の仕掛けを発動するタイミングをずっと窺うかがっていて、隣にいないし！　吊り天井の仕掛けに夢中で、肝かん心じんの外交を忘れている！　ああ、せこい。主に似たのか、せこすぎる。

　本多正信に匹ひつ敵てきする智ち者しやのはずの斎藤利三は、「みそをどうぞ、さあさあ。大奥を。大奥をよろしくお願いします」と嫌いやがるベスとウィリアムの料理小皿にガンガンとみそをぶっかけ続けているし。

　家康は「たらたら」と脂あぶら汗あせを流しながら、

「わ、私は吉姉さまの妹分ですので、ここで即そく答とうはできませ～ん。徳川家最強の武将・本多平へい八はち郎ろうさんを護衛としてお貸しします。あなた方を、清洲の吉姉さまのもとへご案内いたしましょう～」

　と、リーフデ号の使者たちを信奈に丸投げすることにした。

「一日返答が遅れればそれだけ開戦が近づくのに。ジパングらしいわね。まあいいでしょう。織田信奈に直接会わなければなにも見定められないのだから」とベスが微笑ほほえみ、ウィリアムが「尾張にもネタになる楽しい伝説とかないかしら！」と腰こしを浮うかしていた。

　斎藤利三が眼鏡をキラリと光らせながら、そんな二人に向けて力説する。

「ネタになる伝説ならば、ございます！　まもなく相良良晴どのが設立する予定の『大奥』です！　南蛮語で言うところの、ハーレムでございます！　日ノ本中の麗うるわしき姫武将たちを安あ土づち城に集めて、目め眩くるめく美少女たちの饗きよう宴えんが開かれるのでございます！　あ。私の名は、その大奥の局長を務める春日局でございます。お見知りおきを」

「あら。ハーレムはイスラムの文化でしょう？　ヨーロッパにはそんなものはないわ。カトリックは一夫一妻制に五う月る蠅さくて、離り婚こんすら容易に認めないのだから」

「面白そうじゃない、ベス！　見てみたーい！　相良良晴ってそんなにかっこいいの？　ジパングの綺き麗れいどころの人気を独占してるんですって？　たしか未来人なのよね？　美形？　美形の殿方？　キャプテン・ドレイクよりもイケてる？」

「それはもう！　『源げん氏じ物語』の主人公・光ひかる源げん氏じの再来と言われておりまして！　よろしければウィリアムどのに、日ノ本が誇る最高のハーレム恋愛物語──古典中の古典『源氏物語』全巻を進しん呈ていいたしましょう。お好きに翻ほん案あんして戯曲化していただければ。条件は、正妻の名前を『明智光秀』にするというただ一点だけでございます！　恋愛こそは、人類普遍の共通文化！　きっとヨーロッパでも大人気に！　そしてわが主は、世界最高の美女として地球を制せい覇は──！　はあ、はあ、はあ……！」

「なにそれ？　ハーレム恋愛物語？　そんなものがあるの、ジパングには？　面白そう！」

「ふ、不道徳です、ウィリアム。イングランドでは、ハーレム戯曲などというふしだらで嫌らしいものは上演できません。女王陛下が怒おこられますでしょう？　上演許可が下りる戯曲は、史劇、喜劇、悲劇だけ。まったく……こんな重大な外交の席上でハーレムの話だなんて……想像していた国とは違ちがうわね、ジパングは……一いつ瞬しゆんでも油断すれば日本刀で首を刎はねられるおそろしいサムライの国だと思っていたのに。ふしだらだわ……相良良晴とかいう未来人のせいね」

「ふーんだ。ベスってばいちいち小こ姑じゆうとみたいなんだからー。ほーんと。国家と結婚した処女王にすっかり染まっちゃって、頭がかたーい！　恋愛くらいすればいいのに！　『源氏物語』をアタシと一いつ緒しよに読も？　女王にも教えてあげればいいじゃん！」

「……一国の女王たる者が恋愛に惑まどわされてはならないのです、ウィリアム。国政と恋愛とは決して両立しないのですから。国政とは、すべての民を愛すること。恋愛とは、ただ一人の殿方だけを愛すること。矛む盾じゆんするこの両方を愛し両方を摑つかみ取ろうとする者は、両方を失うのです。王でありながら恋愛に生き国民に背かれて国を追われたスコットランドの元女王メアリー・スチュアートのように。今までどれほどの王や女王たちが、同じ過ちを繰くり返してきたとお思い？」

　ベスは毅き然ぜんとした口調で、ウィリアムをたしなめていた。

　しかし、その視線はどこか寂さみしげで、あるいは少しばかり虚うつろだったかもしれない。

（さすがはメイド長さん。身も心も、女王陛下とひとつになりきれちゃうんですねえ～）

　家康はベスの「女王陛下代理人」ぶりに感服しながら、名めい槍そう・蜻蛉とんぼ斬ぎりを構えて岡崎城の警備にあたっていた本多忠ただ勝かつを招集し、そしてリーフデ号の警備役を命じたのだった。




　　　　※




「異国人を斬きれ！」「南なん蛮ばん人じんを攘じよう夷いすべし！」とパニック状態に陥おちいっている「尊皇の志士」たちに追われながらも、ガスパールとヤスケ主従は京の都をかろうじて脱だつ出しゆつし、一路、清洲へと向かっていた。

　もはや、事態はガスパールの「観測術プレビシオン」をも超ちよう越えつした異常なものとなっている。

　ジパング本土への、黄金十字軍の襲しゆう来らい！

　ガスパールはなんとしても生きて織田信奈のもとに辿たどり着いて、「織田信奈の意志によってヴァリニャーノへ身み柄がらを引き渡わたされる」という結末を選ばねばならない。

　が、夜や陰いんに乗じて尾張へと入り墨すの俣またの近くの森を通りかかった時、ついにガスパールは「刺し客かく」たちに捕ほ捉そくされた。京の攘夷志士たちではない。カトリック勢力──イスパニアの異い端たん審しん問もん官たち。漆しつ黒こくのマントに身を包み、鳥面を被かぶって素顔を隠かくした「闇やみの修道士」たち。異形の者たちが、森の木々の枝に紛まぎれてガスパールを待ち構えていたのだった。

　一人。二人。十人。二十人。いや、もっと多い。五十人か？　しかも全員が、「対異端」の暗殺に長たけた歴戦の執しつ行こう官たちだった。イスパニア異端審問所こそは、「太陽の没することのない帝国」イスパニアの栄光の陰かげに巣くってきた、闇の組織。

　ヤスケが「多すぎます！　ここは私に任せて、ガスパールさまは清洲へ」と促うながすが、ガスパールは「ありがたいが、私一人で抜ぬけるのは無理だ」と微笑んだ。

「……フレデリコ会の異端審問官たちだな。リーダーは、ソテロか……これまで無数の異端及およびプロテスタントを闇に葬ほうむってきた、『虚きよ言げんのソテロ』。よもや、私ごときを殺すために海を越こえてはるばるジパングまで来るとは」

「ふーん。ザビエルに瓜うり二つとは聞いていたけれど、ここまで似ているとは驚おどろいちゃった、ガスパール。ドミヌス会のヴァリニャーノは、お前を織田信奈の手で生きたまま自らのもとに引き渡させ、開戦を回避させるつもり。でもでも、フェリペ二世陛下は、ジパングに異端の種を残す禍か根こんを望まれないんだから──異端によって汚お染せんされたジパングは、イスパニアが直接統治することではじめて浄じよう化かされる──お前は織田信奈に出会うことなく、ここで死んじゃえ！」

「諸君は、なぜ私がほんもののガスパールとすり替かわったと知った？」

「バッカねえ。ほんもののガスパールが生きていたからに決まってるでしょ！　証言はすでに得ているもん！」

「そうか。あの男、やはり生き延びていたか。完全に殺しておくべきだったな……私は冷れい血けつに徹てつして『使命』を果たそうと悪事を重ねてきたが、常に詰つめが甘い。あれほどお心を弱らせておられた大友宗麟さまを完全に洗脳する道を選ぶことも、できなかった。結局、私は『二周目の相良良晴』だったのかもしれないな……甘っちょろい男だった……歴史は、変えられなかったのか……それどころか、かえって織田信奈とジパングに、本来はありえないはずの厄やく災さいと破は滅めつをもたらそうとしている」

「なにをブツブツ独り言を？　対話はこれでおしまい。ここからはお仕事の時間！　もう逃にげられないんだから。今こそガスパールに、アナテマ！　異端には、『死』を！」

　何者かの声に導かれて、ガスパールは「ジパングのオダノブナ」の運命を変えるために海を渡ってきた。出自も記き憶おくも持たない男が、ドミヌス会におけるジパング担当のトップに立つことは、容易ではなかった。出世するために、手も汚よごした。が、「歴史の強制力」はあまりにも巨きよ大だいだった。ひとつの運命を乗り越えると、十倍の反動が跳はね返ってくる。おそらくは周回を重ねれば重ねるほど、織田信奈とジパングの運命はより悲劇的なものに──。

　せめて、プラトン立体を用いた「観測術」が未来人・相良良晴の干かん渉しよう力によって弱体化・無効化されていなければ。だが、すべてのはじまりは相良良晴の未来からの召しよう喚かんなのだ。

　ガスパールは思った。

　私の正体が彼であろうがなかろうが、彼なくして「歴史の改変」はありえなかった。

　あるいは、私はここで立ち止まるべきなのか。

　しかし、なおもヤスケは異端審問官ソテロの「声」に、誘ゆう惑わくに、屈くつしなかった。

「ガスパールさま！　ヤスケは。私はこの時のために！　手足を落とされようとも、あなたをお守りします！　なんとしても、清洲へ！　あなたが聞いた『声』の主が、神であれ、人間であれ、ガスパールさまご自身の心の叫さけびであれ、あなたは『運命』へと突つき進むべきお方……！　あきらめないで！」

　ガスパールはかつて、奴ど隷れいの身分からヤスケを解放した。思えば、やはり甘かった。どこまでも非情に徹しきるため、孤こ独どくに進むべきだった。それができなかったのは、記憶を失ってしまったガスパールの心のどこかに、甘さが残っていたからだろう。おそらくは、記憶を失う以前の私は、どこまでも甘い理想主義者だったに違いない、とガスパールは自じ嘲ちようしていた。だからこそ、甘さを切り捨てて非情に徹しきろうとしてきたのだ。自分に残されたたったひとつの「執しゆう念ねん」にして「使命」。ジパングの織田信奈の運命を変えるために、すべてを犠牲にしようと決めたのだ。

　ザビエルの弟子と称しようしてドミヌス会に入った後に経験した、ドミヌス会異い端たんのギヨーム・ポステルが唱える「普ふ遍へん文明論」との出会いもまた、ジパングのクィーン・織田信奈の運命を変えるために必要なことだったはずだ。

　織田信奈を、イングランドのエリザベス女王と比ひ肩けんする「東方の処女王」に。東西文明は二人の処女王によって融ゆう合ごうされる。織田信奈が大艦隊を率いてヨーロッパへと突き進めば、犠牲も出るだろう。戦争も起こるだろう。しかし、百年単位千年単位で見れば、「よりよき未来」を切り開くことができる。アレクサンドロス大王の東方遠えん征せい・世界征服が、一時的には大破は壊かいをもたらしたものであったとしても、結果として東西文明の融合を果たし新たなるヘレニズム文明を生みだしたように。東と西の文明を、織田信奈という異形の「英えい雄ゆう」によって融合させる。今後千年、このような偉い業ぎようを成し遂とげられる英雄はジパングには現れない。ジパングについて調べれば調べるほど、「第二のアレクサンドロス」となれる者は彼女しかいなかった。

　すべてを失った自分に残された唯ゆい一いつの「財産」であるプラトン立体が映し出す「未来の映像」──戦争と植民と侵しん略りやくと奴隷貿易その他もろもろの無数の暴力に満ちた人類の歴史を、根底から変革するために、安土城とともに死すべき運命である織田信奈の未来を変え、世界の、人類の運命を変える。

　自分は、そのために、「二度目の生」を何者からか与あたえられたのだ。神か。魔まか。人間か。自分自身か。いや、誰だれでもいい。

　ガスパールは、そう信じていた。

　それなのに、事態は真逆となった。あろうことか十字軍が、織田信奈とジパングを滅ほろぼそうとしているとは！

「……ヤスケ。今までよく、私のような男に仕えてくれた。もうよい。行きなさい。ソテロたちの標的はこの私一人。お前までは殺すまい」

「いいえ！　ガスパールさまは、私を奴隷の身分から救いだしてくださったお方！　私は、最後まで……！」

「はいはい。それじゃ二人とも仲良く地じ獄ごく行きということで。そろそろ終わりにしちゃうからね～！」

　鳥面を被ったソテロが指を「くい」と突き立てると同時に、いっせいに異端審問官たちが木の上からガスパールめがけて急降下を開始していた。いったい何人いるのか。数が多すぎる。ヤスケ一人で守りきれるものではない。

　しかし──。

「にんにん。かろうじて救きゆう援えんに間に合ったでござるが、なおも多勢に無勢でござるよ！」

「丹たん波ばちのび石いし川かわ一かず宗むね、見参。なんとしても任務を果たちゅでごじゃる」

「ふん。異国南蛮の暗殺者たちか。これは手強いな。手合わせして連中の秘術を暴いた時には、われらは全ぜん滅めつしているかもな。さしもの俺もここまでかもしれん」

「……神の名のもとに異教徒を殺し続けてきた異端審問官どもめ。このジパングでは、貴様らの好きにはさせぬ！　『霧きり隠がくれの術』……！」

　この時、清洲城から駆かけつけてきた織田方の忍しのびたちが、ヤスケとガスパールの周囲へといっせいに散開していた。

　蜂はち須す賀か流・蜂須賀五ご右衛え門もんと丹波忍び・石川一宗の姉妹。

　伊い賀が流・服部はつとり半はん蔵ぞう。

　そして、仏蘭西フランスから渡ってきた金きん髪ぱつ碧へき眼がんの真さな田だ忍び・霧隠才さい蔵ぞう。

　ただ惜おしむらくは、その数の少なさ。いや、異端審問官たちの数の多さだった。しかも、全員が手て練だれであり、なおかつ才蔵を除く日ノ本の忍びにとっては「初遭そう遇ぐう」となる連中だった。互たがいに、初見。まだ互いの技を知らない。一対一ならば、勝敗の行方はおよそ五分と五分。つまりは、少数側が圧あつ倒とう的に不利。

「物量と兵器で押し切る決戦主義」を貫つらぬいてきた信奈はもともと、戦いの場において忍にん者じやをあまり用いない。用いるとしても少数精せい鋭えいに限られる。なにより、ヨーロッパからこれほど大量の「暗殺者」が殺さつ到とうしていたとは、信奈だけでなく未来人の相良良晴ですら想像できなかったのだ。

「みんな、ありがとう！　でも、これだけの数じゃとても……！　異端審問官たちはそれぞれ独自の隠し武器や毒を用いる！　初見で勝ちきれる相手じゃないわ！」

「にんにん。一人あたり五人を倒たおせば、どうにかなる計算でござるよ。いっそ、焙ほう烙ろく玉で自じ爆ばくちゅれば、十人くらいにゃらば道連れに。うにゅう」

「自爆したら相良氏にこってり𠮟しかられるでござるぞ、姉者」

「とはいえ、ヤスケの言う通り。服部党と真田忍びを総動員すべきだったか……が、清洲城に大集結している要人たちの警備に分散させざるを得なかった」

「ちっ。今宵こよいは空気が乾かん燥そうしている！　霧隠の術が弱まっている……！　佐さ助すけだけでも連れてくるべきだったが、あやつは喜々として関東へ出かけてしまった！　まったく！」

「うにゅう。バナナの餌えさを仕し掛かければ、引っかかるかもしれぬでござるよ」

「五右衛門！　来るぞ！」

　へえ。フランス訛なまりの南蛮娘むすめ──カタリ派の生き残り？　と、ソテロが才蔵を狙ねらって飛び込んできた。懐ふところから一見必殺の「隠し爪づめ」を繰り出して才蔵の心臓を狙うが、才蔵は異端審問官との遭遇には慣れている。「始祖」以来、才蔵の一族は異端審問官から狩かられ続けてきたのだ。

「あれっ？　心臓えぐりの隠し爪が、通らないっ!?　なんでー？　胸、薄うすいのに？」

「ジパングの忍びは、鎖くさり帷子かたびらを着込んでいる！　背後を取ったぞ、ソテロ！」

「きゃーっ！　助けて～！　……なーんちゃって！　背後の背後を取らせたもーん！　なんたって戦力比は圧倒的じゃん！　戦いは結局、数なんだからー！」

　隠し爪を鎖帷子で受けつつ、素早くソテロの背中側へと回ったはずの才蔵だったが、その背後から異端審問官たちが続々と殺到してくる。もはや、ソテロを討つどころではない。

　うにゅう姉者！　才蔵！　逃げて！　と五右衛門たちが才蔵の加勢に向かおうとするが、それぞれに五人を超こえる異端審問官が飛びかかってくる。彼らの攻こう撃げきを躱かわすのでみな、精せい一いつ杯ぱいとなった。

「うにゅにゅ、絶体絶命でござるな！　この距きよ離りで自爆したら一宗たちまで巻き添ぞえに……にゃらば、目くらまし！　たどん爆ばく発はつ！　ぼむっ！」

「エイメーン！　この程度の術など、異端との果てなき死し闘とうで慣れておるわ！　空気噴ふん出しゆつ！　噴ふん煙えん消失！」

「にゅっ？　イスパニア語はわからぬでござるが、これは空気弾だん？　煙えん幕まくを吹ふき飛ばされたっ!?」

　五右衛門もまた、異端審問官たちに完全に包囲されて一方的に「間」を詰められていた。

「服部流忍にん法ぽう奥義・分身の術！」

　半蔵は素早く動いて「残像」を見せ、実体を隠そうとした。が、それぞれの「残像」に対していっせいに大勢の異い端たん審しん問もん官たちが「異教徒の分身など、バチカンは奇き跡せきとして認めず！」「魔ま術じゆつ認定！　半蔵にアナテマ！」「一人一殺！　絶ぜつ滅めつさせよ！」と襲おそいかかり続ける。

「こやつら、驚おどろきもしないとは！　ええい、これでは意味がない……！」

　半蔵は飛びながら手しゆ裏り剣けんを放った。山風に乗せて、自在に曲げる術である。初見の敵には、軌き道どうが読めない。一本、二本。的は多い。投げれば命中する。が、次から次へと新手が攻せめ寄せてくる。

「ガスパールさま！　わずかに包ほう囲い網もうにほころびが！　でも、もう長くは保もたないわ！　今のうちに血路を……！」

　しかしそのガスパールもまた、四方を異端審問官たちに取り囲まれていた──。

「エイメーン！　お命頂ちよう戴だいいたす、異端ガスパール！」

「われらイスパニアの異端審問官は、世界の果てまで異端を追いかけると知れ！」

「カトリックの宣教師になりすました偽にせ者ものよ！　貴様こそがジパングを汚お染せんし滅ぼしたのだ！　もはや逃のがれることはできんぞ！」

「ギヨーム・ポステルの普遍文明主義に魂たましいを汚染されたガスパールに、アナテマ！」

　ガスパールは、自分はついに清洲城に到とう達たつできない、と悟さとった。

　なんという運命の皮肉か。これまで何度もその機会があったにもかかわらず、織田信奈のもとに辿たどり着けなかった。それどころか、十字軍をジパングに引き込んでしまうとは。

「……体術を学んでおくべきだったか。私はどうやら、ヤスケに頼たよりすぎていたらしい。ジパングのクィーンを、相良良晴。きみに託たくす。たとえ、私が挫ざ折せつしたきみの『二周目』だったのだとしても……きみのその『情』を、捨ててはならない──！」

　ガスパールが万感の思いを込めて、目を閉じようとした、その時。




「風魔小こ太た郎ろう、風魔衆百名を引き連れて見参。われらが主・北条氏康さまの命により、忍びが足りぬ織田方に加勢する──カトリックめ。十字軍め。箱根の山を、ジパングを、うぬらの好きにはさせぬ──！　われら風魔は明みん国朝鮮より渡わたりし異人と噂うわさされているが、実体はさにあらず！　われらは、かつて中東の地で十字軍の騎き士しどもと戦いし『アサシン』の末まつ裔えい也──！」




　風上を取られた！　ハッシシの香かおり！　いかん！　脳をやられる、惑まどわされる！　と異端審問官たちがいっせいに退いていた。

　伝説の「風魔」統領・風魔小太郎はこの時はじめて、北条家当主以外の人間の前でその面を取った。さしものソテロも、「うっそ～!?　こんなところにアサシンがっ!?　十字軍を恐きよう怖ふに陥おとしいれ続けた、伝説の暗殺教団……山の老人の子孫どもなのっ？　イヤだあああ～！」と震ふるえながら悲鳴をあげていた。

　巨きよ軀くを誇ほこる風魔小太郎は、女。しかして、アラブ系の顔立ちの持ち主だった。浅黒い肌はだに、くっきりとした目鼻立ち。

「霧隠才蔵どのが仏蘭西から流れてきたのと同様に、われらアサシンもまた故郷の山を追われ、シルクロードを経て世界の東の果てへと辿り着いた──故郷を想起させる箱根の山に隠かくれ住んでいたわれらを、北条家初代・早雲さまが『同志』として迎むかえ入れてくれたのだ。以来、われらは北条家に仕える影かげの忍びとなった。十字軍と異端審問官にすでに過去の恨うらみなどないが、ジパングを、箱根を、北条を脅おびやかすというのであれば、われら風魔は再び『アサシン』として戦おう」

　撤てつ退たい！　てったーい！　と、ソテロが叫さけんでいた。即そく断だん即そつ決けつ。なんとなれば、何者をも恐おそれぬ信しん仰こう心の塊かたまりであるイスパニア異端審問官といえども、ただひとつ恐れている存在がある。それが、かつて中東の地で十字軍の要人たちを暗殺し続けた伝説の「暗殺教団」、アサシンなのだった。しかも、すでに対アサシンの戦せん闘とう術のノウハウは失われている。その証しよう拠こに、彼らはいきなり風上からハッシシを浴びせられていた！　これ以上ハッシシの煙けむりを肺に吸い込めば、酩めい酊てい状態に陥おちいってしまう。宗教的禁欲を貫いてきた彼らには、ハッシシへの耐たい性せいがない。

「ぐぬぬ。ガスパール！　命を拾ったわね！　今日はこれで勘かん弁べんしておいてあげるんだからっ！　漏もらしてない！　漏らしてないんだからね！　うわーん！」

「はて。朝あさ神しんとはなんでござるか？　南なん蛮ばんの神とはまた別の神でごじゃるか？」と五右衛門が首を捻ひねり、石川一宗が「姉者。そんなことも知らにゅのか。朝の神さまなのだから、太陽神天あま照てらちゆ大おお神みかみのことに違ちがいない」とうなずく中。

　ガスパールたちを包囲していたフレデリコ会の異端審問官たちは、風の如ごとく消えていたのである。

「……中東の伝説のアサシン。その末裔が、まさかジパングの風魔一族だったとは……驚いたな……」

「左様。移住の経けい緯いはあなたのご一族と似たようなものです、霧隠どの。われらもまた、故郷を追われる身となった者の末裔。ですがジパングでこうして出会ったのは偶ぐう然ぜんではござらぬ。なにしろ、ジパングこそは極東。世界の東の果てでありますゆえ──大陸に居場所を失った者が辿り着き、終ついの棲すみ家かとするシルクロードの終着駅。もっとも、近年ではさらなる東に新大陸が見つかったそうですが。ヌエバ・エスパーニャとか申すそうで。きゃつら十字軍の半ばは、その新大陸を経由してジパングへと攻めてきたようです」

「目が四つあるとか、牙きばが生えているという噂は、噓うそだったのだな」

「……そ、それは、その。日ノ本人は、われらの顔を見ると『目が大きい』『鬼おにみたいだ』と怖こわがりますので、面を被かぶったところ、噂が噂を呼んで大げさな話に。北条早雲さまに迎えられるまでは、一族は人目を避さけて隠れ棲すんでおりました」

「そうか。私などは、山を駆けていると天てん狗ぐ呼ばわりされるぞ。ともあれ、礼を言う」

「礼ならば、われらが主・北条氏康さまに」

　風魔小太郎は、ガスパールや才蔵、半蔵たちに事情を告げた。

　北条氏康はなおも小田原城で長々と小田原評定を続けているが、とにかく織田家と北条家との間で「同士討ち」となる戦争をはじめる愚ぐ行こうだけは回かい避ひしたいと決めているという。会議では、話が「関東対西国」ならば決戦も辞さず、北条の悲願たる関東独立の夢のためならば、という声もあった。だが、十字軍が日ノ本の情勢に介かい入にゆうした今、織田と北条が戦えば日ノ本は東西に分割されてしまう。とりわけ、イスパニア国王フェリペ二世は異い端たん狩がりにかこつけて日ノ本の土地や銀山を根こそぎ奪うばい取ってしまうつもりだ。

「故に、われら『日ノ本人』は今こそガスパールどのを守らねばなりません。生きて清洲城の織田信奈どののもとにガスパールどのを送りとどけねばなりません。服部党や真田忍びを総動員できるならば、それでよし。ですが清洲城には全国の姫ひめ大名が集結しておりますから、おそらくガスパールさまの警備に当てられる忍びの数は足りない、と氏康さまは読まれました。堂々の合戦では上杉謙信や武田信玄に及およびませんが、腹黒さ……げふんげふん。忍びを動かし用いることに関しては、あのお方の経験と智ち謀ぼうは日ノ本随ずい一いち。織田家に大きな『恩義』を売るため、風魔の主力を尾張へ派は遣けんしたというわけです。これより、風魔衆は織田家の指揮下に入ります。むろん、十字軍を撤退させた暁あかつきには小田原城を安あん堵どしてほしい、というのがわれらが主・氏康さまが主張する条件です」

　織田家に「降こう伏ふく」はしない、小田原城を明け渡すこともない、だが日ノ本の独立を守るために「共きよう闘とう」はしよう、というのが北条氏康が持ち出した「条件」であった。

「われら『日ノ本人』、か……ふふっ。私のような仏蘭西人も、そなたのようなアサシンも、アフリカ人のヤスケもいるというのに。奇き妙みような話だ」

「まこと。ですが織田信奈どのにとっては、肌の色や血筋の違いなど、関係ありますまい。未来ですら、国境はなくなっていないそうですのに。実に、奇妙なお方です」

「そうだな。ガスパールどの、ここから先は日ノ本、仏蘭西、アサシンが合同してあなたとヤスケどのをお守りし、清洲城まで送りとどける。北条氏康には大きな貸しを作ってしまったが、これであなたが暗殺されて即そく時じ開戦になだれ込む危機は回避できた──安心なされよ。これより先は、あなたご自身と織田信奈との交こう渉しよう次第だ。ジパングの未来を、頼たのむ」

「……グラーシアス。私は織田信奈さまの手で、ヴァリニャーノのもとに身み柄がらを引き渡してもらうつもりです。それで開戦は回避できましょう」

　ガスパールが微笑する背後で。

　珍めずらしくヤスケが「あああアサシンってなんですか、ガスパールさま？　ここここの人たちはどこの国から来た人たちなんですか？」と怯おびえていた。

　どこの国であっても関係ない。すべてはジパングのクィーンによって融ゆう合ごうされる。人々は、それぞれの祖国の国境を保ちながらも同時に、「ひとつ」になれる──ガスパールは、風魔小太郎との出会いによって、確信していた。織田信奈をなんとしても破は滅めつの運命から救わねばならない。そのためならばこの首をバチカンに差し出しても悔くいはない、と。










　　　　※




　ここに、「清洲会議」の第二幕があがった。

　清洲城の「謁えつ見けんの間」に集うは、まずは日ノ本新体制の主要な面々。

「というわけで、第二幕よ！　今日は海外の三勢力から重要な使者を同時に迎えて、一気に会議を進めるから！　開戦までの刻限までもう時間がないので、急ぐわよ！　小田原評定みたいにだらだらやるつもりはないから！」

　関せきヶが原はらの勝者にして天下人・織田信奈。会議と食事を一いつ緒しよにやるつもりで、てばさきを囓かじりながらの出席である。なにしろ「早く小田原に入って良晴と祝言をあげたーい！　十じゆう兵べ衛えや小こ早ばや川かわ隆たか景かげたち大奥派が茶々を入れてくる前に！」と焦あせっているのだった。

「はぁれむ話がうやむやになって日ノ本も俺もからくも助かったと思いきや、一転、史上最大の危機じゃないか。俺は日本戦国史と三国志が専門で、近世ヨーロッパ史は囓った程度なんだぜ!?　ああ、もっと『シヴィリゼーション』をやりこんでおけばよかった！」

　その伴はん侶りよとなる未来人・われらが相良良晴。すっかり信奈の熱気にあてられている。

「くすんくすん。はぁれむ話はまだです、まだ終わってはいないんです良晴さん。この国難において大功を得た姫武将には恩賞としてはぁれむ入りの権利を得られると、すでに大奥機関が広報活動を……おかげで戦意は高こう揚ようしていますが……あうう」

「防衛戦となれば、勝っても恩賞として土地を与あたえられない。元寇と戦った鎌倉幕府はそのために滅ほろびたようなものだ！　はぁれむを恩賞とするのは、アリだな！　なに、織田信奈が独ひとり寝ねの夜を少々我が慢まんすれば済むことだ！　シメオンは毎晩、半はん兵べ衛えを抱だき枕まくらにできるから寂さびしくないもんね！　あーははは！」

「あのう。官かん兵べ衛えさん？　実はわたしも、その、良晴さんのはぁれむの末席に加えていただければいいなあ、と……あっ、そそそ添そい寝させていただくだけで十分です。けけけ決してそれ以上の関係には。くすん、くすん」

「ええっ？　いっ……イヤだあああ！　うちの半兵衛を、こんなサル顔の女好きには嫁とつがせないぞーっ！」

　参さん謀ぼう役として、天下の知ち恵え者、竹たけ中なか半兵衛と黒くろ田だ官兵衛。

「ガスパールさまとお会いするのは、久しぶり～。信奈ちゃんが良晴くんとお付き合いしながら立派な天下人になった今、もう恋れん愛あい禁止だなんて言わないよね？　宗麟だって、良晴くんはぁれむ入りの許可を得られるよね、えへ」

　外様ではあるが、九州の南蛮事情に詳くわしい大友宗麟が、十字軍を前にして新たに信奈の「片かた腕うで」としてこの清洲会議第二幕に参加。

　そして。

「あああたしにはさっぱりわかりませえん！　鬼ですか、鬼に食べられるんですかっ？　こんなことなら、せめて処女を殿との方がたに捧ささげておけば……ああっでもあたしと親しい独身男って、サルしかいないし！　お母さぁ～んっ！」

「落ち着いてください勝かつ家いえどの。異人といえども鬼ではありませんし、人を食べたりはいたしません、たぶん……三点です」

　信奈の宿老・柴しば田た勝家と丹に羽わ長なが秀ひでの二人であった。長秀は信奈の百倍理にかなった「国割り案」を作成したことからもわかるように内政には長たけているが、海外問題に関しては不得手。勝家に至っては、論ずるに値申さん。しかし、「まあ、一応譜ふ代だいの宿老だし……とりあえず参加しておきなさいよ」と信奈に勧すすめられての出席となったのである。

　信奈は、

「六はともかく、みんな、なんではぁれむ話を蒸し返すのよ？　良晴の正妻は、わ・た・し！　清洲に集まった民の前で、そう宣言したでしょ。大奥はもうなかったことになったでしょ！」

　とお冠かんむりだが、

「ええ～？　『正妻』が信奈ちゃんに決まっただけだよ？　たしかにカトリックは一夫一妻制だけどぉ、ガスパールさまはそもそも異い端たんらしいしぃ、信奈ちゃんはカトリックの洗礼を受ける予定がないんでそ？　だったら関係ないんじゃない？」

「もしも交こう渉しよう決けつ裂れつして開戦となりましたら、戦っても土地を恩賞として与えられない以上、大奥入りを恩賞にしなければ姫武将たちに支えられている織田政権は崩ほう壊かいします、くすんくすん」

「はい。たしかにこれは鎌倉幕府と同じ失敗を回避する奇き手しゆです、半兵衛どのの献けん策さくは八十点です。日ノ本の独立を守るため、相良どのには尊い犠ぎ牲せいになっていただきましょう」

　と、姫武将たちはどこ吹ふく風。

「良晴！　なんとか言いなさいよ！　なんだか悪い予感がしたから十兵衛と小早川隆景は会議に呼ばなかったんだけど……またしても大奥の話が蒸し返されてるじゃないの！」

「お、おう。小早川さんは日ノ本のために一歩退いてくれたんだけど、周囲が……と、とにかく、今は一いつ致ち団結して十字軍に対処する時だぜ信奈？　いわば今回は内閣総辞職総選挙だ。決戦を前に、痴ち話わゲンカで党内分ぶん裂れつしている場合じゃないってことだ」

「未来語で誤ご魔ま化かさないでー！　要は、まあ大奥作っちゃってもいいか、って言いたいんでしょー！　祝言あげる前にはぁれむの計画を立てる旦だん那なさまなんて、わたしの美意識に反するわね！　鉄てつ甲こう船に放り込んで相模湾に浮うかべて燃やすわよ！」

　こんな内情のまま十字軍を相手にするなんて、無む謀ぼうにも程があるのではないか、と良晴はもう気が気ではない。そう。信奈との祝言を宣言した時に、はっきりと「大奥は開かない」と同時に付け加えておくべきだったのだ。だが、良晴も信奈も民衆たちの前で祝言を宣言してキスを交わしたことですっかり頭が煮にえていて、「二人の世界」に浸ひたりきっていた。それに、なによりも「土地恩賞問題」が浮ふ上じようしてしまった。もしも十字軍と戦争になっても、与える土地がないのだ。守しゆ銭せん奴どの信奈が恩賞をケチるために編み出した「茶器錬れん金きん術じゆつ」をもってしても誤魔化しきれない、ゆゆしき問題である。

「くすんくすん。開戦を回避すれば恩賞問題は発生しませんから、大奥の規模を縮小することは可能ですよ信奈さま？」

「待ちなさいよー！　『規模縮小』って、もう大奥設立を既き定てい事実にしているじゃないのよ、半兵衛！」

「そうだー！　このシメオンの目の黒いうちは、うちのかわいい半兵衛をサル男には渡わたさないぞー！」

「こらこらお前ら、こんな不ふ倫りんスキャンダル問題で揉もめている場合じゃないんだって！　フェリペ二世の思う壺つぼだぞっ！　このままズルズルと十字軍に攻せめ込まれて破れたら、俺が大戦犯になっちまう！」

「……まあ……腐くされ縁えんの十兵衛と、良晴が記き憶おく喪そう失しつだった時に恋こい人びとだった小早川隆景くらいは、ちょっとだけ黙もく認にんしてあげてもいいということもないというか……ごにょごにょ……やっぱりダメだわ！　だーって、例外を一人認めると十人湧わいてくるから！　十人認めたら、こんどは百人……絶対ダメー！」

「シム。大奥に美女を百八人集めるだろうな、相良良晴ならば！」

「水すい滸こ伝でんじゃないんだからさ、官兵衛」

　さあさあ。使者の皆みなさんをお待たせしているから、そろそろ会議をはじめようね～、と珍しく大友宗麟が場を仕切った。殿方への独どく占せん欲というものが欠けているらしい宗麟が、奇き跡せき的にも潤じゆん滑かつ油となっている。織田政権は今、かろうじて宗麟によって支えられていると言っていい。ちなみに、もう一人の「独占欲に欠けている姫」今いま川がわ義よし元もとは、駿府からの強行軍で腰こしを痛めて欠席中。すでに京の二に条じよう城に戻もどったという噂うわさまで。







●ガスパールとの対話




　かくして、清洲会議第二幕に「役者」は揃そろった。

「はじめまして、ジパングのクィーン、織田信奈さま。ドミヌス会のアレシャンドゥロ・ヴァリニャーノにございます。こたびは突とつ然ぜんの十字軍出兵に驚おどろかれたかと思われますが、本気でジパングの占せん領りようを狙ねらっている者はイスパニア国王フェリペ二世のみ。異端ガスパールの身柄をドミヌス会に引き渡していただければ、開戦は回かい避ひできます。本日はそのために清洲へと乗り込んで参りました」

　旧教カトリックの総本山・羅馬教皇の代理人。分厚い眼鏡を着用しているため「四つ目」に見えるイタリア人巡察使のヴァリニャーノ。

「ハロー？　ハワーユー？　アイムファインセンキュー！　キャプテン・ドレイクの愛弟子、女海かい賊ぞくウィリアムちゃんよ！　斎藤利三ちゃんからもらった『源氏物語』、超ちよう面白ーい！　ねえねえ。これ、英語に翻ほん案あんしてロンドンで上演しちゃっていい？」

「ハーレム戯ぎ曲きよくなど上演禁止です、不ふ埒らちな。私はイングランド女王エリザベス一世陛下の代理人、ベスよ。今日はそんな浮かれた話をしに来たのではないわ、織田信奈。女王陛下に成り代わってあなたの決断力と行動力を測りに来たのだけれど……さっそく、色いろ恋こい沙ざ汰たで揉めているだなんて。天下人が聞いて呆あきれるわね。あなたは、イングランドの誇ほこり高き処女王が手を組めるような相手ではないみたいね」

　リーフデ号に乗ってようやく清洲へ到とう着ちやくした新教代表の外交使節。ドレイクの弟子にして売れない戯曲家ウィリアム・アダムスと、エリザベス女王の代理人にして「メイド長」のベス。

「……ガスパールとは仮の名前。わが真の正体は、ドミヌス会異端。十字軍を招き寄せることになってしまったことをお詫わびいたします、クィーン。すみやかに、私をヴァリニャーノのもとへ引き渡されますよう。それでジパングは救われます」

「いいえ、ガスパールさまのせいじゃないわ！　相良良晴、なんとかしなさいよ！　あなたは、すべての実を拾うのでしょう？　それって女の子限定じゃないわよね？　ガスパールさまも救いなさい！　ガスパールさまが、どれほど織田信奈の運命を覆くつがえすために奔ほん走そうしてきたことか……！　このお方が今の地位を手に入れるためにやったことになっている『悪事』は、ぜんぶ、ヤスケがやったことだから！」

　ドミヌス会異端にして「普ふ遍へん文明主義者」、カトリックから異端宣告を受けている手配人のガスパール。その背後には、ガスパールを守るために侍はべっている肌はだの黒い少女ヤスケ。

　カトリック。プロテスタント。異端。仇きゆう敵てきとも言える三者がここに勢ぞろいしていた。

　三者とも、まさか（直接顔を合わせるとは）と想定外の事態に戸と惑まどっている。

　信奈は、それぞれを別室に招いて別個に会議を開くというような煩はん瑣さな段取りは採用しなかったのだ。

　勝家あたりはもう、

「あたしには全員同じ異人に見えますうううう！　なんですか、いったいなにが議題なんですか？　なにがなんだか……ああああ！」

　と脳が過負荷状態になって会議に参加できないありさまであった。

　長秀が、

「姫ひめ。さすがに、全員の話を同時に伺うかがうと混乱します。ひとまず、対話は順番に──」

　と早くも混迷しはじめていた会議を仕切り直した。

「そうね。この中で最初に日ノ本に来た者は、ガスパールだったわね。じゃあ、まずはガスパールの話から……それにしても……」

　それにしても、ガスパールの顔立ちはフランシスコ・ザビエルに似すぎている。

　ザビエル本人であるはずはない。すでに彼は死んでいるし、しかも死後何年も経過している。信奈たちの前に現れたガスパールはまだ若い青年であり、仮にザビエルだとすればまったく歳としを取っていないことになる。

「お、おい。信奈。まさか『初はつ恋こいの人にそっくりだわ！』と言いだして、俺との婚こん約やくを破は棄きするつもりじゃあ……お、お、俺の大奥話に当てつけるためにそんなツンデレにも程がある仕打ちを受けたら、俺は裏返って悪役令れい嬢じようになるぞ？」

「んもう。婚約破棄なんてしたら、良晴は即そく座ざに大奥を作って百八人の姫武将を集めるでしょ！　そんな、あんたに好機を与えるようなことするわけないでしょっ！　でも、おかしいわ。ほんとうにザビエルさまに似すぎている！　あなたはいったい何者なの、ガスパール？　その顔じゃ、異端と疑われてもしかたがないわ。なんのためにジパングに？」

　その理由を、すでに良晴はよく知っている。

「ジパングのクィーンよ。相良良晴とドン・シメオンはすでに知っていますが、お伝えいたしましょう。ですがすべてを語ろうとすれば少々長くなりますので、圧縮して語ろうと思います。足りない部分は、相良良晴、シメオン、宗麟さまの言葉で補っていただければ」

　信奈はこの時、ガスパール自身の口から、彼の数すう奇きな運命を知らされることとなった。

　ガスパールが、記き憶おくを失っていること。自分自身の過去も正体もわからないということ。黒田官兵衛得意の「タロット占うらない」を用いて「未来」を読もうとしても、「白紙のカード」しか引けない特異体質だということ。

　ただひとつ残されていた「ジパングのオダノブナ」という言葉だけを頼たよりに、ザビエルに瓜うり二つの顔を利用し、あらゆる手段を用いてドミヌス会ジパング支部長ガスパールになりおおせ、日ノ本へ渡ってきたこと。

　記憶を失いながらも、正十二面体の「プラトン立体」を所持していたこと。プラトン立体には、「未来」の映像が浮かびあがること。その「未来」から戦争と圧政と支配と大量虐ぎやく殺さつに明け暮れる人類の悲劇的な運命を知ったガスパールが、ドミヌス会異端にして亡きザビエルの「影かげの同志」でもあったギヨーム・ポステルが掲かかげていた普遍文明主義に触ふれて「いずれ安土城炎えん上じようとともに滅ほろびるジパングの織田信奈の運命を変え、『第二のアレクサンドロス大王』として東西文明の融ゆう合ごうを果たす世界規模の英えい雄ゆうへと育成しよう」と志したこと。

　極東のクィーン織田信奈と、ヨーロッパの処女王エリザベス一世を引き合わせることで、東西融合を実現しようとしたこと。織田信奈を「処女王」にしようと計画したのは、エリザベス一世が極度の恋れん愛あい嫌ぎらいで「国家と結けつ婚こんした女」を称しようしていたからだということ。しかし、長い遠えん征せい旅行の中での孤こ独どくは、確実に女王の心をむしばむ。だから同性の「豊後の女王」大友宗麟を織田信奈の「親友」として引き合わせることで、アレクサンドロス大王にとっての「分身にして親友」ヘファイスティオンとなそうとしたこと。

　また、「プラトン立体」の謎なぞと使用方法を解明するために、ジパングを含ふくむ世界中の神話伝承を調査してきたこと。「三種の神器」のうちのひとつ八や尺瓊さかにの勾まが玉たまが、世界にいくつか存在するプラトン立体のひとつでもあり、「時間と空間」を超こえる「天あまの岩いわ戸と」を開く力を持っていると知ったこと。

　想定外の存在であった未来人・相良良晴が、「織田信奈を第二のアレクサンドロス大王に」というガスパールの野望を阻はばむ存在となっていたこと。相良良晴はこの時代の人間ではないためか、プラトン立体には映らない。行動をいっさい読めない。その上、織田信奈に干かん渉しようし続けるため、プラトン立体の「予知」能力が乱れていったこと。しかも、相良良晴は織田信奈と恋こいに堕おちていた。二人が結ばれてしまえば、エリザベス一世は決して織田信奈をクィーンとして認めない。「国家」と「恋れん愛あい」は絶対に両立しない、世界史に名を留とどめ国家に繁はん栄えいをもたらすという志を抱いだく真の女王は処女でなければならない、それがエリザベス一世の信念なのだから。

　故に、村むら上かみ水軍に敢あえて捕とらえられて勾玉を瀬せ戸と内うちの海から引き上げさせ、蒲生がもう氏うじ郷さとに「未来の超兵器」だと偽いつわった勾玉を送って戦場で使用させるよう誘ゆう導どうし、未来人・相良良晴を未来へ帰そうと画策したこと。

　九州や関ヶ原でも、何度も相良良晴を、時には「謀む反ほん人の運命」を背負っているとおぼしき明智光秀を「歴史から退場させる」べく陰いん謀ぼうを企たくらんだが、相良良晴はその試練のことごとくを撥はね返して、明智光秀を運命の闇やみから救いだし、見事に生き延びてついに織田信奈に関ヶ原での勝利をもたらしたということ。

「──クィーンよ。私は、自分のこれまでの行動を悔くいております。本来の歴史ではありえなかった、かかる事態──十字軍の襲しゆう来らいを招くことになったのも、本来のガスパールと偽にせ者ものの私がすり替かわったことが原因のひとつです。あるいは、私の行動もまた、クィーンの運命を暗転させるための『舞ぶ台たい道具』にすぎなかったのかもしれません」

「……でも、悪気はなかったのでしょうガスパール？　たしかにあなたは、過保護というか少々お節せつ介かいが過ぎるとは思うけれど、わたしの運命を変えるために海を越こえて日ノ本まで来てくれたのでしょう？」

「クィーンよ。動機などは、問題ではありません。人間は、行動と結果こそがすべてです」

　ガスパールは、自らが「相良良晴と敵対してきた陰謀家」であるという事実を包み隠かくさずに語った。

　彼の述じゆつ懐かいを聞いていた良晴のほうが（そこまで教えちまっていいのか？　そうか。ガスパールは十字軍との開戦を回避させるために、このままカトリックに自分を裁かせて死ぬつもりなのか……自分を庇かばいかねない信奈にできる限り「悪印象」を与あたえたいのか）と冷や汗あせを流したほどである。

「……不思議ね……見知らぬわたしに、どうしてそこまで……それに……あなたとは、どこかで会ったことがあるような……こうして話していると、懐なつかしいような、既き視し感かんが……」

「それは私のこの顔のためでしょう、クィーン。ザビエルとの記憶が想起されて、お心を乱すのです。私に惑まどわされたドミヌス会の人々もまた、同じでした」

「ううん。そうじゃない。そうじゃないの。顔は関係ない。あなたの話し方、その物もの腰ごし。わたしはたしかに、どこかで……」

「それはクィーンの錯さつ覚かくです。私はそうやって人の心を操る術を磨みがき続け、成り上がってきた男ですから。今になって封ふうじようとしても封じきれるものではないのです。感情ではなく、合理性によって『結論』をお出しください、クィーンよ」

　さすがに「私は『二周目の相良良晴』かもしれません」とはガスパールは言いだせなかった。そのような疑ぎ惑わくを織田信奈に打ち明ければそれこそ、未来どころか現在に重大な影えい響きようを及およぼしてしまうし、いよいよ信奈が自分を庇かばって開戦に踏ふみ切ってしまいかねない。

　良晴も官兵衛も、その件には敢えて触れなかった。まだ「確定」していない「疑惑」にすぎないし、信奈に打ち明けるとしても、目の前の十字軍問題を解決してからだ。そもそもガスパール自身が、自分が「二周目の相良良晴」かもしれないと信奈に気取られることを望んでいない。

　やはり、信奈の窮きゆう地ちを救うために死ぬつもりなのだ。

　ガスパールが「死」へと向かっていることに気づいた宗麟が、慌あわてて話を逸そらそうと口を挟はさんだ。

「宗麟もねー。危うく良晴くんと刺さし違ちがえかけたんだよ。宗麟の恋こい人びとになって！　ってせがんだのに、俺には信奈がいるとか恋人は一人だとか言うもんだから、思わず銃じゆうで自決しそうになっちゃった。今考えると、あれもガスパールさまの陰謀だったんだね。ひっどいね。えへ」

「お、俺、そ、そんなこと言ったっけ？　たしかにそんなニュアンスの話はしたかもしれないけれどさ？　うう……そうなんだよな……すべての実を拾うという俺の信念と、信奈一筋という俺の恋愛観は完全には一いつ致ちしないんだよな……それを言われると辛つらい……」

「良晴くん！　今、宗麟を振ふったことじゃなくて、小早川隆景との悲ひ恋れんに胸を痛めてるね！」

「あ、いや。ちょっとくらいは宗麟のことも考えてたよ？　まあでも、出会って即そく恋れん愛あいというのはやっぱりね？」

「『ちょっと』なの～？　んもう！　デウスさまの愛は全人類を救えるのに、恋愛では一人しか救えないんだねー、と宗麟はがっかりしたよ。でもデウスさまは返事してくれないし姿も見えないし触れないし。良晴くんは実在するからね。やっぱり信しん仰こうより恋愛だよねっ！　ということで、迷える姫武将たちの魂たましいを救済するために安土城に大奥を設立しよう、信奈ちゃん！」

「だから、話をそこに戻もどさないで宗麟！　だいたい、どーして良晴がこんなに姫武将たちにモテるのか、わたしにはいまだにわかんないんだけどぉ。天岩戸開きで有名になっただけじゃん……」

　それもすべて私が天岩戸開きを画策したためです、とガスパールが頭こうべを垂れた。

「私はたしかに東西文明の融合を望みはしましたが、先日まで関ヶ原で内戦を行っていた日ノ本には、十字軍と戦う備えはございません。対カトリック同盟の相手として最適解だったエリザベス女王も、相良良晴との祝言を選せん択たくしたあなたとは同盟を結んではくれないでしょう。しかし、私はジパングで悟さとりました。あなたと同様にご家族に愛されなかった哀かなしみを背負っておられた宗麟さまも、信仰によっては救われなかった。やはり、あなたには相良良晴が必要です……情を捨ててあなたを『機械仕じ掛かけの女王』となそうとした私ではなく、その情であなたの傷ついた心を癒いやし守ってくれる相良良晴こそが。開戦は回かい避ひせねばなりません。ヴァリニャーノどののもとへ私の身み柄がらを引き渡わたしてください、クィーンよ」

　ヤスケが「ダメよ、ダメダメ！　相良良晴、なんとかしなさいってば！」とガスパールの背中にしがみついて押しとどめる。

「結論は、ヴァリニャーノと話してから決めるわ。それよりも──『プラトン立体』っていったいなんなの？　勾玉が未来への扉とびらを開いたさまはわたしも見たから、合理主義者のわたしも信じざるを得ないけれど……実際、良晴は未来から来てるわけだし……でも、未来の映像が見える石なんて、実在するの？」

「はい。私が持っていた石は、自然石でありながら、完かん璧ぺきな正十二面体。それは相良良晴に預けてあります。彼の存在が干渉するために、正確には作動しない状態ですが。ジパングで発見した勾玉は、今では角が削けずれて丸くなっていますが、もとは立方体の『プラトン立体』だったと思われます。それがやまと御ご所しよの神器になった詳しよう細さいな経けい緯いまでは突つき止めていませんが、ジパングには明らかに海の彼方かなたから訪れてきた異国の文明や伝説が数多く残されています。たとえば、豊後に伝わる百合若伝説などです。勾玉もまた、もともとは海の彼方から来たものだったのかもしれません」

「百合若伝説？」

　九州暮らしが長かった黒田官兵衛が、百合若伝説を要約して信奈に解説する。

「むふー。北九州に広まっている昔話だ。昔々、元寇が襲来した頃ころ。百合若という弓名人の武士が、元軍との合戦中に家臣に裏切られて無人島に取り残されてしまった。しかも裏切った家臣は、なんと百合若の奥さん春日姫ひめを寝ね取ってしまった。百合若は無人島に流されてきた船を用いて故郷へ舞まい戻り、裏切り者を弓で射殺して春日姫を取り戻した。めでたしめでたし──とまあ、そういう話なのだが、なぜか古代希臘ギリシヤの伝説『オデュッセイア』こと『ユリシーズ』にあらすじがそっくりなんだ！　とはいえ、近年南なん蛮ばん人じんが『オデュッセイア』を九州に持ち込んできて、それがそのまま百合若伝説になったとは考えにくい。もっと古くから伝わっているはずの昔話だからな。つまり、はるかな大昔に海の彼方から希臘神話を抱いて九州へ渡ってきた人々がいたのではないか……というわけさ」

　信奈は、松まつ永なが弾だん正じようが滅び去ったペルシア帝てい国こくの民の末まつ裔えいであり、「ゾロアスター教」という西の世界の信仰を持っていたことを思いだしていた。希臘はそのペルシアよりさらに西だという。だが、それでも地球は「繫つながっている」のだ。

「……あるかもしれないわね……新大陸発見以前の世界では、日ノ本は文字通りの『極東』だったのだから」

　いけない。信奈さまは、「海の向こうから来た者」に憧しよう憬けいを抱いている。このような話を続けていれば自分を庇うかもしれない、とガスパールは気づき、「私との対話はここまでに」と切り上げようとした。

　しかし、信奈はこれほどの国難に直面していながらも、持ち前の「好こう奇き心しん」を失っていない。

「良晴。プラトン立体、持ってる？　ほんとうに未来が見えるのかどうか実証してみたいわ！」

「あ、いや、信奈？　一応持ってるけど、まだプロテスタントの使者とカトリックの使者を待たせているんだから、後にしたほうが？」

「いいわよね！　私は自分の未来なんて決して覗のぞかない主義だけれど、そんな奇き妙みような石があるのならば、ほんものなのかどうか確かめないと気が済まないの！　それに、この十字軍問題を解決する手がかりになるかもしれないでしょ？」

　ヴァリニャーノが「カトリック陣じん営えいにもプラトン立体はございます。フランスの予言者ノストラダムスがホロスコープ作成に用いている正二十面体、『水～ウンディーヌ～』が。実は、プラトン立体は世界に五個存在すると言い伝えられているのですが、そのうちの三個までがヨーロッパから失われておりまして。ジパングに持ち込まれたプラトン立体がほんものかどうか、確かめてみたいですな。異い端たん裁判においても重要な物証となり得ます」と了りよう承しようし、ウィリアムも「超ちよう面白そうだから、アタシも見たーい！　でもね、イングランドにもプラトン立体はあるのよ！　ジョン・ディーが正四面体、『火～サラマンドラ～』を持ってるんだから！　遠えん距きよ離り透視能力が得意な石で、ジパングにいる伊達政宗の姿をヨーロッパにいながらにして映していたわ！」とはしゃいだので、会議は一時中断。

「これほどの重大事ですのに、好奇心をかき立てられると子供のようにはしゃぐんですから。半刻だけですよ、姫」

　と長秀が念押ししたあと。

　信奈と良晴の二人が、ついにガスパールの「プラトン立体」を覗き込むことになった。

「石の中に、なにかうっすらと映像が見えるわ……でも、焦しよう点てんが合わないわね？」

「ええ。相良良晴の力の干かん渉しようのため、精密さが時間とともに失われ、私のつたない技術ではもはや狙ねらった年代に焦点を定められません。ですが、私は何度も『安土城炎えん上じよう』のビジョンを見てきました。クィーンは本来、天下布武を達成することなく亡くなられる運命の持ち主だったのです」

「その『安土城炎上』ってのが、引っかかるな。石に浮うかぶ城がなぜ安土城だってわかったんだ？　ガスパール？　だって、記き憶おくがないんだろう？」

「現地調査によってだ、相良良晴。安土城こそは、ジパングではじめて天主を築いた城。徐じよ々じよに完成していく安土城の天主の構造が、プラトン立体に映る天主の姿と完全に一致していくさまを、私はたしかに確認した。実際に安土を訪れて確認した者はヤスケだがね」

「あっ、良晴！　見えたわ！　間ま違ちがいない、これはわたしの安土城だわ！　天主が、燃えている……！」

「えっ？　焦点が合ったのですか？　クィーンの強きよう靭じんな意志の力が、プラトン立体を強引に動かしているのかもしれません。しかし、正式な制せい御ぎよ方法も教えていないのに、なぜ……？」

「良晴が放つサル力の干渉なんて、わたしには通じないんだから！　わたしの安土城を焼いた下手人を突き止めてみせるわ！」

「まさか。そこまで精せい緻ちに石を用いることなど……熟達者をもってしても、困難なはずですが」

「おい信奈。あまり無茶するなよ？　突とつ然ぜん、プラトン立体が爆ばく発はつしそうな気がする」

　明智光秀が焼いた説以外にも、いろいろな説があって、未来人の良晴も実は「安土城を炎上させた犯人」が誰だれなのか知らないのだ。

　まさか歴史の真実が明らかになるのか？　と良晴が緊きん張ちようして石を覗き込んでいると──。

「あれれ？　制御不能になっちゃった！　あーん、また映像が乱れて……って、あれっ？　わたしとよく似た恰かつ好こうのおっさんが石の中に浮かびあがって……誰これ。わたしご自じ慢まんの南蛮甲かつ冑ちゆうを、男が着込んでいる!?」

「こ、これは……まさか。の、信奈。この人物は、お前じゃない！　これは……『織田信のぶ長なが』だ……!?　そうだよ。完全に忘ぼう却きやくの彼方へ追いやっていたが、この鋭するどい眼光！　この青白い面長の顔に、男としては華きや奢しやな身体からだ！　他を圧あつ倒とうする魔ま王おうの如ごときオーラ！　なによりも、かぶきにかぶいた南蛮甲冑！　永えい禄ろく銭に桔き梗きよう紋もん！　そして、種たね子が島しま！　織田信長に間違いない！　い、いったいどうなっているんだっ？」

　戦国暮らしが長い良晴にはもうすっかり「織田家の当主で天下布武を目指す武将は、織田信奈」という「常識」が染みついていたが、そもそも「未来」の世界では「織田信奈」という存在は記録に残っておらず、「織田信長」こそが信奈の役目を果たした歴史的人物だったのだ。良晴が幼い頃から愛好していた戦国ゲームのタイトルも、「織田信長公の野望」だった。「織田信奈の野望」というタイトルのゲームではなかった。

　ガスパールが、

「……今まで映り込んだことのない人物です。やはり相良良晴の干渉力の影響で、プラトン立体の能力が乱れているとしか思えません」

　と首を捻ひねっている。芝しば居いではなさそうだった。すでにガスパールは、己の秘密を（二周目の相良良晴かもしれないという疑惑以外は）隠かくさずに信奈に伝えると決めているのだ。

　これは？　いったい？　どういうことだ？　そもそも信長と信奈ってどういう関係なんだ？　この件について考えると混乱するから今まで「お約束」としてノータッチを貫つらぬいてきたというのに、この土ど壇たん場ばでまさかプラトン立体に織田信長が映り込むとは？　俺が未来から戦国時代に来たことと関係しているのか？　わけがわからない！　と良晴がパニックに陥おちいりかけていると。

　官兵衛と仲良くういろうを「あーん」と食べさせ合いっこしていた天下の知ち恵え者・竹中半兵衛が、

「あのう。もしかしたら、このガスパールさんのプラトン立体が持つ力の謎なぞを解く道筋を見つけた気がします……で、でも、清洲会議第二幕はまだ三分の一しか終わっていませんから、この件は後日ということでお願いできませんか信奈さま？　なにしろ、この件の解明に本格的に取りかかったら、一晩は潰つぶれちゃいそうですから……それに、目下の課題である十字軍問題とは直接関係のない話ですし。ごめんなさい、ごめんなさい」

　おずおずとそう提案してきたのだった。

「デアルカ！　良晴なんて目を白黒させてアワ、アワワと震ふるえているだけなのに、もう謎が解けそうなのね？　さすがは天下一軍師ね！　天あつ晴ぱれだわ！　一方その頃、天下二番軍師の播はり磨まは……あんた、さっきからういろう食べてばっかりじゃない」

「うわーんっ！　二番軍師言うなーっ！　シメオンの脳のう梁りようは一極集中型なんだ！　食欲と智ち謀ぼうは両立しないんだーっ！　ういろうを食べ終えたら、必ず手て柄がらは立てるっ！　この後すぐっ！　くっ……半兵衛め。シメオンの頭脳をういろうで一時停止させて自分だけ織田信奈に褒ほめられるとは……なんておそろしい子！」

「違ちがいます、違います。わたしは、ほら、閃ひらめき型ですから……ういろうを食べていると頭の回転がよくなるんです。くすん」

「むふー！　食いしん坊ぼうさんだな！　太るぞー、太るぞー。むしろ太れ～！」

　はい、わたしは瘦やせすぎなのでもうちょっとぽっちゃりしたいですね、と半兵衛は苦笑していた。

　半兵衛は、プラトン立体の中にガスパールですら知り得なかったなんらかの「謎」を見つけ、その謎を解明できると確信したらしかった。しかし、この時点では良晴にも、半兵衛の閃きがどのようなものなのか、まるで予想もできなかったのである。







●ウィリアム＆ベスとの対話




　途と中ちゆう、プラトン立体の登場によって脇わき道みちに逸それかけていたが──。

　新教勢力の使者と信奈とが対話する順番が、ようやく訪れた。

　ヴァリニャーノは「ガスパールの引き渡し交こう渉しようを先に」と懇こん願がんしたが、信奈は「ガスパールがわたしのもとに来た理由は、イングランド女王エリザベス一世とわたしを同盟させることにあったんでしょう？　ならば、イングランドの使者との対話が先よ。なにしろ、わたしたち日ノ本人は、今まで新教勢力の人間とほとんど接せつ触しよくしたことがないのだから──どうせあなたたちカトリック教徒は、『新教徒は異端にして悪あく魔まの手先』って言うんでしょ？　逆もまた真だけれども。そういうのは法ほつ華け宗しゆう対本猫寺教徒の争いで見慣れているから。だから、この順番でいいのよ」とヴァリニャーノを説得した。

　信奈はなにしろ頭の回転が速すぎるので、短気・即そく断だん即そつ決けつ・激げき昂こう・第六天魔王化で知られるが、意外と、宗教が絡からむと粘ねばり腰ごしで丁てい寧ねいな段取りを踏ふむことができる。武家とは異なる「信しん仰こう」の論理で戦ってきた叡山や本猫寺との激げき闘とうによって、激しい「信仰心」がいかに厄やつ介かいなものかを知り抜ぬいていたからかもしれないし、「神を尊べど神に頼たよらず」という合理主義的な無神論者だからこそあらゆる宗教を平等公平に俯ふ瞰かんできるのかもしれなかった。

　これが、未来人・良晴が信奈を「天下人」に推す理由のひとつであり、姫武将たちもすでに良晴の想いを理解していた。実力主義の戦国大名は「実利」によって動くとはいえ、武門の神を信しん奉ぽうする。毛利家は厳いつく島しま神社の弁べん才ざい天てん。島しま津づ家は住すみ吉よし大社の稲荷いなり神。上杉謙信は言うまでもなく毘び沙しや門もん天てん。武田信玄は諏す訪わ神社に不ふ動どう明みよう王おう。大友家は宇う佐さ八はち幡まん宮ぐうからカトリックに鞍くら替がえした。だが、信奈は伊い勢せ神じん宮ぐうややまと御ご所しよを尊重しながらも、自らは特定の神を信仰することはなかった。

（俺が生まれ育った未来の世界でも、信仰心が過激な狂きよう信しんとなって戦争やテロを引き起こす悲劇がずっと繰くり返されてきた。二十一世紀になってもなお、いまだに「十字軍」や「聖戦」を唱える人々が大勢いたし、そういう人間が権力者の座について大規模な戦争を開始したりしていた……ましてやこの十六世紀においては、信奈のような人間は希け有うだ。ガスパールが俺であれ別人であれ、信奈に白羽の矢を立てた気持ちはわかる。信奈は、ありとあらゆる宗教・民族・国家を対等に扱あつかい平等に扱うことができる。感情の起き伏ふくが激しくて暴走する癖くせはあるけれど、それは俺たちがフォローしていけば問題ない。やっぱり、この世界に信奈の代わりはいない……）

　信奈の理り屈くつに納得したヴァリニャーノは、「承知いたしました」と引き下がった。これほどの国難に直面していながら、この落ち着きぶり。このお方は並の知性と胆たん力りよくの持ち主ではない、と信奈に対して敬意とともに脅きよう威いを抱いだきながら。

　ウィリアムとベスと、織田信奈。良晴が知っている歴史では実現しなかった邂かい逅こうと対話が、ここに繰り広げられたのである。

「ウィリアム。そしてベスだっけ？　そのお手伝いさんの衣装、かわいいわね！　で、新教ってそもそもなに？　プロテスタントって、カトリックとどう違うの？」

　ウィリアムが、「ベスは口が悪いから、戯ぎ曲きよく家のアタシが語ってあげるわね！　ヨーロッパの実情をお教えしてあげるわ！」と身を乗りだした。

「話せば長いのだけど、ヨーロッパでは以前よりカトリックから分派しようとする異端勢力が周期的に勢力を拡大してきたのよね。カタリ派とか。フス派とか。そのたびにカトリックは十字軍を派は遣けんして異端を撲ぼく滅めつしてきたんだけれど、ま、時代の流れってやつかしら。とうとう『新教』プロテスタントの勢力を排はい除じよしきれなくなったわけ！　神聖羅馬帝国もフランスももう、新教と旧教の戦争で国内はわやくちゃよ！　ドミヌス会が大航海時代の商船に乗ってジパングや明まで布教に来たのは、ヨーロッパで押されているカトリックの勢力を世界に広げて巻き返しを図っているからなのよ！」

「デアルカ。日ノ本の仏教も、叡山からどんどん枝分かれして百ひやつ花か繚りよう乱らん状態となり、複数の宗門が京の都を舞ぶ台たいに戦ったりしていたけれど、ヨーロッパも同じなのね」

「ヨーロッパの半分を支配しているハプスブルク家の面々──神聖羅馬帝国皇こう帝ていルドルフ二世やイスパニアのフェリペ二世はゴリゴリのカトリックの守護者よ。イスパニアはいまや隣りん国ごくポルトガルを併へい合ごうし、新大陸や東南アジアを片っ端ぱしから植民地化している超ちよう大国だしね！　対するイングランドは、吹ふけば飛ぶような小国。にもかかわらず、われらがイングランドの女王陛下がカトリックと縁えんを切って英国国教会を国教とし、プロテスタント側についてネーデルラントの独立戦争に加担したのは、女王陛下ご自身の生い立ちに理由があるのよね！　おお、おお。おかわいそうな女王陛下！　まさに悲劇！　イングランドの王朝の歴史は、希臘神話に勝るとも劣おとらない悲劇の歴史なの！　アタシは今、百年戦争と薔ば薇ら戦争の時代のイングランド史劇を構想中なのよね。ヘンリー四世……ヘンリー五世……ヘンリー六世……あ、みんな同じ名前じゃないか、ってクレームはなしね？」

　ベスが眉まゆをひそめて「女王陛下の個人的な話をあまり漏もらさないように」とたしなめるが、ウィリアムは「シャラーップ！　隠したってどーせバレるでしょ！　だったらこのウィリアムちゃんが情感たっぷりに語りあげて、織田信奈を感動させてみせるんだから！」と言うことを聞かない。しかし、ぶっちゃけ、ウィリアムの演劇口調は──下手だった。日ノ本語に不慣れだからというより、もともと役者の才能がないらしい。

「女王陛下のお父上は、今は亡きイングランド王ヘンリー八世。ヘンリー八世が即そく位いした頃ころのイングランドは、まだカトリックだったの。ところが、禁欲的なカトリックには『一夫一妻制度』というルールがあるの！　ジパングでは一夫多妻もアリみたいだけれど！　なにしろ、離り婚こんすら原則禁止だから、なによりも血統を重視する王家にとっては夫婦生活の破は綻たんは王家そのものの危機に直結するわけ！　『お世よ継つぎ』が生まれなければ、たいへんなことに！」

　お世継ぎの赤ちゃんを産めない奥さんを迎むかえてしまったら、王家は断絶とお家いえ騒そう動どうの危機に陥るというわけね？　と信奈がウィリアムに尋たずねる。

「そうなの。あ、ヨーロッパにはゲルマンの古法『サガラ法』って掟おきてがあるから、お世継ぎは女の子でもいいんだけれど、できるだけ男の子であることが望ましいのよ？　とりわけ『イングランドの国王は男でなければ務まらない』と信じるヘンリー八世は、男の世継ぎが欲しくてたまらなかった。ところが、生まれてくる子は女の子ばかりだったの！　もちろんルールの網あみの目を潜くぐって離婚する手もあるんだけど、ヘンリー八世はなにしろ二度も三度も四度も離婚を繰り返すような飽あきっぽい男だったから、教皇も『もう離婚は認められん』と怒おこっちゃったわけ！」

「王様たるものが二度も三度も四度も王おう妃ひをとっかえひっかえしたのっ!?　一夫多妻も離婚もなんでもありの日ノ本でも、そんな話は聞いたことがないわよ!?　そんなことをしたら、国が乱れるじゃない！」

　まったく不ふ埒らちな王でした、不潔です……とベスが顔をしかめる。

「そう！　もちろん乱れに乱れたわ！　男の子が欲しいというのはヘンリー八世の言い訳で、ほんとは若くて綺き麗れいな嫁よめを定期的にゲットしたかっただけっぽいわね！　さて！　そんなヘンリー八世がある時、アン・ブーリンという利発な美女に出会いました！　二人は怒ど濤とうの恋こいにまっしぐら！　おお、アン・ブーリン。あなたはなぜアン・ブーリンなのか？　どうか余の愛人になってほしいと王は懇願しましたが、アン・ブーリンは気位が高い女性で、私は愛人になどならない、王妃にしてくれるのならばあなたと添そい遂とげてもいい、とヘンリー八世に正妻の座を要求！　アン・ブーリンに夢中になったヘンリー八世は、王妃と無理矢理に離婚しようとして、教皇の怒いかりを買って破門！　世が世なればヘンリー八世はバチカンまで出かけていって『カノッサの屈くつ辱じよく』ばりの土下座外交を強制されるはずだったけれども、時代は新教の嵐あらしが吹き荒あれる十六世紀！　落ち目の教皇なんかに謝るはず、ありませーん！」

「……ヘンリー八世は、カトリックを離り脱だつして英国国教会を結成。イングランド中の修道院を片っ端から潰して、『離婚したい』というだけの理由で国をあげて新教勢力に鞍替えしてしまったのよ。新世界に仮か託たくした理想の社会を描えがいた『ユートピア』の著者にしてヨーロッパ随ずい一いちの知識人トマス・モアは、王妃との離婚に反対して処しよ刑けいされてしまったわ」

　ベスは、そうとうにヘンリー八世に憤いきどおっているらしい。青白い顔色がますます青くなっている。有名な「ユートピア」の著者がそんな理由で処刑されていただなんて……それじゃあデストピアじゃないか、と良晴は啞あ然ぜんとした。

「かくしてヘンリー八世の新たな王妃におさまったアン・ブーリンが産んだ赤ちゃんが、今の女王陛下、エリザベス一世さまだったというわけ！　ま、もののはずみでイスパニアを敵に回したりしちゃったけれど、めでたし、めでたし！　……と言いたいところだけど、どっこいこれは物語ではなくて現実です！　そうはならなかったわけ！　ヘンリー八世は男子を産めなかったアン・ブーリンに失望したか、それとも単にアン・ブーリンに飽きたのね！　またまた離婚して、新しい王妃を迎えようと望んだの！」

　いやあ酷ひどい話だなあ、とつぶやきながら良晴は震えていた。信奈が「ぴきぴき」とこめかみを引きつらせていたからである。

「それじゃ、ヘンリー八世という男は、前妻に続いて後妻のアン・ブーリンと娘むすめエリザベスをも宮きゆう廷ていから追い出したわけね？　許せないわね」

「ハズレー！　娘のエリザベスは命だけは救われたけれど、アン・ブーリンは──生かしておいたら厄介だとばかりに、ヘンリー八世に処刑されちゃったの～！　不義密通とか魔ま術じゆつとか近きん親しん相そう姦かんとか適当な罪状をでっちあげて、死し刑けい！」

「そんな!?　ちょっと待って？　自分の妻を処刑って……めちゃくちゃじゃないの！　いつの時代の話なの、それ？」

「そーなの！　めちゃくちゃなの！　幼いエリザベス女王陛下のご心痛はいかばかりか、でしょ!?　もちろん王位継けい承しよう権は剝はく奪だつされ、庶しよ子しに身分を落とされて、苦難に満ちた幼少期を過ごされることに。ちなみに、アン・ブーリンを処刑したあとに迎えられた王妃の中にも、やっぱり不義密通の罪で処刑された者がいるわ！」

　ウィリアムが演劇口調で語っている分、衝しよう撃げきは中和されているが、それでも大友宗麟が「残ざん酷こくすぎて聞いていられないよ～」と耳を塞ふさぐ。

「そんなわけで、まあ他にもいろいろあったんだけど、王位を継承したエリザベス女王陛下は誓ちかわれたわけ！　お父上の女好きと飽きっぽさのために、お母上を含ふくむ大勢の人間が処刑された。イングランドは小国なのにカトリック勢力から閉め出され、敵に囲まれるに至った。とりわけ新世界を制せい覇はした超大国イスパニアに睨にらまれることに──イングランドはまさしく危機的状じよう況きように陥おちいってしまった。王個人の恋れん愛あい沙ざ汰たのために！　だから自分は、生しよう涯がい殿との方がたと結けつ婚こんしない。世継ぎも残さない。その結果、今のイングランド王朝の直系が途と絶だえても構わない、王家の血を引いた人間なら他にもいるから──と。女王陛下は殿との方がたとの恋れん愛あいを捨てて『国家』と結婚したのよ！　イングランド国家の独立とイングランド国民の暮らしを守るためにね！　だから『処女王』にして『妖よう精せいの女王』なの！」

「……『国家の運営』と『恋愛』は両立しない。女王は公人であって、私人として生きる自由も資格もない。女王陛下は、すべてのイングランド国民の母になる道を選んだのよ」

　ベスが結論を述べる。ところがすかさずウィリアムが、

「いろいろ理屈をつけているけれど、まあ要するに女王陛下は殿方が怖こわい、結婚が怖いのよね！　お母上がお父上に処刑された事件が、深い心の傷になっているんだわ！　まさに悲劇！　ああ、ああ、孤こ独どくな女王陛下を生しよう涯がい『処女王』のまま留とどめるのも、『恋愛』という未知の幸福を発見させるのも、すべては観客の皆みなさまのお心次第よ！　どうか惜おしみない拍はく手しゆ喝かつ采さいを！　女王陛下のお心を縛しばる戒いましめを解き放ち、陛下を自由に！」

　と芝しば居いがかった口調で盛大に「拍手」を要求し、涙なみだぐんだ信奈たち姫ひめ武将一同が「ぱちぱちぱち」「宗麟はまだ片思いだけど、それでも恋愛っていいものだよ！」「くすんくすんくすん」「このままでは零れい点てんの物語です。良晴どのの出番ですね」と手を叩たたき、いっせいに「女王陛下を自由に！」と唱えはじめたので、ベスははたきを振ふりあげてウィリアムの口を塞いだ。

「待ちなさい、三文文士！　大衆演劇ならばそういうお涙頂ちよう戴だいなお話にしてもいいけれど、今は国と国の外交の席上なのよ。女王陛下の崇すう高こうな決意を矮わい小しよう化しないで！」

「もごもご！　今の台詞せりふは使えるわ、ロンドンでも馬ば鹿か受けだわ、と確信していたのに！　邪じや魔ましないでよー！　だいたいねえ、人間の心は万国共通なの！　ヘンリー八世は論外としても、恋を否定するなんて馬鹿げてる！　人間は恋愛の情熱からは逃のがれられないの！　それは古代希臘の昔から不変にして普ふ遍へん！　大衆も王家も関係ないでしょー！」

「黙だまりなさい」

　ともあれ、ガスパールがなぜエリザベスと信奈を同盟させるにあたって、信奈を「処女王」にしようとしていたかが、いまや完全に明らかとなった。

「織田信奈。私は女王陛下の代理人としてあなたを直接値ね踏ぶみしに来たのだけれど、やっぱりあなたは陛下が手を組むに値する女王ではなかったわね。未来人の怪あやしい男を恋こい人びととして連れ回したあげく、この重要な会議の席にも誘さそってきた上に、小田原で挙式を敢かん行こうする、ですって？　十字軍の艦かん隊たいが相模湾に襲しゆう来らいしているのに？　公私混同も甚はなはだしいわね、織田信奈。恋愛に溺おぼれる女王は、陛下がなによりも忌いみ嫌きらう存在。いいこと？　イングランドとあなたの同盟の可能性は、あなたが相良良晴との祝言を宣言したことによって潰ついえた。あなたは、亡国の女王となるわ。エジプトにシーザーを引き入れたクレオパトラのようにね──ガスパールとあなたの出会いがもっと早ければ、異なる未来もあったかもしれないけれど」

　そんなはずはない！　わたしと良晴は、必ず両方の実を拾ってみせるわ！　恋も天下もどちらもあきらめない、両立は可能よ！　と信奈がベスに思わず反論した。

　だが、ベスは「ふっ……」と酷こく薄はくな笑みを浮うかべると、こう言い捨てた。

「すでに大奥問題が持ち上がって、ジパングの姫武将同士で揉もめているじゃないの。恋愛などは庶しよ民みんのもの。一人の殿方は、一人の女性しか幸福にできないのだから。世界最強・イスパニアの無敵艦隊を前にして祝言だ大奥だと乙女おとめ気分で浮かれているあなたには、『国家の女王』など務まらない。女王陛下がこの場におられたならば、今のあなたを見てこう言うでしょうね。『あなたには失望したわ』、と」

　エリザベスの侍じ女じよベスは、女王の心の動きを完かん璧ぺきになぞって自分の心とシンクロさせることができるらしい。

　事態は、かねてガスパールが危き惧ぐしていた通りの展開になっていた。

　良晴は、ガスパールほどにはヨーロッパの事情に精通していない。そうか。十字軍襲来は想定外としても、エリザベス一世と信奈に手を組ませる上で、俺の存在がこれほどの障害になっていたのか……と事態の重大さを理解して頭を抱かかえていた。それにしても、父が母を処刑するとは。なんという悲劇だろう。「二階崩くずれの変」という悲劇を経験した大友宗麟は、エリザベス一世の境きよう遇ぐうに共感してしまったのだろう、まだ涙ぐんでいる。

「まだ、かすかな望みはあった。でも、あなたが相良良晴を会議に引き入れた瞬しゆん間かんに、イングランドと織田政権の同盟の線は、消えたわ。北条家が新教勢力と手を携たずさえずに籠ろう城じようを続けるというのならば、われらは予定通り、奥州の伊達政宗と同盟を結ぶわ──あとはイスパニアに開戦の口実を与あたえる愚ぐ行こうを避さけることね、織田信奈？　伊達政宗と十字軍を敵に回して、あなたは防衛戦を戦い抜ぬけるかしら？　たとえ十字軍を追い返せたとしても、恩賞をどうするの？　ジパングを守りきれても、家臣に与えられる土地はないわよ。フェリペ二世の真ま似ねをして、海外に植民地でも増やす？」

「わたしが求めるものは貿易路の拡大だけよ！　そもそも！　あんた、清洲城に着いたばかりでしょ！　勝手にわたしの値踏みを終えたような顔をしないでほしいわね！　わたしは、基本的に第一印象が最悪なだけだから！　この織田信奈さまの真の価値を見定めようというのならば、しばらくわたしの小こ姓しようを務めなさい、ベス！　小姓を務めれば、わたしの寝ね首くびだって簡単にかけるわよ！」

「えっ？　小姓？　ちょ。待ちなさい。私はエリザベス女王陛下の侍女よ。あなたの小姓などでは」

「十字軍が日ノ本から退去するまでの期間限定よ！　完全に国交断絶しちゃっていいの？」

「……なっ……なんて横暴な……陛下以外の人間にご奉ほう仕しするだなんて……屈辱だわ……」

　プププ。ざまあ！　ほらほら小姓さん清洲城の障子の桟さんに埃ほこりが、とウィリアムがベスの頭をはたきでくすぐっている。ベスは、無言でウィリアムのみぞおちに肘ひじを叩き込こんでいた。

「ぐは～っ。乙女になにすんのよおお～！」

「八つ当たりよ。織田信奈のみぞおちに肘を入れるわけにはいかないでしょう？」

「えー？　開戦するのなら、それくらいいいじゃーん！　決けつ闘とうを申し込まないの？」

「いいえ。陛下の望みはあくまでもジパングに貿易拠きよ点てんを設けること。同盟相手として今の織田信奈は信しん頼らいできない、というだけ。このあとのヴァリニャーノとの交こう渉しようが決けつ裂れつして十字軍と織田信奈の間で戦争がはじまれば、イングランド軍も織田軍と交戦することになるけれど、戦争もまた外交のうちよ。両者の間に遺い恨こんを生むようなマナー違い反はんは許されないわ……それに、小姓として仕えているうちに、彼女が陛下のお眼鏡にかなう女王だと評価が覆くつがえる可能性もゼロではないもの。いろいろと織田方の情報だって摑つかめるし」

「ああ。要は、間かん諜ちようをやるつもり～？　それ、面白そう！　だったら、ウィリアムさまも居残って一いつ緒しよに小姓をやってあげる！　戯ぎ曲きよくのネタをたくさん拾うんだから！　ジパングのネタをいくらパクっても、ロンドンっ子にはバレやしないものね！」

　あーあー織田信奈の人使いの荒あらさを知らないから。タダでこき使われるぞ～かわいそうに～、と官兵衛はベスとウィリアムに同情していた。

「あと、ヤスケも小姓に採用！　ヨーロッパ人でもなければ、日ノ本人でも明人でもない。未知の大陸から来たあなたは、面白そうだから！　ガスパールの警護役は、服部半蔵やかみかみ忍にん者じや、風魔たちに引き継つがせるから安心なさい！」

「ちょっと～？　どうして私がっ？　しかも、『面白そう』とかそういう適当な理由で？　横暴だわ！　ガスパールさま、断って！」

　信奈さまにお仕えしなさいヤスケ、とガスパールは微笑ほほえんでいた。この後すぐに、ガスパールはヴァリニャーノのもとへ向かうつもりなのだ。ヤスケの今後を、彼は心配していた。しかし織田信奈ならば、ヤスケを日ノ本人と同じ「人間」として遇ぐうしてくれるだろう。

「ベスとウィリアムはエリザベス専属だから期間限定小姓だけれど、ヤスケはゆくゆくは大名に取り立ててもいいわね！　すべては働き次第よ！　ただし！　ベスもウィリアムもヤスケも、ひとつだけ心しておきなさい。もしも良晴に恋こいして大奥入りを所望したら、その時は──」

「「「所望しないわよっ！」」」

　表情は三者三様ながらも、思わず叫さけんだ言葉は同じ。渾こん身しんの全力否定だった。良晴は（これ以上火種を抱えたら、信奈爆ばく弾だんが大爆発してしまう。よ、よかった）とほっとしながらも、ちょっとだけ哀かなしくなった。

「デアルカ！　さっそく三人には、清洲大お茶会で散らかった清洲の町のお掃そう除じを申しつけるわ！　鬼おに武蔵むさし率いる織田家旗本隊をこき使っていいから、塵ちりひとつ落ちていない美しい町並みに戻もどすのよ！　ほらほら、さっさと行きなさい！」

　ギャー！　お城のお掃除どころか、町すべてをお掃除ですってー？　小姓使いが荒あら～い！　とウィリアムが悲鳴をあげていた。

　かくして──ついに清洲会議第二幕は最終段階へ。ドミヌス会巡じゆん察さつ使ヴァリニャーノと織田信奈との直接交渉へと進んだのだった。







●ヴァリニャーノとの交渉




　教皇からガスパール問題を一任されたドミヌス会巡察使にしてイタリア人神父のヴァリニャーノは、「適応主義」を採っている。ジパングにおいてはジパングの習慣・文化を尊重し、ヨーロッパ流を押しつけない、という主義である。十字軍に参加した主立ったメンバーがジパング語を習得しているのも、ヴァリニャーノの勧すすめによるところが大きい。

　亡きザビエルやフロイスから「ジパングの人間はみな親切で理知的だが、非常にプライドが高い」という報告を何度も受けていたことが、適応主義を採用した最大の理由であった。また、ローマ・ヨーロッパ系列とは異なる独自の歴史と文明を持つ明での布教がまったく進まないことも、東アジアにおけるカトリック布教活動の困難さを示していた。

　イスパニアのフレデリコ会異い端たん審しん問もん官たちがガスパールを暗殺しようとしたことについて、まずヴァリニャーノは詫わびねばならなかった。もしもガスパールが抹まつ殺さつされて清洲城へ到とう達たつできなければ、すでにヴァリニャーノと織田信奈との開戦回かい避ひをかけた交渉そのものが頓とん挫ざしていた。危ういところだったのである。

「クィーンよ。同じカトリック陣じん営えいといえども、イスパニアのフェリペ二世と教皇の考えは対立しているのです。バチカンは、ジパングや明での布教を目的に。フェリペ二世は、ジパングの金銀をわがものにすることを目的に。猊げい下かは開戦を可能な限り回避したいお考えです──十字軍遠えん征せいに失敗すれば、カトリックはジパングでの布教活動を禁じられてしまいますし、明での布教活動も継けい続ぞく困難に。また、艦隊を──とりわけイスパニアの無敵艦隊をここで失えば、地中海の覇は権けんをかけたオスマン帝てい国こくとの戦いが不利に……しかしながら、そこにいる異い端たんガスパールの身み柄がらをドミヌス会のもとに引き渡わたしていただかねば、ジパングそのものが『異端に汚お染せんされた国』と見なされることに。そうなれば、もはや開戦回避は困難となりましょう」

「デアルカ。でも、ずいぶんと身勝手ね。あなたたちドミヌス会がガスパールを選せん抜ばつして送り込んできたのでしょう？　今になって実は異端だったとか言われても、わたしたち日ノ本人を討とう伐ばつするべき理由にはならないわよ。人選を誤ったドミヌス会の責任でしょう？　そうは思わない、ヴァリニャーノ？」

　ジパング人たちはみな、理り屈くつを述べる。かつてこの国を訪れた宣教師が「デウスを信しん仰こうしなければ人の魂たましいは死後に地じ獄ごくに落ちる。われらはあなた方の魂を救いに海の彼方かなたから来た」と説いたところ、ジパング人たちは「俺たちの先祖は、それじゃあ、みんなもう地獄に落ちているということかい。あんた方がこの国に来るまで、誰だれもカトリックなんて知らなかったのによ。そんな不条理な話があるかい」と理屈で宣教師の言葉を一いつ蹴しゆうした。

　この国では、町や村の民ですら、そうなのだ。ましてや天下人の織田信奈には、不条理や非合理はいっさい通じない。

　ヴァリニャーノは返答に窮きゆうした。

「まあいいわ。狩野かのう永えい徳とくに描えがかせた『安土城図屛びよう風ぶ』を羅馬教皇に進しん呈ていするから、この遠征が終わったら羅馬へ持って帰って。天下一絵師の永徳が心血を注いで作成した超ちよう大作なんだから、適当に扱あつかわないでよね？　わたしには、海の向こうから来てくれたヨーロッパ人たちを歓かん待たいする意志こそあれ、十字軍と交戦する意志はないの。これは和平の意志を伝えるための贈おくり物ものよ」

「……これは……素晴らしい屛風絵ですな、クィーン……安土にはまことに、このような壮そう大だいな城が？　ジパングの建物はもっぱら木を用いると聞いていましたが、土台に石いし垣がきを用いているとは。ヨーロッパの城じよう郭かく建築の技術をも取り入れているのですな！」

「あと、長は谷せ川がわ等とう伯はくに描かせた『織田信奈ちゃん立ち姿』も特別に進呈してあげる。ほんものの美しさにはかなわないけれど、秋あき葉は原ばら系未来派の技術を取り入れた最新モードの美人画よ。皇こう帝ていの宮きゆう廷ていにでも飾かざりなさい！」

「め、目が大きいですな。レオナルド・ダ・ヴィンチ流の写実的な技法とは、真逆を行っている。しかし、芸術的だ……このような肖しよう像ぞう画がは、見たことがありませぬ」

　生真面目に童どう貞ていを貫つらぬいてきたヴァリニャーノには、その「秋葉原系未来派」の美人画は魅み惑わく的すぎた。サタンよ去れ！　と十字を切ってかろうじて心中に湧わき上がってきた「萌もえ」の誘ゆう惑わくに耐たえた。こんな蠱こ惑わく的なものを趣しゆ味み人のルドルフ二世に進呈したら、「んん。余はこの美人と結けつ婚こんするですぞｗｗｗ」と言いだしかねない。皇帝ルドルフ二世は、ジパングに幻まぼろしのプラトン立体があると聞いて「欲しいですなｗｗｗ」と言いだし、軍の一部を割いて十字軍に参戦させた道楽者なのだ。

「わたしが求めるものは戦争ではなく、貿易よ。カトリックともプロテスタントとも平等な貿易を行いたい。せっかくヨーロッパ各国の艦かん隊たいが来てくれたのだから、各国と通商条約を締てい結けつしたいところね。商売相手は、一国ではなく多数のほうがいいわ。だって、こちらから輸出する金銀の値段を吊つり上げられるし！　十字軍艦隊に脅おどされての不平等条約締結だけはご勘かん弁べん願いたいわね！」

　ともあれ、織田信奈は噂うわさ通りの銭ゲバ……いやいや、南なん蛮ばん人じんや異い邦ほう人じんを熱ねつ烈れつ歓かん迎げいせずにはおられないクィーンらしかった。会議場は、終始和んでいる。これならば、開戦は回避できる、とヴァリニャーノは安あん堵どした。あとは、クィーンにガスパールの身み柄がら引き渡しを願い出るだけだ。

　ガスパールも、「巡察使ヴァリニャーノさま。私は投降いたします。十字軍との開戦を回避すべく、ドミヌス会のもとで宗教裁判を受けましょう」と申し出てきた。

　ところが。

　あろうことか信奈が、そのガスパールを押しとどめたのだ。

「その必要はないわ、ガスパール。いい、ヴァリニャーノ？　わたしが天下人となったこの日ノ本においては、人々はいかなる信仰をも保証される。神道であろうが仏教であろうがカトリックであろうがプロテスタントであろうが、いっさいはその人間自身が選べるもの。わたしは戦国の世を終わらせるために『天下布武』を推し進めてきたけれど、人間の心までは支配するつもりがない。信仰の自由を尊重する。故に、日ノ本には『異端』などは存在しない」

「……し、しかし!?　クィーン？　ガスパールは『普ふ遍へん文明主義』に汚染されております。ジパングの艦隊を率いさせて、ヨーロッパ軍と戦わせ、世界大戦を引き起こさせるつもりの男です！」

「彼が東西文明を邂かい逅こうさせて融ゆう合ごうさせようとしていたことは事実だけれど、わたしに世界大戦をやらせるつもりだったかどうかは、わからないでしょう？　ガスパールはたしかに良晴を歴史から排はい除じよするためにあれこれ暗あん躍やくしてきたけれど、そもそもイングランドのエリザベス女王とわたしを同盟させるために奔ほん走そうしてきたのだし。それに、そっちが先に十字軍を率いて日ノ本に襲しゆう来らいしてるじゃないのよ」

「それは卵が先か鶏にわとりが先かという話でして、もしもガスパールがジパングを汚染していなければ、猊下も黄金十字軍のジパングへの派は遣けんなどを認めはしませんでした」

「ヨーロッパ人は正統とか異端とかにこだわっているらしいけれど、いにしえより八や百お万よろずの神々を認めてきたこの国においては『異端』はないの！　わたしが否定するものは、宗教者の武装、信仰を戦争の目的とした宗教戦争、これだけよ！　政教の分ぶん離り、軍権と信仰の分離。戦争は人間同士が行う外交活動の手段のひとつであって、信仰活動であってはならない。それが、わたしの信念──日ノ本の戦乱は、武装した各宗門の僧そう兵へいや神人たちによって長引いてきた。本猫寺と戦って門徒たちを武装解除させ、叡山を包囲して僧兵たちから武器を取り上げたのも、信仰と軍事を完全に切り分けるためよ！　信仰はやまと御ご所しよが取り仕切り、軍事は武士が取り仕切る。この政教分離体制を実現しなければ、乱世は終わらない。神の国と人間の国は共存できるけれども、別個のものでなければならない。人間の世から戦争をなくすことはできないけれど、実利ではなく頭の中の観念のために戦う非合理な宗教戦争を防ぐ体制を築ければ、それだけ戦争は減り、平和な期間を長くすることができる。わたしはずっとそう信じてきたし、これからもそうよ」

　カエサルの物はカエサルに。わたしの王国は心の王国である。「イスラエルの王」となることを拒こばみ自らの信仰を「対ローマ独立戦争」ときっぱり区別したイエスの言葉が、この時、ヴァリニャーノの心中に蘇よみがえっていた。

　しかるに、そのイエスを始祖とするカトリックを奉ほうじたヨーロッパが辿たどった道は、宗教戦争の歴史であった。カトリックはたしかに、西ローマ帝国の崩ほう壊かい後、混乱した暗黒時代のヨーロッパを再統一する「力」となった。だからこそ、教皇は皇帝を超こえる絶大な権けん威いを得た。が、そこから先はどうだったか。聖地エルサレムを異教徒から奪だつ回かいするための宗教戦争──十字軍を何度も興した。カトリックに異を唱える分派を「異端」と断じて、やはり十字軍を編成して異端を弾だん圧あつしてきた。そして今、ついに十字軍に屈くつせず教皇に屈しない強力な分派──新教プロテスタントの台頭を許すこととなった。新教と旧教の信者たちは、ヨーロッパ各地で血みどろの戦争を繰くり広げているのだ。

　歴史が正常なルートを進めば、新教・旧教の争いがヨーロッパ諸国を巻き込み「ドイツ三十年戦争」という破局的世界大戦がまもなく勃ぼつ発ぱつする。ドイツ全土は灰かい燼じんと化す。そのことまでは、予知能力を持たないヴァリニャーノは知らない。知らないが、「予感」はあった。新教・旧教の争いはいずれ行きつくところまで行ってしまうだろう、という予感が。

　そして織田信奈は、それらすべての宗教戦争を「非合理」と言い放っている。

（クィーンは、ただの無神論者ではない。このクィーンに論戦を挑いどんで勝つことは、誰にもできぬ）

　だからガスパールは引き渡せないわ、と信奈は「返答」していた。

「引き渡せば、ガスパールは異端として処しよ刑けいされるのでしょう。この日ノ本において、殉じゆん教きよう者は一人も出させない。カトリックの教義とは異なるというのならば、彼に別の宗派を創始させれば済むでしょう」

「クィーンよ。私を庇かばえば、十字軍との交戦となります！　ヴァリニャーノさまとの交こう渉しようが決けつ裂れつすれば、十字軍はジパングに上陸を開始します。プロテスタント諸国は、大航海時代のアジア海域においては後発国。あくまでもイスパニアが主導権を握にぎっているのです」

「日ノ本においては『宗教戦争』はこれを認めず、よ。ガスパール。わたしの目的はあくまでも世界を相手取った貿易。わたしには世界大戦をはじめるつもりも、世界征せい服ふくの大遠征に出るつもりもない。でも、向こうから日ノ本本土を攻せめてくればその時は是ぜ非ひに及およばず、撃げき退たいするだけよ。ただ、たとえ一戦を交えることになったとしても、決して『終わりなき戦争』には──宗教戦争にはしない！　この争いが宗教戦争になった瞬しゆん間かんに、十字軍と日ノ本との戦いは果てしのないものになってしまう。だから、あなたを引き渡してはならないのよ！　それに、あとひとつ。わたしと良晴の祝言は、十字軍にだって邪じや魔まさせないわ！」

　ガスパールはついに、投降をあきらめた。織田信奈の意志を曲げることは誰にもできない。それに、信奈の言う通りだ。「十字軍」との戦いを「聖戦」にしてしまってはならないのだ。ジパングが滅ほろびてしまう。たとえ目の前の艦隊を追い払はらったとしても、事態が宗教戦争となれば、「十字軍」は何度も来る。呂宋にはすでにイスパニアの前線基地が完成し、艦隊を量産しているのだ。宗教戦争という泥どろ沼ぬまに足を踏ふみ入れれば、この国は完全に荒こう廃はいしてしまう。鎌倉幕府は二度、元寇を撃退した。しかし、恩賞となるべき土地を御ご家人に与あたえられず、滅びた。元寇はそれでも、フビライ・ハーンの「征せい服ふく欲」を満たすための戦争にすぎなかった。宗教戦争では──「聖戦」ではなかった。だからこそ、元寇は二度で終わったのだ。

「……ガスパール、そしてヴァリニャーノ。十字軍との開戦を回避できれば重ちよう畳じよう。わたしには十字軍と戦う意図はないし、宣戦も布告しないわ。そちらが開戦すると決めたとしても、あくまでもフェリペ二世の『征服欲』のための戦争に留とどめるべきよ。異端を巡めぐる宗教戦争にだけは、絶対にしない。それがわたしの最終回答よ」

　ヴァリニャーノは（このクィーンこそは、ヨーロッパの宗教戦争を止めていただけるお方かもしれない。征服軍を率いるのではなく、外交使節団を率いてヨーロッパに来ていただければ……ああ。私自身が、クィーンと使節団を羅馬に。バチカンにお迎むかえすることができれば）と思った。が、それは叶かなわぬ夢だろう。

「クィーン。すべて承知いたしました。私はその旨むねを十字軍の本部へと持ち帰りましょう。ガスパールをドミヌス会から除名し、私自身が選んだ新たなジパング支部長を据すえるということで、宗教戦争の開始だけはなんとかして回避いたしましょう。しかしながら、奥州の伊達政宗をいかがいたします？　彼女は、実の父親からプロテスタント方に参戦するよう促うながされております。もしも奥州の覇は者しやがプロテスタント軍と合流すれば……ジパングは、箱根の関を境として東西真っ二つに分ぶん裂れつしてしまいます。『処女王』エリザベス女王は、恋れん愛あいに奔はしったあなたではなく伊達政宗と同盟するつもりなのですから……それに、イスパニア軍の軍人たちは、ガスパールが戻もどってこなければフェリペ二世の命令に従って即そく時じ開戦するのみと唱え、われら聖職者はその決定を覆くつがえせませぬ。ジパングは、未み曾ぞ有うの危機に陥おちいりましょう」

　ヴァリニャーノのその言葉は、信奈の憂うれい顔を引き出していた。「二人の父親」の板いた挟ばさみとなっているであろう、梵天丸の心中を案じているのだ。

　だが、信奈は、梵天丸を信じていた。彼女の「選せん択たく」を尊重する、と決めていた。

「あの子は、良晴と出会った。わたしが癒いやされたように、あの子もまた、良晴に癒やされ、自らの『運命』を乗り越こえようとする勇気を手に入れたはず。決して自暴自じ棄きになったりはしない。きっと、彼女自身にとって最善の選択をしてくれるはず」

「……最善の、選択とは？」

「二人の父親のどちらかを捨てることはしない、人間はすべての実を拾うことができる、梵天丸はきっとそう信じて行動してくれるはず。わたしが、そうしたように。ヴァリニャーノ。ガスパール。わたしは、恋こいも天下もどちらも最後まであきらめないわ。わたしがここでどちらかをあきらめたら、梵天丸も二人のお父上のどちらかを切り捨ててしまうかもしれない」

　ここに、ヴァリニャーノと織田信奈の交渉は、終わった。

　機を見たらしい小こ姓しようの森もり乱らん丸まるが、謁えつ見けんの間に静かに入ってきた。




「仙せん台だいの伊達政宗、兵を総動員して関東を目指し進軍を開始いたしました。蒲生氏郷と直なお江え兼かね続つぐの報告によれば、伊達政宗は相変わらず人を食ったような発言を繰り返しており、織田政権につくか、プロテスタントにつくかは、いまだ明らかにしておりません。おそらくは、土ど壇たん場ばまで去就を明らかにしないだろう、と」




　デアルカ、と信奈はうなずいていた。

　日ノ本と世界の「運命」を握る梵天丸の去就が、定かならぬままに。

　黄金十字軍の上陸作戦開始──すなわち「開戦」は、ここに、不ふ可か避ひとなった。




　　　　※




　良晴は最後に開かれたヴァリニャーノと信奈の交渉の席には同席せず、ウィリアムとベス、そして大友宗麟とともに清洲町内の清せい掃そう作業に移っていた。ヴァリニャーノとの対話だけは真しん剣けんな「言葉の戦争」だから一人で行いたい、だって隣となりに良晴がいるとついデレっちゃうから、と信奈が望んだからである。信奈がヴァリニャーノに対してなにを語ったかは、すぐに森乱丸が伝えてくれた。微びに入り細にわたり。「ガスパールどのの顔がザビエルさまに似ているからといって、心変わりするような恐おそれはなさそうです。まあ殿との方がたを顔で判断するお方ではないことは、サル面のあなたを伴はん侶りよに選んだことからも明らか。ご安心ください」と余計な報告まで。きっちりしすぎているけれど気が回る小姓さんだなあ、と良晴は感心した。

　ともあれ、あとは十字軍の判断待ちである。十中八九、「開戦」となるだろう。

「宗教戦争化を断固として阻そ止ししたことだけは、褒ほめてあげてもいいわね。これであなたに骨ほね抜ぬきになってさえいなければ、たいしたクィーンだと言いたいところなのだけれど。この国の姫ひめ武将の多くが、あなたの側室になることを狙ねらっているのでしょう？　あなたを独どく占せんしたがっている織田信奈に彼女たちの統制が取れるとは思えない。結局は、恋れん愛あい沙ざ汰たのためにジパングを滅ぼすことになりそうね」

　身も心もメイド長なのか、ほうきを手にして熱心に往来の掃そう除じに没ぼつ頭とうしていたベスが、信奈の良晴へのご執しゆう心しんぶりに呆あきれたかのように冷たい笑みを浮うかべてみせた。

　ウィリアムと宗麟は一時間ほどで集中力が切れて「あーっ、ういろう食べたーい！」「いいねえいいねえ！」と茶店に入って思いきりサボっているのだが、ベスだけは生真面目と言おうか、休むことなくもくもくと掃除を続けていたのである。メイド長こと「女王陛下の侍じ女じよ」の哀かなしい習性か。

「いや、まあ。小早川さんも謙信も、別に側室入りを狙っているわけじゃあ……どちらかというと、周囲が勝手に盛り上がっていて……まあでも、姫武将の統制が取れないかもしれないという危き惧ぐはあるな。恩賞として大奥入りの大おお盤ばん振ぶる舞まいでも保証しない限り、いつどこでほころびが出るか……それに、梵天丸が心配だ……どうするんだろうな、あいつ……」

「……二人のお父上にともに愛されているのだから、伊達政宗は幸せな子でしょう。でも、たしか伊達政宗は、合戦の最中に人質に取られたお父上を泣きながら射殺したのだったわね……いったい、どんな気持ちだったのかしら。この上、実のお父上のドレイクと戦うなんて真ま似ねは、きっとできないわね……」

　ベスは、エリザベス一世の身の上を思い起こしているらしい。珍めずらしく、感情を表情に出していた。

「十字軍の派遣が決まった時、女王陛下は、まだ伊達政宗の過去を知らなかったのよ。知っていれば、ドレイクをジパングへ派遣したりはしなかったでしょうね。伊達政宗にこんな残ざん酷こくな選せん択たく肢しを突つきつけるような真似は」

「地球の裏側から来たんだから、しょうがないよ。それに」

　良晴は「梵天丸はお父さんを射殺なんてしていないさ。梵天丸一流の芝しば居いだよ。あいつは人を騙だますペテン、いやいや、お芝居が好きなんだ。伊達輝てる宗むねは生きている」とベスに伝えたが、「あら。証しよう拠こがあるの？」と尋たずねられると、「いやまあ『物証』はないけど、公式には輝宗さんの死因は射しや撃げきによる傷じゃなくて心臓の発作だし、実は生きているらしい、って日ノ本じゃ周知の事実だしね。梵天丸は魔ま王おうキャラを演じているから、噂うわさが大げさに伝わっているんだよ。それに俺、仙台にお呼ばれした時にどこかで輝宗さんとすれ違ちがったような気がするんだよね」と返すしかなかった。輝宗は梵天丸に家か督とくを譲ゆずったあと、雲くも隠がくれしているらしいのだ。諸国にお遍へん路ろの旅に出たという噂もある。

「それにしても。俺は未来から来たんだけど、この時代のヨーロッパ史は日本史ほど詳くわしくなくってさ。女王陛下にあんな悲劇的な過去があったなんて。ガスパールの言い分をもうちょっと聞いておけばよかったと反省しているんだ」

「ガスパールは、陛下に遠えん慮りよしていたんじゃない？　でも未来人なら、イングランドの未来も少しは知っているのでしょう？　ヨーロッパにもプラトン立体を使いこなす予言者にしてワイズマンのノストラダムスやジョン・ディーがいるし、陛下は合理主義者なのに時折不安に駆かられてジョン・ディーを呼び出して未来を予言させていたものよ。でも、ほんものの未来を知っている人間は、あなただけだわ」

「イングランドの未来、か。十字軍が日ノ本に来た時点で、もう俺が知っている歴史からルートが逸それているから、なんとも言えないけれど。とりあえず女王陛下とイングランドについて俺が知っていることは──って、侍女のベスさんに教えちゃっていいのかな？」

「ええ。陛下には内ない緒しよにしておくから問題ないわ。教えなさい」

　ベスは女王とイングランドの未来に興味しんしんらしい。一心同体とも言える陛下に似て占うらない好きなのかもしれない。良晴は観念して、こっそり打ち明けることにした。

「……俺が知っている歴史での女王陛下は、生しよう涯がい誰だれとも結けつ婚こんしないで死ぬよ。文字通りの『処女王』のまま」

　その言葉を聞いたベスの顔色が、曇くもった。敬愛する女王は最後まで孤こ独どくなまま死ぬのだ、と知ったからだろうか。

「……そうなの……陛下は初心を貫つらぬかれるのね。それで、陛下が人生を捧ささげたイングランドは強国になれたの？　イスパニアに征服されたりはしないの？」

「ああ。女王陛下はイスパニアとの海戦に勝利して、無敵艦かん隊たいを壊かい滅めつさせる。功労者は、梵天丸のお父さん。キャプテン・ドレイクだ。イングランドに敗れたことでイスパニアの時代は終わり、十八世紀は英国の時代になる。ただ、女王陛下が生しよう涯がい未み婚こんを貫いたために王朝の直系は途と絶だえてしまったから、スコットランド王がイングランドの王位を継つぐんだ。仇きゆう敵てき同士だったスコットランドとイングランドは女王陛下の崩ほう御ぎよとともに同君連合になり、やがてブリテン島は統一される。ここに大英帝国──日本語で言うところの『イギリス』が成立。海上の覇は権けんもイスパニアから奪うばい取って、世界史上最強の帝国になるよ」

「……世界史上最強の……帝国……そうなの……陛下は、報われるのね」

　そこから先の『イギリス』の歴史のほうはわりと詳しいかな、日ノ本ともかかわりが深くなるしね、遠い未来に日英同盟が成立するというのが本来の歴史だから、と良晴は頭を搔かいていた。

「待てよ？　ということは今のスコットランド王も、イングランド王家の血を継いでいるのか？　血が繫つながってなきゃ、あっさり王位を与えられるわけないよな？」

　なぜだろう。ベスは、今にも泣きだしそうになっていた。

「……そうよ。スコットランド王は、あのメアリー・スチュアートの子供だもの。陛下とイングランドの王位継けい承しよう権を巡って争ってきた恋多き女の、ね。恋愛に浮かれて国政を乱れさせ、スコットランドを追われた愚おろかな女よ。彼女はカトリックだったから、やはり離り婚こんが困難だった。恋こい人びとと共きよう謀ぼうして夫を暗殺したという疑ぎ惑わくを抱いだかれて国を追われたのよ」

　証拠はないけれどもね、でもヘンリー八世の前例があるから、とベスは付け加えた。

「陛下は、イングランド王位を窺うかがうメアリー・スチュアートが亡命してきた時、彼女を軟なん禁きんしてご自分の王位を守られたのよ。陛下は生しよう涯がい独身を貫くお覚かく悟ごだったから、自分の子に王位を与えたいという意思はなかった。でも、恋れん愛あい依い存そん体質のメアリー・スチュアートがイングランド王に即そく位いしたら、また国政に失敗する。イングランドもスコットランドと同じように乱れる、と危惧したのね」

「メアリー・スチュアートか。聞いたことがあるな。そうだ。たしか歴史では、最終的にイングランドに処しよ刑けいされてしまった人だ！　そもそも、同じカトリックの君主だったメアリー・スチュアートが処刑されたためにイスパニアが激げき怒どしてイングランドに無敵艦隊を送り込むんだ！　もしかして、もう、処刑されてしまったのか？」

「いいえ。黄金十字軍の編成にあたって、イングランドがメアリー・スチュアートを捕とらえていることが最大の障害だったから。彼女の身み柄がらは、陛下がフェリペ二世のもとに送りとどけたわ。そのためにイングランドとイスパニアの衝しよう突とつは回かい避ひされ、こうしてジパングにともに十字軍艦隊を派は遣けんすることになったのよ」

「なるほどな。ちょっとしたことで、歴史は大きく変わってしまうんだな……でも、よかったじゃないか。いくらメアリー・スチュアートが王位を奪い合う政敵にして『恋多き女』だったからって、女王陛下だって処刑したくてしたわけじゃないんだろうし」

「ええ。そうよ。殺したいほどに憎にくんでいたはずがない……でも、歴史って皮肉ね……陛下は、自ら処刑した政敵の子にイングランドの王位をお与あたえになる運命だったのね……」

　普ふ通つうは、できることじゃない。女王陛下はほんとうに国家と結婚し、国民を愛した女王陛下だったんだ。無私の人だったんだ。でももうその未来は成就しない、メアリー・スチュアートを処刑する機会は訪れない、と良晴はベスを励はげましていた。やはり、未来などは軽々しく教えていいものではない、と少しばかり悔くいながら。なぜだろう。気き丈じようなはずのベスの横顔が、酷ひどく哀しげに見える。

「でもさ、ベスさん。こうして日ノ本が無敵艦隊と戦う運命をひっかぶったんだから、メアリー・スチュアートの運命は変わったし、女王陛下の運命も変わったんだよ。『処女王』を貫く必要も、なくなるかもしれない」

「いいえ。それはないわ。『国家』と『殿方』を同時に愛することはできない。国政と恋れん愛あいをごっちゃにしてスコットランドを傾かたむけたメアリー・スチュアートの失敗をご覧なさい。次々と妻を取り替かえるためにカトリックから破門されて新教側に回ったヘンリー八世の愚かさをご覧なさい。イングランドが危機に陥おちいり、陛下が苦く闘とうしておられる原因は、すべて、お父上のヘンリー八世や親族のメアリー・スチュアートが恋愛にかまけて国を乱したことにある。ドレイクたち海かい賊ぞくを雇やとってイスパニアやポルトガルの船を襲しゆう撃げきさせなければ国庫が立ちゆかない程に、イングランドの財政は窮きゆう乏ぼうしているの。こんな時代に、女王たる者が恋愛など……」

「それでも、もう陛下はメアリー・スチュアートの命を救い、運命を変えたじゃないか。陛下はイングランドの女王なんだ。望めば、すべての実を拾える！」

「……ううん。織田信奈とは違う。陛下は夢なんて見ないわ。陛下の目に映るものは、現実だけ。愛するお母上を、お父上に処刑されたその日から……夢なんて、見られないのよ。ましてや、恋愛だなんて、悪夢以外のなんでもない。認めたくないけれど、陛下にとって殿方との恋こいは……そうよ。『恐きよう怖ふ』そのものなのよ」

　そうじゃない。だったら、プラトン立体を操るジョン・ディーを呼んで未来を予言させたりはしないはずだ、と良晴は思った。生きている限り、人間は「夢」を、「希望」を見てしまう。見ざるを得ないのだ。生きるために。夢を失った時、人は絶望する。生きながらに死んでいるのと同じになってしまう。

「女王は、すべての国民を愛し守らねばならない。でも、恋愛はたった一人の相手しか救えないのよ？　ブリテン島に伝わるアーサー王の物語を知っている？　円えん卓たくの騎き士し団がなぜ崩ほう壊かいしたかを？　王おう妃ひグィネヴィアと騎士ランスロットの不義の恋愛が、アーサー王に対する二人の私的な裏切りが、円卓の騎士たちを分ぶん裂れつと滅めつ亡ぼうに追いやったのよ。国政に携たずさわる者が恋愛に奔はしれば、国は乱れる。そんな歴史の教訓話ね、アーサー王伝説は。結局、それが恋愛の限界。たしかに恋愛は素敵なものだけれど、それは、国家と結婚する義務を持たない庶しよ民みんのものよ。女王には許されない」

　そうだ。ベスさんの寂さみしげな表情は、どこかはじめて会った時の大友宗麟に似ている、と良晴は思った。恋に恋しながら、恋愛によって救われる日を待ち望みながら、いまだ愛する相手に巡めぐり会えないでいる、そんな少女の表情だと。

「……そうだな。俺はたしかに……信奈を伴侶に選んだ時点で、小早川さんとの恋を断念することになった。せざるを得なかった。大友宗麟に求愛された時にも、応じてあげたかったけれど、拒こばまざるを得なかった。俺は、口では『はぁれむを作る』と言ってきたけれど、それは藤とう吉きち郎ろうのおっさんという日ノ本史上誰だれよりも女好きだった歴史的偉い人じんの志と夢を継いだからで。同時に複数の異性を伴はん侶りよとして愛することは、俺みたいな不器用な男には難しい、そう思う。日ノ本に伝わる古典文学、『源氏物語』だって」

「ウィリアムと一いつ緒しよに読んだわ。前半は、絶世の美男子にして貴公子の光源氏が、立身出世と多くの美女たちとの恋愛を重ねながら文字通りのハーレムを造り上げていく栄光と幸福の物語。でも後半は──年老いて往年の美しさと若さを失った光源氏が没ぼつ落らくしていく物語。義母との間で子をもうけるという不義を犯した罪の報いを受け、妻を若い男に寝ね取られる物語。数多くの女性遍へん歴れきを重ねた結果、すでに巡り会っていたはずの最愛の女性を傷つけてしまい、彼女を失う物語。この世のすべてを手に入れられる幸運を与えられて生まれていながら、すべてを失う。なんて馬ば鹿かな男なのかしら、と哀しくなってしまったわ。光源氏はヘンリー八世のように妻を殺したりはしなかったし、むしろいちど恋に堕おちた女性たちを生涯養い続けただけ、ずっとましだけれども、それでも……愚か者だわ、光源氏は。あなたも光源氏と同じ運命を辿たどりたいの、相良良晴？」

　小早川さん、と良晴は思わずつぶやいていた。

　彼女と恋に堕ちていた時、織田家での記き憶おくは失われていた。だから「同時に二人の女性と恋していた」わけではない。それでも、良晴はたしかに、小早川隆景と恋に堕ちていた。生涯の伴侶になるはずだった。今でも、彼女のことを考えただけで胸が痛む。信奈と小田原で祝言を挙げると決意し宣言してもなお。十字軍襲しゆう来らいを前にして、小早川隆景が日ノ本の分裂を防ぐために自ら身を退いてくれた今でもなお。彼女はあるいは、日ノ本という国家を守るために「処女姫ひめ」のまま生涯を終えてしまうのではないか。エリザベスが処女王として生きると決めたのと同じに。彼女自身の選せん択たくを尊重するべきだとはわかっている。だが、それですべての実を拾いきれたと言えるのか。

「十字軍を撃げき退たいしても土地は手に入らない。だから恩賞として大奥入りを、という話になっているでしょう、相良良晴。きっと、あなたの存在を巡って姫武将たちの間でほころびが生じるわ。円卓の騎士たちが、王妃の不義の恋から分裂したのと同じに。あなたがグィネヴィアで、小早川隆景がランスロットなのかもしれないわね。ほころびを見せれば、ジパングは十字軍に蹂じゆう躙りんされる。海の彼方かなたから攻せめ寄せてきた侵しん略りやく者サクソン人からブリテン島を守り続けてきた円卓の騎士たちが、ブリテンという国が、恋愛に端たんを発した内ない紛ふんによって滅ほろび去ったのと同じように。私は女王陛下に成り代わって、あなたたちが十字軍から国を守り抜ぬけるかどうかを、織田政権内部から見届けようと思っているの」

　恋愛と国政とが両立するかどうかを、王がすべての実を拾うことは可能かどうかを、とベスは告げていた。

「わかった。見届けてくれ。十字軍の出現によって、歴史は、未来は完全に変わった。それでも……『愚ぐ者しやは経験に学び、賢けん者じやは歴史に学ぶ』、か……俺たちは、光源氏やランスロットと同じ失敗は繰くり返さない。女王陛下に、証明してみせる。恋愛と国政は両立させられる、と」

「ええ。せいぜい、がんばってみせなさい。お手並み拝見、といったところね」

　なぜだろう。良晴には、「すべての実を拾ってみせて、相良良晴」とベスが祈いのっているかのような、そんな気がした。







　巻ノ二　相模さがみ湾わん海戦及および関かん東とう攻こう防ぼう戦せん







●相模湾海戦




　相模湾上の十字軍艦かん隊たいは、「織お田だ信のぶ奈なが異い端たんガスパールの引き渡わたしを拒きよ否ひ」「ジパングにおいては宗教戦争はこれを認めず、と宣言」「信教の自由、布教の自由、宗教者の武装の禁止、新教・旧教双そう方ほうとの貿易を求めてきた」との一報を受けて、騒そう然ぜんとなった。

　彼らの多くは、これほどの艦隊をもってすれば、内戦を終えたばかりでまだ防衛体制が整っていない織田政権は圧力に屈くつするとばかり思っていたのである。むろん、あと二、三年遅おくれていれば、手遅れだった。しかし「関せきヶが原はらの合戦」を終えたばかりで体制定まらぬ今ならば、織田政権は開戦を回避するために多少の不利な条件は吞のむだろう、と信じていたのである。そもそも、織田信奈はガスパールと面識がなかったというではないか。なぜ庇かばうのか？　奥おう州しゆうの覇は者しや・伊だ達て政まさ宗むねの十字軍への合流、イングランド及びネーデルラントとの同盟締てい結けつが現実味を帯びている今、ヴァリニャーノの和わ睦ぼく斡あつ旋せんを蹴けり飛ばすとは、自らジパングを東西に分断する愚ぐ行こうではないか。

　ともあれ、台風の季節が来る前に十字軍は態度を決し、「異端」を庇う織田政権との問題を片付けなければならない。そもそも「返答まで一週間」と期限を切ったのも、歴戦の海軍将兵たちやドレイクら海賊どもがジパングの風物詩である台風を恐おそれているからだった。

　かつて、ヨーロッパをも席巻したチンギス・ハーンの一族が大軍を率いてジパングを攻こう略りやくしようとしたことがあった。だが元げん寇こうは、日ひノ本もとのサムライたちの異常とも言える奮ふん闘とうと、そして台風によって阻はばまれたのだという。海軍にとって最大の脅きよう威いは、台風であり時し化けなのだ。

　船内で急きゆう遽きよ、「軍議」が開かれた。

　黄おう金ごん十じゆう字じ軍ぐんは呉ご越えつ同どう舟しゆうの多た国こく籍せき軍だが、軍議は小お田だ原わら評定のようには長引かないはずであった。なんとなれば、最大勢力を誇ほこるイスパニア王フェリペ二世が「十字軍の事実上の盟主」として「交こう渉しようが決けつ裂れつすればジパングを異端の国と断じて占せん領りようすべし。ンムフフフ」とあらかじめこうなった時の対応策を決めていたからである。

　ヴァリニャーノにもドレイクにも、フェリペ二世の「命令」をひっくり返す権限はないのである。

　とはいえ、本気でジパングに上陸して血みどろの「殲せん滅めつ戦」をやりたがっている将兵などは、ほとんどいなかった。聖地エルサレムを異教徒から奪だつ回かいする！　と宗教的情熱に浮うかされていた過去の十字軍とは違ちがう。ジパングは、彼らにとってマルコ・ポーロが描えがいた「黄金の国」であり、神道や仏教の国でありながらキリシタンも増えつつあるという、神秘的な異国であった。ジパングに憎ぞう悪おを抱いだき宗教戦争をはじめたいと願う者はいない。この大航海はある意味、好こう奇き心しんに惹ひかれたがゆえの物見遊山の冒ぼう険けんだったのだ。とりわけポルトガル人たちにとっては、ジパングは商売のお得意様だ。フェリペ二世も、そこは同じである。ジパングを憎にくんでいるわけではない。ただ、彼は並外れて金銀財宝に目がないのだった。国庫が破産寸前、ということもある。

「向こうからは決して宣戦布告はしないが、こちらが宣戦布告をした場合は、容よう赦しやなく打ち払はらうと宣言するとは。驚おどろいた。織田信奈に勝算はあるのだろうか？　ジパングの統一すら完成していないこの状じよう況きようで？」

「ヨーロッパには、こんな女王はいなかった……強いて言えばエリザベス一世が近いが、エリザベスとてこれほどの無茶な決断はしないだろう」

「相手を絶ぜつ滅めつさせねば終わらない宗教戦争にするつもりがないことは、評価すべきだろう。われらにとっても、僥ぎよう倖こうだ。ジパングに十字軍を何度も派は遣けんできるほど、われらに余よ裕ゆうはない。こうして極東で戦っている間に、真の強敵オスマン帝てい国こくの軍勢がウィーンになだれ込むかもしれないのだから」

「伊達政宗の去就を見てから動くか、あるいは」

「……伊達政宗は、なんだかんだと返答を引き延ばしてはぐらかすのが得意な姫だという。織田信奈との交渉が決裂した以上、われら新教徒勢力としては伊達政宗と同盟を結びたい。兵を動かし、開戦に踏ふみ切ろう。それで伊達政宗も態度を決めるだろう」

「とはいえ、総力決戦はまだ早い。まずは、軽くお手合わせといこう。ジパングのサムライたちの戦せん闘とう能力を見定めねばならない。彼らは大量の種たね子が島しまを量産しているという。コンキスタドールが新大陸を容赦なく征せい服ふくしていった時のようなわけにはいかないだろう」

「うむ。しかし伊達政宗がドレイクのもとにはせ参じれば、ジパングのサムライたちの間に一挙にほころびが出る。関東へ上陸し、小田原城を含ふくむ関東全土を攻略すべし。それで、伊達政宗の選せん択たく肢しはひとつとなるだろう」

「いや。開戦となれば相模湾上でわれらの艦隊を撃げき破はすべく、織田水軍が襲来するだろう。艦隊を破られれば、上陸した兵士たちは退路を失う。海軍の守りが最重要となるな……」

　ヴァリニャーノが「お待ちください。猊げい下かは決して開戦などは……織田信奈さまもまた、われらとの貿易と文化交流を求めておられます」と止めようとするが、諸国の将軍たちはてきぱきと「上陸作戦」の詳しよう細さいを詰つめていく。

　無む駄だ無駄。これほどの大冒険をした以上、いちどはドンパチしてみないと納得いかねえ、織田信奈に追い返されましたとばかりに手ぶらでヨーロッパへ帰るのは口くち惜おしい。職業軍人ってのはそういうもんさ、俺ちゃんたち海かい賊ぞくは財宝さえ手に入ればどうでもいいんだがね、とドレイクはヴァリニャーノの肩かたをばんばんと叩たたきながら慰なぐさめていた。

　が、具体的な戦術案を詰める途と中ちゆうで、やはり新教側と旧教側の将軍たちが意見対立して揉もめた。

　新教側は、相模湾上に艦隊主力を留とどめて織田水軍との決戦に備えつつ、北ほう条じよう氏うじ康やすが「帰りなさいよーっ！」と立て籠こもっている小田原城を全力で包囲して早期に陥かん落らくさせたいと主張した。いわば小田原城限定の局地戦を行い、短期決戦で片を付けたい。小田原城さえ奪だつ取しゆすれば、新教勢力は小田原を拠きよ点てんとしてジパングに根付くことができる。その時点で「小田原をイングランドの租そ借しやく地とする」と認めさせて織田信奈と「手打ち」すればいい。彼らは、エリザベス一世が「ジパングとの貿易路を結ぶこと」を目的としていると知っている。野放図に戦線を拡大したくはなかった。

　対する旧教側は、国庫が破は綻たん寸前で尻しりに火が付いているフェリペ二世から「ジパングに攻め込めばどうなるものか、案ずるなかれ。攻め込めば新たな金山が手に入り、新たな銀山が手に入る。迷わず攻めろよンムフフフ」と厳命されているので、小田原城のみを落とすという新教側の意見に賛同できない。主力部隊を武蔵むさし国へと上陸させ、まずは武蔵の海の玄げん関かん口である江え戸ど城を陥落させる。江戸城を拠点として、相模・武蔵・上総かずさ・下総しもうさ・上野こうずけ・常陸ひたちへと攻め上り、関東全土を平定していく──そう主張した。

　イスパニア軍としては、宿敵であるドレイクの実じつ娘じよう・伊達政宗が関東を押さえる前に、関東をイスパニアの占領地としてしまいたい。関東はジパングでは珍めずらしく広大な平野が続く土地であり、北条氏康が小田原城に引きこもり織田政権の戦争準備が整っていない今ならば一気に占領できるはずだった。

　要は、フェリペ二世はエリザベスの「ジパングを新教・旧教両勢力がせめぎ合う国に」という戦略を先読みして、彼女の計画を潰つぶす策をすでに立てていたということだ。カトリックの布教が進んでいる西国は心配ない。そもそも織田信奈は相良さがら良よし晴はるとかいう未来人の男と熱ねつ烈れつ恋れん愛あい中だから、「処女王」エリザベスは西国とは組まない。組むとしたら東国の伊達政宗・北条氏康だろう。もしもエリザベスが関東に親プロテスタント政権を樹立させようと動いたら、関東をさっさとイスパニア軍によって占領してしまえ、ジパング側が防備を固める前にいきなり襲おそえばなんとかなる、と将軍たちに言い含めていたのだ。

　とにかく、最後の一点──小田原上陸か、江戸上陸か、を巡めぐって激しい議論が続いた。

　あれ～、結局小田原評定みたいになってきた～、面白ッ！　とドレイクが茶々を入れる。

「ドレイクどのは、どうお考えか？」

「ああ？　さっそく十字軍特有のぐだぐだ感が半はん端ぱねえなあ。この統制の取れなさ、面白ッ！　はるばるジパングまでやってきておいて戦争なんてやめとこうぜ腹が減る、と言っても聞いちゃもらえねえだろうしよう。それに、どうせてめえら、お互たがいの意見を吞む気なんぞないんだろ？　さんざんヨーロッパで戦っていた敵同士だかんな！　だったら小田原と江戸に兵力を分散すればいいんじゃね？　どうにも納得いかねえってんなら、両軍の攻略先を取り替かえるってのはどう？　イスパニア軍が小田原城を包囲し、新教軍が江戸城を攻め落とす。早い者勝ちだ。先に城を取ったほうが今後の十字軍の主導権を握にぎる！　それで問題ねえだろ」

　ドレイクは江戸城をネーデルラント軍に占領させて、伊達政宗とそのまま合流するつもりだ！　関東を新教勢力の国にするつもりだ！　とイスパニアの将軍たちが抗こう議ぎした。

「あー、わかったわかった！　それじゃイスパニアが江戸へ、新教軍が小田原へ、でいいよ、もう。俺ちゃんはこういう会議とか根回しとか苦手なのよ」

「了りよう解かいした。ですが、それではさして多くもない陸軍兵力を二分することになり、いずれも中ちゆう途と半はん端ぱになりますが？」

「黄金十字軍にゃあ、ネーデルラントが誇る『戦争の天才』がいるだろう？　一方ハプスブルク家からは、不敗常勝を誇る歴戦の姫ひめ将軍が参戦している。あの二人はお互いにネーデルラント独立戦争で鎬しのぎを削けずってきた宿命のライバル同士だが、今回はともに十字軍に参戦しているんだ。まさに奇き跡せき！　彼女たちにそれぞれ、新教軍と旧教軍を指揮させりゃあいい。互いに、ジパングに対して戦意はなくとも、終生の好敵手には負けられないと闘とう志しまんまんで戦うだろ。同時並行でいけるいける！」

「し、しかし」

「新教旧教の軍勢が前線でいがみあって機能不全に陥おちいるという、『十字軍』お決まりのパターンを繰り返すよりはマシだ。ひとあたりしてみて、うまくいかなかったら、さっさと艦隊に引き上げてくりゃいい。だいじょうぶ、艦隊は壊かい滅めつしやしねえよ。俺ちゃんだってついているし。それに、レパントの海戦でオスマン帝国海軍を撃破した伝説の英えい雄ゆう、ドン・フアンちゃんがいるじゃねえか！　あの子、もともとの遠えん征せい予定には入っていなかったが、強引に参戦したんだろ？　俺ちゃん、カトリックは嫌きらいだけどもよ、ドン・フアンちゃんは好きなのよね！　まだ幼いのに、ヨーロッパの海戦史上に名を刻んだガチ英雄だかんな！　はあ……俺さまのむしゅめも、ドン・フアンちゃんくらいの歳としなんだよなあ。どんな無茶な命令だって聞く聞く！」

　ところがこの長旅でそのドン・フアンさまのお身体からだが……と、イスパニア軍のとある将軍が声をひそめて囁ささやいた。ドレイクは初耳である。

「なんだって？　病気になっちまったってのか？　そりゃまあ、こんな無茶な大航海だ。身体を壊こわす人間は大勢出る。だが……あの元気だったドン・フアンちゃんが？」

「はい。ドン・フアンさまは、ハプスブルク家の姫にして、フェリペ二世陛下の異母妹という高い身分のお方。われらイスパニア軍は、兵士の動どう揺ようを抑おさえるためにドン・フアンさまの病を隠かくしてきたのです……このことを知っている者は、ごく一ひと握にぎりの人間だけです」

「馬ば鹿か野や郎ろうが！　どうしてジパングまで連れてきた？　どうして途中で置いてこなかった！　さっさと陸地にあげて療りよう養ようさせろ！　船の病ってのはおそろしいんだぜ？　あの子はまだ幼いんだ、大人よりも基き礎そ体力が低いんだ！　死んじまうぞ！」

「……ご本人が、どうしても十字軍に参戦したい、レパントの海戦に続く武功を立てて、敬愛する兄上に……陛下に褒ほめられたい、陛下を喜ばせたい、と……たとえ、自分の命がジパングで尽つきようとも構わない、と」

「だったら、本土上陸は後回しにして、伊い豆ず大おお島しまを占せん領りようすりゃあいい！」

「無理です。伊豆大島では三み原はら山やまが噴ふん火か中にて、激しい地じ震しんが断続的に続いております」

「……そうだったな。ヨーロッパ人は地震に弱い。ドン・フアンちゃんを今の伊豆大島に上陸させたら、かえって容体を悪化させちまう。慣れた船の揺ゆれのほうが、まだ負担が少ない……」

「はい。ですから、本土上陸しか選択肢がないのです」

「……なんてこった……うっそだろ……すぐにドン・フアンちゃんに会わせろや！　俺ちゃんみてえな海かい賊ぞく野や郎ろうの、カトリックの船を襲い続けてきた『海の悪あく魔ま』の言うことを、イスパニア軍の連中が素直に聞くと思うか？　十字軍の艦かん隊たいを十全に指揮できる提てい督とくは、あの子しかいねえんだぜ!?」




「運命の少女」、ドン・フアン・デ・アウストリア。

　神聖羅馬ローマ帝国皇こう帝ていとしてハプスブルク家の全盛期を築きあげた伝説の皇こう帝てい・カール五世が、旅の途中で出会った村娘と一晩だけの恋こいに堕おちた時に奇跡的にこの世に生を受けた、貴種流離譚たんの主人公の如ごとき数すう奇きな運命の持ち主。

　イスパニア国王フェリペ二世の異母妹でありながら、カール五世の生前にはついに「子」として正式に認知されることなく、幼い頃ころより各地を流転してきた少女である。

　フェリペ二世は、幼いドン・フアンを宮きゆう廷ていへ招いて、「妹」として認知した。少女でありながらドン・フアンという男性名を名乗ったのは、彼女が敬愛する兄とハプスブルク家を守るため「軍人」として生きる道を望んだからである。ハプスブルク家は、ヨーロッパでは新教勢力との信しん仰こうを巡る戦いに明け暮れ、国外では異教徒の国・オスマン帝国の膨ぼう張ちように悩なやまされていた。新大陸からどれほどの銀を手に入れても、カトリックを守るための戦の軍費として消えていく。オスマン帝国は全盛期を迎むかえており、もともと陸戦では無敵だったが、すでに海軍力でもヨーロッパを凌りよう駕がしていた。千年の都とうたわれてきたコンスタンティノープルは陥落し、東羅馬帝国は滅ほろぼされている。次はウィーンだ。もはや新教と旧教とでいがみあっている場合ではない。

　ドン・フアンには、船乗りのもとで修業をさせられてきた過去があった。なにより、自然児だった彼女は、旧きゆう態たい依い然ぜんとしたヨーロッパ軍の常識をまったく知らず、それ故に海戦においては天才的な閃ひらめきを発揮できた。

　地中海の覇は権けんをかけてヨーロッパとオスマン帝国の海軍が激げき突とつした伝説の「レパントの海戦」において、ドン・フアンは幼いながらも総司令官──提督に抜ばつ擢てきされ、そして、オスマン軍の大艦隊を海上で撃破した。ヨーロッパ軍がオスマン軍との艦隊決戦で勝利したのは、これが史上はじめての快挙である。これにより、次第に地中海の制海権はオスマン帝国からヨーロッパ側へと移ることとなる。

　ヨーロッパの英雄となったドン・フアンはしかし、恩賞を求めなかった。

「……あ、兄上に、頭を撫なでてほしいです」

　フェリペ二世から「やはり余の期待に応えてくれたな！　どんな恩賞でもくれてやろう、わが妹よ！　ンムフフフ！」と歓かん待たいされたドン・フアンは、一いち途ずに、兄に褒められること、兄に「家族」として愛されることのみを、願った──。

　強欲と驕きよう慢まんで知られるさしものフェリペ二世も、この時ばかりは、王であることを忘れて思わず人前で涙なみだをこぼしたという。

　そのドン・フアンが、このジパング遠征の途と上じようで、重い病を煩わずらっているという。にもかかわらず、十字軍からの脱だつ落らくをドン・フアンは望まず、ついに相模湾まで病を押してきてしまったのだと。

　そんな馬ば鹿かな話があるか、ガキが無茶しやがって、とドレイクは頭をかきむしりながらドン・フアンの病室を訪れていた。伝染性の病ではないらしい。しかし。

「……あ、ああ……ドレイクさん……お久しぶり、です……娘さんとは再会できましたか？　けほ、けほ……」

　あの「野生の自然児」そのものだったドン・フアンの身体は、もう、瘦やせ衰おとろえていた。

　いったいいつから病を発していたのだろうか。見る影かげもない。

　それなのにこの馬鹿なガキは、俺ちゃんなんぞを気き遣づかっていやがる。ああ。そうだ。数奇な運命のもとに生まれついたドン・フアンちゃんはずっと、家族に愛されたい、とそれだけを願い続けて生きてきた。王家や財産なんぞには興味がねえ。だからこそ、無茶な戦いに身を投じてきた。死を恐おそれずに自ら海軍の先頭に立ち、自ら敵旗艦との直接砲ほう撃げき戦を敢かん行こうし、オスマン帝国の艦隊を完全撃破しやがった。

　信仰の違ちがいこそあれ、同じ海に生きる人間としてこの子を尊敬しない海賊などいない。

「……もう、十分だろう？　ドン・フアンちゃん。あんたは、兄上に愛されているよ。イスパニアの民たちからも……もう、いいんだ。命を削ってまで戦う必要なんてない。これ以上の船上暮らしは無理だ。陸地にあがりな？」

「……ですが。新教と旧教の軍勢を束ねるためには、わたしがいなければ……十字軍の失敗は、いつだって参戦諸国の足並みの乱れから生じます。このジパングで十字軍が分ぶん裂れつしてしまったら、兄上は危機に陥ります。ヨーロッパそのものも……けほ、けほ」

　この無む謀ぼうな黄金十字軍の失敗は、兄上の政治生命の終わりを意味します。艦隊を守らねば、上陸する将兵たちは帰る手段を失います。ですから、私が提督として君臨していなければならないんです、とドン・フアンは何度も咳せき込みながら必死に自分の思いをドレイクに伝えた。

（俺ちゃんはなにをしていたんだろうな。この子がこんなことになっているのに、気づいてやれなかった……そりゃ、イスパニアの姫さまであるドン・フアンちゃんの旗艦に、カトリック船がいたぞ！　お宝を奪うばえ！　と襲いかかる「海の悪魔」の俺ちゃんが乗せてもらえるはずもなかったんだがよ……梵ぼん天てん丸まるとの再会にウッキウキで、俺ちゃんはだいじなことを見落としていたんだな……この子を守らなきゃ梵天丸に合わせる顔がねぇ）

　冗じよう談だんじゃねえ、面白くねえ、とドレイクは地じ団だん駄だを踏ふみたくなった。

「わかった。海戦は、俺ちゃんに任せな。イスパニア無敵艦隊との決戦用に隠してきた戦術をここで繰くり出してでも、十字軍艦隊とドン・フアンちゃんを守り抜ぬいてみせるさ。陸地に拠きよ点てんを築いたら、すぐにドン・フアンちゃんを陸おかにあげて療養させてやる。だからよ。生きて、フェリペ二世のもとに必ず戻もどるんだぜ。絶対にこのジパングで死ぬなよ。いいな？　約束だ。あんたが生きているから、俺ちゃんは十字軍に留とどまっているんだ。約束を破ったら俺ちゃん、イスパニア船を襲しゆう撃げきしまくってきた海かい賊ぞくの本性を剝むき出しにするぜ？」

　ドン・フアンは、「……ありがとうございます、ドレイクさん……わたしの全権を、あなたに委任します。提督として十字軍艦隊を指揮してください……艦隊を、守ってください」と目を潤うるませながら、ドレイクの手を握りしめていた。

「……娘むすめさんに会えると、いいですね。きっと娘さんも、ドレイクさんに会いたくてたまらないでしょう。わたしには、わかるんです。できることならば、戦争は回かい避ひしたかった、です……ドレイクさんの娘さんを巻き込んでしまって、ごめんなさい」

「ドン・フアンちゃんのせいじゃねえさ。俺ちゃんが、兄上ちゃんを𠮟しかりつけてやる。あの野や郎ろう、ドン・フアンちゃんが異国の果てで病で死んだ、と聞いたら大泣きするだろうよ。だが、俺ちゃんが絶対にあんたを守る。あの野郎を失望させて泣かせたりはしねえよ。カトリックはその昔、俺ちゃんの海賊仲間を皆みな殺ごろしにしやがった敵だが、『家族』ってやつを引き裂さくのは俺ちゃんの主義じゃない。俺ちゃんは、海に生きる人間として、あんたを尊敬しているんだぜ」

　小田原か。江戸か。いずれにしても、速戦で拠点を確保しなければ、ドン・フアンちゃんの身体は保もたない。悪いがこいつはマジで戦わなければならない理由ってのができちまったぜ、ジパング海軍よ今の俺ちゃんに戦いを挑いどむんじゃねえぞ、とドレイクは祈いのった。




　十字軍内ですら、士気の低下を恐れてドン・フアンの病のことは厳重に伏ふせられている。

　日ノ本側の将兵たちが、かかる事情を知るすべはない。

　十字軍諸将は、ドレイクに「海軍提督」の職務を移い譲じようし、上陸作戦の敢行を決定。

　織田信奈へ、そして北条氏康へ、それぞれ使者を介かいして「宣戦布告」が伝えられた。

　小田原と江戸へ、十字軍の上陸軍部隊が迫せまる！

　相模湾上で主力艦隊を率いて守りを固めていたドレイクは、すぐさま、織田信奈が動いたことを知った。関ヶ原の合戦を終えたばかりで十字軍に対する準備はまったくできていない、大奥問題を巡めぐって姫ひめ武将たちは足並みを乱している、とフレデリコ会の面々が伝えてくるジパングの内情は危機的な状じよう況きようにあったはずだった。

　即そく座ざに十字軍艦隊の背後をついてくる余よ裕ゆうはジパングの海軍にはないはずだった。

　しかし、事実は、そうではなかった。

　ジパングには、姫武将たちの足並みの乱れを説得によって修正し結束させる智ち謀ぼうと人徳の持ち主が。海軍を率いる「提督」が。そう、日ノ本の乱世を終わらせるために自らの生しよう涯がいを織田信奈と相良良晴に捧ささげた公正無私の人がいるではないか。捨てがたい恋こい心ごころを抑えてまで、自ら海軍を率いて十字軍との戦いに身を投じた姫武将が。

　日ノ本の誰だれも、彼女の無私の心に異を唱えることができない。どれほど大奥問題で揺ゆれていようとも。この戦いに恩賞はあるのかという不安を抱いだいていようとも。この戦いに終わりはあるのかと恐きよう怖ふしていようとも。

「本日、天気晴朗なれども、浪高し──村むら上かみ水軍、毛もう利り水軍、小こ早ばや川かわ水軍の諸将よ。十字軍の関東上陸作戦を黙だまって見過ごしていてはならない。われらは十字軍艦隊の背後へつき、これに一いち撃げきを加えて十字軍の『帰き還かん場所』を脅おびやかす。艦隊に打だ撃げきを与あたえ動揺させることで、上陸軍の戦意を消失させる──！　面おも舵かじいっぱい！」

　そう。明めい智ちの将・小早川隆たか景かげであった。

「がはは。ヨーロッパ艦隊を相手に海上決戦とは、人生ってのはなにがあるかわかんねえもんだな、お嬢じよう！　こちとら討ち死に上等の海賊衆よ、あのバケモノみてえな鉄てつ甲こう船がいないのならば村上水軍の敵じゃねえ。任せておきな！」

　その小こ柄がらな隆景を守るように、隣となりにはヘラクレスの如き鋼の肉体を持つ大男が立っている。殻からごとカキを丸かじりする瀬せ戸と内うちの海賊王──村上武たけ吉よしだった。

「関ヶ原じゃあ、陸戦で決着がついちまったからよ！　体力も戦意もありあまってんだよなあ！　初見同士の戦で重要なものは、気合いよ！　とりわけ海の上ではな！　お嬢を討ち死にさせやしねえ！」

「そうだそうだ！　十字軍艦隊を蹴け散ちらして、お嬢を日ノ本の救世主に！　こんどこそ大奥設立を認めさせてやらあ！」

「無限大ハーレムの大奥は無理でも、お嬢限定の『小奥』くらいなら織田信奈だって認めるに違いねえ！　俺たちゃ、やるぜええええ！」

「ほいっ！　ついに景さまの名が全世界に轟とどろく時が来ました！　景さまのためなら、死ねますっ！　景さまの忠実なる虫けら弟・穂ほ井い田だ元もと清きよここに見参！」

「あわわ。あの。恵え瓊けいちゃんは外交尼に僧そうなんですけどぉ、どうして船に乗せられて艦かん隊たい決戦に？　かかか帰らせてくださ～い！　うっぷ。酔よいました。デロデロデロのゲ～」

　織田信奈の意志はあくまでも「貿易」にあって、「戦争」にはない。可能な限り、全面対決・殲せん滅めつ戦は避さけたい。戦局次第ではすぐさま「和平の使者」として送り込むべく、「どうか陸路で。箱はこ根ねから行かせてくださいませ」と渋しぶる暗あん黒こく寺じ恵瓊を無理矢理に船に乗せてきた隆景だったが、恵瓊は荒あら波なみを喰らってすっかり船に酔っていた。

　山さん岳がく戦を得意とする吉きつ川かわ元もと春はるは陸路を進んで関東方面へ向かっている。しかし、隆景に不安はなかった。「志」は隆景自身の胸にあり、実現するべき「未来の国家の姿」は織田信奈の胸にあり、「器」は相良良晴の胸にある。勝利した先の未来に怯おびえる隆景は、もういない。ただ、強いて言えば、ひとつだけ不安要素が──。

「み、みんな、大奥の話はもうなかったことになったのだから、蒸し返さないでほしい……姫武将たちの和が乱れれば、この戦、敗れることになるのだぞ。わかっているのか武吉？」

「お嬢、そいつは心得違いだ。正妻が織田信奈と決まっただけで、大奥設立話は十字軍問題を片付けてから再開されるんだぜ。なにしろ、本土防衛戦には恩賞となる土地がねえからな！　お嬢がまことに日ノ本を救いたいのならば、来たるべき論功行賞の席でいの一番に『私は土地も城も要らない。大奥入りを、相良良晴の側室となることをお認めいただきたい』と織田信奈に切りだすべきだな！　お嬢は無私の人なんだから、最後まで無私を貫つらぬけや！　がはは！」

「う、ううう……どうしてみんな、執しつ拗ように大奥にこだわるのだ。愛する女人に一いち途ずな良晴を苦しめるだけだというのに、まったく……私は、良晴を困らせたくない……」

「そんなもんは、あいつの『器』が今よりもでかくなりゃあ解決する話よ。まあ、未来語で言えばハーレム作ったあとには光ひかる源げん氏じ並みのハードモード人生が待っているだろうが、相良の小こ僧ぞうにもとことん無私を貫かせろ。日ノ本を救うためなんだからよ！　がはは！」

「う、ううう。織田信奈が再び魔ま王おう落ちしても知らないぞ、私は？　あの方は、未来人の良晴がついていなければ、抗あらがいがたい強力な『運命』に引っ張られていく定めのお方だというのに。彼女には、良晴の愛情と補ほ佐さが必要なのだ」

「十字軍騒そう動どうを解決すれば、織田信奈はもはやジパングのクィーンどころか世界に冠かんたる最強の女じよ帝ていだぜ！　『運命』なんざ完全に振ふり切れるさ！　なんとか、なる！」

　織田信奈の鉄甲船には破れたが、今回は一見さんが相手だ。村上水軍お得意の火計でいくぜお嬢、火を付けた船を特とつ攻こうさせて焙ほう烙ろく喰くらわせて焼き討ちだぜ！　こいつは海賊にしかできねえ戦術よ！　と村上武吉が吼ほえた。

　風向き、波の流れ、いずれも両艦隊に対して「五分五分」。

　できれば、今しばらく、待ちたかった。

　だが、上陸作戦はすでにはじまっている。傍ぼう観かんしている猶ゆう予よはなかった。もしも北条氏康が降こう伏ふくしてしまえば、小田原に難なん攻こう不落の十字軍拠点が出現することとなる。

　隆景は、「攻こう撃げきを開始」と全軍に告げていた。




「もう来やがったのかっ!?　こちとら宣戦布告したばかりだってのによう！　早ぇ！　超ちよう早ぇ！　な～にが、大奥問題で揺れている、だ！　見事な指揮、見事な陣じん形、そうそうたる艦隊だぜ！　鉄の統制力を誇ほこる海軍じゃねえかよ！　こいつは、手強い！」

　世界一周の冒ぼう険けんを達成してきた海賊ドレイクには、一目で敵てき艦隊の「強さ」がわかる。理り屈くつではない。経験と天性のカンでわかるのだ。このあたり、ドレイクはほとんど野生の獣けものに近い。だからこそ、世界一周という無謀をやりながら、しかも途と中ちゆうで立ち寄った日ノ本では義よし姫と恋こいに堕おちたため最も上がみ家のサムライたちに狙ねらわれ殺されかける危機に陥おちいりながら、ドレイクは生き延びられた。

　ドレイクより先に世界一周を敢かん行こうしたマゼランは、旅の半ばで出会った現地人と交戦し、敗れて死んだ。マゼランが率いていた船団の一部はかろうじてヨーロッパへ帰還して「人類初の世界一周」を達成したが、マゼラン自身は生き延びられなかった。それは、マゼランには初見の敵の強さを正確に見み抜ぬく「嗅きゆう覚かく」が足りなかったからだと言っていい。が、そんなものを普ふ通つうの人間は持っていないのだ。マゼランが劣おとっていたのではなく、ドレイクのほうが人間としては異常だったと言っていい。

　ドン・フアンから艦隊の指揮権をすべて移譲されてはいるが、イスパニア海軍は仇きゆう敵てきにして「海の悪あく魔ま」のドレイクに従順ではない。というよりも、まだ恐怖している。伊達政宗とドレイクが組んでカトリック勢に襲おそいかかってきたら……という思いが抜けきらない。さりとて、ドレイクは「ドン・フアンちゃんのために俺ぁてめえらとともに戦うと決めてるんだよ！」とも言えない。ドン・フアンの病は厳重に秘されているのだ。

　その分、十字軍艦隊は、純じゆん粋すいな兵力で村上水軍に勝っていても、統制力については劣る。

　フランスや帝国の艦隊は、ドレイクをそれほど恐おそれてはいないが、そもそも大遠えん征せいを敢行しての艦隊決戦に関しては経験が乏とぼしい。彼らは陸戦のほうに長たけており、海軍は「数合わせ要員」に近い。やはり、大航海時代を先行しているイスパニア・ポルトガル軍、そしてキャプテン・ドレイク率いるイングランドの海賊たちとネーデルラントの海賊たち「海の乞食団ワーターフーゼン」が十字軍艦隊の「主力」なのだ。

「……さてさて。十字軍名物のぐだぐだ感が、命盗とりになりそうだ、と……ありゃ、たしか小早船っていうのか。船足が速い！　お手合わせだの様子を見るだの、余裕こいてちゃ一気に陣形を崩くずされるな！　艦隊が崩れれば、上陸部隊の士気もガタガタになっちまう。となりゃあ、イスパニア無敵艦隊を木こっ端ぱ微み塵じんにブッ潰つぶすための俺ちゃんの切り札をここで切るしかねえってこった！　しょうがねえ！　いきなり、とっておきの先制攻撃よ！　ドン・フアンちゃんよ、約束は守るぜ！」

　ドレイクは、「火船部隊をいっせいに突つっ込こませて、ジパング艦隊を焼やき払はらってやらあ！　お行ぎよう儀ぎのいい海軍将校たちには絶対に思いつかねえ海賊のケンカ殺法ってやつよ、うわははははは！　俺ちゃん、まさに海の悪魔！　この手で無敵艦隊を殲滅するはずだったのによう。イスパニア船に袋ふくろにされておっ死ちんだ俺ちゃんの仲間たちの復ふく讐しゆうを果たすはずだったのによう。ああ、もったいねえ！」と叫さけびながら、ともにカリブの海で暴れ続けてきた仲間たちに「火船特攻」の秘策を命じていた。




　ここに──村上水軍とドレイク率いる海賊衆とが、期せずして、まったく同じ「戦術」をぶつけ合ったのである。




「ぬなっ？　なんだあ、お嬢？　あいつら……正規の水軍じゃねえ！　ありゃ、海かい賊ぞくだ！　俺たちとまるっきり同じ戦術を繰くり出してきやがった！」




　村上武吉が仰ぎよう天てんして目をひん剝むけば。




「うっ、噓うそだろおおっ？　俺ちゃんと同じ海賊殺法を、ジパングの海軍が用いてくるだとおおお？　こいつは計算外だぜえええ！　ノストラダムスでも予言できねえってやつだ！　ああ、人生ってやっぱり、面白ッ！」




　ドレイクもまた、呆あつ気けにとられたように、口をぽかんと開いていた。




「野や郎ろうども、引き返せっ！　こいつぁ俺たちと同じ手合いだぜ！　宗教戦争だなんてとんでもねえ、海賊どもが海上でタイマンはってやがったんだ！　ここで決着つけてえが、こんな相打ち上等のケンカにお嬢を巻き込めねえ、作戦は中止しろーっ！」

「撤てつ収しゆう！　ストップ、スト────ップ！　作戦は中止だ！　これ以上続けたら、相打ちになって両軍艦隊ともに炎えん上じようしちまう！　俺ちゃんはよう、ドン・フアンちゃんを死なせはしねえと約束したのよ！　退け、退けーっ！」




　同じ火船特攻戦術を繰り出そうとしたドレイク率いる十字軍艦隊と、小早川隆景率いる村上水軍とは、お互たがいに決め手を失い、完全に「千日手」に陥っていた。

　小早川隆景は、驚おどろきながらも、感極まっていた。なぜだろう。対外戦争という未み曾ぞ有うの危機に直面しているのに、身体からだの震ふるえが止まらない。恐怖ではない。彼女は今、「ありえない未来」を生きていた。織田家も毛利家も南なん蛮ばんも関係ない、みな「人間」なんだ、という良晴の言葉の重みを、隆景は今、真に理解できた、と信じていた。

「……十字軍艦隊の主力が、まさか、海賊だったとは……世界は広いな、武吉」

　村上武吉は、たとえこの先、小早川隆景の恋が成就しようがするまいが、彼女はすでに「自分が生きる意味」を見出した、と思った。もう、毛利隆たか元もとの死に傷つき、「たとえ戦に勝とうが未来の日ノ本の姿が私には見えない、描えがけない」と思い悩なやんでいた小早川隆景は、どこにもいない。この戦、俺たちは負けねえ。負けやしねえ。織田信奈が「宗教戦争」を断固として回かい避ひし、そして日ノ本最高の智ち将しようとしての「居場所」を見出したお嬢が海を守る限りはよ。あとは、相良の小僧さえ第六天魔王に逆らう暴勇を発揮してお嬢をお迎むかえしてくれりゃあよう、いいからさっさと童どう貞ていを捨てろやあの小僧はよ、と願うばかりである。

「いやあ。敵さんの水軍大将は、とんでもなく強えやつだ。決着をつけてえなあ、がはは！」

　武吉は思わず、隆景の肩かたをどんと叩たたきながら、大笑いしていた。

　かくして、両艦隊は相模湾上で睨にらみ合うこととなった。

　勝敗の行方は、陸戦へ──！







●小田原攻こう防ぼう戦せん




　小早川隆景率いる村上水軍を中心とした毛利艦隊は、しかし、織田水軍の「本隊」ではなかった。あくまでも先せん鋒ぽう隊なのだ。ジパングにはなお「主力艦隊」が存在し、それは今この瞬しゆん間かんに相模湾へと向かっている。おそらくは小早船を中心に編成された村上水軍との間に「速度」差があり、到とう着ちやくしていないだけだ。ということは、織田水軍の主力艦隊は、噂うわさになっている「巨きよ船せん」──！

（外洋航海には適さないが、本土防衛戦ならば投入できるぜ、巨船をよ。俺ちゃんも、可能ならばでけぇ船を建造してジパングまで持ってきたかったさ。ホームアドバンテージってやつがジパング軍にはある。そして、ジパングのクィーン織田信奈が噂通りの傑けつ物ぶつならばやってのける）

　海上で村上水軍の動きを監かん視ししていたドレイクは、そのことにさすがに気づいた。

「俺ちゃんが隙すきを見せたら一いつ瞬しゆんで十字軍艦隊を殲せん滅めつできる力を持つこれだけの強敵が、先鋒隊に過ぎねえとはよ！　さすがは島国にして倭わ寇こうの本家本元だけのことはあるな、面白ッ！　ああ。梵天丸よ。今いま頃ごろ、どうしているんだい。梵天丸がパパを救きゆう援えんしてくれなきゃ、俺ちゃん、ドン・フアンちゃんとともに海の藻も屑くずかもなあ。ぐっすん」

　そんなドレイクの隣となりには、プラトン立体「ケリーちゃん」を抱だきしめて「ぴるるるるる～」と白しろ魔ま術じゆつの類いを用いていたちびっ子のジョン・ディー二世が侍はべっている。

「おお、嘆なげくなドレイク！　遠えん隔かく透とう視しならば、このウリエルちゃんに任せたまえ！　見よ！　ケリーちゃんがお前の愛いとしいむしゅめの姿を映し出しているぞ、ククク。地球を半周したせいでちと時差が生じていて、ちょっとばかり過去の映像だがな」

「梵天丸かっ!?　ダディの無茶な援えん軍ぐん要よう請せいに悩んで、ジパングと十字軍の間で板いた挟ばさみになって泣いてるんじゃねえだろうな？　ああ、ああ、俺ちゃんとしたことが、女王陛下のご命令とはいえ、ノリで娘むすめにこんな残ざん酷こくな仕打ちを……パパを許しておくれ～」

「ククク。案ずるでないドレイク。黙もく示し録ろくのびぃすとは、お前に似てノリと勢いだけで生きている娘だ。これこの通り、元気いっぱいで奥州軍団を率いて関東へと出しゆつ陣じんしている！　まもなく関東平野に現れるぞ！」

　ドレイクは、ジョン・ディーがプラトン立体内に映し出した笑顔の梵天丸の姿を覗のぞき込んでいた。おおお、なんと愛らしい。俺ちゃんの血を引いているとは思えねえ。義姫ひめちゃんにそっくりだ。だが、身体のパーツがいちいちちっちゃい。まるで天使だ……いや、悪魔だっけ。馬上で「うにゃ～」と騒さわいでいる梵天丸は、しかし、甲かつ冑ちゆう姿ではなく、なぜか白装束を着込んでいた。そして、アンチクライストの象しよう徴ちよう・逆さ十字を負ぶっている。

「……オーウ。ジーザス。アンチクライストの恰かつ好こうで関東に出兵してくるということは……笑顔を作ってはいるが、内心ではこのダディを相手にハルマゲドンを戦う覚かく悟ごなのか、梵天丸っ!?　パパは哀かなしいＺＥ！」

「フハハハ！　これは『黙示録のびぃすと』としての正装なのだろう。メギドの丘おか仕様というやつだな！　気合いが入っているではないか、わが永遠の好敵手よ！　案ずるなドレイク。この大天使ウリエルちゃんに任せたまえ！　梵天丸に憑ついているサタンは、ウリエルちゃんの白魔術によって落としてやろうではないか！　天使と悪魔がジパングで出会った。よろしい、ならば正義と悪、神と悪魔の霊れい力りよく対決だ！　えくそしーすとっ！」

「あーはいはい。ウリエルちゃんじゃなくて、ジョン・ディーだろ、おめーは？」

「ウリエルちゃんなのだーっ！　我は大魔ま術じゆつ師しジョン・ディー一世より下界に召しよう喚かんされし聖なる天使ちゃん！　人間の娘むすめ扱あつかいするでない！」

　ウリエルパンチにウリエルキック、ウリエルチョップにジャンピングウリエルヘッドバット、と流れるような天使のコンボ攻こう撃げきをドレイクは受けた。だが、ジョン・ディーは梵天丸並みにちっちゃいので、効かないのだった。こいつはいくら長旅してもすこやか健康優良児なんだろうな、とドレイクは思った。

「……ぜーはー、ぜーはー……お、おのれ、ドレイク。うぬに物理攻撃は効かにゅな。なんと手強い。さすがはカトリック陣じん営えいを恐きよう怖ふに陥おとしいれてきた『海の悪魔』……」

「で、梵天丸はパパに味方してくれるのかい、それとも織田信奈に加勢するのかい？　そこんとこ、天使ちゃんのお力でパパッと透とう視ししてくれねーかな？」

「こらっ抱だき上げるなっ！　我は縫ぬいぐるみではないぞ！　ケリーちゃんの力にも限度がある。映像は透視できても、音声は聞き取れぬにょだ！　唇の動きは読めるが、梵天丸は態度を明らかにしていない！　土ど壇たん場ばまで誰だれにも教えないままに関東入りするつもりらしい、ククク。お付きの者どもが全員不安で死んだような顔になっているのがその証しよう拠こ！　見よ。この、鯰なまずの兜かぶとを被かぶったジパングの姫武将などは、瞳ひとみのハイライトが消えていてもはや生ける屍しかばねではないか！　梵天丸、なんておそろしい子！　さすがは悪魔っ子……！　それでこそ、わがライバル！」

　ケリーちゃんの内部に、いわゆるレイ●目になっている蒲生がもう氏うじ郷さとの姿が映し出されていた。関東入り目前となっている梵天丸がこの期ごに及およんでどちらに加勢するかを誰にも告げないので、心身ともに疲ひ弊へいしきっているらしい。

「なるほど。人を振ふり回して困らせるのが趣しゆ味みなんだな。困ったちゃんだな。誰に似たのかねえ」

「お前だ、お前」

　奥州伊達軍は、このまま進んでくれば江戸城攻こう略りやくに乗り出している旧教軍と鉢はち合わせすることになる。はたして梵天丸は十字軍と交戦するのか、それとも十字軍とともに関東攻略に乗り出すのか。江戸攻略にかかっているイスパニア軍は、梵天丸の逆さ十字を見たら生理的に「異い端たんの軍勢が来たぞーっ！」と梵天丸を攻撃しちまうんじゃねえだろうな？　ええい。小田原方面と江戸方面。新教と旧教の軍勢の配置を逆にするべきだったか。どれほどイスパニアの将軍たちが抵てい抗こうしようとも……ドレイクは、気が気でなかった。




　ネーデルラント軍を主力とした新教軍は、「お腹が痛いの。小田原評定が終わるまでもうちょっと待って頂ちよう戴だい」と泣きを入れてきた北条氏康の牛歩戦術に業ごうを煮にやして、「もはや期限は過ぎた」と宣戦布告し、北条家の本ほん拠きよ地・小田原へと上陸を開始。

　すでに、北条氏康が密ひそかに織田信奈に援えん軍ぐんを要よう請せいしていることも、明らかになっている。

　北条氏康は野戦には滅めつ多たに姿を現さないが、外交と諜ちよう報ほうと防衛の達人で、いまだかつて小田原城を落とされた経験がないのだという。

　かつて武たけ田だ信しん玄げん接待用にこしらえた小田原城最奥部の温泉施し設せつに引きこもった氏康が「待ってと言ってるでしょーっ！　この蛮ばん族ぞくども！　帰ってよーっ！」と吼ほえる中、小田原方面軍の陸軍司令官に任命されたネーデルラントの若き姫将軍は、

「仇きゆう敵てきのカトリックとともに異境の地で戦うというのもおかしな気分だが、私が研究してきた『新戦術』を試してみる機会ではあるな。ふふ。北条にもジパングにも恨うらみはないが、実戦こそは最高の調練。いずれイスパニア軍を撃げき破はしネーデルラントの独立を勝ち取るための経験値を稼かせがせていただこう。北条の姫よ。われらの間に遺い恨こんはない。十字軍といえど、これは宗教戦争にあらず。開城すれば、全員の命は保証しよう」

　と馬上で爽さわやかに微笑ほほえんでいた。

　彼女は新教徒であるため、まだドン・フアンが病に倒たおれていることを知らされてはいない。だが、小田原攻略に関しては速そく戦せん即そつ決けつを望んでいた。江戸城攻略に取りかかっているイスパニア軍と功績を競うためではない。彼女は、戦争を外交のカードであるとともに一種の「芸術」として考えている。それも、感性ではなく、「理知」を突つき詰つめたところに戦争の芸術性がある、理知こそが戦争における人間の獣じゆう性せいを抑おさえてくれるのだと信じている。速戦を急いでいる理由もまた、理だった。台風の季節が来る前に、織田軍の「本隊」が小田原に殺さつ到とうする前に、小田原城を開城させねばならない。それ故に、速戦即決主義を採っているにすぎない。

　彼女こそは、「戦争の天才」と名高きマウリッツ・ファン・ナッサウ。

　プロテスタントを弾だん圧あつしてきたフェリペ二世を相手に回しての「ネーデルラント独立戦争」を指揮している指導者オラニエ公の娘。

　父オラニエ公は、陸戦では強大なイスパニア軍になかなか勝てず、苦し紛まぎれに「海の乞食団ワーターフーゼン」なる海かい賊ぞく集団を率いて海から戦線を攪かく乱らんするゲリラ戦術でかろうじて戦線を立て直した。正面からイスパニアに立ち向かう戦力を持たないイングランドのエリザベス一世が、ドレイクたち無法の海賊どもを登用してイスパニアの植民地や新大陸を攪乱してきたのと同じである。

　そんな父の苦く闘とうを見て育ってきたマウリッツは、陸戦でイスパニア軍を破る戦術をひたすらに考え続けてきた。マウリッツは、中世以来のヨーロッパ騎き士し道どうに基づく常識的な戦術をいったん捨てた。そして、ゲルマン民族の流入により崩ほう壊かいしたかつての超ちよう軍事大国・古代羅馬帝国の戦術を徹てつ底てい的に学んだ。いにしえの地中海世界を支配していた古代羅馬帝国（この時代に羅馬という名だけを受け継ついでいるドイツ＝神聖羅馬帝国ではない）は、文字通り、無敵の軍団を率いて世界を制せい覇はしていたのである。舗ほ装そうされた街道で繫つながれた古代羅馬の都市には上水道・下水道が完備され、大浴場を備え、コロッセウムが建てられて、人々は高度な文明生活を享きよう受じゆしていた。中世の暗黒時代にその軍学も知識もことごとく失われたが、間ま違ちがいなく古代羅馬には優れた「戦術」があったはずだ、と博識のマウリッツは閃ひらめいたのだった。やはり彼女は、単なる軍人ではない。戦争に「芸術」と「美学」を求めてやまない姫将軍だった。

　もっとも、（伊達政宗がジパングに反旗を翻ひるがえせば、ドレイクどののお心に傷が……伊達軍が関東に到とう達たつする前に、決着をつけてしまいたい）という私情も、マウリッツの胸には秘められている。ただ、そのような「情」を戦場では表に出さない、と彼女は定めているのだ。なぜならば、自分だけではない。兵士たち全員が、目の前の戦いに命を懸かけているのである。私情によって戦うことは許されない、それがマウリッツの美学だった。

　むろん、マウリッツはいたずらに古代の戦術をそのまま踏とう襲しゆうするほど愚おろかではない。火ひ縄なわ銃じゆうやマスケット銃じゆう、大たい砲ほうといった「新兵器」を積極的に取り入れ、戦力不足を補った。古代の戦術と最新兵器との融ゆう合ごう──それがマウリッツが独自に築きあげてきた「軍学」の基き礎そだった。長らく、ヨーロッパにおける軍隊は、傭よう兵へい頼だより、個人の武勇頼だのみだった。十字軍もそうだが、大軍をかき集めても常に「混成部隊」でしかない。マウリッツは統制の取れた「常備軍」を編成するために「教則本」を作成し、将兵たちに高度で複雑な集団戦術を教え込んだのだ。

「イスパニア軍の強さの秘ひ訣けつは、槍そう兵へいと銃兵・弓兵によって構成された密集野戦方ほう陣じん『テルシオ』の防ぼう御ぎよ力の堅かたさにある。彼らはイベリア半島でイスラム軍を相手にレコンキスタを戦い続けることによって、あの団結力を得たのだ。故に、私は軍団を小型化して機動力を高め、同時に銃の数を増やし火力を大おお幅はばに増強することでテルシオの防御力を引き剝はがす新たな陣じん形を考案した──もっとも、『テルシオ』は古代希臘ギリシヤ軍のファランクスを発展させたものだ。極東のジパングには『テルシオ』は存在しないだろうから、わが新戦術のお披ひ露ろ目め相手としては少々……」

　しかし、そのマウリッツの危き惧ぐは、無用のものだった。

　なんとなれば、風ふう魔ま衆の道案内を得て箱根山を越こえ、「おおおおお」と鬨ときの声をあげながら小田原へと進軍してきた織田方の軍勢が、驚おどろくべきことにイスパニア流の密集野戦方陣「テルシオ」の陣形を取って新教軍の進しん撃げきを阻はばんできたからである。

　しかも、その速度。その一糸乱れぬ完かん璧ぺきな統制。

　小田原城にはこれ以上近づけない、いかなる攻撃をも受けきり、防ぎきり、耐たえきる。

　そのような不退転の意志を、織田軍の「テルシオ」は放っていた。

　あるいは、本場イスパニア軍の「テルシオ」よりも完成度が高いのではないか。

「……なんだと？　なぜ『テルシオ』を知っている？　まさか、南なん蛮ばん人じんから学んだのか？　だが、仮にそうだとしても彼らはつい最近『テルシオ』の情報を手に入れたはず！　なぜ、これほど完璧に将兵を統率できる？　世界ではじめて軍事調練に教則本を用いるシステムを考案した者は、この私だ！　そのはずだ。まさか……まさか、ジパングには」

　私と同等、同じ能力を持つ「軍師」が存在するのか、とマウリッツは唸うなっていた。




「くすん。官かん兵べ衛えさん、とりあえずこちらの『テルシオ』陣形を見せることで、機先を制しました！　軍の展開は成功です。敵の姫将軍は驚いています。ですが、これはあくまでも猫ねこ騙だましのような手です。あの、新教軍から立ち上ってくる『気』の美しいこと。完璧な調和が取れていること。日ノ本の軍勢からは感じたことのない異質の『強さ』を誇ほこる軍勢です。上うえ杉すぎ謙けん信しんさまの車懸りの陣とも、また異なります！　これしきで怯ひるむ相手ではありません！」

「むふー！　新教軍を率いるは、ネーデルラントの姫将軍マウリッツか！　ウィリアムによれば、彼女はいにしえの古代羅馬帝国の軍学に精通し、これを新兵器である火器と組み合わせてヨーロッパに軍事革命をもたらした『戦争の天才』なのだという！　イスパニア軍が誇る無敵のテルシオを打だ倒とうする新戦術を考案したのだとか！　黄金十字軍の結成が急きゆう遽きよ決まり、イスパニアとネーデルラントが一時休戦したために、まだ誰もその新戦術をその目では見ていないというが！　つまり！　マウリッツに勝てば！　このシメオンこそが世界一軍師だーっ！」

「あのう。そのように功を焦あせられては……いつもの調子で、画が竜りよう点てん睛せいを欠くうっかりさんになっちゃいますよ、官兵衛さん？　あと、私も一応相方軍師ですから。くすんくすん」

「うるさーい！　シメオンは、半はん兵べ衛えの病を完治させる薬を探す冒ぼう険けんの旅にさっさと出たいんだ！　日ノ本で何年も防衛戦やってられるかー！」

「わ、わたしでしたら、まだ何年も猶ゆう予よがありますから。焦らないで堅けん実じつに、冷静にお願いします」

「シメオンがうっかりやらかしたら、その時はきみがフォローすればいいのだ半兵衛！　われらは、二人で一人！　だが、主役はあくまでもこのドン・シメオンだと知れ～！」

「はい。兵士さんの損そん耗もうを可能な限り抑えるように、打ち合わせ通りの采さい配はいをお願いしますね？」

「任せろ～！　かねてより天下の両りよう兵べ衛えが突き詰めてきた、テルシオ崩くずしの新戦術！　大おお友とも軍の諸君とともに、やり遂とげてみせる！」

　織田方が箱根から小田原へと送り込んできた援軍の先せん鋒ぽう隊を率いるは、黒くろ田だ官兵衛と竹たけ中なか半兵衛。「天下の両兵衛」であった。大軍勢で東とう海かい道どうを押し通れば、行軍に時間がかかり、おそらくは新教軍の速戦戦術に敗れる。そこで半兵衛と官兵衛は少数精せい鋭えいの機動部隊を率いて、いちはやく箱根関を越えてきたのである。官兵衛はなにしろ九州から関ヶ原へと大友軍を率いて駆かけつけてきたほどの「大返し」の達人で、官兵衛が指揮する部隊の行軍速度はおそろしく速い。

　その官兵衛と半兵衛が率いるは、「西国無む双そう」立たち花ばな宗むね茂しげを筆頭に、かつて知ったる九州以来の戦友たちを主力とした大友の修しゆ羅ら部隊。鬼おにの調練に耐え抜ぬき、短期間で「新戦術」を習得してきた面々である。

「軍師どの！　敵部隊の火器保有量は異常です！　槍兵よりも銃兵の数のほうが多いです！　あれはまさしく、テルシオ破りの火器特化型陣形です！　ですが！　火器偏へん重ちようの合戦ならば、われら九州の修羅は慣れたもの！　大友家は大砲を！　龍りゆう造ぞう寺じ家は大鉄てつ砲ぽうを！　島しま津づ家は種子島を！　それぞれ駆く使しして戦って参りました！　われらは人馬ともに砲ほう撃げき音を恐おそれません！」

　立花宗茂の号令一下、大友軍は「テルシオ陣形」からすみやかに新たなる陣形へと移行を開始していた。




「テルシオ陣形を自ら崩す、だと？　私の新陣形──『オランダ方陣』がテルシオ陣形の鉄てつ壁ぺきの守りを突とつ破ぱするための火器特化型陣形だと、初見で見み抜ぬいたと言うのか？　しかも……あのおびただしい火器の数はなんだ？　私の部隊にまったく引けを取らない！　まさか。噂うわさには聞いていたが、ジパングにあれだけの火縄銃が……!?　南蛮商人からの輸入だけでまかなえる数ではない！　火縄銃の伝来からわずか数十年で、いったいどれほどの火縄銃を彼らは自国で量産してきたというのだ!?」

　これはもしかしたら、私たちは「死地」に飛び込んでしまったのかもしれない、とマウリッツは震ふるえた。恐きよう怖ふによる震えではない。よもやこの極東の島国で、地球の裏側で、これほどに精強な軍団と巡めぐり会うことができるとは！

　マウリッツは「今、生しよう涯がい最高の演習の舞ぶ台たいを、人殺しの手段にすぎない野蛮な戦争を理知の力で『芸術』に昇しよう華かし得ることができる相手を私は得た。諸君を侮あなどっていたことを詫わびよう。ジパングのサムライたちよ──！」と昂たかぶっていたのである。このような異国の地に、自らの全身全ぜん霊れいをかけて戦える相手が、「宿敵」がいたのだ。強大なイスパニア軍を乗り越えるためには、目の前に展開しているこのジパング軍に打ち勝たねばならない！　日ノ本人ならば、このマウリッツの震えを「武む者しや震ぶるい」と呼ぶであろう。

「各大隊！　敵軍が陣じん替がえを終えるより先に、急ぎ全速前進！　諸君、過か酷こくな調練の成果を今こそ見せる時が来たのだ！　一手遅おくれれば、われらは敗れる！　ここですみやかに切り札を切る！　『背進射撃カウンター・マーチ』、敢かん行こう!!」

　マウリッツが考案したこの戦術こそは、多段射撃。

　この時代の銃の致ち命めい的てきな欠けつ陥かんは、一発を射撃した後に、次の銃じゆう弾だんを充じゆう塡てんし二発目を撃うつまでの間、「空白時間」が生じることにある。

　マウリッツは、これを「多段射撃」によって克こく服ふくしようとしたのだ。一列目の銃兵が射撃を終えると、即そく座ざに陣の背後へと回って交代し、二列目の銃兵が最前列に出て射撃を行う。この難易度の高い作業を、戦場で繰くり返すのである。防ぼう護ご柵さくの内側から銃を撃つのならばまだしも、人間の兵士のみで「陣」を築いているという無防備かつ不安定な状じよう況きようでの多段射撃。むろん、銃兵たちに高い練度が要求されるこの戦術は、誰だれにでもできるものではない。教則本を作成して調練を徹底的に「マニュアル化」し、将兵たちに合理的な調練を課すことで、この時代においてはただ一人マウリッツのみが可能とした世界最さい高こう峰ほうの新戦術──のはずであった。

　だが。

　次の瞬しゆん間かん。

　マウリッツは、驚きよう愕がくしてしばし声を失っていた。




「新教軍が前進を開始しました！　今です！　防護柵抜ぬきの、兵士のみで構成された裸はだかの陣からの『三段撃ち』をお願いします！　撃ち終わった銃兵さんはただちに陣の最さい後こう尾びへ！　無限に射撃を続けられる『背進射撃』です！　無茶な戦術ですが、九州で死し闘とうを繰り広げてきた歴戦の勇者たち──修羅の皆みなさんならば、できます！」

「むふー！　織田信奈の『三段撃ち』戦術を野戦に取り入れるという着想をもとに、天下の両兵衛が考えに考え抜いて編み出した『テルシオ』破りの新戦術だ！　練度が足りなければいたずらに自じ陣じんを崩壊させる暴挙だが、理論的には可能なはずだ！　それに、東海道を行軍しながら調練も済ませた！　ぶっつけ本番だが、頼たのむぞ宗茂！」

「かしこまりました！　元寇と戦い抜きし九州の修羅の末まつ裔えいたち、その底力をご覧あれ！　小田原城には一歩も近寄らせません！　全軍、背進射撃、開始！」




　大友軍もまた、マウリッツと同じ「多段射撃」戦術を敢行してきたのである。

　両軍の兵士たちが、「おおっ？」「なんと。同じ戦術っ？」と驚いて叫さけび声をあげたのが、ほとんど同時。

「……これは……同じ戦術、同じ多段射撃……!?　関ヶ原で敢行した信奈さまの『三段撃ち』戦術の詳しよう細さいはまだ十字軍には伝わっていないはず。官兵衛さん。これはいったい!?」

　竹中半兵衛も。

「むふー！　ネーデルラント軍を率いてイスパニア軍と戦ってきたマウリッツは、イスパニア軍が誇る鉄壁のテルシオを破る戦術をずっと練ってきたという！　どうやら、海を隔へだてつつもわれらと同じ『結論』に達し、同じ『戦術』に行きついていたらしい！　いや、イスパニア軍と直接戦っていたあちらがおそらく先か！」

　黒田官兵衛も。

「……そうか。テルシオの存在を知った瞬間から、織田方の軍師はそのテルシオを破る戦術をも同時に考え続けていた、というのか……！　見事だ……！　世界は、広いな。父上……どうやら私は、まだまだ『戦争の天才』という称しよう号ごうを受けられるレベルには到達できていなかったようです。私と同レベルの戦術能力を持つこの織田方の天才軍師に打ち勝ってこそ、ネーデルラント独立戦争を勝ち抜くことができる。が、生きてジパングから故郷へ戻もどれるかどうか。どうか私たちをお守りください……」

　マウリッツも。

　目の前に展開したありえない「光景」に、本来は邂逅するはずのなかった好敵手との「邂かい逅こう」に、衝しよう撃げきと不思議な感動を覚えながら。

　相手が同じ「多段射撃」戦術を敢行してきたと知った瞬間に、「正面から激げき突とつすれば互たがいに大打だ撃げきを受ける。迂う闊かつに攻せめられない」と判断し、全軍に攻こう撃げき停止を命じていたのだった。

　互いに、「隙すき」を見出すまでは、容易には動けない。半兵衛官兵衛としては、この戦いから「遺い恨こん」を生みだしたくはなかった。それが織田信奈の意志なのである。「川かわ中なか島じまの合戦」の如ごとき凄せい惨さんな総力戦だけは避さけねばならなかった。

　対するマウリッツもまた、ネーデルラントの将兵たちをこの異国の地で無む駄だに散らせたくはない。演習どころかこの小田原が文字通りの「死地」であると悟さとった彼女は、ドレイクに（申し訳ない）と心中で詫びながらも、当初の速戦主義を放ほう棄きし、野戦陣の構築にかかるとすみやかに決断したのである。

　小田原城の背後、箱根山に回り込むという奇き襲しゆう策も考えた。だが、斥せつ候こうが「箱根山は吉川元春軍と風魔衆が完全に固めており、奇襲は不可能です」と伝えてきたため、マウリッツは箱根山奇襲策を断念。

　ここに、小田原城下に集結し対たい峙じした新教軍と大友軍もまた、膠こう着ちやく状じよう態たいに陥おちいったのだった。







●江戸城攻こう防ぼう戦せん




　戦国時代における江戸城は、日ひ比び谷やの入り江えに面した「海城」であった。

　この当時の江戸の地形は、未来の東京とはまったく異なる。江戸は「湊みなと」だったのだ。後に、江戸城を本ほん拠きよと定めた徳とく川がわ幕府が日比谷の入り江を埋うめ立てて江戸城の南側を「陸地」に造つくり替かえたのである。

　織田信奈が建てた安あ土づち城や、明智光みつ秀ひでの坂さか本もと城が、琵び琶わ湖の海路を結ぶ「水城」であり、大おお坂さか城が淀よど川水系を経て瀬戸内の海に連なる「海城」であったのと同様、江戸城もまたもともとは日比谷の入り江・江戸湊みなとに直結する「海城」のひとつなのである。水路を用いた貿易網もうの拠きよ点てんとして、江戸城は機能していた。かつての大坂がそうであったように、江戸もまた「水の都」だったのだ。

　未来では利と根ね川は千ち葉ばの銚ちよう子しへと向かっているが、これは江戸幕ばく府ふが氾はん濫らんを起こすたびに江戸の町に水害を及およぼす利根川の流れを工事によって変えたからで、当時の利根川は江戸湊に流れ込んでいたのである。

　徳川幕府が江戸城の南側を埋め立ててしまった理由はいくつか考えられるが、おそらくは、南なん蛮ばん艦かん隊たいに対する「防備」が最大の理由だったと思われる。

　事実、今、十字軍艦隊は江戸城へと肉にく薄はくし、江戸城の東側に突つきだしている半島「江戸前まえ島しま」から続々と上陸を果たしている。江戸城の西側──市いちが谷や・四よつ谷や方面は一面の丘きゆう陵りよう地ち帯たいであり、江戸の地理に不慣れな十字軍としては大軍を展開しづらい。しかし東の江戸前島──新しん橋ばし・丸まるの内うち・銀ぎん座ざ方面は川から流れ込む堆たい積せき土砂によって形成された低てい湿しつ地ち──すなわち平地なので、兵を自在に展開できる。

　イスパニア軍を主力としたカトリック軍は、いまや、この江戸前島から江戸上陸を果たし、北条軍が立て籠こもる江戸城の攻こう略りやくを開始しようとしていた──。

　イスパニア軍の総司令官は、パルマ女公ことアレッサンドロ・ファルネーゼ。ハプスブルク家の血を引く名門貴族出身の姫ひめ将軍で、フェリペ二世の姪めいにあたる。

　誰もがうらやむ美び貌ぼうの持ち主だが、性格は、極めて、Ｓ！　ドＳ！

　神の名のもとに「鉄の処女」を持ち出しかねない、厳格なカトリック信者。「まさかの時のイスパニア宗教裁判にかけてさしあげますわ！」が口くち癖ぐせ。

　少々時代錯さく誤ごな騎き士し道どう精神を尊び、金ピカ甲かつ冑ちゆうをこよなく愛する好戦的な現場指揮官であった。

「どうしてわたくしがはるか異国のジパングで泥どろ臭くさい上陸戦などを指揮せねばなりませんの？　人生は短く少女は老いやすし、ですのに。わたくしの美貌が、ああ、わたくしの美貌が、こんな極東の地で時間とともに劣れつ化かしていくだなんて……ああ、イヤですわ。フェリペおじさま、お恨うらみ申し上げますことよ！　ああもう。ジパングのサムライどもなんて、ギタギタにやっつけてさしあげますわ！」

　江戸前島へ部隊を上陸させていたファルネーゼは、ネーデルラント独立軍を率いる宿敵マウリッツと激げき闘とうを繰り広げてきた因いん縁ねんの地ネーデルラントを思いだして、いよいよカンに障った。そう。ネーデルラント地方一帯は、低湿地。海と川に囲まれ、海洋貿易の玄げん関かん口として最適な土地柄がらではあったが、地じ盤ばんは軟なん弱じやくで、しかも高度が低いため、容た易やすく洪こう水ずいに襲おそわれる。

「あああ。この江戸の地形！　否応なしに、ネーデルラントを思いださせますのよ！　ですが皆さん！　にっくきマウリッツが担当している巨城・小田原城と違ちがって、江戸城は吹ふけば飛ぶような小城ですわよ！　石いし垣がきすら持たない土と木の城だなんて、笑ってしまいますわね！　おーほほほ！　さあ、さくっと江戸城を奪だつ取しゆいたしますわよ！」

　ファルネーゼは猛もう将しようではあるが、政治力にも長たけており、カトリック系の住民が多かったネーデルラント南部（ベルギー、ルクセンブルク）をハプスブルク家側へと引き込んだ実績を持つ。マウリッツたちネーデルラント独立軍は、その支配領域をネーデルラント北部のみに半減され、ファルネーゼ相手に苦戦を強いられていたのであった。それだけに、ファルネーゼは（マウリッツとの決戦は目前でしたのに）と口くち惜おしくてたまらない。

　それに、なによりも……。

（ドン・フアンを早く、陸に揚あげて静養させなければ。あの子はもう、保もたない……）

　ハプスブルク家の一門であるファルネーゼは、「庶しよ子し」として不ふ遇ぐうの立場にあったドン・フアンの、親友だったのである。幼い頃ころから、一いち途ずに父や兄たちに「家族」として認められることだけを願っていたドン・フアンに、「わたくしはあなたの家族ですわよ！　た、だ、し。言うまでもなくわたくしのほうがご主人様で、あなたは下僕！　ファルネーゼさまとお呼びなさい！」と罵ば倒とうしているのか励はげましているのかよくわからない言葉をかけつつも、ずっと支えてきた。ファルネーゼの母もまた、ハプスブルク家の娘むすめとはいえ「庶子」だったのである。それだけに、ファルネーゼはドン・フアンを実の妹のように思っていた。

　あの、伝説となったオスマン帝てい国こく海軍との一大決戦「レパントの海戦」において、ドン・フアンを「この子は自然の野生児にして海戦の天才ですわ！」と総司令官に推すい薦せんし、ともに戦い、奇き跡せき的な大勝利をもたらしたのも、ファルネーゼだったのだ。ファルネーゼの後押しがなければ、ドン・フアンは歴史の中に埋まい没ぼつしていただろう。

　イスパニアの将軍たちも、そんなファルネーゼだけには、ドン・フアンの病を隠かくすことはできなかった。親友の病を隠していたことが発覚したら、後でどんな罰ばつと責め苦と拷ごう問もんを受けることになるかわからないのだ。「まさかの時のイスパニア宗教裁判、開かい廷ていですわ！」とファルネーゼに叫ばれれば、将軍とて明日を迎むかえられる保証はない。

「海の畔ほとりに土と木の城を建てるなど、笑止千万ですわね！　攻めてくれと言わんばかりですわ！　バイキングに襲われた経験がありませんのね！　どれほどの戦争狂きようの集団かと思っておりましたが、ジパングの城じよう郭かく建築技術は噂うわさほどではありませんでしたわ、おーほほほ！　さあさあ！　栄光あるイスパニア陸軍の皆さん！　総そう掛がかりで落としますわよ！」

　そんなファルネーゼのもとに、全身を骨こつ董とう品級の古い甲冑で覆おおった古めかしい騎き士しが、一人。驢ろ馬ばのような瘦やせ馬に乗っている上に、担いでいるランスも前時代の遺物。百年ほど時代がズレているような男だった。

「おお、おお。本日もお美しい、ファルネーゼさま！　御おん大将！　わが貴婦人よ！　このラ・マンチャの騎士セルバンテスにお任せあれ～！」

「あら？　誰だれですの、お前は。むさいおっさんですこと」

「ファルネーゼさま～！　お忘れか？　レパントの海戦の折に、あなたを生しよう涯がいの貴婦人と定めて純愛と忠誠を誓ちかったイスパニアの貧びん乏ぼう騎き士しにございます～！　こたびは、ファルネーゼさまを異国ジパングにてお守りするために、全財産をはたいて甲冑を工面し、十字軍に参戦いたしました～！　わがソウルネームは、ドン・キホーテ！」

「……記き憶おくにありませんわね……わらわを貴婦人として崇あがめる騎士は、無数におりますことよ」

「よよよ。なんという驕きよう慢まん。なんという慢心。だが、これがいい！　慢心せずしてなんの貴婦人か！　この傍ぼう若じやく無ぶ人じんぶり、たまらん！　高貴な貴婦人に虫けらを見るような目で見られる恥ち辱じよくを耐たえ忍しのんでこその、騎士！　はあはあはあ。それがしは戦いますぞ、やりますぞ～！」

「ちょ、ちょっと。なにをはあはあしておられますの？　やめてくださいまし！　気持ち悪いですわよ！」

「ご褒ほう美び、ありがとうございます！　ありがとうございます！」

「わたくしの罵倒が、効いていないっ？　それどころか、気力が高まっているっ？　む、無敵の騎士ですの、あなたはっ？」

「左様！　貴婦人への純愛の力が、情熱が、名もなきそれがしを無敵の騎士に強化してくれるのです！」

　ことほどさように、イスパニア軍陣じん営えいは、江戸城の小ぶりさと防衛力の薄うすさを目にして早くも楽勝ムードに包まれていた。

　ところが。

　いざ東の平地から江戸城へ攻め寄せようとすると──。

「おや？　ファルネーゼさま？　奇き妙みような砦とりでが……」

「あら？　フレデリコ会の報告では、江戸城の東はガラ空きだったはず。いつ建てたのかしら？」

　江戸城のウィークポイントである東の平地側に、忽こつ然ぜんと出城が出現していた。江戸一帯に立ちこめていた「霧きり」が、出城を隠していたのだ。しかも、その出城に翻ひるがえるは、「六文銭」の旗印！




「智ち謀ぼう全振ふり！　真さな田だ家当主・真田昌まさ幸ゆき、ここにあり！　世界を相手の大ばくちだーっ！　突とつ如じよとして江戸城に『真田丸』、出現ッ！　われら真田一族、こたびは江戸へと出張！　真田丸を突とつ破ぱしないと、江戸城本丸には迫せまれないぞ～！　われらの屍しかばねを越こえてゆけ～！」

「迫れないぞ～！　あーはははは！　武力全振り！　日ノ本一の、へい！　真田幸ゆき村むら、見参！　イスパニアの皆みなさん、熱ねつ烈れつ歓かん迎げいグーテンモルゲン！」

「ゆ、幸村？　グーテンモルゲンは、ドイツ語……彼らはイスパニア人……こ、国こく辱じよくものの間ま違ちがい……そして、圧あつ倒とう的戦力を誇ほこる南蛮軍を相手にたった二百で無む謀ぼうな防衛戦……うっ……寿じゆ命みようが……寿命全振りとはいえ、さすがに……」

「真田丸」マニアの真田昌幸。日ノ本語は漢字が難しいからダメなんだ、南蛮語を習得する！　アルファベットなら簡単だー！　とがんばって一夜漬づけして見事に滑すべった真田幸村。幸村の台詞せりふの添てん削さくでまたしても寿命が削けずられていく真田信のぶ幸ゆき。

　さらには。

「真田十勇士・霧きり隠がくれ才さい蔵ぞう、参上。ぎりぎりで間に合った……また真田丸か、はあ……」

「才蔵の霧隠の術は頼たよりになるねっ！　真田十勇士・猿さる飛とび佐さ助すけだー！　ソテロ出てこーい！　忍び対決だー！」

「同じく、『地じ雷らい也や』こと望もち月づき千ち代よ女め。すでに真田丸の周囲あちこちに地雷を埋めております」

「ボクは管くだ狐きつね使いの、由ゆ利り鎌かま之の介すけ。江戸はやっぱり飯い綱づなが少ないなあ。でも、神かん田だの山から召しよう喚かんできそうだね」

「おっかしいわねえ。連戦続きだったはずなのに、すっごく長い長い間、暇ひましていた気がするけれど。まあいいわ。種子島の達人娘・筧かけい十じゆう蔵ぞうよ！」
















「あたしが十勇士でいちばん血の気が多い根ね津づ甚じん八ぱち！　やい南蛮人、勝手に攻せめて来んな～！　おうちに帰れ～！　攻めてくんなら、あたしたちがシメてやんよ！」

「にょっほっほ～。わらわが琉りゆう球きゆう唐から手ての名人・海うん野の六ろく郎ろうじゃ！　高貴なる海野家の姫君じゃ！　うんの、じゃ！　うんこではないぞ！」

「……大おお筒づつを操るは、穴あな山やま小こ助すけ」

　佐助が「『尼あま子こ十勇士』ってかっこいいよね、真田も十勇士がいいよ！」と言い張って無理矢理に結成した「真田十勇士」の面々も勢ぞろいしていた。

　だが、真田忍群の実力者を揃そろえて、ようやく八人。

　そこで、「数合わせ」で真田幸村が無理矢理に雇やとい入れてきた素す浪ろう人にん「二人」が、真田十勇士としてここに初参戦！

「ぐわははは。我こそが剛ごう力りき無む双そう、三み好よし清せい海かい入にゆう道どうじゃ～っ！　って、どうしてこんなことに？　なぜ、われらは江戸の地で南蛮人と戦わされておるのかっ？　武士を捨て、戦を捨て、うどん布教の旅を続けていたはずなのに……？」

「兄者、日ノ本の危機なのだ。やむを得まい。戦国乱世に落とし前をつけるべく、武士として最後のご奉ほう公こうといこうではないか。我は三好伊い三さ入道──」

　かつて畿き内ないの覇は者しやだった三好家の一族、旧「三好三人衆」のうちの二人。三好清海入道と三好伊三入道が、真田幸村にとっ捕つかまって「十勇士」入りさせられていたのだった。三好家が織田信奈に追われて四国に逼ひつ塞そくしたあと、二人は武家を捨てて四国讃さぬ岐きに大坂本ほん猫びよう寺じを手本とした民による民のための小さな共和国「うどん国」を建国し、そのうどん国の統治を民たちに委ねてお遍へん路ろの旅に出ていたのだった、が……。

「えーい。われらに襲しゆう撃げきされて明みんへ亡命した足あし利かが義よし輝てるどのも、関ヶ原で天下争いに決着をつけるべく日ノ本に戻もどって来たのだ。こうなりゃやけっぱちじゃあ～！　われら三好一党、天下を治めきれずに畿内を乱しに乱したツケをここできっちり払はらって大往生してやるわい！」




「周囲に地雷を埋うめているですって？　しかも、この霧……視界が利ききませんわ！」

　ファルネーゼは、陸戦に長けている。これまで海戦はドン・フアンが、陸戦はファルネーゼが受け持ってきたのだ。そのファルネーゼが、（なんという急所に厄やつ介かいな出城を！）と舌打ちしていた。

　真田丸は、小さいながらも明らかに「難なん攻こう不ふ落らく」の出城だった。

　なんとなれば、おそろしいほどの数の種子島を用いて四方八方すべての敵を射しや撃げきできる上、新式の大たい砲ほうまで備えてある。そのような「全身これ火器」と言わんばかりの要よう塞さいが急きゆう斜しや面めん上に聳そびえており、力攻ぜめを行えば斜しや面めんを駆かけ登っていくうちに将兵たちが次々と鉄てつ砲ぽうを喰くらい倒たおされていくことは必定だった。

　その上、周囲に地雷を埋め込んでいようとは。

「ぐぬぬ。前言撤てつ回かいですわ。防衛戦にかけては、ジパングのサムライたちは一級品のようですわね。よくぞヨーロッパの火器兵器をこれほどまでに自家薬やく籠ろう中のものとされたこと！　そこだけは褒ほめてさしあげますわ、おーほほほ！　こんな危険きわまりないサムライどもに火ひ縄なわ銃じゆうを売った戦犯は探し出してイスパニア宗教裁判にかけますわよ！　しかあし！　惜おしむらくは、兵力差は歴然！　わたくしたちは真田丸を包囲しつつ、別働隊を迂う回かいさせて江戸城の背後を突つけばいいのですわ！　真田丸に籠こもる兵力はわずか。籠もっていることしかできませんわよ！」

　ファルネーゼはいつになく焦あせっている。

　日ノ本屈くつ指しの巨城・小田原城は、コンスタンティノープルを彷ほう彿ふつとさせる「総構え」の城じよう塞さい都市だ。城塞内で自給自足が可能であり、補給線を断っても食しよく糧りように餓うえることはない。上杉謙信という神将に包囲されて以来、北条氏康は無謀とも言える城の拡張を続け、ついには小田原城そのものに小田原の町すべてを取り込み、日ノ本に例のない城塞都市と成したのだ。

　ならば北条氏康は、何日でも籠ろう城じようできる。あのマウリッツをしても、一日や二日では落とせないだろう。わたくしが江戸城を落とさねばならない。ドン・フアンを、一刻も早く江戸城へ。

　故に、霧の中を粛しゆく々しゆくと行軍する「軍団」の出現に気づくのが、わずかに遅おくれた。

　ネーデルラント戦線では経験のないことだった。

　あの「戦争の天才」マウリッツと対たい峙じした時、ファルネーゼは一度たりとも油断も慢心もしたことがなかった。マウリッツを相手にそのような隙すきを見せることは許されない、と知っていたからだ。

　が、ファルネーゼは知らなかった。

　この極東の異国・日ノ本にも、「戦争の天才」がいたことに。

　セルバンテスが「なにか妙みような声が……合唱が……ファルネーゼさま！　敵軍ですぞ！」と叫さけんでいた。

　ファルネーゼは、見た。

　北から──白い霧の彼方から、漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうを着た騎き馬ば兵たちと、そして真紅の甲冑を着た騎馬兵たちが、いっせいにイスパニア軍めがけて突き進んでくるその姿を。

　翻るは、「毘」の旗。「懸乱龍」の軍旗。

　そして──今は亡き山やま本もと勘かん助すけがしたためた「疾如風徐如林侵掠如火不動如山」の軍旗──「風林火山」。




　オン・バイシャラ・マンダヤ・ソワカ。

　オン・バイシャラ・マンダヤ・ソワカ。

　オン・バイシャラ・マンダヤ・ソワカ。




　マントラ。漆黒の騎馬兵たち──越えち後ご兵たちは、毘び沙しや門もん天てんのマントラを唱えている。

　武田兵たちは、無言のうちに闘とう志しを溜ため込みながら、イスパニア軍へと向かってくる。

「ちょ。なんですの？　あれは……仏教の呪じゆ文もんかなにか？　わたくしとしたことが、騎馬隊の急きゆう襲しゆうを受けましたわ！　すさまじい速度で、こちらへ突とつ進しんしてくる？　守りを固めますわよ！　全軍、テルシオ陣じん形に！」

　ファルネーゼは、イスパニアが誇る鉄てつ壁ぺきのテルシオ方ほう陣じんの形に兵をまとめることで、すみやかに軍団を巨きよ大だいな「要塞」と化さねばならない、と即そく断だんしていた。騎馬隊の突進に対しては、槍そう兵へいを密集させたテルシオがもっとも有効なのだ。この時点で、すでにファルネーゼは「後手」を踏ふんでいた。攻め一いつ辺ぺん倒とうから、一転、守勢に回らされていたのである。

　おおお。これがジパングのサムライ！　イスラムの兵ともまるで違ちがう。世界には、ありえぬ者がいる！　やはり騎き士しは冒ぼう険けんに生き、冒険に死すべき者！　とセルバンテスは絶ぜつ叫きようしていた。




　越後から三み国くに峠をかけて上野より全速力で駆け続けてきた越後兵と、甲こう信しんの武田兵。

　十字軍が小田原と江戸での両面作戦を開始したと知った織田信奈が「北陸方面軍」として急きゆう遽きよ江戸城救きゆう援えんに向かわせた軍団が、十字軍の想定をはるかに上回る速さで戦場に到とう着ちやくしたのだ。

　総大将は、言うまでもなく、「軍神」上杉謙信。

「三国峠を越えての関東行軍ならば、果てしなく繰くり返してきたわ。越えつ軍にとって関東は庭のようなもの。目を閉じていても、関八州の詳しよう細さいな地形はわが脳のう梁りようにあり。われらは進退自在よ──」

　城を奪うばわず、土地を奪わず。なにも得るものがなく、無益と思われていた、謙信の関東遠えん征せい。いったい、どれほど繰り返してきたことか。何度、疲ひ弊へいしきった将兵たちとともに虚むなしく三国峠を往復してきたことか。

　しかし、その謙信の関東遠征は、無む駄だではなかった。

　日ノ本を、関東を、十字軍から──イスパニア軍から守る。

　この時のために、われらは関東遠征を繰り返してきたのだわ、と謙信は思った。

　武田家の家か督とくを四し郎ろう勝かつ頼よりに譲ゆずって引退した武田信玄が、「お前は詰つめが甘いからな。あたしが宇う佐さ美み定さだ満みつの代わりについていてやる」とその隣となりに補ほ佐さ役として並んでいる。信玄が引退していなければ「どちらが指揮権を握にぎるか」で越軍と武田軍の将兵たちは大揉もめに揉めたはずだが、内政ならばいざしらず、戦場では現役武将が指揮権を持つ、これが武家の常識である。しかも、関ヶ原でともに味方として戦った両軍は、いまや、完全に一体となっていた。

「殲せん滅めつ戦は禁ずる、と織田信奈から念入りに言われているでしょう、信玄。信玄流全方位敵対外交はやめなさいと、何度も言っているのに」

「わかっている。だが、初見の相手との合戦は、最初のひとあたりで決まる。ここで舐なめられたらかえって合戦は長期化する。自国領内ならばいざしらず、関東を戦場としたならば、誰だれもあたしとお前には勝てない、何度挑いどんでも勝ち目はない、と敵軍に知らしめておく必要がある。それで、この戦は早期決着する──」

「理で考えて戦術を立てているようで、その実、猛たけっている。あなたらしいわね。ところで、本来の『北陸軍大将』、柴しば田た勝かつ家いえは？　いつの間にか、わたしとあなたが総大将と副将になってしまっているけれど」

「あいつは後方だ。なにやら石いし田だ佐さ吉きちとかいう良晴の妹が、秘策を繰り出す準備をしているとか。黒田官兵衛が捻ひねりだした策を実行すると言っていたな。それで、勝家も協力させられているらしい。その策が成功すれば、即そく座ざに合戦を終しゆう了りようさせられるのだとか」

　石田佐吉？　黒田官兵衛？　しかも実働部隊は柴田勝家？　なにか悪い予感がするわね……と謙信はちょっとだけ眉まゆをひそめた。なんとなく、失敗しそうな気がしてならない。

「さあ、謙信。手て取どり川で越軍が『対峙』した例の陣形、テルシオとやらが来たぞ。しかもこんどは本場のほんものだ。手取川では『車懸り』で対たい抗こうして殲滅戦の覚かく悟ごを見せることでどうにか引き分けに持ち込んだが、殲滅戦は織田信奈が禁じている。どうする？」

「そうね。あなたに任せるわ、信玄。わたしは一いち撃げき決戦主義の戦しかできないもの。武勇と知略と統率のすべてにおいて日ノ本一の名将に成長したあなたならば、搦からめ手でもなんでも使って、イスパニア軍に勝てるわ──」

「なんだと？　あたしは病み上がりだ。もう武将は引退しているんだぞ？　あんまり手間をかけさせるな」

「ふふ。せいぜいがんばりなさい。あなたがこの江戸の合戦で働けば、わたしはその恩賞として大奥入りを所望して、織田信奈が第六天魔王にならぬよう、政権の『抑よく止し力りよく』に」

「……おおおおお大奥入りなど、許すかっ馬ば鹿かッ！　まだ言ってるのかっ！　謙信、お前はほんとうに、しっつこいな！　川中島に五度も出兵！　関東にはいったい何度遠征した？　しかも、『わたし、正妻でなくてもいいのぉ～、大好きな良晴くんの側室になりたいのぉ～』とかわいくおねだりでもすればいいものを、涼すずしい顔でもっともらしく屁へ理り屈くつをこねて……ああ、ほんと、腹の立つ女だ！」

「は、はいいいっ？　わ、わ、わたしがそんな恥はずかしい台詞せりふを言うわけないでしょうっ!?　えええ越後の軍神、びびび毘沙門天の力の代行者たるこのわたしが……いいから、テルシオを破る戦術を繰り出しなさい！」

　お前が大奥入りしたら、あたしも一いつ緒しよに入って相良良晴とお前が二人きりで同どう衾きんできないように妨ぼう害がいしてやるからなっ！　お前より先に良晴の赤ちゃんを産んで地じ団だん駄だを踏ませてやる！　と怒ど鳴なりながら、信玄は背後に侍はべる高こう坂さか弾だん正じように「全軍をただちに、例の陣形に」と命じていた。

「実際に使う機会があるとは思っていなかったが……いちど限りの虚こ仮け威おどしの手品といえど、テルシオに頼たよりきってきた初見の敵には効くだろう。武田信玄が最後に用いた陣形が車懸りの丸写しでは、謙信がどや顔するだけで腹が立つからな。謙信は手取川でテルシオを破れなかったが、このあたしが江戸で破る！　ま、越兵がいてくれてこそだがな。ふふふ。謙信、ざまあ！」

「待ちなさい。誰が赤ちゃんを産む、ですって？　今、あなた、聞き捨てならないことを！」




　しまった。平地に展開したために、騎馬隊の速度を阻はばむものがない！

　ファルネーゼは、全軍を素早く動かして常勝不敗のテルシオ陣形を構築し、騎馬隊の突進に耐たえる戦術を採った。イスパニア軍の将兵たちは、テルシオに慣れている。大勢の槍兵を密集させての大型方陣。機動力は鈍どん重じゆうになるが、騎馬隊に対してはまさに「要塞」級の堅かたさを誇ほこる。

　しかし。

　当たるべからざる勢いで平野を駆けていた真紅の武田騎馬隊がいっせいに「鶴かく翼よく」の陣形に広がり、左右からイスパニア軍を挟きよう撃げきせんとすると同時に。

　中央を進んでいた漆黒の越軍は、突とつ如じよとして、上杉謙信と武田信玄をその中心点に囲みながら異様な「回転」活動を開始していた。

　いわゆる、車懸り。

　越軍と武田軍の将兵たちの呼吸が一いつ致ちしていてこそはじめて可能となった、鶴翼と車懸りの合わせ技であった。

　ファルネーゼは「Ｖ字陣形展開に加えて、同時に中央から主力部隊が円運動を描えがきながら突進してくる？」と目を剝むいていた。

「なに。なんなの。なんでこんな芸当ができるの？　あたかも頭脳が二つあるかのような？　まるで生き物のように兵士たちが動いてくる!?　この練度。この統率力。この速度。こいつら、いったい……!?」

　前方正面。左手。右手。三方向より騎馬隊の同時突進！

　射しや撃げき開始！　とファルネーゼは叫んだ。だが、間に合わない。敵の兵馬は、砲ほう撃げき音をまったく恐おそれない。この騎馬兵たちは、人馬ともに銃じゆう撃げき戦せんに慣れきっている！　死を恐れていない。銃じゆう弾だんを恐れていない。こやつらは地じ獄ごくのような死地を、弾だん丸がんの嵐あらしの中を無む謀ぼうにも駆かけ抜ぬけて生き延びてきた、文字通りのベルセルクどもなんだわ！　いけない。速い。速すぎる。即座に間合いを潰つぶされる。

「槍兵！　騎馬隊の突進に耐えて！　耐えなさい！　痛みに耐えてこそのイスパニア軍よおおおお！」

　騎馬兵に対する槍兵の優位は、決して動かないはずだった。

　が、赤と黒の甲冑に身を包んだ騎馬兵たちは、テルシオの四方から放たれる弾だん幕まくを突とつ破ぱするや否や、下馬して槍や日本刀を構え、いっせいに徒歩で斬きり込んできた。

「武田四天王！　高坂弾正、見参！　日ノ本本土に攻せめ込まれては、逃にげたくてももう逃げられませーん！」

「武田四天王最強最軽量。山やま県がた昌まさ景かげも、戦線復帰よ。全軍、下馬！　徒歩でテルシオへ突進！　槍対槍、槍対日本刀ならば、五分と五分なのだわ」

「……馬ば場ば信のぶ春はる、参る……関ヶ原での傷は癒いえていないが、復帰戦にはちょうどいい……」

「すみません。皆みなさん。どうして相手してくれないんですかあ？　内ない藤とう修しゆ理りですう！　武田の副将！　副将ですのにっ！　やっぱり……存在感が……薄うすいんですかあ？」

　乱戦！　しかし、背後には真田丸。前方には「回転」する漆黒の越軍。

　さらに。

「機は熟せり！　勝機！　イスパニア軍が背を向けたぞーっ！　背後の真田丸より武力全振ふり真田幸村、とっか────んっ！　真田は、世界一の、へいだーっ！」

「だから、つわもの、ね。うっ、寿じゆ命みようが」

「真田十勇士、出ませい！　イスパニア軍よ、関東より立ち去るがいい！　ジパングの征せい服ふくなど、われらがやらせぬ！」

「才蔵、珍めずらしく盛り上がってるねー！　佐助もがんばる！　たしか十字軍って呂宋ルソンから来たんだよね？　バナナ落ちてないかな、バナナ？」

「う、う、打って出るのかっ？　おおお。三好清海入道、なんだかよくわからんが南なん蛮ばん人じん部隊に斬り込みをかけーる！　ああ。早くうどんを布教する穏おだやかな暮らしに戻もどりたい……ええい。南蛮の大将も、姫ひめ武将なのか……もう姫武将は懲こり懲ごりじゃ～！」

「まったく。松まつ永なが弾正以来、三好家は女難続きだな、兄者」

　真田丸から、いっせいに真田幸村率いる真田勢が突進してきて、テルシオの後方を突ついた。この幸村の斬り込みを受けて、ついに最強を誇るイスパニア軍は混乱状態に陥おちいったのである。

　この事態を前に、セルバンテスは電でん撃げきを受けたかの如ごとく全身を震ふるわせていた。なにか閃ひらめいたらしい。が、その閃きは残念ながら、現実的な「戦術」の類いではなかった。貴婦人ファルネーゼのために粉ふん骨こつ砕さい身しん、おんぼろ騎士として戦い続けてきた彼自身もまったく気づいてもいなかったが、セルバンテスには「芸術家」「作家」としての才能が眠ねむっていたのである。その眠っていた巨きよ大だいな才能が、織田北陸軍の異様な陣じん形を見た瞬しゆん間かんに、突如として覚かく醒せいしてしまったのだ。

「う、うおおおおおおおっ？　あの異様な陣形はいったい!?　回転している！　軍勢が生き物のように回転しながら、われらが貴婦人へと迫せまってくる……！　人間の軍隊にあのような動作が可能なのかっ？　この回転は……まるで……まるで、風車だ……！　ネーデルラントで何度も見てきた風車そのもの……！　しかも、とてつもなく巨大な、生きた風車……！」

　セルバンテスは、突如として眼前に出現した「車懸り」を、「巨大風車の陣」と命名していた。風車こそは、イスパニアの宿敵ネーデルラントの象しよう徴ちようにして風物詩である。あの「戦争の天才」マウリッツにはファルネーゼさまは勝てないのではないか、いずれイスパニアはネーデルラントに敗れるのではないか、カトリックはプロテスタントに乗り越こえられるのではないかという予感は以前からあった。その予感が、今、突如としてセルバンテスを突き動かしていた。

「われこそはファルネーゼさまの騎き士しセルバンテス！　ソウルネームは、ドン・キホーテ！　風車の陣よ！　たとえ勝ち目がなかろうとも！　ファルネーゼさまへの純愛を貫つらぬくために！　このセルバンテスは、ここで己の騎士道を貫いて散ってみせ─────る！　時代錯さく誤ごの騎士道精神よ、と笑わば笑え！　それがしは、いっこうに構わ～んっ！」

　あっちょっとダメよやめなさい！　とファルネーゼが止めたが、セルバンテスは手勢を率いて「おおおおおお」と車懸りの陣のまっただ中へと突とつ進しんしていった。

「セルバンテスどのに遅おくれるなあああ！」

「七つの海を越えてきたイスパニア人の根性見せたる！」

「ファルネーゼさまをお守りせよおおおお！」

「だからっ！　テルシオ陣形を崩くずすなと言っているでしょう！　やめなさーいっ！　『鉄の処女』に放り込んで拷ごう問もんするわよー！」

「それこそご褒ほう美び！　ありがとうございますファルネーゼさまあああ！」

「心置きなく、行って参りますっ！」

「あああああああ！　テルシオが、テルシオが崩れるううううう!?」

　セルバンテスについていった兵士たちは、およそ数分で車懸りの「回転」に巻き込まれて容よう赦しやなく吹ふき飛ばされ、歴史的大敗。

　セルバンテス自身は、「なに？」「単たん騎き特とつ攻こう？」「まさか？」「なにかの間ま違ちがい？」と奇き異いなものを見る目でセルバンテスの暴勇を眺ながめながら首を傾かしげていた越えつ兵たちの間を奇き跡せきのように突っ走って、上杉謙信と武田信玄のもとに辿たどり着いたが、「あたしの謙信に手出しするなら容赦せんぞっ！」と信玄の軍配を兜かぶとに喰くらって「ぐは～っ」と昏こん倒とう。

　だが、謙信は「人斬きり」を好まない。落馬したセルバンテスを「異国の勇者だ」と庇かばった。結局、この者はどうやら正気を失っていたらしい、と信玄に判断されてそのままおとがめなし。囚とらわれることなく、そのまま戦場に捨て置かれたのであった。

　ともあれ、イスパニア軍が誇る鉄てつ壁ぺきのテルシオは、崩ほう壊かいした。

　信玄が最強の武田騎き馬ば隊に下馬させてまでテルシオの槍そう兵へいたちめがけて斬り込ませ、「容赦のない殲せん滅めつ戦に出る」と脅おどしをかけた効果は、絶大だったのだ。

　織田信奈の判断によって、十字軍とジパング間の戦争の「宗教戦争化」は回かい避ひされたはずだった。それなのに、まさかこれほどの「覚悟」と「闘とう志し」をいきなりぶつけられるとは、イスパニア軍の誰だれもが予想していなかったのだ。

　むろん、これは信玄一流のブラフなのだが、彼らは武田信玄がどのような姫武将なのかを知らない。ただこの時、「上杉謙信と武田信玄は」「ともにジパング最強の名将らしい」「戦場で戦えば、天下人の織田信奈よりもはるかに強いらしい」という噂うわさ話ばなしが戦場を駆け巡めぐった。

　小田原でマウリッツと半兵衛官兵衛の両軍が互たがいに実力拮きつ抗こうし、睨にらみ合いに入ったさまを見て「この勝ち馬に乗るのよ！　吹いている！　風が！」と腹痛から立ち直った北条氏康の命令で江戸の戦場に飛び込んできた風魔衆がせっせと噂話を撒まいているのである。

「退きますわよおおお！　江戸城攻こう略りやくは中断！　いったん江戸前島まで退たい却きやくして、軍を立て直しますわ！　織田北陸軍に完全包囲される前に、前島へと……！」

　ああもう。なんてことなの！　ああ、ドン・フアン。ごめんなさい……うう、ううう、悔くやしいいいいい～！　とファルネーゼが唇くちびるを嚙かみながら、江戸前島へと撤てつ退たいを開始する。

　信玄が「追つい撃げきせよ！」と武田騎馬隊を再び乗馬させて、全力で追いかける。

「ちょっと信玄？　もういいでしょう？　殲滅戦は禁止だって言われているのに!?」

「ほら、『局地戦で勝てばもう満足』という悪あく癖へきがまたはじまった！　だからお前は甘いのだ謙信。このたびは不意を打って敵軍を混乱せしめたが、初見だから通じただけだ！　明らかに、敵の大将は有能な歴戦のつわもの。テルシオ崩しの奇き策さくは二度は通じない、次は確実に対処される！　江戸から追い払はらうならば今しかない！　あたしには、イスパニアを相手に関東で五度も六度も戦うつもりはないぞ！　このまま一気に攻めて、船上まで追いたてる！」

　あなたは引退したんじゃなかったの？　これほどの知勇兼けん備びを誇る日ノ本一の名将が、なぜ川中島でわたしを倒たおせなかったのかしら？　と謙信が呆あきれる中。

　勝利を確信した信玄が「王手だ！」と馬上で軍配を掲かかげようとした、その時。

　なぜか涙なみだ目めになって「あうあうあう」と慌あわてふためいている柴田勝家が、信玄と謙信のもとへ自ら駆け込こんできたのだった。

「かかか官兵衛が考案したみみみ水みず攻ぜめの策が、大失敗に！　利根川の水を引き込んで、機を見て江戸城東の低地に展開するイスパニア軍を水みず浸びたしにするはずが……工事の途と中ちゆうで堤てい防ぼうが壊こわれて、氾はん濫らんっ！　周辺の民は工事前からすでに避ひ難なん済みですが、まもなく怒ど濤とうの勢いでこちらまで水が……！」

「「ええっ？」」

　この土木工事の責任者・石田佐吉はかかる前代未聞のやらかしに打ちひしがれ、すでに「切腹させてえええええ！」と白装束に着き替がえて腹を召めそうとしているが、大おお谷たに紀き之の介すけが「軍師さまが編み出した水攻めの策じたいが、そのう、『天下一軍師』ぶりを十字軍に見せつけようと欲を搔かいた無茶ぶりだったから……」と必死で止めているのだという。

　謙信と信玄が「どうするの？」「どうもこうも」と顔を見合わせる中。

　どばああああ、と利根川の水が溢あふれてきて、お玉が池を飲み込んでそのまま江戸城の東側に広がる低てい湿しつ地ち帯たいを一気に浸しん食しよく。

「あーれー？　なんですの、この水はああああ？　そ、そういえば？　ね、ね、ネーデルラントでの戦いで昔、堤防を壊されて水攻めを喰らったことが……ネーデルラントも江戸と同様の低地でしたから……まさか、同じ手を用いられましたのっ？　噓うそですわっ？　わたくしは陸戦屋ですのに！　イエスさま、マリアさま、お助けええええええ！」

「……うーん。あ、あれ？　それがし、なぜ生きてファルネーゼさまのもとに？　おお、神がわが騎士道精神をお認めになってくださったのかーっ！　奇跡が起こりたまえり！」

「あなたのせいで無茶苦茶でしょーっ！　問答無用、イスパニア宗教裁判ッ！」

　江戸前島に逃げ込んだイスパニア軍は、利根川の氾濫によって「半島」ではなくなりほんものの「島」になってしまった江戸前島に孤こ立りつ。

　そして、対する織田北陸方面軍もまた戦せん闘とう継けい続ぞく不能状態になっていた。

「ぐはあっ！　まっ、まさか背後から味方の水攻めを喰らうとは～！　真田十勇士、てったーい！　佐助以外みんなずぶ濡ぬれだあああ！」

「信玄さま、さしもの武田軍も水攻めにはかないません！　逃げましょう！」

「みんな！　江戸城の北と西へ！　丘きゆう陵りよう地帯へ逃げ込め！　神田山、目め白じろ、紅葉もみじ山やま、霞かすみヶが関せきへと分散して待たい避ひだ！　溺おぼれ死ぬほどの水量ではないが、このまま低地に留とどまれば兵ひよう糧ろうと馬をやられるぞ！」

「……溺でき死し者はいなさそうね。それだけが不幸中の幸いだわ……でも、これで」

「『島』に孤立したイスパニア軍と、丘おかにあげられたわれらとは、文字通りの『水入り』となった。戦場となるべき平野が水すい没ぼつしてしまったのだから。この水が退くまでは合戦どころではないぞ、謙信」

「上野から陸路を行軍してきたわたしたちは、水軍を持っていない。一時休戦もやむを得ないわね、信玄。でも、こうなると……」

　梵天丸が関東に到とう着ちやくする前にこの戦いを終わらせたかった。でも、そうはならなかった。やはり最後には、梵天丸自身が自分の「運命」を選せん択たくしなければならないのね、この水攻め失敗は偶ぐう然ぜんではない。すべてはなるべくしてなったのだわ、と謙信は思った。







　巻ノ三　相模さがみ湾わん海戦　本戦







●海上のはるまげどん




「クククク。ついに来てしまったか、メギドの丘に──！　と言いたいところだが、江え戸どは水没してしまったらしい。今回は水軍で行こうと土ど壇たん場ばで決めた我は冴さえているな。わが決戦の舞ぶ台たいは、海の上だ！」

　かくして、梵ぼん天てん丸まるは、ついに奥おう州しゆう軍を率いて関かん東とうへ来た。

　奥州軍は、大軍である。かつ、今回は「十字軍艦かん隊たい」が戦局の中心を担う。

　海戦によって決着がつく。

　このため、奥州軍は行軍途中から、陸路と海路に分散していたのだ。

　そして──梵天丸自身は、「前回の関東遠えん征せいは陸路を用いた。同じ展開はもう飽あきたな」と気まぐれを起こし、水軍を率いて相模湾に出現したのであった。

　もしも陸路を選択していれば、利と根ね川の決けつ壊かいによって到着が遅れたはずだった。

　しかし、梵天丸は、海路を用いた──。

　これが、梵天丸の「運命」だったのだろう。

　この十字軍と日ひノ本もと軍との戦争の行方を、世界の運命を、文字通り「決定」する者として、二つの祖国、二人の父を持つ少女は、父ドレイクが待ち受ける相模湾へとやってきたのだった。

　梵天丸は、まさかほんとうに十字軍が来るなどとは夢にも思っていなかった。だが、異国に実父を持つ梵天丸は自ら「海外冒ぼう険けん」を目論み、アポカリプス・ナウ号を超える巨きよ船せんをすでに建造していた──牛タンを餌えさに長なが崎さきから南なん蛮ばん人じんたちを多数仙せん台だいに招しよう聘へいし、五百トン級の巨大ガレオン船「サン・ファン・バウティスタ号」を完成させていたのである。このサン・ファン・バウティスタ号こそは、「日ノ本史上初の国産南蛮船」であり、外洋航海にも耐たえうる船であった。梵天丸率いる奥州伊だ達て水軍はこの意味で、織お田だ水軍のさらに先を行っていた。

　せっかくだから、サン・ファン・バウティスタ号に我自らが船長として乗ってみたい、という「好こう奇き心しん」が、梵天丸に「水軍」を選択させたと言っていい。

　広々とした甲かん板ぱんには、伊達家の若き姫ひめ武将たち、そして織田家や上うえ杉すぎ家から来た「お目付役」──要は梵天丸のお友達軍団が勢ぞろいしている。

「どうしていきなり江戸が水没？　きっと利根川の『主』が荒あらぶっているんだわ。ああもう。日ノ本につくのか新教軍につくのか、はっきり決めて頂ちよう戴だいよーっ！　ちなみにレオンはカトリック教徒だから！　でも、それ以上に──私はお義姉さまを、ジパングを救ってくださる生き神さまとして崇あがめる織田信のぶ奈な教徒よ！　お義姉さまと戦おうだなんて言わないわよね、梵天丸？　言わないわよね？　お願い、お義姉さまとともに歩むと言って！　あうう。お腹が、お腹が……」

　お目付役の蒲生がもう氏うじ郷さとはもう、気が気でない。梵天丸が「フハハハ！　なまたん！　カトリックでありながら、冥めい府ふ魔ま道どうに堕おちしびぃすとの力を借りてでも勝ちたいか！　勝ちたいであろうなあ！　んっん～、教えてやんない！」と氏郷をいつもの調子でからかいながらも、内心では迷い続けていることは知っている。知っているだけに、梵天丸の意思をぎりぎりまで尊重したかった。尊重していたら、とうとう相模湾上で十字軍艦隊を捕ほ捉そくしてしまった。小こ早ばや川かわ隆たか景かげ率いる村むら上かみ水軍と十字軍艦隊が睨み合っているところに、「敵か味方か去就定かならぬ謎なぞの第三勢力」として到着してしまったのである。

　いやいやさすがにもう態度を決めないとまずいでしょ！　最悪の場合、村上水軍と十字軍艦隊の両方から敵と認定されて攻こう撃げきされることに！　両軍が「騒そう動どうの火種となった梵天丸は倒した、悪は去った！」としゃんしゃんと手打ち、なんて羽目になったら……と氏郷は卒そつ倒とう寸前である。

「ああもう。みんな、梵天丸を甘やかしすぎなのよおおお！　レオンは繊せん細さいなの、もうダメえええ！　もう保たないっ！　私は琵び琶わ湖の主・あづっちーさまにこの身を捧ささげて日ノ本とお義姉さまを守っていただくことに……あづっちーの着ぐるみを着て、そのまま相模湾の藻も屑くずと化すわ！　皆みなさん、さようなら～！」

「お待ちください！　冷静に、冷静に！　姫の判断をこの土壇場まで引っ張ってしまったのは、この小こ十じゆう郎ろうの責任です！　さあ、着ぐるみを着てください。あづっちーさまの化身となって気が済むまでボクを攻撃してください！」

「ええ？　無理よ。あづっちーは子供たちから攻撃を一方的に受ける側だし……それに、レオンはお義姉さまに愛を捧げ生しよう涯がい処女を守ると誓ちかった身だけれど、哀かなしいことにお年とし頃ごろの女の子なの！　身体からだが、身体が拒きよ否ひして……あなたのような美少年に暴力は振ふるえないわ！」

「あ。いえ。ですから。ボクは女の子で……あうう……」

「ウラ！　全世界から集まりし東西の水軍……昂たかぶる……昂ぶる……それがしは……伊達成しげ実ざね……梵天丸、守る……敵……タタカウ！　ウラアアア！」

「船ふな酔よいしたのか、成実どのの知力が急激に低下しているっ？　梵天丸～！　どうするのか今すぐに決断せよっ！　十字軍艦隊の過半数は、黙もく示し録ろくのびぃすと降臨を恐おそれているイスパニア軍の船だ！　三つ巴どもえの争いになれば、全艦隊全ぜん滅めつもありうる！　十字軍のお父上と顔を合わせづらいならば、この利口者の直なお江え兼かね続つぐが『直江状』をしたためて、十字軍への使者として乗り込んでやってもよいぞ！　三寸の舌で十字軍を追い返してみせよう！　書き出しは、こうだ。『本日、相模湾沖おきにて黄おう金ごん十じゆう字じ軍ぐん艦隊こと海の乞食団ワーターフーゼン拝見、多幸々々』！」

　毒舌家のかねたんが「直江状」なんぞ持っていったらその瞬しゆん間かんに国交断絶、全面激げき突とつではないかククク、と梵天丸は直江兼続の申し出を一笑に付した。外交センス抜ばつ群ぐんと本人は思い込んでいるが、その実、天然の畜ちく生しよう煽あおり屋。それが石いし田だ佐さ吉きちと直江兼続。梵天丸もたいがい畜生だが、梵天丸の場合はわざと相手をからかって怒おこらせているわけで、天然ではない。その分、よりタチが悪いわけだが。

　それにしても、と片かた倉くら小十郎は天を仰あおいでいた。姫が冗じよう談だんにも程がある手紙をヨーロッパに送りつけて羅馬ローマ教皇を煽った結果、まさか十字軍を派は遣けんされるとは──！

「ああ。純じゆん朴ぼくな奥州侍ざむらいの支はせ倉くらさんは、あの手紙の内容をよくわかっていなかったから……しかも、日ノ本の銀山を狙ねらっていたイスパニア王の手に渡わたってしまったことが誤算でした。お心のうちの葛かつ藤とうは、いかばかりか……姫……」

　小十郎。我の心のうちは水のように静かである、問題ない、と梵天丸は強がっているが、この期ごに及およんで態度を決めかねていることからも、梵天丸が悩なやみ続けていることは言うまでもない。

　日ノ本には、梵天丸を慈いつくしんでくれた育ての父・伊達輝てる宗むねがいる。しかし、梵天丸が憧あこがれてやまなかった実の父が、今、十字軍艦隊を率いて日ノ本に戻もどって来ている──日ノ本か。ヨーロッパか。「二つの祖国」を持ち「二人の父」を持つ梵天丸は、どちらかを切り捨てることがどうしてもできない。できないままに、ここまで来てしまった──。

「梵天丸。辛つらいだろうが、もう決めなければならない。日ノ本人として生きるか、それとも。わたしたちには、助言することしかできない。お前の人生、お前が生きるべき『世界』を決めることができる人間は、お前自身だけだ。わたしたちは、お前の選択を尊重しよう。たとえ、どのような結果になったとしても……謙けん信しんさまも、そうお望みである」

「……かねたん。思えば謙信は、ずいぶんと我に目をかけてきてくれたな。面識もないうちから。あんち・くらいすとに肩かた入れするとは妙みような毘び沙しや門もん天てんであるな、ククク」

「あのお方も、そなたとは少し異なるが、ご自分の生きる『世界』を定められずに二つの世界の間で苦しまれておられたからだろう。毘沙門天として、神として天上の世界を生きるか、それとも人間の少女として地上の世界を生きるか、迷われ続けていたのだ。あれほどの戦の天才でありながら川かわ中なか島じまでも関東遠征でも『決着』をつけられなかったのは、その迷いゆえだ。その謙信さまが、梵天丸を見守れ、とこの兼続に申しつけられた。お前に、このような『選択』の時がいずれ来るのではないかと予感されていたのかもしれない」

　母の祖国を選び──日ノ本人として生きるのか。

　実父の祖国を選び──紅こう毛もう人じんとして生きるのか。

　梵天丸はいまだ、結論を出せない。

　生まれ育った故郷を、日ノ本を、友たちを、家族を捨てられるはずがない。

　だが、永遠に会えるはずのなかった実の父に「こっちへおいで」と優しく声をかけられてしまった。

　一目、会いたい。言葉を交わしたい。抱だき上げてほしい。だが、その実父は、イングランド人の海かい賊ぞくフランシス・ドレイクは、日ノ本を占せん領りようすべく相模湾に襲しゆう来らいした「黄金十字軍艦隊」の事実上の海軍司令官なのだという！

　会いに行けば……もう、離はなれられなくなるかもしれない……このまま、織田信奈や相良さがら良よし晴はるたちを敵に回してしまうかもしれない……！　すでに、村上水軍は十字軍艦隊と対たい峙じしているのだ。あと少し到着が早ければ。が、覆ふく水すい盆ぼんに返らず、である。

（ぐぬ。ぐぬぬぬぬ……！）

　おお。邪じや気き眼がんがうずく、と梵天丸は眼帯を押おさえていた。いつもの中二病芝しば居いではなかった。ほんとうに片目がうずくのだ。

「姫？　いつものお芝居と違ちがいます！　ほんとうに目が痛むのですか？　どうなされました？」

「うにゅう。わからぬ。あやつが持っている『石』が……！　あの小こ舟ぶねに乗った十字軍の使者が持っている石ころが、我の邪気眼と共鳴している……！」

「あやつ、とは!?」

　片倉小十郎は、見た。

　白旗を掲かかげてサン・ファン・バウティスタ号へと近づいてくる、一艘そうの小舟を。

　武装はしていない。十字軍艦隊から派遣された「外交の使者」が、ちょこん、と膝ひざを揃そろえて舳へ先さきに座っていた。

　ちっちゃい。梵天丸とほぼ同じサイズの小こ柄がらな身体。幼い少女だった。だが、なぜ頭に「わっか」を載せているのだろう？　背中に、白い羽根がはためいているのはなぜ？

「ククク。よくぞこのようなガレオン船をジパングで建造したものだ、梵天丸よ！　十字軍の連中は『アンチ・クライスト艦隊が極東に忽こつ然ぜんと出現した』と大おお騒さわぎになっているぞ！　その所業、まさに黙示録のびぃすと！　我はイングランド女王と神聖羅馬皇こう帝ていのワイズマンを務める天才占せん星せい術じゆつ士し、ジョン・ディー二世。だがそれは、世を忍しのぶ仮の名前！　わが真名は、大天使ウリエルちゃんである！　外交官としてサン・ファン・バウティスタ号への乗船を求めに来た！　梵天丸よ、汝なんじの運命をこの大天使さまが占うらなってやろうではないか！　ウリエルちゃんを、うぬの船に乗せたまえ！」

　ああ……自じ称しよう天使ちゃんが、来てしまいました……類は友を呼ぶとはこのこと、と小十郎はまたまた天を仰いでいた。

　言うまでもなく、梵天丸は、

「お、おおお！　大天使ウリエルだとっ？　世界のあらゆる事象は、善と悪、陰いんと陽、神と悪あく魔ま、デウス属性とサタン属性とに二分されているにょだ……！　わが半身にして永遠の好敵手、現る！　ならばこその『共鳴』……！　小十郎ー！　あの者を、わがサン・ファン・バウティスタ号の甲板へ乗せるにょだっ！　大天使の白しろ魔ま術じゆつと、黙示録のびぃすとの黒魔術。どちらがより強いか、艦かん隊たい決戦の前にまずは魔術勝負だーっ！　これより、はるまげどんの前ぜん哨しよう戦せんを開始するッ！　フハハハ！　もしも我が黒き霊れい力りよくが大天使の光の前に敗北すれば、この艦隊は汝にくれてやろう、デウスの御み子こよーっ！」

　と、すっかりその気になってジョン・ディーを熱ねつ烈れつ歓かん迎げい。即そく座ざに船上で謁えつ見けん（というか対決）すると決めてしまったのだった。

「ウラ!?　あの者、見た目も性格も姫に似ている……？」

「梵天丸と同じ病に憑つかれているお子さまが、ヨーロッパにも？　ああもう、お腹が痛～い！　こんな面めん倒どうなお子さま同士を対面させちゃって、いったいこの先どうなるのよ？」

「まったくわからぬが、会わせまいとすれば、梵天丸はますます面白がって盛り上がるばかり。あの天使ちゃんを称しようする痛い外交特使との対面が、梵天丸の運命を決することになるだろう……せ、世界はほんとうに広いです。謙信さま……でも……よく考えたら、いいお歳としで毘沙門天の化身になりきっていた謙信さまって、もしかして梵天丸たちよりも……げふんげふん」

「あの子は、なんだか怪あやしい石を持っています。あれって、もしかしてほんとうに姫に対して──サタニストかぶれの相手に対して、有効な魔ま石せきなのかも？　たしか、エクソシストとかいう悪あく魔ま祓ばらいの専門家がヨーロッパにはいると聞いています！　ああ。ご母堂。義よし光あきどの。どうか姫ひめをお守りください……！」

　ここに、日にち欧おうを代表する二人の中二病少女。「黙示録のびぃすと」と「大天使」とが、霊力対決に及ぶこととなったのである。




　かくしてサン・ファン・バウティスタ号の甲板上で、相模湾沖はるまげどんの前哨戦がはじまった。

　梵天丸対ジョン・ディー。出会って三分ではるまげどん。なんだかもう、幼なじみのように意気投合している二人であった。

「ぴるるるる～。ジパングのびぃすとは見過ごさない！　悪魔、即そく、えくそしーずむ！　完全無敵の白魔術少女、大天使ウリエルちゃん、地球の裏側からまるっとここに降臨！　さあサタンの使い魔よ、このウリエルちゃんに祓はらわれたまえ！　普ふ通つうの女の子に戻りたまえ！　すっかりあんちくらいすとをこじらせた汝の痛さに、親おや御ごさんも泣いているぞ！」

　ジョン・ディー二世じゃなかったんですか？　と片倉小十郎が思わず突つっ込こみ、「それは世を忍ぶ仮の名前なのだ～！」と白魔術のスティックを振り回す自称天使ちゃん。ぽんぽんとジャンプするたびに揺ゆれる頭のわっかに、背中の羽根。まだうちの姫のほうが一応人間の衣装に近い恰かつ好こうです……と小十郎は思った。

「にゃるほど、にゃるほど。そういう設定なのだな、ククク。その幼さで、まったく業の深いことだな」

「『設定』言うなっ！　梵天丸め！　汝こそ、『ヨハネの黙示録』などにかぶれおって！　ドレイクの娘むすめでなければ、わがプラトン立体・ケリーちゃんの力でシュバッと蒸発させてやるところなのだぞ、そこを悪魔祓いで勘かん弁べんしてやろうと言ってやっているのだ！　ウリエルちゃんに感謝したまえ！　ぴるるるる……！」

「おお。その石を近づけるな、邪気眼がうずく……発動してしまう……びぃすとの力が……！　い、いかん。まだ早い。鎮しずまれ、鎮まれわが内なるびぃすとよ！　覚かく醒せいするには早すぎる……！」

「ククク。効いてる効いてる！　ウリエルちゃんの全力白魔術の一いち撃げきを、喰くらえーっ！　全殺！　滅めつ却きやく！　普通の女の子に、戻りたまえ！　物理エクソシズム強制執しつ行こうッ！　ケリーちゃんを直接ぶん投げてぶっつける！　『古代叡えい智ち賢けん者じや石臨界大詠えい唱しよう～ヘルメス・トリスメギストス・パラケルスス・アポクリピャ～』……みぎゃっ!!　舌、嚙かんだ！」

「うにゅう！　いきなり全力で来るか、さすがはわが永遠の好敵手！　ならば、こちらも魔剣発動！　『魔界使徒全殺～ボテマルソード～』でコード６・６・６を開放、黒魔術結界全面展開ッ！　無敵バリヤ完成！　白魔術攻こう撃げき無効ッ！　フハハハ、これでしばしその石はエネルギー切れだ！　次はこちらから行くぞっ！」

「姫。姫。姫の必殺技の名前は、『十二使徒ボンテンマルモ再降臨魔カクアリタイス界全殺ゴイソード』でしたよ、たしか？」

「えーい、茶々を入れるな小十郎～！　我は魔術修業を重ねて、詠えい唱しよう呪じゆ文もんを大おお幅はばに短縮することに成功したのだ！　長いと、舌した嚙かむからにゃ！」

「お、お、おのれ～梵天丸！　ウリエルちゃんの舌に黒魔術をかけるとは……わが詠唱呪文を阻そ止しするとは、やるではないか！　自分で自分を攻こう撃げきしてしまったあ～！　痛い痛い痛い。ごろごろごろ……」

　ウラ！　さっきからこの二人はなにをしているのだ？　と伊達成実が首を傾かしげる。

　直江兼続が「同じ病にかかった痛い娘が二人。中二病と中二病が相殺されて、あるいは梵天丸も真人間に戻るかもしれない。しかし、今はこんなことをしている場合では」と頭を抱かかえ、いつでも相模湾に贄にえとして飛び込めるようにあづっちーの着ぐるみを着込んでいる蒲生氏郷は「てっきり話し合いに来たのかと思ったら、天使と悪魔になりきって取っ組み合いの大おお喧げん嘩か……もう、終わりだわ……伊達水軍は、十字軍の敵に認定されて海の藻も屑くずに……」と失神寸前だった。

　しかし、災い転じてなんとやら。ジョン・ディーはゴロゴロと転がっているうちに、「はっ？　そうだったのだ。エクソシストもだいじだが、今はドレイクと梵天丸の仲を取り持たねば。梵天丸のワイズマン役を務めねば」と我に返っていた。

「汝の進路相談は、このウリエルちゃんに任せたまえ！　見よ！　これが、正四面体のプラトン立体『火～サラマンドラ～』！　ケリーちゃんの真の力は、遠えん隔かく透とう視し！　梵天丸よ、汝の『未来』の映像をこの水すい晶しよう玉に映しこんでやろう。わが父上は、イングランドのエリザベス女王の即そく位いをこのケリーちゃんで予知したのだ！」

「にゃんだと。女王の即位を予知だと？　そのような魔術を、うぬが使えるというのか？」

　うむ！　と梵天丸に抱だき起こされたジョン・ディーが薄うすい胸を張った。

「実は、エリザベス女王は、父王ヘンリー八世の死後、女王に即位した異母姉に王位簒さん奪だつの野心を疑われてロンドン塔とうに幽ゆう閉へいされていたのだ。ロンドン塔に幽閉された政治犯は、まず助からない。魔ま女じよとか不義密通とか謀む反ほんとかの罪状を捏ねつ造ぞうされて死罪、と相場が決まっているのだ。姉妹とはいえ、異母姉妹。しかも母親同士がヘンリー八世の寵ちよう愛あいを巡めぐって文字通り血で血を洗う権力闘とう争そうを繰くり広げていたのである！　なにしろエリザベス女王のお母上は、新たな妻を娶めとるために夫ヘンリー八世に処しよ刑けいされてしまったのだからな！　おお、恐おそるべきはイングランド王家……！　故に当時、エリザベス女王の死し刑けい執しつ行こうが近いことは明々白々なのであった！」

　にゃんと。夫が妻を死刑にするとは？　しかも、後妻を娶るために？　そんな理由で？　日ノ本では考えられぬ話にゃのだ……と梵天丸は震ふるえあがった。しかし、梵天丸とて、弟・小こ次じ郎ろうとの家か督とく争いに巻き込まれて、一時は小次郎を処断することで伊達家を強引にまとめようとした。梵天丸ほどの天てん真しん爛らん漫まんな少女が、そこまで追い詰つめられたのだ。ヨーロッパもまた、諸国に群ぐん雄ゆうが割かつ拠きよする戦国乱世なのだ、と梵天丸は知った。

「わが父ジョン・ディー一世は、ヨーロッパを代表する占星術士にして科学者にして錬れん金きん術じゆつ師にして魔ま術じゆつ師！　その予知能力はフランスのノストラダムスに勝るとも劣おとらぬのである！　囚とらわれのエリザベス女王のもとでワイズマンを務め、『あなたさまはイングランドの女王に即位なされます、そういう運命をお持ちです』と予言し、女王を励はげましたのである！　事実、姉王はイスパニア王フェリペ二世と結けつ婚こんしたが子供を産めぬままに病死し、死罪目前だったエリザベスが土ど壇たん場ばでイングランドの王おう冠かんを手にしたのである！　以後、ディー一族は女王陛下のワイズマンとして活かつ躍やくしているのである！　このウリエルちゃんが、そろそろ汝を決断させてやろう梵天丸！　フハハ！」

「……ぐぬぬ。その石、ぴりぴりするのだ。魔眼がうずくので、あまり近づけるにゃ」

「あ、あれれ？　ま～た時差惚ぼけが発生して……ええい。ジパングに来てからというもの、『未来』どころか『現在』も映らない。『過去』ばかりに焦しよう点てんが合ってしまうではないか！　ケリーちゃんの時差惚けが治るまで待たねばならにゅのか？　ケリーちゃん、ケリーちゃん！　両艦隊は相模湾上で接近している。しかも、梵天丸は舳先に逆さ十字を掲げてイスパニア軍を挑ちよう発はつするありさま。もはや一刻の猶ゆう予よもない、梵天丸の『未来』を映したまえ！　がんばりたまえ！」

「その天使の石は機き嫌げんが悪いようだな！　やはり、黙もく示し録ろくのびぃすとを前にして荒あらぶるか……！　すなわち！　魔ま界かい堕おちの誘ゆう惑わくと戦っていると見た！　ならば我の魔ま力りよくで調ちよう伏ふくしてやろうフハハ！　えろいむえっさいむ！　サラマンドラに命ずる、我のもとへ来るにょだ！　堕天せよ！」

　と梵天丸がプラトン立体に「ぺたり」と掌てのひらを押しつけた、その時。

　プラトン立体が赤い「光」を放射しはじめ、ジョン・ディーが慌あわてて梵天丸からプラトン立体を奪うばい返そうと飛びついてきた。

「こらこらこら～っ！　あんち・くらいすとがウリエルちゃんの石に触さわるな、ますます石の力が乱れる！　あぶにゃい、あぶにゃいからっ！　手を、離はなしたまえ！」

　石に触ふれていない蒲生氏郷、片倉小十郎、直江兼続たちにはまるで見えていないが、プラトン立体に同時に触れていた梵天丸とジョン・ディーの意識はこの瞬しゆん間かん、暴走した石の力を直接浴びて一時的に「融ゆう合ごう」していた。




　　　　※




　ジョン・ディーは、梵天丸のほんの数日前の「過去」を、幻げん視しした。

　いかなるプラトン立体の力の作用が働いたのか。やはり暴走していたのか。あるいは、ジョン・ディーと梵天丸はそれほどに「近しい」存在だったのか。ジョン・ディー自身の意識が、「過去の梵天丸」の意識と完全に同調を果たしていたのだった。

（みぎゃあああ？　梵天丸の身体の中に入ってしまった？　お、落ち着くのだウリエルちゃん！　現実ではない、こ、これは、過去の記き憶おくだ！　おお、しかし、いったいどのようなおぞましい黒魔術の儀ぎ式しきに参加させられるのか……あんまりハードな儀式だったら、ウリエルちゃんの魂たましいが黒化してしまう！）

　だが、今、ジョン・ディーが「梵天丸」として立っている部屋は、黒魔術の儀式場ではなかった。畳たたみが張られている、和城の一室である。

　私室だった。

　６・６・６の眼帯を外した素の梵天丸は、ジョン・ディーが知っているあの「中二病のあんち・くらいすと」少女ではなかった。

「……母上……羅馬教皇を呼びつける手紙は、ちょっとした冗じよう談だんでした……まさか……まさか、十字軍艦隊がほんとうに来てしまうなんて……イスパニアから、『新教』勢力と見なされてしまうだなんて。しかも、わが実の父上が艦隊を率いてくるだなんて……梵天丸は……どうすれば……」

「しかたがないわ、梵天丸。新教と旧教の関係について、あなたにきちんと教えておくべきだったのよ。あなたの実のお父上は異国の商人だけれどカトリックではない、ということだけは遠回しに教えたけれども、それ以上のことは教えなかった……これは、あなたの母の過ちなの。あなたは、自分の出自をとても気にしていたから……それに、あなたの父親は、輝宗どのだったから……二人の関係を、ぎくしゃくさせたくはなかった。だから、あなたの実のお父上について、あまり考え込ませたくなかった。まさかあの人がイングランドの女王に雇やとわれて海軍を率いてくるだなんて、わたしも、予想すらしていなかったの」

　ドレイクから「ハロー？　俺ちゃんがお前のほんもののダディなんだよ。こっちへおいで。実の娘とは俺ちゃん、戦いたくねえ。これからは父と子、仲良く暮らそう。奥州と新教勢力とで同盟しよう」との書状を受け取った梵天丸は、若い母、義よし姫の胸に抱きしめられながら、「うっく。うっく」としゃくりあげていた。

「……母上。梵天丸は、日ノ本人として生きればよいのですか。海を越こえて我を迎むかえに来てくれた実の父上と戦わねばならないのですか。それとも……日ノ本の敵、紅こう毛もう人じん大名として生きねばならないのですか。日ノ本を東西に分割しなければならぬのですか。織田信奈や相良良晴と戦わねばならぬのですか。それでは、梵天丸はほんとうに日ノ本を滅ほろぼす黙示録のびぃすとになってしまいます！　ほんとうにそんなものになるつもりは、なかったのです……！　梵天丸には、どちらも選べません……！」

　そう。選べるはずがない。二つの祖国。二人の父親。幼い梵天丸には、あまりにも過か酷こくな現実だった。どちらかを切り捨てよ、と誰だれが言えるだろうか。

　ジョン・ディーは、「選ばなくていい」とけんめいに梵天丸に囁ささやいていた。その声が、梵天丸に届いているかどうか。もどかしかった。張はり裂さけそうな胸の痛みを、ジョン・ディーは体感していた。梵天丸の感覚と感情が、ジョン・ディーの意識に流れ込んでくるのだ。日ノ本、しかも南なん蛮ばん人じんがほとんどいない奥州で、南蛮人（ドレイクがこの名めい称しようを嫌いやがって「紅毛人」と言い換かえたが）の娘として生まれてきた梵天丸が、なぜ素直にキリシタンにならず、キリシタンでも日ノ本古来の宗教の門徒でもない「黙示録のびぃすと」などという厄やつ介かい者を演じてきたかが、わかった気がした。日ノ本人の母を持ち、紅毛人の父を持つ梵天丸は、自分が何者であるか、どこに帰属するかを、決められなかった。帰属したくとも、この外見である。「異国人の血を引いているが、日ノ本人でもある」という証あかし、オッド・アイの持ち主である。容易には受け入れてもらえなかった。

　すべてを冗談として自分という異形の存在を笑い飛ばさねば、面白おかしく異形の者を演じ続けなければ、梵天丸は──哀かなしくて辛つらくて、耐たえがたかったのだ。

（我が大天使ウリエルちゃんを自認しているのは、父上からそう教わったからだ。魔ま術じゆつの力は、人間の精神の力。思い込みの力と言ってもいい。「錯さつ覚かく」を、「虚きよ構こう」を、そのままそっくり「現実」と成す。それこそが魔術の原理だ。プラトン立体の力を使いこなすためには、強きよう靭じんな想像力、不動の精神力が必要なのだ、と。お前は大天使ウリエルになりきって、老いたる父を超えるヨーロッパ最高の天才白魔術師となれ、と。魔術に生しよう涯がいを捧ささげてきた父上の愛情は、ちょっとばかり隔へだたってはいたがな。それでも我は、そんな父上を喜ばせたくて、ウリエルちゃんになりきってきた。楽しい日々だった。引きこもり皇こう帝ていルドルフも、我の愛らしいウリエルちゃんぶりを大喜びしてくれたしな。しかし梵天丸は、自ら魔ま王おうを名乗らなければ、このジパングのどこにも居場所がなかったのか……）

　プラトン立体が──サラマンドラが梵天丸のその強靭な「想像力」に共鳴した結果、サラマンドラの力が暴走し、我の意識が梵天丸の記憶に同調してしまったらしい、とジョン・ディーはやっと理解した。なにしろ、梵天丸には「想像力」はあるが、石を操る技能はない。

　何度も、梵天丸に囁いた。我の言葉よ、届け、と祈いのりながら。捨てなくていい。祖国が二つあったからって、なにも悩なやむことはない。ヨーロッパではよくあることなのだ梵天丸！　ああ、しかし、この相模湾上で梵天丸がドレイクのもとに駆かけ込こめば、確実にジパングは二つに割れる。梵天丸は、文字通りの黙示録のびぃすとになってしまう。いったい、どうすれば……？

　ジョン・ディーが、梵天丸とともに震えていた、その時。

　まるでお遍へん路ろを巡ってきたかのような恰好をした一人の旅人が、ふらり、と室内に入ってきた。

　まったく殺気がない。脱だつ力りよくしきっている男だった。

「あなた？」

「……父上!?」

　この平へい々へい凡ぼん々ぼんな男が、梵天丸を育ててきた父親？　たしか、とてつもないお人好しで、合戦の最中に人質に取られてしまい、梵天丸に戦場で敵もろとも射殺されたと聞いていた。あれは、噂うわさ話が大きくなっていたのか！　ジョン・ディーは、なぜ梵天丸がこれほど葛かつ藤とうし迷っているかを、いよいよ理解できた、と思った。彼女を慈いつくしみ育ててくれた父が、生きているのだ。日ノ本人として。ヨーロッパでは、この梵天丸の育ての父「伊達輝宗」は、もう故人だと思われている。ドレイクですら、すでに彼は死んだと信じている。六ろつ角かく承じよう禎ていや武たけ田だ信のぶ虎とらをはじめとする日ノ本中の没ぼつ落らく武士たちが「夢をもういちど」とばかりに挙兵したあの「関せきヶが原はらの合戦」にすら、伊達輝宗は姿を現していないという。そのはずだった。少なくとも、「伊達輝宗」として名乗りをあげたという報告はない。

　それが、生きていただなんて！

　誰だって、狂くるおしいほどに迷うはずだ！

　ジョン・ディーにもはっきりとわかった。梵天丸が、この凡ぼん庸ようだが慈じ愛あい深い育ての父にどれほど溺でき愛あいされてきたかを。血の繫つながらない娘むすめ、しかも異国人の血を引く梵天丸に伊達家の家督を譲ゆずるために、自らのすべてを与あたえるために、輝宗は「自らを殺した」のだ。

「……ち、父上……梵天丸は、悪い子です……迷うことなど、なにもないはずなのに！　梵天丸は、父上の子です！　それなのに！　父上のご恩と愛情を裏切るような考えが、どうしても脳裏から離れず……もっ……申し訳ございません……！」

　梵天丸は、輝宗のもとに土下座して身を震わせていた。

　義姫ひめもまた、梵天丸の危機を見かねて戻もどって来た輝宗と、梵天丸に会いに来たドレイクとの間で心を引き裂かれている。梵天丸とともに、葛藤している。

「輝宗どの。わたし、どうすれば、いいか……梵天丸に、どう言葉をかけていいか……う、ううう……」

　しかし、輝宗は、まるで散歩の途と中ちゆうで茶店に立ち寄ったかのような気軽さで、「まあまあ」と二人の肩かたをそっと撫なでていた。どこまでも静かで、穏おだやかな男だった。この人は、武士というよりも、修道士に近い……とジョン・ディーは思った。

「梵天丸。いずれかを選ぶ必要は、どちらかを捨てる必要は、ないゆえ。そなたを導きし相良良晴どのの口くち癖ぐせを、思いだすゆえ──こんな時は、『すべての実を拾えばいい』」

「……父上。ですが、こたびは。こたびばかりは、どうすればそのような奇き跡せきが可能なのか、まるでわかりません……！」

「未来人の相良良晴どのは、人間はみな等しく人間であると信じておられる。おそらくは、未来でも国家と国家は戦争を繰くり返し、人間は血統や言葉の違ちがいや肌はだの色の違いや宗教の違いを理由に争い続けているのであろう。良晴どのの言葉は、未来ですら実現していない、ただの『夢』なのかもしれないゆえ。しかし……そなたは、その『夢』を現実の世界に架かけることができる者ゆえ。もしも、ドレイクどのがそなたを娘として愛しているのならば、そなたは二人の父に愛されている幸福な子供ゆえ。日ノ本と、ヨーロッパ。いずれかの『世界』をあきらめる必要は、ないゆえ」

「……二人の父に……この、梵天丸が……？」

「左様。幸福も二倍。めでたきことゆえ。余に要らぬ遠えん慮りよをしてはならぬゆえ」

　あなたはどこまでも、この子のために……ほんとうに、なにもかもを梵天丸に差し出してくださるのですね、と義姫は輝宗を伏ふし拝おがむかのように見上げていた。

「お義。梵天丸が本来の運命よりも十年早く生まれた意味は、ここにあったゆえ。この子は、そなたの夢の結けつ晶しよう。必ず、梵天丸は日ノ本を、そして世界を救う英えい雄ゆうになるゆえ。余は、ずっとそう信じてきたゆえ。ついに今、その日が到とう来らいしたゆえ」

　行きなさい、梵天丸、と義姫が梵天丸を背後から抱だきしめながら、訴うつたえていた。

「まだ、迷っていてもいい。土ど壇たん場ばまで決められなくてもいい。ドレイクのもとに向かいなさい、ドレイクに会いなさい、梵天丸！　あなたの『運命』と、対たい峙じするのよ！　勇気を奮い起こして、『運命』と戦いなさい！　あなたにならば、できる！　この時のために、母は……わたしは、あなたを厳しく鍛きたえ続けてきたんだわ！」

　伊達家の人々。伊達輝宗の、なんと愚おろかなことか。無む償しようの愛、と言葉で言うのは容た易やすい。しかし、こんな聖者の如ごとき人間が、地球の裏側に、いたのだ。ジョン・ディーは、（伊達家では、過去に父子が相争って奥州を大乱に導いた、と聞いていた。しかし、違う。梵天丸と、その家族は──まるで違う）と声を失っていた。

　そして、巨きよ大だいな金棒を担いでいる熊くまのような大男が、各国から訪れた姫武将たちを連れて、ずかずかと室内に入ってきた。

「ケッ。や～っぱ、のほほんと生きていやがったか。嫌な野や郎ろうと鉢はち合わせしちまったぜ。さっさと全軍で関東へ出で払はらっちまえや、チビガキ。奥州の抑おさえならば、このオレに任せておきな。お義の最高のお兄ちゃんによ。チビガキがどっちに加勢しようが、オレぁお義を最後まで守るぜ！　ドレイクとお義が、最も上がみ一族から命を狙ねらわれた時だってよう。オレぁ一族に逆らってお義のために悪あつ鬼きと化して戦い続けたお兄ちゃんなんだからよ。だからお義、もう泣くのはおよし。なんちて」

「越えち後ご上杉家より、一言居士・直江兼続、ただいま参上！　最上義光どののご案内を受けて早々に到とう着ちやくできたぞ、梵天丸！　なーにを、うじうじと迷っている！　梵天丸らしくないぞ！　父親が二人いたらなんだというのだ！　しかも！　お二人ともまだ、生きておられるではないか！　これほどに幸福なお子さまがいるかっ！　利いた風な口を聞くな～！　梵天丸に喝かつだ、喝！」

「んもう。ほんと、口が悪いんだから。直江兼続はね？　宇う佐さ美みどのと直江大和やまとどの、二人のお父上を早々と亡くされているので、あんたが羨うらやましいのよ梵天丸。素直にそう言えばいいのに。あ。あづっちーの着ぐるみで身を隠かくしているけれど、私は織田家からまたまた派は遣けんされてしまった蒲生氏郷よ……ドレイクのもとに会いに行くのならば全面支し援えんするけれど、でもうっかり流されてお義姉さまの敵に回ったら承知しないわよ梵天丸！　あんたとお義姉さまが激げき突とつしたら、ほんもののはるまげどんになっちゃうでしょっ！　あづっちーを贄にえとして捧げてでも、黙もく示し録ろく落ちだけは阻そ止しするんだから！」

　出で羽わ山やま形がたの最上義光。

　越後の直江兼続。

　謎なぞの琵琶湖の主・あづっちー。

　続々と、窮きゆう地ちに追い詰められた梵天丸のもとに家族が、そして「友」が集結してくるではないか。

「片倉小十郎、参りました！　姫！　輝宗さまがお忍しのびでお戻りに！　って、もう会っているっ？　ああああ、ボクとしたことが一歩先を越こされてしまいました～！　姫のお小こ姓しよう失格です……あっ、直江どのっ？　お、お、お、お久しぶりです。どきどきどき」

「はうっ？　小十郎どの？　そ、そ、その、その節はっ、どきどきどきどき」

「ウラ！　女の子同士でなにをいちゃいちゃしているのか！　伊達成実、伊達家の特とつ攻こう隊たい長としてこたびも参戦！　十字軍に対しては水軍の出動を要よう請せいしたい！　船旅で兵士たちが病にかからぬよう、薬も準備した！　毛虫をたくさん集めて、煮に詰つめて煮詰めて虫の成分を濃のう縮しゆくして一ひと粒つぶの丸薬に……」

「めごは、姉者のお帰りを仙台でお待ちしておりますな～ご～。真さな田だ丸まる戦で活かつ躍やくしたねこにゃんにゃん部隊は、姉者の護衛役としておつけしますな～ご～」

「猫ねこ姫もお見送りに参りました。影かげ武む者しや役を仰おおせつかるのでしたら、お受けしま～す♪」

「だ～♪　あねうえ～♪」

　ククク。小次郎まで来ていたのか。我が黙示録のびぃすとであることをうっかり忘れてしくしく泣いている姿をこやつらに見られてしまったのは、梵天丸一生の不覚！　と梵天丸は眼帯を取り付けて「ちょちょーん」と見得を切っていた。

　なんという温かい空気だ、とジョン・ディーは羨ましく思った。これもすべて、梵天丸が周囲の人々から愛されている証あかしなのだろう。母を父に殺され、自らも姉に殺されかけたエリザベス女王の周囲の寒々とした空気とはまったく異なる。エリザベス女王が、もしもこのような家庭に生まれ育っていれば、「国家と結けつ婚こんした処女王」などには決してならなかっただろう。だが、たとえ不幸な生い立ちであっても、「母」にはなれる。なろうと思えばなれるのだ。自らの意志の力で。想像力を、現実の世界に及およぼすことで。義姫は、それを成した。紅こう毛もう人じんと激しい恋こいに堕おち、一族から討とう伐ばつを受けながらも娘を守り抜ぬき、奥州の覇は者しやとして育て上げたのだ。

　梵天丸とその家族の姿を、女王にも見せてあげたい。

　だが、あまりにも眩まぶしくて、あまりにも辛つらい光景かもしれない。女王陛下にとっては。

　ジョン・ディーは、女王の境きよう遇ぐうを思って胸を痛めていた。

　すでに、「同調」が終わりを迎むかえている。

　プラトン立体の力の乱れが収まりはじめていた。

　ジョン・ディーの意識が、「現実」に戻っていく。梵天丸の「記き憶おく」の世界から、サン・ファン・バウティスタ号の甲かん板ぱんへと。




（おお、ドレイクよ。汝なんじの娘は、ジパングで誰だれよりも愛されているぞ。喜べ。この大天使ウリエルちゃんが、ドレイクと梵天丸の「運命」が悲劇に向かわぬように助力してやろうではないか！　こたびは特別に、父子を結ぶキューピッド役となってやろう！　ウリエルちゃんに、任せたまえ！　ぴるるるる～）










　　　　※




　ジョン・ディーが目覚めると、プラトン立体を互たがいに奪うばい合っていた梵天丸と折り重なって抱き合うように倒たおれていた。

　しかも。

　なぜか、唇くちびると唇が重なっていた。

「ギャ──────？　そうか、このキスのせいで二人の精神が同調して……？　おお。神よ、ウリエルちゃんを許したまえ！」

「むぎゅっ？　うぬは、今、この梵天丸の唇を奪ったにゃっ？　にゃんてことをするにょだああああ～！　相良良晴のために取っておいたわが唇を、悪あく魔まと下僕との契けい約やくの儀ぎ式しきを、よりによって仇きゆう敵てきの天使と、天使と交わしてしまうとはああああ？　くっ……浄じよう化かされてしまうっ……わが魔ま力りよくが吸われるっ……！　助けろ小十郎～！　みぎゃあああああ～！」

　よくわかりませんが、お二人はなぜか仲良くなったようです、まともに会見する前に甲板上ではるまげどんごっこが勃ぼつ発ぱつするという最悪の危機は回かい避ひできそうです、と小十郎がほっとため息をついていた。しかし。

「……おおおおおにゃのこどうして、そんな、なんと不ふ埒らちな～！　どきどきどきどき」

　直江兼続がなぜか照れ照れになって、小十郎のほうを「ちら、ちら」と覗のぞきながら震ふるえている姿を見ると、なぜか小十郎も「あ、いえ、その、姫はそういう趣しゆ味みでは……あのっ」と恥はずかしくなってしまい、二人で思わず「じーっ」と見つめ合ってしまうのだった。

「あんたたち、なにをいちゃデレしてんのよっ！　あづっちーはお怒いかりよ！　ほら、ほらほらほら！　お義姉さまがとうとう相模湾に到着してしまったわーっ！　織田水軍主しゆ力りよく艦かん隊たいの到来よーっ！　ほんっと、気が短いんだからっ！　なんとかしなさいよ梵天丸～！　さっさとドレイクと会見してっ！」

　あづっちーが指さす先には、そう。

　織田水軍が誇ほこる主力艦隊──木き津づ川口で村上水軍を撃げき破はしたあの鉄てつ甲こう船艦隊が出現していたのだった。

「んにゃっ？　あの船足で、もう相模湾に？　早すぎるにょだっ！　しばし待て、織田信奈！　我とドレイクの会見が先にゃのだっ！」

「お、おお……？　なっ、なんだあれは？　漆しつ黒こくに塗ぬられた鉄張りの巨きよ船せんだと？　しかも、艦隊を組んでいる！　あれが噂うわさの織田水軍本隊？　あんなバケモノみたいな船を人間が量産できるのかっ？　魔ま法ほうかっ？　ジパングの魔法でも使って召しよう喚かんしたのかっ？　魔法の船ならば、この大天使ウリエルちゃんが命ずる、ただちに消えよ！　ぴるるるるる……！　って、ギャー、ぜんぜん消えない!?　ケリーちゃん、ケリーちゃん？　あれはまさか造船場で建造した『ほんもの』なのか？　答えたまえ！」

「うぬは、あの船が魔法の産物に見えるにょか？　迷信深い娘にゃのだ。『ほんもの』に決まっているだろうが、ククク」

「汝にだけは言われたくないのだ！」

　そう。

　伊達水軍を率いる梵天丸と十字軍艦隊を率いるドレイクとの会見が実現するよりも早く、織田信奈が「最終兵器」を率いて相模湾へと到着していたのだった。ただ、十字軍艦隊を攻こう撃げきする気配はない。陸海ともに戦線が膠こう着ちやくしたこの時をとらえて、和わ睦ぼく交こう渉しようを行うために来たのだ、と梵天丸は気づいた。しかし、上陸作戦の出鼻をくじかれたとはいえ、まだ決定的な敗北を喫きつしていない十字軍艦隊が黙だまって交こう渉しように応じるかどうか。たとえドレイクが受け入れても、イスパニア軍は肯がえんじ得ないのではないか。

「うにゃ～。もうちょっと待てばいいものを。まったく困ったものだな、織田信奈には。もしかして相良良晴との祝言を急いでいるのか。いてもたってもいられず、お祭りノリで駆かけつけてくるとは」

　やっぱりあの自由すぎる女には首に鈴すずをつけて「抑よく止し力りよく」を設けておかねばならんな、ククク、と梵天丸は苦笑していた。姫ひめ？　たぶん向こうもまったく同じことを考えていますよ？　と小十郎が思わず突つっ込こみを入れたことは言うまでもない。







●相模湾海戦　本戦




　織田信奈率いる織田水軍本隊は、木津川口の海戦でその猛もう威いを発揮した「鉄甲船艦隊」を中心とした文字通りの大艦隊である。

　鉄甲船艦隊は、先せん鋒ぽう隊として相模湾上に展開し、十字軍艦隊の駿河するが方面への移動を阻止していた村上水軍と合流しつつ、海上に長大な「横陣じん」を敷しいていた。これで十字軍艦隊は駿河へと出られない。しかも、東方にはまだ帰き趨すうを明らかにしていない伊達水軍が到着しており、強いて言えば十字軍は東西から挟きよう撃げきを受けた形になる。

　生まれてはじめて鉄甲船艦隊をその目で見た十字軍艦隊の将兵たちが「あの黒くろ塗ぬりの鉄船はなんだ？」「黒船、だ……！」「多数の大たい砲ほうを搭とう載さいしている！　あの火力はガレオン船にもひけをとらぬ、いや、それ以上！」と激しく動どう揺ようする中。

　旗き艦かんに乗り込んだ信奈は、南なん蛮ばん帽ぼう子しに南蛮マント、背中には種たね子が島しまという傾かたむいた南蛮軍装で甲板に立っている。遠眼鏡で十字軍艦隊を確認しながら、那な古ご野やこーちんのてばさきを「あむあむ」と頰ほお張ばっていた。

「もぐもぐ。美お味いしい～！　ああ、半日ぶりの食事……！　生き返るわ！　風ふう魔まの報告によれば、十字軍は新教・旧教に割れていて統制が取れていない、捨て置けば梵天丸に襲おそいかかりかねない！　急ぎに急いで突き進んできたけれど、間に合ったわね！　あと三百年はジパングを攻せめようなどと考えられないくらいの衝しよう撃げきを与あたえて、ここで十字軍遠えん征せいは終しゆう了りようよ！　わたしは早く世界航海の旅に出たいの。元げん寇こうみたいに二度も攻めてこられちゃ困るのよね！」

「のぶなちゃん。小お田だ原わら上陸軍は、天下の両りよう兵べ衛え率いる大おお友とも軍と睨にらみ合って塹ざん壕ごうの設置を開始しているのじゃ。急所の箱はこ根ね山には、吉きつ川かわ元もと春はる軍・風魔衆に加えて、徳とく川がわ軍も入り、完全に防備を固めておる。加えて、氏うじ康やすは得意のヤドカリ戦術で小田原城に堅かたく堅く引きこもっておる。小田原城は持ちこたえられるのじゃ♪」

　関ヶ原での怪け我がも癒いえて「海戦ならば当然この一かず益ますちゃんじゃな！　見るがよい！　攻めるも滝たき川がわ、退くも滝川じゃ！」と恩賞の茶器を目当てに副将として乗り込んできた滝川一益が、てばさきのお代わり分を鉄板で焼きながら信奈を餌え付づけしている。一週間近く寝しん食しよくを忘れて対十字軍防衛戦の立案と指揮に忙ぼう殺さつされていた信奈は、

「あんたは恩賞が茶器で済むから、助かるわね。九つ十く九も茄な子すでもなんでも持っていきなさい。まーったく。他の姫武将どもと来たら、恩賞に良晴の大奥入りを所望するような手合いばっかりで」

　と一益の頭を撫なでながら、二本目のてばさきに口をつけていた。

「ふふふ。よっしーの側室になら、なってやってもよいぞえ。姫が、露ろ璃りの魅み力りよくをよっしーに教えてやろうぞ」

「ちょっと左さ近こん！　相模湾に沈しずめるわよ！」

「待つのじゃ、姫を抱だきかかえるでない！　あ～れ～！　しかし、のぶなちゃん。江戸上陸軍を打ち払はらうことができなかったのは、誤算じゃな。石田佐吉の水みず攻ぜめが失敗して、今、江戸戦線では両軍ともに水が引くのを待っている状態じゃ」

「播はり磨まが悪いのよ播磨が。謙信と信しん玄げんに任せて手て堅がたくいけばいいものを、天下一の称しよう号ごうにこだわっていつものやらかし癖ぐせが。だいいち！　あの雑な六に土木工事をやらせるのが間ま違ちがってるわ。わたしも昔、墨すの俣またの築城工事を六に任せて、どれだけ痛い目に遭あったことか！」

「その分、鉄甲船艦隊の出しゆつ撃げきが早まって、伊達水軍と鉢はち合わせしてしまったの。伊達水軍はどちらにつくのじゃろうな、のぶなちゃん？　もしも十字軍側についたら、彼我の戦力差は完全に逆転。これは強敵になるのじゃ」

「梵天丸ならばだいじょうぶよ、左近。十字軍艦隊はこの鉄甲船艦隊を見て戦意喪そう失しつするはず。とりわけ、ドレイク率いる新教軍は。まずは下交渉のための使者を送って和睦交渉のきっかけを摑つかめば、即そく座ざに大友宗そう麟りんとウィリアムを正式な使者として送り込んで、そのまま海上で和睦に持ち込めるわ」

　信奈の基本戦略は、武田信玄とおおむね同じであった。日ノ本には強力な陸軍と水軍があるという「実力」を見せ、日ノ本本土の征せい服ふくなどは不可能と十字軍主戦派（イスパニア軍）に「現実」を悟さとらせて、戦線が拡大しきらないうちに早期和睦に持ち込み、両者の間に遺い恨こんが発生する前に「戦争状態」から「通商関係」へと移行する。

　もっとも、信玄が「とりあえず最初の一いち撃げきは徹てつ底てい的に」とイケイケだったのに対して、信奈はより慎しん重ちようであった。陸上での戦線が膠着している今、「鉄甲船艦隊」というヨーロッパにも存在しない新兵器を一目見れば、十字軍艦隊の将兵たちは「戦いに利あらず」と戦意を喪失し、早期和睦へ傾く、と読んでいたのだ。このあたり、両者の性格が出ていると言っていい。

「アタシ、驚おどろいちゃった～！　こーんな馬ば鹿かでかい鉄の船が動くだなんてね！　あーあ。この艦隊がイングランドのものであったならば、百年戦争でフランスに破れる羽目にはならなかったものを～。でも、アタシが描えがく戯ぎ曲きよく『ヘンリー五世』では、百年戦争でイングランドが勝ったことにしちゃうから！　大英帝国はあああ！　世界最強おおおおお！　ロンドンっ子に馬鹿受けよ！」

「ウィリアム？　歴史改かい竄ざんよ、それ？　日ノ本では、そういう読み物は受けないわ。『平へい家け物語』のように、勝者よりも歴史の敗者に感情移入して読むのだから」

「いーの、いーの！　お国くに柄がらの違ちがいでしょ！　それで、アタシと宗麟の出番はまだ？」

「もう少し、みそ煮に込こみうどんを食べながら待っていて。即座に停戦の申し出に乗ってくるかどうか……あちらは指揮系統が統一されていないから、すぐには決められないかも。でも、梵天丸の艦隊が東に控ひかえているから、無茶はできないはずよ」

「わかったわ。そろそろ、みそ味以外の料理がほしーい！」

　ウィリアムは「ネタ帳」を手にして、あれこれと書き込んでいる。宇う佐さ八はち幡まんの巫み女こたちの予言に振ふり回されてきた「北九州の女王」大友宗麟の半生を本人から「うんうん」と聞き取りながら、ウィリアムはひとつの戯曲のアイデアを固めつつあった。そのタイトルは、「マクベス」。

　とにかく、鉄甲船艦隊の出現によって、十字軍の戦意は喪失。戦争は終結する。信奈をはじめ、一益も宗麟もウィリアムも、そう信じていたのである。

　そんな中。

　相良良晴の姿は、鉄甲船艦隊の中には見られなかった。

　信奈は戦国時代屈くつ指しの智ち将しようだが、時折「やらかす」。あまりにも優ゆう秀しゆうすぎるためだろう。相手の能力を、自分とおおむね同等のレベルだと思い込んでいる節があって、この癖くせがなかなか治らない。少なくとも、とんでもない愚ぐ物ぶつが一国やその軍を率いているはずがない、と。金かねヶが崎さきでやらかした時もそうだった。浅あざ井い長なが政まさの家か督とくを父・浅井久ひさ政まさが奪い返して織田方を裏切るなど、想像すらできなかったのだ。

「本ほん能のう寺じの変」もまた、天下の半ばを平定した自分に今さら謀む反ほんして日ノ本を戦国に逆ぎやく戻もどりさせるような者が自分の重臣にいるはずがない、という信奈の「人の能力と知性を信じすぎる癖」が一因となるはずだった。途と中ちゆうまでは謀反やら合戦やらなにやらを企たくらんでいる相手に平身低頭したり顔色を窺うかがったり甘く優しく接していながら、ある一線を越こえると激げき烈れつに怒おこり無茶をしはじめるのも、「人を信じすぎる癖」が「どうして理解してもらえないのよ？　もう信じられない！」と裏返るためである。

　しかし、未来から来た相良良晴は、そんな信奈のある意味愛すべき悪あく癖へきを誰だれよりも理解していた。それなのに金ヶ崎では、歴史を知っていながら信奈を窮きゆう地ちに追い込んでしまった。清きよ洲す会議でも、良晴がもっと毅き然ぜんとした態度を取っていれば、信奈が「戦国時代がやっと終わろうとしているのに、大奥を作ろうとするようなやつらは、悪なんだからー！」と大暴れすることはなかったのだ。

　このため、良晴は「万が一、和睦が成立しなかった時」に備えて、信奈のもとを離はなれて別働隊を率いているのである。その表情に、特に悲ひ壮そう感などはなかった。だから、信奈は良晴の具申をつい許可してしまった。しかし、十字軍艦かん隊たいを前に、次第に不安になってきた。

（良晴は、自分が歴史を狂くるわせて来るはずのない十字軍艦隊を引き入れてしまったと責任を感じていて、わたしを守るために決死隊を率いるというけれど……だいじょうぶよ。梵天丸もいる。わたしと小早川隆景は恋こい敵がたき同士だけれど、海上ではきちんと連れん携けいを取って日ノ本を守るために共きよう闘とうできている。彼女には、ほんとうに、私心がない。公平無私の智将だわ。だから戦争は、ここでおしまい。だいじょうぶよ。わたしの「滅ほろび」の運命はもう、良晴の尽じん力りよくで覆くつがえったはず。清洲会議で大奥設立を迫せまられて追い詰つめられたわたしが暴走した時だって、良晴と義よし元もとが止めてくれた。もう、わたしと良晴の祝言を止める者はない。なにも、揺ゆるがない）

　そのはずなのに、なぜだろう。

　良晴が「万が一」と呼んでいた事態が──起こるのではないか。

　運命は、まだ、去ってはいないのではないか。

　そんな不安が、少しずつ膨ふくらみはじめていた。

　そしてその不安は、まもなく的中したのである。

「たたたたいへんです！　十字軍艦隊が動きはじめました！　イスパニア艦隊が陣形を『横陣』へと変へん更こう中！　こちらの横陣と正面から向かい合って砲ほう撃げきできる態勢を取ろうとしています！　ちょ、あれは。イスパニア艦隊、砲撃してきますっ！　あああ、最後の婚こん期きが、婚期があああ！　清洲城で購こう入にゆうしたウェディングドレスの利子が高すぎて払えません！」

　九く鬼き水軍の女海かい賊ぞくたちを指揮していた九鬼嘉よし隆たかが、涙なみだながらに十字軍の動きを訴うつたえてきたのだった。信奈が和睦の使者を乗せて送った小早船は、複数のイスパニア船に包囲されてそのまま追い返されてしまったという。せめてドレイクのもとに辿たどり着けていれば。

「デアルカ。って、まさか。問答無用でこの鉄てつ甲こう船団と正面から砲撃戦をやるつもり？　両軍ともにとんでもない損失が出るわよ？　そもそも十字軍艦隊が壊かい滅めつしたら、上陸部隊は生きて本国に戻もどれなくなる！　いったい、なにを考えて」

　信奈は、良晴の言葉を思いだしていた。

（日ノ本人にはわかりづらい話だが、新教と旧教はガチで不仲だ。そして十字軍と言えば、多た国こく籍せき連合軍。戦場で統制が取れていた時のほうが珍めずらしいくらいなんだ。ましてやプロテスタント込みの十字軍は今まで以上に一枚岩じゃない。もしもの時に、梵天丸にどちらかを選せん択たくさせるのはあまりにも酷こくだ。だからこそ俺は、イスパニア軍が「交戦」の選せん択たく肢しを採った時のために万全の策を講じておくんだ。信奈）

　そう。イスパニアの「無敵艦隊」は、ドレイクが「待て待て。梵天丸のお返事を待ってからだ。だいたいあんなバケモノみたいな黒船相手にガチの砲撃戦を仕し掛かけるなんて。お前ら、マウリッツやファルネーゼが率いる上陸部隊をどーするつもりだ？」と制止していたにもかかわらず、「鉄の巨きよ船せんなど張りぼてに違いない！」「いくら種子島で得た数丁の火ひ縄なわ銃じゆうをもとに十万を超こえる火縄銃を量産したジパングのサムライといえども」「われらが無敵艦隊アルマダのガレオン船を超える戦艦を建造できるはずがない！」「やつらにできることは、ヨーロッパの兵器の模も倣ほうだけだ！」と「鉄甲船」への恐きよう怖ふをかえって「闘とう志し」に変えてしまい、「敵は織田鉄甲船艦隊！　横陣展開！　イスパニア艦隊、全艦砲ほう撃げき開始！」とドレイクに無断で戦せん闘とうを開始してしまったのである。

　イスパニア艦隊こそは、オスマン帝国海軍を撃げき破はした、世界最強の無敵艦隊。

　そのイスパニア艦隊が、ジパングの巨船を見て一戦もせずに怯ひるむなど、あっていいことではない！

　恐怖と闘志とは同じ感情の裏表なのであり、恐怖によってプライドが傷つけられ揺らぎそうになると、恐怖は怒いかりによって変質して闘志となる。

　とりわけ、信しん仰こう深いイスパニア軍人たちは、そうだった。実利第一のプロテスタントとは違うのである。個人によって信仰心に濃のう淡たんはあれど、いわば「神の力」によって最後には勝利がもたらされる、と信じている面があった。だからこそ、イスパニア軍は植民地征服をも容よう赦しやなく行えてきたのである。

　もはや、止められない。艦隊陣じん形けいの崩ほう壊かいを防ぐべく、ドレイク率いる新教軍の艦隊も渋しぶ々しぶこの攻こう撃げきに参加することとなり、前方に旧教艦隊が、後方に新教艦隊が並ぶ「長大な横陣」が海上に完成していた。

「やる気なのっ!?　鉄甲船の戦闘力を確かめもしないうちに？　あれほど、宗教戦争にはしないと念を押してきたのに!?」

「のぶなちゃん！　彼我の距きよ離りが詰まってきた！　砲撃がはじまってしまったのじゃ！　応戦するしかないのじゃ！」

「アタシも乗船しているのに～！　すでに宣戦布告は済ませてあるから、いきなり撃うっても問題はない、って思ってるのかしら？　イスパニア軍って、ほんと馬鹿！　フェリペ二世の命令をあくまでも遂すい行こうするつもりなんだわー！　んもー！　ドレイク、やっちゃって～！　これじゃジパングとの貿易なんて夢のまた夢！　どさくさ紛まぎれに無敵艦隊を沈しずめちゃえっ！」

　ウィリアムが物ぶつ騒そうな台詞せりふを大おお仰ぎように語っているが、演技力がないので、いまいち悲壮感が出ない。

「不思議だね。良晴くんの悪い予感って、当たるよね～。やっぱり未来人って、現代人より歴史に詳くわしいから、歴史の法則性みたいなものを見み抜ぬけるのかなあ？　歴史って基本的には同じことの繰くり返しだ、なぜならば人間の感情というものは何千年経たっても変わらないから、って良晴くんはウィリアムに言っていたよ」

「そうね、宗麟。祝言を控えた良晴に戦わせたくはなかったけれど、是ぜ非ひに及およばずね！　さしもの鉄甲船といえども、無抵てい抗こうでいたらイスパニア艦隊の火力で撃げき沈ちんされてしまう！」

　良晴、どうか死なないで、お願い……と瞼まぶたを閉じながら。

　砲撃開始！　と信奈は全軍に下知を下していた。




　轟ごう音おん。

　あたかも「世界最終戦争」がはじまったかの如ごとき、世紀の大艦隊同士の一大砲撃戦。

「はじまっちまったか！　信奈。小早川さん。死ぬな。死んじゃダメだ！　互たがいに全艦隊の一いつ斉せい砲ほう撃げきを可能とするべく、横陣と横陣とで相対して砲撃戦に入っている！　だがこの十字軍艦隊の布ふ陣じんそのものは、想定通りだ！　鉄甲船艦隊を披ひ露ろうしての和わ睦ぼく策は不成立！　ただちに『戦術案弐に』へと移行する！」

　相良良晴は、この時。

　信奈たち鉄甲船艦隊とも、その鉄甲船艦隊とともに陣を構築している村上水軍とも離れ──。

　海上での別働隊にして遊ゆう撃げき部隊、「海かい援えん隊たい」を率いていた。

　海援隊は、もしも十字軍艦隊が和睦に応じず砲撃してきた時のために、織田水軍主力の後方にじっと控えていたのである。

　海援隊の臨時隊長に就任した良晴は、旗艦「いろは丸」に乗船。

　その海援隊の陣形は、大たい砲ほうによる射しや撃げきを目的とした横陣とは正反対の「二列縦陣」。

　今、良晴は、十字軍横陣の後方、新教艦隊に相対する東側の一列を率いている。その主力は長ちよう宗そ我か部べ水軍であった。故に良晴の隣となりに侍はべる補ほ佐さ役として、関ヶ原で良晴と知己の仲になった若き少年侍ざむらい・長宗我部信のぶ親ちか。

　十字軍横陣の前方、イスパニア艦隊をはじめとする旧教艦隊に相対する西側の一列は、明あけ智ち光みつ秀ひでと長宗我部元もと親ちかが率いている。

「良晴どの？　この二列縦陣という奇き妙みような陣形には、いったいどういう意図が？　しかも、旗艦が縦陣の先頭に立っているだなんて、危険すぎます！　浅学にして、僕には意図を把は握あくできません！　お教えください！」

　憧あこがれの良晴に「弟分」として付いてきた長宗我部信親は、「これでまた一歩、良晴どのに近づけました！」と上じよう機き嫌げんだが、十字軍艦隊を前にして旗艦から突つっ込こんでいく縦陣じん特とつ攻こうだなんて無む謀ぼうにも程がある、と良晴の戦術に驚おどろきを隠かくせない。しかも、西側の列を率いる明智光秀と長宗我部元親は「俺が討ち死にしたら代わりに指揮を執とってくれ」と言い含ふくめて後方に配置してあるので、総大将の良晴一人が自ら矢面に立つという状じよう況きようなのだ。

「信親。少々無茶をやるが、この海戦は日ノ本の運命を決定づける一戦だ。どうか俺を信じて副将としての義務を果たしてほしい。今、十字軍艦隊は横に長く延びきっている！　強力な火力を誇ほこる鉄甲船艦隊を相手に砲撃戦をやるとすれば、横陣形を敷しくしかないからだ！　俺の戦略はあらかじめ二段構えだった！　十字軍が鉄甲船艦隊に危機感を覚えて停戦に応じるのならば、それでよし！　しかし、もしも十字軍が鉄甲船との決戦を選んだ場合は、必ず横陣を敷く！　蛇へびのように長い陣を！　見ての通り、前方が旧教軍、後方が新教軍！　その中央に『隙すき間ま』がある！　半はん兵べ衛えちゃんならば、敵てき陣じんの『気』がほころびている急所、とでも呼ぶポイントが！」

「わかりました！　その横陣中央の『隙間』に二列縦陣をもって突っ込んで、新教軍と旧教軍を分断するのですね？」

「そういうことだ！　ドレイクの火船戦術は村上水軍が封ふうじている！　ならば決戦は、横陣同士での大砲の撃ち合いとなるしかない！　そこに俺たち海援隊は二本の錐きりとなって突っ込む！　長く延びきった十字軍艦隊は、海援隊の突とつ進しん力に対応できない！　信親、この戦術は」

「はいっ！　木津川口で村上水軍が用いた『丁字戦法』の応用ですね、良晴どの！　十字軍が横陣！　われらが縦陣！　激げき突とつすれば、ちょうど丁字の形となります！　十字軍はこれに対処しようにも、鉄甲船艦隊の砲撃を受ける以上、陣形を容易には変更できません！　しかも新教軍と旧教軍とで統制が取れていない模様です！」

「そうだ！　新教軍と旧教軍とに、真っ二つに十字軍艦隊を割っちまう！　戦意が低い新教軍に痛つう撃げきを加えて停戦へ持ち込めば、旧教軍も交戦をあきらめる他はなくなる！　だが、信親。丁字戦法は、一説によれば村上水軍の軍法書が起源だと言われているが、もうひとつの説があるんだ。今よりもずっと未来の話になるが、英国艦隊がフランス・イスパニア艦隊とヨーロッパの覇は権けんをかけて海上で決戦した『トラファルガーの海戦』で、英国艦隊を率いていた無敵無敗の天才海将ネルソン提てい督とくが採用した『ネルソン・タッチ』こそが丁字戦法の起源だと！　つまり！」

「未来のイングランド艦隊の戦術を先取りというわけですね！　キャプテン・ドレイクに𠮟しかられますね良晴さん！　未来語で言うところのチートです！　さすがです良晴どの！」

「さすよしは、やめてくれ。俺の武器は、女の子のためなら死ねるという糞くそ度ど胸きようと、未来知識だけだからな！　みんな！　これが戦国日ノ本における最後の戦いだ！　今日この海戦によって、日ノ本の戦国時代に終しゆう止し符ふを打つ！　俺に命を預けてくれ！　俺自身が先頭に立つ！　ただしひとつだけ厳命する、信親は絶対に死なせるな！　勝敗の如何いかんにかかわらず、必ず生きて長宗我部元親のもとに帰き還かんさせろ！　海かい援えん隊たい全ぜん艦かん、目標は十字軍艦隊中央！　突とつ貫かん！」

「「「おおおおおお！」」」

　いろは丸率いる遊軍・海援隊が、戦場となった海域へと猛もう進しんしてきた。

　常識破りの、二列縦陣。

　鉄甲船艦隊の「大砲」は「撒まき餌え」だった！　相良良晴は海上に延びきったわれらの横っ腹を突いて十字軍艦隊を分断するつもりだ！　完全に裏をかかれた！　と十字軍の将兵たちは色を失っていた。

　しかも、遊軍を率いる総大将とおぼしき相良良晴自身が、いろは丸の甲かん板ぱんに立っている！

　砲撃戦ではなく、接近戦を自ら挑いどむつもりだ！

　天下人との祝言目前、関白就任目前の男が、なぜこのような一いつ介かいの海賊のような無謀をやるのか、彼らには理解できなかった。なんという蛮ばん勇ゆう。命が惜おしくないのか。己が今まで積み上げ、手に入れてきたものを失うことが怖こわくないのか。まるでジパングのキャプテン・ドレイクだ！

　互いの船団が、急接近する。火縄銃の弾だん丸がんが飛び交う至近距離に。やがてゼロ距離に。乱戦がはじまっていた。

　だが、今の良晴にはもう、恐怖はない。後こう悔かいもない。

　良晴はヨーロッパの戦史については、この十六世紀の時代よりも、もう少し後──フランスにナポレオン・ボナパルトが登場してから以後のほうが詳しい。

　コルシカ島の下級貴族の息子として生まれたナポレオンは、フランス革命の嵐あらしに乗じて一介の将軍から成り上がり、勝利を重ねてフランス王をさえ飛び越こえて史上最初の「フランス皇こう帝てい」へと上り詰つめた異い端たんの英えい雄ゆうであり、日本における豊とよ臣とみ秀ひで吉よしに近い。

　だが、ナポレオンは無敵の陸軍を誇りヨーロッパを席巻したが、海戦では英国の英雄ネルソンにどうしても勝てなかった。とりわけイスパニア海軍と連合して英国艦隊を相手に決戦した「トラファルガーの海戦」では、ネルソンが繰り出した丁字戦法「ネルソン・タッチ」の前にフランス海軍は歴史的な大敗北を喫きつし、ついにナポレオンが計画していた英国上陸の野望は潰ついえたのである。

　ネルソンに海戦で勝てなかったナポレオンは、以後、ロシア遠えん征せいへと方針を転てん換かんしたことで栄光の座から転落していったのだから、ネルソンがナポレオンの「ヨーロッパ統一」という野望を阻そ止ししたと言っていい。このあたりも、いわゆる「唐から入り」で勝利を収められずに政権を二代で失った豊臣秀吉に似ている。

　ともあれ、良晴の今回の戦術は明確だった。

（仇きゆう敵てき関係にあるイスパニアとイングランドの艦隊が合同で「十字軍」を結成して日ノ本に攻せめ寄せるだなんて、俺が知っている歴史の常識ではありえない事態だが……ネルソンがトラファルガーで勝利できた一因は、海戦を苦手とするナポレオンが自国艦隊だけで決戦するという決断を下せず、イスパニア艦隊を動員したことにある。つまり、イスパニア艦隊とフランス艦隊とは歩調が合わなかったんだ！　十字軍が統率を乱して破れる時と同じパターンだ。そして今回の十字軍もまた、仇敵同士の連合軍！　イスパニア艦隊と新教艦隊をネルソン・タッチで分断すれば、この海戦をもって黄金十字軍戦争を終結させることができるはずだ！）

　木津川口では、丁字戦法を用いていながら、織田信奈率いる鉄てつ甲こう船の前に破れ去った。織田家の結束の前に。半兵衛の知略と、良晴の思考を熟知している「絆きずな」の深さの前に。

　しかし、今回は破れるわけにはいかないのだ。

　相手は、異国の連合軍である。

　ここで破れれば、信奈の運命のみならず、日ノ本すべての、いや、全世界の人々の運命が大きく変転する。あってはならないことだ。だから良晴は、自ら先頭に立って死地にその身をさらしていた。

　激しく、いろは丸の船体が揺ゆらぐ。敵船との近きん距きよ離り戦せん闘とう。銃じゆう弾だんが飛び交う中──。

「相良良晴。あなたはどうかしているわ。次の関白に内定している天下の宰さい相しようが、いったいどういうつもりでこんなキャプテン・ドレイクのような無謀な真ま似ねを!?　死ぬわよ！　最前線は家臣に委ねて、あなたは引き返しなさい！」

「……ベスちゃん!?　ど、ど、ど、どうして俺の船にっ!?　いつ乗り込んだんだっ？　ウィリアムちゃんと一いつ緒しよに信奈のもとにいたはず……」

　良晴がまったく予期していない事態が起こった。メイド長のベスが、いつの間にかいろは丸に乗り込んでいたのである。

「うわあああ！　ともかく隠れて！　危ないから！」

「あなたが船を引き返したら、隠れてあげる！」

「だから、どうしてこんな危ない船に……女王陛下の侍じ女じよに万が一のことがあったら、日ノ本とイングランドは国交断絶だあ！　勘かん弁べんしてくれ！」

「べ、別に、あなたが死地に飛び込もうとしているから助けてあげようと思ったわけじゃないのよ？　勘かん違ちがいしないでよね？　あなたが討ち死にしたら、織田信奈と小早川隆景が……とりわけ織田信奈が激げき怒どして、十字軍を相手に徹てつ底てい的な殲せん滅めつ戦をはじめるかもしれないでしょう？　それは女王陛下が望んでいる事態ではないわ。陣じん頭とう指揮は長宗我部信親にでも任せて、さっさと後方に引き返しなさい。これは、東洋の諺ことわざでいうところの匹ひつ夫ぷの勇よ！」

「だからと言って、ベスちゃんが乗り込んできていいはずは。し、しまった……これが……俺の宿命……女難の相……！」

「じょ、女難の相って、あなた。か、勝手に私をハーレム要員に数えないでくれる？　あなたがほんとうにすべての実を拾えるかどうか、恋こいと天下を両立できるかどうかを見定めるまでは、死んでもらっては困るのよ！　あなたはこの世界でおそらくただ一人の未来人。究極のワイズマンよ。女王陛下に引き合わせなければならないの……し、死に逃にげは許さないんだから！」

　どうすりゃいいんだ……！　と良晴はベスの身体からだを庇かばいながらため息をついた。しかしもう戦せん闘とうははじまってしまっている。しかも副官の長宗我部信親は、「ほんものの南なん蛮ばん人じんぜよ～！」「紅こう毛もう人じんと言うらしいぜよ～！」「動いちょる、動いちょる！」「種子島を撃うってきちょるぜよ！」「あの南蛮帽ぼう子し、欲しいぜよ～！」「わしゃ、あのオウムじゃ～！」と興奮して大おお騒さわぎになっている長宗我部水軍の海かい賊ぞくどもを束ねつつ必死で指揮を続けていて、ベスを預けられる状況ではなかった。

「どうあっても下がらないというならば、私が直接ドレイクとかけあってこの戦闘を中断させるわ！　あの男は無法者で極悪非道な『海の悪あく魔ま』だけれども、無類の女好きなの。女王陛下とその侍女には甘いのよ！」

「その申し出はありがたいが、今はとてもドレイクの旗艦に近寄る余よ裕ゆうがない！　四方を敵に囲まれていて乱戦中なんだ！」

「んもう。ほんとうに、無茶するんだから……！　相良良晴？　あなたは、どうして自ら最前線に立ったの？」

「いくつか理由はある！　まず、ネルソン・タッチにいちばん詳くわしいのは未来人の俺だし！　それに俺が最前線に立たなきゃ、押し出しが強い十じゆう兵べ衛えちゃんが鉄てつ砲ぽう玉だま役を買って出ることになっちまう！　お任せください先せん輩ぱい、勝てば大奥、負ければ地じ獄ごくですぅ♪　と軍議で騒さわいでいたからな！　十兵衛ちゃんを先頭に放りだして討ち死にさせるだなんて、俺の主義からして御ご免めん被こうむる事態だし！」

「……呆あきれた……女難の相というよりも、女難の魂たましいね……」

「要は俺の性分だよ！　そもそも！　この日ノ本の運命を決める大一番で女の子を最前線に立たせて自分は隠れるようなら、俺は信奈にも小早川さんにも十兵衛ちゃんにも、男として認めてもらえなかったさ！」

　銃弾が、二人のすぐ横をかすめ飛んだ。思わず良晴は、ベスの身体を抱だきしめて庇っていた。ベスの頰ほおが薔ば薇らのように赤く染まっていることに、臨戦状態の良晴は気づいていない。

「だ、だからって。織田信奈との祝言を前にして。あなたはもう天てん涯がい孤こ独どくの身じゃないというのに。どうして」

「未み来らい永えい劫ごう戦争のない国などは造れない。人間の歴史は、戦争の歴史でもある。それでも、日ノ本を十字軍との宗教戦争にだけは巻き込むわけにはいかない。この一点で、俺と信奈の意見は一いつ致ちしている。だからこそ、信奈は俺を遊軍として送りだしてくれた。交戦状態になった時にはネルソン・タッチを実行するという俺の作戦も許可してくれたんだ。そもそも俺が日ノ本に来なければ、きっと、この戦争は発生しなかったはずなんだ。だから、俺自身が決着を付ける！　この戦争を終結させ、こんどは俺と信奈が海の向こうへと旅立つんだ！」

　俺と「源げん氏じ物語」の光ひかる源げん氏じの違ちがいは顔の差と、そして自分自身が戦場で戦うかどうかの違いだ！　もっとも、平安時代と戦国時代とじゃ状じよう況きようが違いすぎるが！　と良晴は叫さけんでいた。

「もしも俺がここで倒たおれても、終戦という戦略的勝利を得られれば俺と信奈の志は遂とげられる。信奈が復ふく讐しゆうに奔はしるルートは、小早川さんたちが一致団結して阻止してくれると信じている！　信奈や十兵衛ちゃんや小早川さんたちは、俺の魂とともに、世界へと……！　天下を統一したら国内を家いえ康やすに委ねて海外に冒ぼう険けんに出る、それが俺と信奈の既き定てい路線なんだ！　今は蘭らん奢じや待たいで保もたせている半兵衛の病を完治させる薬だって、探さなきゃならない。きっと世界のどこかにはあるはずなんだ！」

　船体が再び、大きくぐらついた。交戦中のイングランド船と、接せつ触しよく・衝しよう突とつしたらしい。

　二人は抱き合ったまま、甲板の上に転がっていた。

「……あなたが、恋こい人びともジパングもいずれも守り抜ぬくために己の義務を果たし命を投げだせるほんものの英雄だと認めてあげる相良良晴。でも、あなたがここで死ねば、女王陛下の運命を変えられなくなるわ」

「ベス。俺が戦っているのは、日ノ本だけのためじゃない。本来の歴史では、エリザベス女王陛下自身がドレイクたち海賊を率いて英仏海かい峡きようでイスパニア無敵艦隊を撃げき沈ちんし、世界の歴史の流れを大きく変えるはずだったんだ。そのドレイクが十字軍に参加してしまった以上、イングランドとイスパニアの間で『アルマダの海戦』は発生しない。ここで俺たちがイスパニア艦隊に勝たなければ、日ノ本がイスパニアに破れれば、大英帝国の未来も閉ざされ、人類史もまったく違うものになってしまう。だから俺はここで、女王陛下と人類史に対する義務をも果たすんだ！　イングランドに処女を捧ささげた女王陛下の生しよう涯がいを無む駄だにはしない……！」

「……あなたは、ほんとうに愚おろかだわ……会ったこともない、異国の女王などのために」

「会ったことはなくても、未来人なら誰だれだって女王陛下を知っているよ！　なにしろ俺が生きていた二十一世紀の英国女王の名前は、『エリザベス二世』なんだぜ！」

　エリザベス二世。ベスは、その名前を心の中で復唱していた。21世紀という未来。今から四百年以上先の未来。相良良晴が告げたエリザベス一世の生涯は「処女王」として終わるにもかかわらず、政敵メアリー・スチュアートの血統に王位が受け継つがれるにもかかわらず、「エリザベス女王」の名は、二十一世紀の大英帝国に受け継がれているという。ああ。やはりイングランドは、大英帝国は、女王の「子供」なのだ。

「……相良良晴。女王陛下が海の男として認めているドレイクは、陛下にとっては兄のような存在だし、ヨーロッパの王おう侯こう貴族の殿との方がたとは純じゆん粋すいな愛は築けない。イングランド王位が足あし枷かせになってしまうの……処女王を『孤こ高こうの玉座』から引きずり下ろせる人間の男がいるとしたら──陛下が女王としての義務を全うしつつ、国家と殿方をともに愛することができる可能性があるとしたら──その殿方は、きっと、あなただけだわ」

「え？　ベス？　って、むぐっ？」

　生と死が交こう錯さくする海戦の最中。ひとときの接せつ吻ぷんののち、だから死に逃げは許さないわ、海を越えて女王陛下のもとへ来なさい相良良晴、とベスは繰くり返していた。良晴の背中に手を回して抱だきつきながら。

「い、い、い、いまの、き、き、キスにはいったい、どういう意味が!?」

「生き延びたら教えてあげる！　死が迫せまっているからかしら、私も珍めずらしく燃えあがっているみたい！　私、ほんものの海戦の最前線に出てきたのって、生まれてはじめてなの！　海賊になるのが幼い頃ころの夢だったわ！　籠かごの中の小鳥として朽くちていくのはイヤだった！　たとえ溺おぼれて死んだっていい、海戦に巻き込まれて果ててもいい、ほんとうは心の赴おもむくままに自由に海を旅したかったの！　こんなふうに！」

「うおおっ、はじめてベスちゃんが心の底から楽しそうに笑った……かっ、かわいい……じゃなかった！　待て。待ってくれ。俺はきみのことをまだなにも知らないよ？　女王陛下についてはいろいろ語り合ったけれど！　わけがわからな……」

　この時。

　ぐさり、と良晴のお尻しりに槍やりの先せん端たんが突つき刺ささっていた。

「……前まえ田だ犬いぬ千ち代よ、勝手に持ち場を抜け出して参上……まさか、こんな修しゆ羅ら場ばを超こえた海の地獄で紅毛人のメイドさんと堂々と浮うわ気きするとは……さすが良晴……姫ひめさまに見つかったら打ち首獄ごく門もん間ま違ちがいなしなのに。すごい。男の中の男。そこに痺しびれる槍で突く」

「ギャー！　なにするんだ、犬千代っ？　どうやって、いろは丸まで渡わたってきたっ？」

「……いつも被かぶってる『虎とら皮がわの帽ぼう子し』の力。完全防水で、ぷかぷか泳げる魔ま法ほうの虎皮……三人乗ってもだいじょうぶ」

「そういえば、木津川口で溺れ死にそうになっていた時に、虎皮帽子を船にしたお前に救助されたんだっけな！　地獄に犬わんわんとはこのこと！　もしもいろは丸が沈ちん没ぼつする羽目になったら、ベスちゃんを頼たのむぞ犬千代！　虎皮帽子に乗せて信奈のもとへ！」

「……犬千代を大奥に入れると約束するならば」

「なんでみんな、この重大事に大奥話を蒸し返すんだーっ！　わかったよ！　俺が死んだら大奥もへったくれもないから、約束するっ！　してやるから、頼まれろ！」

「……武士に二言はない、良晴。その仕事、承った」

　これで犬千代の虎皮帽子を「緊きん急きゆう射出ボート」にできる、ベスちゃんは救える、と良晴は安あん堵どした。しかし、その良晴に最大の危機が訪れようとしていた。良晴は気づいていなかったのだ。「トラファルガーの海戦」でネルソン・タッチを敢かん行こうしてフランス艦かん隊たいを殲滅したネルソンが、自ら激戦の最中にフランス兵の銃弾に背骨を撃ち砕くだかれて戦死していたという「歴史」の事実に。

　今、ネルソンに先さき駆がけてそのネルソン・タッチを敢行した良晴自身が、ネルソンの「運命」を被ろうとしているということに。




　十字軍艦隊は、横っ腹をめがけて突とつ進しんしてきた海援隊に長横陣じんを断ち割られ、大混乱に陥おちいっている。イスパニア艦隊の面々は「鉄てつ甲こう船」に目を奪うばわれるあまり、互たがいに横陣を敷しいての砲ほう撃げき戦のことしか頭になかった。意地でもジパングの鉄甲船との艦隊砲ほう撃げき戦で勝利を収めてこその「無敵艦隊」！　よもや、その横陣を分断せんと錐きりの如ごとき奇き襲しゆう部隊が突とつ貫かんしてこようとは。

　しかも、織田信奈と婚こん約やくしている「次の関白」未来人・相良良晴自身が海援隊の先頭に立って十字軍艦隊へと斬きり込みをかけてきているという。

　今、十字軍艦隊は、横陣の前方を占しめていたイスパニア艦隊を含ふくむ旧教艦隊と、後方を占めていたイングランド・ネーデルラントの海かい賊ぞく艦隊とに完全に分断され、指揮系統はばらばらに。イスパニアの提てい督とくドン・フアンが重い病で寝ね込んでいることが、致ち命めい的てきだった。

　互いの船と船とが激しくぶつかり合う大乱戦の中、「あの海賊の帽子いただきぜよ～！」「わしゃオウムじゃ～！」「ブーツが欲しいぜよ！」と泥どろ棒ぼうの如き台詞せりふを叫びながら襲おそいかかってくる長宗我部水軍の面々を相手に剣けんを抜いて暴れていたドレイクは、旗艦ゴールデン・ハインド号のマストの上に登りつつ、舌打ちしていた。近くまで迫っているはずの相良良晴を探すためである。たしかあいつの船は、いろは丸、いろは丸……ええい、硝しよう煙えんが邪じや魔まになってよく見えないのよね！

「横陣同士で砲撃戦を行うというヨーロッパ海戦の常識を逆手に取りやがって。和船主体で戦ってきたジパングの海賊が用いる戦術じゃねえ！　くっそこれ、未来の大英帝国の戦術だろ絶対！　未来人め、『盗策』しやがって！　やるじゃねえの！　やっぱ、海賊って面白ッ！」

　ジパング軍は「初しよ弾だん」にすべてをかけてきやがった。こちらは物見遊山がてらに宣戦布告して軽く勝つつもりが、向こうは「すわ元寇の再来！」と本土防衛に燃えてこの手強さと気き迫はくだ。完全に吞のまれている。このケンカは十字軍の負けかな、とドレイクは思った。

「しかし、まだだ。まだわかんねーぜ！　俺ぁ『海の悪魔』キャプテン・ドレイクだぜ。そう容た易やすくケンカに負けてたまるかっての！　相手が未来人であろうとも！　ドン・フアンちゃんを陸上に運ぶためだ、なんとしてもこの乱戦状況を打開する！」

　闘とう志しに燃えるドレイクがなおもイングランドの海賊艦隊とネーデルラントの「海の乞食団ワーターフーゼン」を統率して頑がん強きように抵てい抗こうする中。




「ぎゃー！　あれほどおやめくださいね♪　と投げキッスまでして止めておいたのに、相良先輩が十兵衛のお願いを無視して最前線に出ているですうぅ！　これ以上長引かせてはならないです、さっさと片付けるですぅ！　長宗我部元親、われらも前線へ飛び込むですう！」

「……ほたえな、明智光秀！　長宗我部元親なんちゅう者は知らんぜよ。わしゃあ、世界の鬼おに若わ子こ仮面！　前線にゃあ出る。出るが、わしゃあ戦は好きではないぜよ～！　南なん蛮ばん人じんも紅こう毛もう人じんも、商売相手じゃき！」

「って、お前！　なんで鬼の仮面なんか被ってヘンな声を作ってるですかあ！　お面をとれ、ですうぅ～！」

「長宗我部元親が相模湾海戦に参戦したとなれば、あとあとヨーロッパ諸国との貿易で不利になるでしょう？　だから、戦場ではわが名は鬼若子仮面。おわかり？」

「わかるかぁ、ですぅ！」

　明智光秀・長宗我部元親率いる奇襲部隊に襲しゆう撃げきされていたイスパニア艦隊では、さらなる混乱が起きていた。

　新教艦隊を率いるドレイクは臨機応変に「横陣」を放ほう棄きして密集戦術に切り替かえ、船団同士で接近しての乱戦に対処していた。が、そのドレイクの指示はイスパニア艦隊までは届かない。すでに良晴乾けん坤こん一いつ擲てきのネルソン・タッチによって両軍艦隊は分断されているのだ。ドン・フアン不在の中、イスパニア艦隊は指示系統が崩くずれ、また我らこそは世界最強の「無敵艦隊」だというプライドもあり、ドレイクの意図とは裏腹にあくまでも必勝の陣形である「横陣」に固こ執しゆうした。海かい賊ぞくとは違うのだ海賊とは、と彼らは自らの戦術にこだわっていた。

　しかし、そこまではよかった。さすがにオスマン帝国海軍を撃げき破はした実力を誇ほこる無敵艦隊。奇襲くらいで、そう容易く撃破できるものではない。

　が、イスパニア艦隊にとっての不幸は、今まで彼らを見るや否や襲いかかってきたかの「海の悪あく魔ま」ドレイクが自分たちを指揮していることに疑いを抱いていたことだった──ドレイクは女の子に甘い。ドン・フアンには騎き士し道どう精神とでも言うべき尊敬心を抱いている。が、イスパニア軍の男どもには容よう赦しやしなかった。

　若い頃、船乗りだったドレイクはイスパニア艦隊に襲撃されて仲間を皆みな殺ごろしにされた経験がある。以来、ドレイクはイスパニア艦隊を目の敵にして、「海賊ってのは仕返しするもんなのよね！　どーせ新大陸から盗ぬすんできた財宝だろうが！　俺ちゃんは泥棒が盗んだお宝を取り返して女王陛下に進しん呈ていする義ぎ賊ぞくよがはは！　女王陛下はいい女だ！　貢みつぐぜ～！」とヨーロッパで、アフリカ沿岸で、そしてカリブ海で暴れに暴れまわってきたのである。

　イスパニア軍人に染みついているドレイク恐きよう怖ふ症しようは、ドン・フアンが彼に海軍の指揮権を委ねたからといって払ふつ拭しよくできるものではなかった。

「われらが勝手にはじめた海戦だったが、よもや、このような奇き襲しゆう攻こう撃げきを受けるとは……！」

「指揮権を握にぎっておきながら半ば無視されたドレイクは、ヘソを曲げているに違ちがいない！」

「やっぱ俺ちゃん、カトリックの敵だったわ、思いだしたわ、とすっとぼけたことを言いだして、われらイスパニア艦隊を襲ってくるかもしれんぞ」

「まさか。仇きゆう敵てき同士とはいえ、今は十字軍の仲間だぞ？　いくらドレイクでも、そこまでは」

「われらの背後には、伊達政まさ宗むね率いる伊達水軍が控ひかえているのだぞ！　伊達政宗はドレイクの娘むすめだ！　もしも父娘が呼応すれば、われらは伊達・ドレイク・織田の三方から挟きよう撃げきされる……！」

「そうなれば無敵艦隊といえども、壊かい滅めつだ！」

　今回の十字軍遠えん征せいにおけるイスパニアの最大の仮想敵は、本来、「アンチクライスト」「黙もく示し録ろくのびぃすと」を名乗る伊達政宗だったはずだ。それが、ジパングに着いてみると突とつ然ぜんドレイクが「梵天丸は俺ちゃんの娘なのよ。人生って面白ッ！」と言いだし、「女王陛下は戦争ではなくジパングとの貿易をお望みなのよね！」と梵天丸と新教勢力との同盟を画策しはじめ、ついには伊達水軍を相模湾へと招いてしまったのだ。

　こうなると、イスパニアが誇る精強な陸軍を小田原ではなく相模湾から遠く離はなれた江戸へ送った経けい緯いもまた、疑わしくなってきた。小田原には、「戦争の天才」マウリッツ率いる新教陸軍。海上には、ドレイクの娘が率いる伊達水軍。新教徒たちがもしも「反カトリック」という本来の立場に戻もどったならば──イスパニア無敵艦隊は、敵中に孤こ立りつしてしまうではないか！

「まずい。まずいぞ。ただちにドレイクから指揮権を奪え！」

「奪うって、どうやって。両艦隊の間には、海援隊の船団が！」

「この乱戦だ。狙そ撃げき兵へいを送り込んで、ドレイクを暗殺できないか？」

「さすがにそれは……ドレイクを討ち取って新教艦隊の指揮系統までもが崩ほう壊かいしたら、十字軍艦隊は織田水軍に全ぜん滅めつさせられる！　自滅確定だ！」

「そもそも、失敗したらどうなる？　そんな手段を用いたことがドレイクに知れたら、ほんとうに裏切られて皆殺しにされるぞ！　ええい。正規の軍人ですらない男が、ヨーロッパの歴史を一人でさんざん搔かき乱しよって。あのカリブの海賊め……！」

「だが、指揮権を返せと言って素直に返す男ではあるまい!?」

　イスパニア海軍の将軍たちが、甲かん板ぱん上で激しい議論の応おう酬しゆうを続ける中。

　目の前で展開している戦局は、ますます不利に。

　まさしく、無敵艦隊壊かい滅めつの危機であった。

　そんな彼らを一いつ喝かつするために、病びよう床しようから気力を振ふり絞しぼって甲板へと上ってきた姫将軍がいた。

　小こ姓しように肩かたを支えられながら、息も絶え絶えに将軍たちの前へ現れたその者こそは、「レパントの海戦」の英えい雄ゆう・ドン・フアンだった。

「姫さま？」

「将軍。寝ておられませんと、お身体からだに障ります！」

「……無敵艦隊の壊滅を……黙だまって見てはいられません……兄上が築かれた『太陽の没ぼつすることのない帝てい国こく』を、妹であるわたしが滅ほろぼすことに……それだけは、許されません……ドレイクさんに無断で砲撃を開始したことは、もう、責めません。ですが皆みなさん。どうか、これより先はドレイクさんの指揮に従ってください。この十字軍艦隊の危機を救える者は、ドレイクさんしかいないのです。わたしに……わたしに、考えが……けほ、けほ……」

　そこまで言葉を途と切ぎれ途切れに吐はいたところで、ドン・フアンは力ちから尽つきてうずくまっていた。ドン・フアンは病床でこのネルソン・タッチを切り抜ぬける戦術を閃ひらめき、口にしようとしていた。しかし彼女はそれ以上、語れなかった。言葉ではなく、血を吐いていた。

「あ、あああああああ!?」

「姫ひめっ!?」

「われらが傲ごう慢まんにもドレイクに無断で砲撃戦を開始したために、姫のお命が……！」

「神は、無敵艦隊を……ドン・フアンさまをお見捨てになるのか？　これは、罰ばつか？」

「ドレイクどのに決死隊を、使者を送れ！　ドン・フアンさまのご容体が、危機的状じよう況きようだと！　これ以上の海上での戦せん闘とう継けい続ぞくは、ドン・フアンさまのお命を奪うことになる！　どのような決着でも構わない、早急にこの戦せん闘とうを終結させてくだされ、われらはドレイクどのの決断に従う、とお頼たのみしろ！」




　ゴールデン・ハインド号のマストに登っていたドレイクは、相良良晴が乗り込んでいるいろは丸を発見するとほぼ同時に、オウムから「書状」を受け取っていた。ドン・フアンさまの容体が急激に悪化。イスパニア艦隊は、戦闘の早期終結を望む。全権をそなたに委ねた、どうかこの戦闘を終わらせてほしい──乱れた文字で、そう書かれてあった。

「……参ったな。やっぱ、戦闘ってのは遊びじゃ終わらないのよね。わかったよ。ドン・フアンちゃんは死なせねえ。そう約束したからよ。梵天丸に一目会いたかったが……まぁ、さんざん海賊として好き勝手に生きてきたツケか……今さらいっぱしの人様の親面しようってのが、欲かいていたのかもなあ」

　よりによって、いろは丸がすぐそこまで近づいていた。お互たがいに西も東もわからない状況での乱戦だった。偶ぐう然ぜんの導きと言っていい。今ならば、いろは丸にゴールデン・ハインド号ごと急接近して甲板へと突とつ入にゆうし、相良良晴を「狙そ撃げき」することができる。俺ちゃんは生きて帰れねーだろうが、相良良晴が死ねば戦闘は終わる。終わるはずだ。少なくとも、丁字特とつ攻こうをかけてきた奇き襲しゆう部隊は指揮官を失って動どう揺ようし、引き返すはず。

「遠い異国の海で、極限の修しゆ羅ら場ばに追い詰つめられてはじめて気づくこともある。俺ちゃんのような悪党にも、滅び去ったはずの騎士道精神ってのは残っているもんだねえ。イヤだ、イヤだ。カトリックが大だい嫌きらいで悪行の限りを尽つくしてきた俺ちゃんも、ヨーロッパ人の男だったってことか」

　ドレイクは、マストに登ったまま、「野や郎ろうども！　いろは丸を発見したぜ！　船体を横付けにしな！　白兵戦だ！」と怒ど鳴なっていた。マストの上からならば、正確に「射しや撃げき」できる。射撃した瞬しゆん間かんに俺ちゃんの位置も相手にバレバレになっちまうが、ま、しかたねえ。

　ゴールデン・ハインド号が、突つき進む。

　相良良晴が乗り込んでいる、いろは丸をめがけて。

「いたぜ！　小こ僧ぞう！　たいした海賊だ！　が、ここまでよ！」

　銃じゆう撃げきの準備は、完かん了りようしていた。

　ベスを庇かばいながら、甲板に乗り込んでくる海賊たちと戦っていた相良良晴が、そのドレイクの叫さけび声に呼応して頭上を見上げる。

「……しまった？　こんな近くに、ゴールデン・ハインド号ッ!?　あいつが……キャプテン・ドレイクか？　梵天丸の、実のお父さん……！」

　マストの上からは、狙撃自在だ！　逃にげられない！　と良晴は絶句していた。

　長宗我部信親も前田犬千代も、船の後方で白兵戦に突入していて、良晴のもとに駆かけつける猶ゆう予よはない。

　そうだ。ネルソンは、「ネルソン・タッチ」を敢かん行こうしてトラファルガーの海戦に勝利した。だが、ネルソン自身は乱戦の最中にフランス兵に狙撃されて背骨を撃うち抜かれ、死んだんだった！　文字通り、「死」の運命と引き換かえの「戦術」だったわけだ！　そうか。俺はこの未来の戦術を用いた時から、死ぬ定めに……と良晴は気づき、目を閉じていた。

　どうやら、これで歴史の帳ちよう尻じりは完全に合いそうだ。未来人の役割は、ここで終わりだ。十兵衛ちゃん、あとは頼む、小早川さんたちとともに信奈を支えてやってくれ──とつぶやきながら。

　しかし、良晴に庇われていたベスが、ドレイクの前へと飛びだしていた。

「あっ？　ダメだベスちゃん、巻き込まれるぞ！」

「やめなさいドレイク！　たとえ相良良晴を射殺しても海援隊の指揮は崩れない！　二番隊長の明智光秀が後方に控えている！　この海戦は彼の勝ちよ！」

「え、ええええ？　って、相良良晴ッ？　てめええええ、なんでベスを連れてきているっ？　まさか人質ッ？　おにゃのこを、人間の盾たてに？　俺ちゃんですらやらねえ外道の策だぜ、そいつは！」

「違う！　ベスちゃんは、その……ええい、なんでもない！　キャプテン・ドレイク！　俺は天下の女好き・相良良晴だぜ！　女の子を人質だの盾だのに使うような男だと思われちゃ、死んでも死にきれねえ！　いいか、ベスちゃんに流れ弾だまを当てるんじゃねえぞ！　きっちり俺を狙ねらえ！　外すなよっ！」

「ちょっと相良良晴！　なんのために私がここまで付いてきたと……どこまでも愚おろか者なんだからっ！」

「キスしちまった以上、責任は取るというか義理は果たすというか、とにかく俺の性分なんだっ！」

　ベスから離れるように、良晴は甲板の上を駆け出していた。ベスとキスしただと？　噓うそだろ？　しかも、そんな理由でてめえから弾だん丸がんの的になる気か、とドレイクは呆あきれた。

「お前さんは俺ちゃんに並ぶ女好きらしい。いい海賊だったぜ、地じ獄ごくで会ったら酒でも飲もう。もっとも、お前さんは天国行きかもな──」

　ドレイクが、良晴の頭を吹ふき飛ばそうとした、その時だった。




「フハ。フハハハハ！　おお、相良良晴よ！　またしても死地に陥おちいってしまうとは情けない！　奥州の覇は者しや！　邪気眼竜政宗、ここに参上！　行けっ、わが最終兵器、日ノ本初の完全国産南なん蛮ばん船、サン・ファン・バウティスタ号！　近づく船は薙なぎ払はらえ～！」




　梵天丸!?　と良晴が叫び、ドレイクも叫んでいた。

　いつの間にか、伊達水軍が「動いていた」。

　大型ガレオン船、サン・ファン・バウティスタ号の舳へ先さきに立って「ちょちょーん」と大見得のポーズを決めながら、梵天丸が伊達成実率いる種子島隊をずらりと並べ、ゴールデン・ハインド号のマストに登っていたドレイクへと狙いを定めさせる。

　梵天丸の後ろにちょこんと立っていたジョン・ディーが「えっ父親を撃つにょか？　なんという、なんという悪あく魔ま的姫武将!?」と悲鳴をあげていた。

「おお、父上！　お会いしとうございました！　梵天丸にございます！　我は、二つの祖国を持つ少女！　日ノ本もイングランドも切り捨てられませぬ！　故に、どちらにも加勢はいたしませぬ！　こたびは相良良晴と父上に停戦勧かん告こくするために参りました！　戦闘を中断してください、父上！　この梵天丸を奪うばい合うために、サガラーと父上が血で血を洗う争いを繰くり広げるなど……梵天丸はもはや、耐たえられませぬ！　銃じゆうを手放して、即そく時じ停戦を！」

　待て待て。いつ俺がお前を奪い合うために戦った？　だいたいお前がヘンな手紙を羅馬へ送らなければこんな大おお騒さわぎには……と良晴は呆れた。しかしまあ、梵天丸だからしかたがない。

　ドレイクは、（かわいいむしゅめに育ったな……ああ。ほんとうに、天使のように愛らしい……いや、悪魔だっけ）としばしここが戦場であることも忘れて梵天丸に魅み入いられていた。が、その梵天丸が、他ならぬ自分に銃じゆう口こうを向けさせていることにすぐに気づいた。

「ククク。父上。我は黙もく示し録ろくのびぃすと。覇は道どうを進むためならば、育ての父・伊達輝宗をも容よう赦しやなく狙撃させる悪魔っ子にございます。父上が停戦勧告に応じず相良良晴を撃つというのであれば、梵天丸は『さらば父上～！』とちょっと泣きながら種子島の雨あられで父上を撃たせていただきます！　三日ほどおやつが喉のどを通らなくなるくらい哀かなしみますが、父親狙撃はもう手慣れたもの！」

「いや待て、梵天丸。冗じよう談だんだよなっ？　俺ちゃん、たしかに『海の悪魔』だけど、さすがにそこまでは……いいか？　ジパング育ちの梵天丸にはわかんねーだろうが、ヨーロッパ海軍の英雄ドン・フアンちゃんの容体が危ないんだよ！　俺ちゃん、カトリックとプロテスタントの垣かき根ねを越こえて、あの子の命を守ると決めたわけよ！　だから、未来知識を駆く使ししやがる強敵の相良良晴にはここで倒たおれてもらわなきゃならねえんだ！」

「……左様でしたか……ほんとに、よくわからないので聞き流します！　わが停戦勧告を拒きよ絶ぜつしたと認定！　う、うにゅう……残念です……さっ……さらば、父上～！　成実！　伊達鉄てつ砲ぽう隊、全弾だん射しや撃げき！　ただちにキャプテン・ドレイクを排はい除じよ！」

「ウラ！　承り！　全弾射撃ッ！」

「あ。ちょっと待って。むしゅめ。ウッソだろ？　たった今、父娘おやこ涙なみだの再会を果たしたばかりで、もう射殺？　さすがは俺ちゃんの娘むすめと褒ほめたいところだけど、ちょっとだけ躊ちゆう躇ちよしてくんないかな？　いちどでいいから、抱だっこさせて……」

　ドドン！　バンッ！　ドーン！　バンッ、バンッ！

　伊達鉄砲隊の、手慣れた動作！　躊躇なく魔ま王おう的命令を遂すい行こう！

　悪魔っ……まさに、悪魔の娘っ……！

　ギャー！　むしゅめに撃たれた！　ぐっすん。最低だが最高だ、無法の限りを尽くしてきた俺ちゃんらしい最期だぜ！　とドレイクは胸を押さえて叫んでいた。

　ベスが「ドレイク!?　そんな？」と目を塞ふさいでいた。

　しかし。

　相良良晴は、まるで動じなかった。

　梵天丸のこういう「いたずら」好きには、もう慣れている。

「はは。空くう砲ほうだろ、梵天丸？　お前は、まったくタチが悪いな！　お父さんが心臓発作起こしてマストから落ちたらどうすんだよ？　こっち来い！　お尻しりペンペンしてやる！」

「うにゃ～！　相良良晴にはなにもかもお見通しだったのか！　我のいたずらも、未来語で言うところのマンネリ気味であるな！　ぐぬぬ。もっと良晴を驚おどろかせる悪質ないたずらを思いつかねば……」

「……あれ？　俺ちゃん、生きてる？　なんだよっ？　びっくりして心臓止まりかけたじゃねーかよっ！　俺ちゃん、哀しくなってちょっと泣いたのに！　ひでえや！　さすがは、俺ちゃんの娘だ！　よくぞここまで親を食った真ま似ねができるもんだあ！　まさに外道！」

　そう。

　最初から、伊達鉄砲隊が構えていた種子島は、すべて空砲。

　梵天丸流の、実の父ドレイクに対する「熱ねつ烈れつ歓かん迎げい」なのだった。

「ククク。父上、我は世界の梵天丸である！　日ノ本もヨーロッパも、いずれもわが敵ではない！　二つの祖国。二つの文明。二人の父親。いずれも『我の世界』である！　故に、我はいずれも切り捨てぬ、すべての実を摑つかむ！　我は、自分に居場所がない、どこにも所属できない、などとは決して嘆なげかぬ！　この世界のなにもかもが、求めれば、目を開けば、我のものだ！　我はどこまでも厚かましく生きるにょだ！　人はそのように生きられると、相良良晴が我に教えてくれたにょだ！　未来では、我のように異なる国の血を引く子供はたくさんいるというからな！」

「そっか。相良良晴が……未来人ってのは、いろいろと反則だねえ……礼を言わなけりゃあ、なあ」

　ドレイクは、ついに銃を捨てていた。

「しゃーねえ。俺ちゃんは、『投降』する。イスパニア艦かん隊たいに寝ね返りを疑われたらまた揉もめるだろうから、俺ちゃんは旗艦同士の決戦に負けて相良良晴に囚とらわれたってことにしてくれ。これで、提てい督とくを失った新教艦隊は梵天丸の停戦勧告に応じるぜ。イスパニアの連中は、プライドが高くて素直に従わないだろうから、なんとかしな」

「ぴるるるる～！　このウリエルちゃんに任せたまえ、なのだ！　イスパニアの連中が渋しぶっても、カトリック艦隊の中にはオーストリア・ハプスブルク家の皇こう帝てい軍──神聖羅馬帝国艦隊が参加している！　ウリエルちゃんは、ルドルフ二世のワイズマンだからな！　見よ！　ルドルフ二世の勅ちよく書しよ、わが手にあり！　これを用いて帝国艦隊を停戦させれば、イスパニア艦隊も戦せん闘とうをやめざるを得なくなるであろう。悪魔よりも天使のほうが役に立つことを証明してみせるにょだ！」

　趣しゆ味み人にしてオカルトマニアの皇帝ルドルフ二世は、とにかくジパングに眠ねむるプラトン立体を探すため「だけ」に艦隊を派は遣けんしたらしい。もしも「現実主義者」で「お宝主義者」のフェリペ二世が欲をかいて「開戦」に踏ふみ切って戦線が泥どろ沼ぬま化かの様相を呈ていしたら、ルドルフ二世にとっては本ほん末まつ転てん倒とう。いざとなれば「皇帝の勅書」をジョン・ディーに用いさせて、艦隊決戦だけでも中止させる予定だったらしい。

「マジかよっ？　あのグズでのろまで引きこもりと評判の皇帝が、実はフェリペ二世の上を行く切れ者だったのかっ？」

「ぴるるる～。その通りだドレイク！　江戸と小田原に上陸している陸軍部隊には帝てい国こく軍が参加していないので権限が及およばぬが、帝国艦隊に対してはこの皇帝の勅書、抜ばつ群ぐんの効力がある！　おお。我こそは、ジパングに平和をもたらす者。まさに天使！　さらに今回は、梵天丸とドレイクを抱ほう擁ようの瞬しゆん間かんに導く愛のキューピッドちゃんでもあるぞ！」

　ドレイク麾き下かの新教艦隊は、ドレイクが相良良晴に囚われたと知るや否や、梵天丸の停戦勧告に応じるだろう。

　残る旧教艦隊のうち、帝国艦隊がジョン・ディーの「勅書」に応じれば、イスパニア艦隊はもはや戦闘を継けい続ぞくすることができない。そもそも彼らも、不世出の英えい雄ゆうドン・フアンを死なせたくはない。ドン・フアンを陸上に運び込み療りよう養ようさせるために現在展開中の陸戦は継続するとしても、この海戦は一刻も早く終わらせたいのだ。

　ルドルフ二世皇帝の「勅書」という切り札は、イスパニア艦隊が「停戦」するための絶好のタイミングで切られたのだった。

「……相良良晴。航海病にかかったイスパニアの姫ひめドン・フアンちゃんの容体がまずいことになっているんだ。長らく海を航行していると、ああいう死病に憑つかれる者が大勢出る。早く陸に揚あげて治ち療りようしなけりゃあ、あの子はもう保もたない。俺ちゃんは梵天丸と過ごせるんならおとなしく人質暮らしに甘んじるからよ、ドン・フアンちゃんを救うために協力してくれるか？」

「ああ。キャプテン・ドレイク。すべての実を拾うのが俺の主義だし、ましてや女の子だったら無条件で！」

「はは。即そく答とうか。俺ちゃんに勝るとも劣おとらぬ女好きだな、お前は。やっぱ、海かい賊ぞくって面白ッ！」

　マストから降りてきたドレイクは、「父上～！　お会いしとうございましたあああ～！　うわあああん！」と中二病芝しば居いをかなぐり捨てて泣きじゃくりながら飛び込んできた梵天丸を抱だき上げ、そして自分の血を引いた娘の頭をそっと撫なでた。

「ごめんな。梵天丸。だが、相良良晴と出会ったことで、お前は俺ちゃんが想像していたような哀しい立場をすでに乗り越えていたんだな」

「ありがとうございます、父上！　梵天丸は今、相良良晴のハーレム入りを目指しております！」

「うげっ？　も、もうちょっと歳としを取ってからな。俺ちゃん、まだ娘を嫁よめに取られるのは……対面を果たしたばかりなのに、心の準備が……ああっ。『海の悪魔』も、娘には勝てねえ！　なんてかわいいんだ……！　悪いな、ベス。俺ちゃん、女王陛下の命令よりも、娘のおねだりのほうを優先しちまいそうだ」

「悪魔の子は悪魔！　ククク。我も立派な黙示録のびぃすとに育ちました、父上！　父と子がともに悪魔の申し子だったとは、まさしく運命のいたずらでございますな！　ならば、やはりイスパニア艦隊はここで撃げき滅めつすべし！　悪魔の父娘二人で、世界を征せい服ふくいたしましょう！　強大な魔まの力で、羅馬教皇をやっつけるにょだー！」

「……あ、いや、それは無理筋なんで。相良良晴！　ジョン・ディー！　梵天丸から悪魔属性を落としておけっ！　わざわざこんなところで父親の血を受け継つがなくていーんだよ！」

　ベスは、梵天丸とドレイクが対面を果たし抱擁を交わしているさまを眩まぶしそうに眺ながめながら、深い哀しみを覚えていた。

「……ドレイクのあんな優しい表情、私は今まで見たことがなかった……あれが……父親の顔……なのね」

　良晴は、そんなベスを励はげまそうと肩かたをそっと抱こうとして、「も、もう戦闘は終わったのだから、マナーを守りなさい。ひ、人前では馴なれ馴れしくしないように！」とむくれたベスにぺちりとその手を叩たたかれていた。

　なにしろ七つの海を越えての、父と娘の感動の邂かい逅こうである。両者に遠えん慮りよして待機していた支倉常つね長なががとうとう我が慢まんしきれなくなったらしく、「ＹＯ！　ＹＯ！　支倉常長、イスパニア貴族となって帰って参りましたぞ！　少々話がこじれて十字軍艦隊を呼んでしまいましたが、お父上と再会できて実に重ちよう畳じよう！　プリンセサ～！」と梵天丸のもとにド派手な貴族姿で突とつ撃げきしてきた。

「誰だれだお前は？　伊達家にはイスパニア貴族の家臣などおらぬ！」

「お、おおお？　ＹＯをお忘れか、プリンセサ？　酷ひどいですぞ！　博多のちょっと向こうの羅馬へ行ってこいと、その昔、プリンセサが」

「そんな冗談を真に受けてほんとに海を渡わたったのか？　アホだなお前。ククク」

「なあんだ。あれってジョークだったのですね、ＨＡＨＡＨＡ！」

　支倉さん、日焼けしてすっかりラテン系のノリに……昔の生真面目で純じゆん朴ぼくな支倉さんだったら切れて姫に斬きりかかっていたところです、と片倉小十郎は困ったようなほっとしたような複雑なため息をついていた。仙台以来の長い長い緊きん張ちようから解放された「あづっちー」蒲生氏郷と直江兼続は、「梵天丸～！　仲裁役を買って出るのならば！」「早く言え～っ！　ああ、わたしはこんなところに来とうはなかった！」と抱き合って泣き笑い。この二人、すっかり梵天丸の掌てのひらの上で転がされているなあ、と良晴は思った。




　かくしてイスパニア艦隊・新教艦隊・織田信奈の間で和わ睦ぼく交こう渉しようが実現し、相模湾海戦は「一時休戦」となった。十字軍艦隊と日ノ本艦隊との全面衝しよう突とつは、梵天丸の介かい入にゆうによって阻そ止しされたと言っていい。ドレイクが相良良晴に投降し、ドン・フアンが病で起き上がれない今、すでに十字軍艦隊を指揮できる提督は不在だったのだ。

　ただし、十字軍艦隊にはまださほどの被ひ害がいが出ていなかったこともあり、またイスパニア軍が陸上に橋きよう頭とう堡ほを築くことにこだわったため、信奈が望んだ全面和睦には至らず。交戦停止合意に至ったのは艦隊戦のみで、なおも陸戦は継続されることとなった。

　だが、江戸も小田原も戦線は膠こう着ちやくしている。

　しかも江戸戦線が官かん兵べ衛え・佐吉・勝かつ家いえの「うっかり黄金トリオ」がやらかした冠かん水すい事故によって完全に止まっている以上、黄金十字軍戦争の主戦場はいまや「小田原城攻こう防ぼう戦せん」に絞しぼられたのである。梵天丸の十字軍合流を断念したイスパニア軍は、小田原城の主あるじがこのままなし崩くずし的に織田政権に飲み込まれる事態を拒きよ絶ぜつして独立を維い持じすべく、十字軍との同盟に踏み切る可能性に賭かけた。続々と小田原に駆かけつける織田方の援えん軍ぐんに、小田原城の主は脅きよう威いを感じているはずだ。これらの援軍を撃げき破はして小田原城を孤こ立りつさせれば、あるいは──。

　奥州伊達軍団と共きよう闘とうして関東を席巻するという目もく論ろ見みが外れた今、小田原城こそが黄金十字軍遠えん征せいが「軍事的成果」を収め得る最後の望みと言っていい。

　ここに、「戦国最後の独立大名」北ほう条じよう氏康が、期せずして日ノ本と世界の「運命」を一身に背負わされたのだった。

「どうしてよっ？　どうして私なのよおお～っ!?　お腹なかいたああい！」

　しかもその北条氏康のもとに、いよいよ途と方ほうもなく厄やつ介かいな姫武将が「あっはっは！」と笑いながら軍勢を連れて押しかけてきた。氏康が呼んだわけではない。十字軍艦隊と織田水軍とが交戦している一いつ瞬しゆんの隙すきをつき、船団を率いて小田原城へと勝手に入城してきたのである。しかも、いかにも暗殺者然とした謎なぞの南なん蛮ばん人じんまで連れてきている。

「あっはっは！　日ノ本最強の傭よう兵へい部隊とともに、雑さい賀か孫まご市いち、参上！　雑賀衆三千丁の鉄てつ砲ぽう隊がお味方や！　北条はん！　日ノ本一の小田原城に、日ノ本最強の雑賀衆！　これで、百年でも籠ろう城じようできるで～！　いや～。もう天下布武は成ったわー、傭兵は仕事ないわー、朝鮮かシャムあたりに仕事探しにいこっか～、って困っとったんやけどな。北条はんがしつこく籠城し続けてくれたおかげで、うちも失業せんで済んで助かったわ！　おおきにな！」

「いやああああ！　帰ってよ～っ！　帰れッ！」







　巻ノ四　小お田だ原わら籠城戦及び箱はこ根ね披ひ露ろう宴えん







　ドレイク、相良さがら良よし晴はるの「丁字戦法」の前に破れる！

　病身のドン・フアンから海軍の指揮権を委任されていたドレイクが相良良晴に人質として囚われたことは、十字軍にとって言い知れないほどの大打だ撃げきとなった。

　鉄てつ甲こう船を「撒まき餌え」として自ら十字軍艦隊の横っ腹を玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで突ついてきた相良良晴の無茶苦茶な戦術に彼らは「サムライは」「クレイジーだ」と声を失ったが、最終的な敗因は、よりにもよってドレイクの実じつ娘じよう・梵ぼん天てん丸まるなのだ。

　旗艦同士の激げき闘とうの最中、良晴ハーレム入りを目論むドレイクの娘・梵天丸が「さらば父上～っ！」とドレイクめがけて容よう赦しやのない一いつ斉せい射しや撃げきをやらかしたために「むしゅめよ～!?　父よりも男を取るのかあ～？」とドレイクの心がぽっきり折れた、という噂うわさが海上に飛び交い、十字軍の将兵たちは新教徒・旧教徒を問わず、

「あ、悪あく魔まの子は悪魔だった……まさに、黙もく示し録ろくのびぃすと！」

「お、おそろしい。自分の父親を撃うつとは。ジパングのサムライはどうかしている！」

「あの『海の悪魔』キャプテン・ドレイクもここまでか。異国の地で人質として果てるか、それとも船上でハラキリか？　おお、神よ。かの者はカトリックの仇きゆう敵てきでしたが、彼の魂たましいを救いたまえ！」

　と震ふるえあがり、信しん仰こうの違ちがいを超こえてみなドレイクに同情したのだった。

　海上戦せん闘とうの中止、艦かん隊たいによる武力行使の禁止という信のぶ奈な側の提案を十字軍が吞のんだのも、ドレイク捕ほ縛ばくの衝しよう撃げきがそれほど大きかったからであった。ドン・フアンの容体はいよいよ悪化し、この混乱した十字軍艦隊を統率できる者がすでに不在となっているのだ。




　だが、小田原城攻防戦はなおも継続されていた。

　大おお友とも軍と睨にらみ合いながら塹ざん壕ごうを構築させていたマウリッツは、「ドレイク捕らわる。織お田だ方の使者と交こう渉しようし、艦隊決戦は休戦に」の急報を、江え戸どから水路移動で小田原に押しかけてきた仇敵ファルネーゼから知らされていた。

「ふぁ、ファルネーゼ？　なぜ貴様が小田原にいる、江戸はどうなった？」

「わたくし、決して破れたわけではありませんことよ。おーほほほほ。マウリッツさんが苦戦されておられると聞いて、宿命の好敵手の危機を救うために加勢にはせ参じてさしあげたのですわ。文句を言うのでしたら、まさかのイスパニア宗教裁判を開かい廷てい！」

　やめろ！　地球の裏側で内ない紛ふんなどしている場合か！　とマウリッツは痛む頭を押さえながら、異い端たん審しん問もん官を招集したファルネーゼに手刀を叩き込こんでいた。ぐはっ！　とファルネーゼが倒たおれる。

「しまった。いつもの癖くせで。すまない」

「すまないで済んだらイスパニア宗教裁判所は要りませんわ！　うう。痛い痛い痛い。わたくし、人を痛がらせるのは好きですけれども、自分が痛い思いをするのは嫌きらいですの。マウリッツ、覚えていなさいっ！　と油断させておいて、喉のど笛ぶえめがけて指拳けんの一いち撃げき！」

「させるかあ！」

　この二人、ネーデルラント独立戦争で何度も戦ってきた仇敵同士なのである。相手を見ると攻こう撃げきする癖が身体からだに染みついている。ネーデルラント軍とイスパニア軍、両陸軍の副官たちが慌あわてて二人の間に割って入って距きよ離りを置いた。

「……落ち着こう……まさかドレイクどのが破れるとは……海上からの艦かん砲ぽう射しや撃げきを封ふうじられたとなると、小田原城の短期攻こう略りやくはもはや不可能になったと言っていい」

「あら。ジパングの城は、石いし垣がきすら使っていない野や蛮ばんな城でしょうマウリッツ？　江戸城だって、洪こう水ずいがなければさくっと落とせていましたわよ？　戦争の天才を自じ称しようするあなたが珍めずらしく弱音を吐はきますわね？」

「織田信奈の居城・安あ土づち城はヨーロッパの建築技術を取り入れた壮そう麗れいな石垣造りだと聞くが……安土はさておいて、この小田原城だけは特別らしい。村も町も抱かかえ込んだ『総構え』の巨城で、十万の大軍で包囲してもびくともしない鉄てつ壁ぺきの防衛力を誇ほこっている。配下に調べさせたところ、上うえ杉すぎ謙けん信しん、武たけ田だ信しん玄げんといったジパングの名将たちに何度も攻せめ込まれるたびに、北ほう条じよう氏うじ康やすは籠城戦術を選せん択たく。小田原城を執しつ拗ように拡張して防衛力をひたすら高めていったという」

「ううう上杉謙信にたたた武田信玄？　うっ……わたくし、その二人の名前を聞くと目め眩まいが……容赦のない言葉責めでわたくしを精神攻撃なさるつもり？　この……サタン！　あなたはやっぱり、プロテスタントの悪魔ですわーっ！」

「なんのことだ？　われらの陸軍兵力だけで、小田原城を力押しで落城させるのは難しい。ならばと野戦で決着をつけようとしたが、ジパングの軍師、竹たけ中なか半はん兵べ衛え・黒くろ田だ官かん兵べ衛え率いる大友軍はすでにテルシオを習得していたどころか、テルシオ破りのために考案したわが新戦術とまったく同じ戦術を繰くり出してきた。本来ならばファルネーゼ、貴公を倒すための切り札だったのだが」

「うげ。そんなおそろしい戦術をあなたは……こほん。と、とりあえず、兵ひよう糧ろうが尽つきてきましたわね。江戸に担ぎ込んだわがイスパニア陸軍の兵糧はぜんぶ洪水で流されてしまいましたの！　かくなる上は、略りやく奪だつ……ではなかったですわね。食糧を現地調達して兵士の餓うえを凌しのがないと士気が落ちますわよ。水にあたったのか、長い航海のためか、病人も続々と。目の前で堂々と作物の収しゆう穫かくを開始すれば、北条氏康も我慢できずに打って出てくるかもしれませんわ？」

　それがこの小田原では不可能なのだ、とマウリッツはため息をついた。

「周辺の農民たちはすでに、作物とともに小田原城内に収容されてしまっている。田畑から略奪できるものはなにもない。村を焼いてはいないので焦しよう土ど戦術とは少し違うが、北条の軍法戦術はジパングにおいては特とく殊しゆなのだ。何年でも籠城できるシステムを、あの氏康という姫ひめ武将は完かん璧ぺきに構築している」

「ですが、現に兵糧は減る一方で……調達できないとなれば、われらは餓うえてしまいますわよ？　わたくしが合流してあげたのですから、力押しでなんとかなりませんこと？」

「……艦隊決戦の最中に、『雑さい賀か衆』なる傭兵部隊が海路から小田原城に入城してしまった。三千丁の火ひ縄なわ銃じゆうと大鉄砲を使いこなす、恐おそるべき戦闘集団だ。しかも、射しや撃げき精度が異様に高い。強引に攻めれば、十字軍の兵士たちはみな、銃じゆう弾だんの的にされるだけだ」

「な、なんですってえええ？　どうして阻止できなかったのですっ？」

「すまない。竹中半兵衛・黒田官兵衛と睨み合っているだけで精せい一いつ杯ぱいだった。私の手持ちの兵力だけでは、わずかでも隙を見せれば、あの二に人にん軍師に勝機を与あたえてしまうことがわかっていた。故に動けなかった」

　ああっわたくしの加勢が一歩遅おそかったのですわね！　そもそも江戸さえ洪水に邪じや魔まされなければ！　とファルネーゼは地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「ならば、海軍に頼たよるのは口くち惜おしいですが、最後の手段！　艦砲射撃で小田原城を直接砲ほう撃げきいたしましょう！　ガレオン船の大たい砲ほうならば、ぎりぎりで小田原城に届きますわ！　あちらの火縄銃の射程外から撃ち込めますわよ！」

「両軍の艦隊による戦せん闘とう行こう為いは織田信奈との取り決めによって禁止されたと、貴公が言ったのではないか」

「ぐ……そ、そうでしたわね……あの織田信奈という女……ドレイク捕縛でこちらが混乱している隙をついて……て、敵ながら、なかなかしたたかですわ……！」

「だいいち、すでに織田水軍と伊だ達て水軍に挟はさまれている十字軍艦隊が条約破りをやったら、挟きよう撃げきされるだけだ」

　いきなりわれらが攻め寄せたにもかかわらず、関せきヶが原はらの大戦を終えたばかりの織田信奈はジパングの諸将をこれほど見事に統率して十字軍の先制攻撃をことごとく完かん封ぷうしてみせている。戦争の常識から考えて、たとえ防衛側の有利があるといえども異国の軍隊に急きゆう襲しゆうされた緒しよ戦せんでは苦戦するもの。これはただ事ではない。そして小田原城は、東アジアのコンスタンティノープルと言っていい巨城。

　マウリッツは「北条氏康の忍にん耐たい力は異常だ。彼女は、われらがどれほど挑ちよう発はつしても出てこないだろう。伊達政まさ宗むねが十字軍に参戦しない以上、早期攻略できる見込みはない。これ以上小田原に留とどまっていれば、織田方の加勢が続々と殺さつ到とうする。一時撤てつ退たいを……」と切りだした。しかし、ファルネーゼは珍しく真顔になって、

「それはできませんわよ。われらはジパングの陸上に橋頭堡を絶対に築かないとならないのですわ」

　とマウリッツの意見を拒きよ絶ぜつした。マウリッツの戦術眼は常に正しい。だが、それでも拒絶せざるを得なかったのだ。ファルネーゼは、親友にして妹のような存在であるドン・フアンを一日も早く陸上に揚あげて治ち療りように専念させねばならない。ならばこそ、宿敵マウリッツのもとに「加勢」として入るという屈くつ辱じよくにも耐たえたのだ。

「──この話は他言無用ですわ、マウリッツ。イスパニアの英えい雄ゆう。ハプスブルク家が生んだ海戦の天才。わが愛すべき妹分の、ドン・フアンが……」

　マウリッツは、はじめて「レパントの海戦」でオスマン帝てい国こく海軍を撃げき破はしたドン・フアンがこの黄おう金ごん十じゆう字じ軍ぐんの航海中に病にかかったこと、しかも命の危機に瀕ひんする重じゆう症しようだということを知らされたのだった。

「航海病か！　あの純じゆん朴ぼくな少女が？　まさか、多くの船乗りを死に至らしめてきた壊かい血けつ病びように？」

「……ええ。あの子の華きや奢しやな身体では、この遠洋航海は耐えられなかったみたいですわ」

「なぜ途と中ちゆうで置いてこなかった！　船から陸へ下ろして治療せねば、不治の病になるぞ！　壊血病は原因不明の死病だ。だが、手て遅おくれになる前に陸上に下ろせば、回復する見込みはある！　ともかく長期間の船上生活が病の原因になっていることだけは確実なのだから！」

「……ドン・フアンは……兄上を……フェリペ二世陛下を喜ばせたい、陛下に褒ほめられたいと……イスパニアの国庫の危機を救うために企き図とされたこの遠えん征せい途と中ちゆうで脱だつ落らくすれば、兄上に失望されてしまう、と……庶しよ子しとして生まれ、父親に認知されなかったあの子は、自分をハプスブルク家の家族として認知し迎むかえ入れてくれた兄・フェリペ二世の愛情だけを一いち途ずに求めているのですわ……」

　馬ば鹿かな。ドン・フアンはレパントで輝かがやかしい功績を立てたではないか！　とマウリッツは絶句していた。だがマウリッツにも、ドン・フアンが兄に認められたい、と命を懸かけてでも大航海を強行した気持ちは、理解できた。彼女自身もまた、ネーデルラント独立の大義のために自らの生しよう涯がいを独立戦争に捧ささげた敬愛すべき父・オラニエ公を支えたいというその一心で、姫でありながらネーデルラントの低地で陸軍を指揮してカトリック軍と戦い続ける将軍として生きる道を選んだのだ。

「……ドン・フアンを救うために、陸上に橋きよう頭とう堡ほを確保したい。それが、織田信奈が提案してきた全面和わ睦ぼくをイスパニア軍が承しよう諾だくしない理由だったのか……たしかに、今から呂宋ルソンへ引き返してはドン・フアンは助からない。フェリペ二世の妹を殺すことになる。しかし、貴公も知っての通り、ジパングには台風が来る。これ以上艦隊を相模さがみ湾わん沖おきに停てい泊はくさせていれば、いずれその台風に艦隊は飲み込まれる──元げん寇こうは、それで二度壊かい滅めつした。海軍にとってもっとも恐るべきものは戦争ではない。すべてを飲み込む『嵐あらし』だ。カトリックだろうがプロテスタントだろうが、大自然は、海は、容赦もしないし区別もしない……呂宋へ引き返すなら、急がねば間に合わなくなる」

「どちらも選択できませんわ！　なんとかなさい、あなたはヨーロッパを代表する『戦争の天才』でしょう！　ドン・フアンと十字軍の将兵たちを救うのです！　特別に、このわたくしを下僕としてこき使うことを許可してさしあげますわよ！　お願い！　ドン・フアンを……助けて……！」

　だが小田原城は鉄壁の備えを誇り、ジパングのサムライたちは恐るべき強敵だ。兵はみな強く、死を恐れず、しかも私と同等の軍師が存在する──乾けん坤こん一いつ擲てきの艦隊射しや撃げきに打って出れば、織田水軍の鉄てつ甲こう船を相手に海上で殲せん滅めつ戦がはじまってしまう。それでは勝とうが負けようがドン・フアンの身体はもう保もつまい。しかも、ドレイクが囚とらわれドン・フアンが倒れているとなれば、新教旧教の混成十字軍艦隊を指揮して織田信奈と相良良晴を破る能力を持つ海将は不在。ジパング軍に、ほころびを見出せない。あのイスパニアが誇るフレデリコ会ですら、風ふう魔またちジパングのニンジャによって動きを封じられてしまった。ああ、父上。私はどうすればよいのでしょうか。マウリッツほどの戦争の天才が逡しゆん巡じゆんした。

「マウリッツ！　わたくしがハプスブルク家の名めい誉よと誇りをかけて、フェリペ二世陛下にネーデルラント独立を認めさせますわ！　ですから、ドン・フアンを、どうか……」

「……氏康は決して出てこない。そして竹中半兵衛と黒田官兵衛。あの二人を野戦で撃破するには、さらなる戦術を編み出す時間が必要だ。だが、その時間がない……せめて、あと一月」

「保ちませんわ！　イスパニアの将兵たちも次々と病で倒たおれはじめていますもの！　どういうわけか、帝国海軍の面々だけはずっと海上生活なのに元気ですの。なにがどう違ちがうのかしら？」

「新教の海かい賊ぞくたちの中にも、壊血病をはじめとする航海病で倒れる者が増えてきているという。なぜ帝国海軍だけは無事なのだろう？　国によって明らかに発病率が異なる。条件の差か……待てよ。もしかしたら、保存食の違いが……!?」

　マウリッツは、なにかを閃ひらめきそうになった。しかしそんな陣じん中ちゆうに、瘦やせ馬うまロシナンテにまたがり時代錯さく誤ごの中世甲かつ冑ちゆうを着込んだイスパニアの騎き士し──セルバンテスが興奮しながら飛び込んできたのだった。陸戦は中断されていない。今なお、戦せん闘とうは継けい続ぞく中なのである。

「うおおおおお！　ファルネーゼさまあああ！　わが貴婦人よ！　織田方から、新たなる援えん軍ぐんが攻め寄せて参りましたぞおおお！　箱根より、『厭おん離り穢え土どいんふぇるの』の旗印を掲かかげる徳とく川がわ軍！　そして、『丸に十字』の旗印は九州薩さつ摩まの島しま津づ軍！　その数はわずかなれど、ここで決着をつけて戦争を終結させる、と怒ど濤とうの猛もう攻こうを！」

　竹中半兵衛・黒田官兵衛は織田信奈の意向を汲くんで全面衝しよう突とつを回かい避ひし、持久戦を志向していたはずだが!?　と陣じんを出て敵軍の姿を確認したマウリッツは声を失っていた。

　独断専行？　いや、これほどの「純じゆん粋すいな戦意」を私は戦場で見たことはない。これは抜ぬけ駆がけや功名争いなどではない。あるいは、戦後に織田信奈から自決を命じられることも覚かく悟ごの奇き襲しゆう敢かん行こうか。なにがなんでも、今日一日でこの戦争を終わらせるために、全員討ち死にを決意して「死の突とつ進しん」を開始したか。

「島津軍の将兵どもは、まさしく悪あつ鬼き！　地上を全力で走りながら火縄銃を撃うち、銃じゆうを撃ち終えれば即そく座ざに日本刀を抜いて斬きりかかってくるという文字通りのバーサーカーたちです！　さりとてこちらから騎き馬ば突とつ撃げきを敢かん行こうしようとすれば、徳川勢の、三み河かわ武士たちの分厚い長槍やりの陣に阻はばまれます！　殿しんがりはこのドン・キホーテに任せて、ファルネーゼさまはお逃にげくだされええええ！」

「ちょ。聞いていませんわっ？　上杉謙信と武田信玄だけでももう懲こり懲ごりですのに、まだそんなバケモノみたいなサムライどもがいたのですのっ？」

「まずい。ファルネーゼ！　あれは、全員が自らの命を『死地』に放り投げて死に狂ぐるいの戦いをやっている連中だ。狂きよう信しん者でもないのに、なぜあのようなすさまじい戦意を人間が発揮できるのか？」

　マウリッツは、見た。先頭を駆かける薩摩の姫武将・島津義よし弘ひろが「日ひノ本もとの土地は一片たりとも譲ゆずり渡わたさぬ！　織田信奈どのの真の夢は、野望は、ここよりはじまる！　薩摩隼はや人との兵児どもよ！　この時のためにわれらは数百年にわたり修しゆ羅らの国九州で、そして関ヶ原で死し闘とうを繰くり広げてきた！　行け！　『運命の強制力』などに、織田信奈どのの志を、相良良晴どのの想いを、覆くつがえさせるな！　こたびだけは、己を捨てがまれ！　全員、私とともに死ねえええええ！」と叫さけびながら、文字通り悪鬼の形相で十字軍の陣めがけて突進してくるさまを。

「んにゃ！　島津の末っ子・島津家いえ久ひさ、ただいま参戦！　みんな、行くど！」

「い、家久!?　お前は絶対に来るな、と言いつけておいただろうに！　お前を討ち死にさせては、姉上たちにも良晴どのにも、合わせる顔が……良晴どのの大奥に入れなくなるではないか」

「よか！　元寇以来の日ノ本防衛戦ぞ！　おいが戦わずして、誰だれが戦う？　敵総大将の首ば、おいがいただく！　相良さぁは海戦で自ら命を賭とした！　じゃどん、おいも賭す！　それで、対等じゃ！　日ノ本では、九州では、男も女も戦場に立てばみな同じぞ！」

「……仕方ない……！　だがお前は絶対に死なせぬ、家久！　私は、わが闘気のすべてを開放しよう！　慈じ悲ひ心を封ふう印いんし、立ち塞ふさがる敵兵ことごとくを殺し尽つくす悪あつ鬼き羅ら刹せつとなろう！　たとえ世界の歴史に、『鬼おに島津』と名を留めることになろうとも──！」

　島津勢はごくわずかだ。戦力差は圧あつ倒とう的。十倍どころではない。無む謀ぼうにも程がある突とつ撃げきだった。しかも彼らは、退路などはじめから考えていない。ひたすらにマウリッツとファルネーゼの本ほん陣じんのみを襲おそうために、十字軍陸軍の総大将を討ち取るためだけに、帰り道のない一方通行の「突とつ貫かん」をかけているのだ。正気でありながら狂っている、とマウリッツはつぶやいていた。このような敵と戦うべきではない。彼ら全員を討ち取って殺すことは可能だ。だが、十字軍もただではすまない。大航海による疲ひ労ろう、壊血病をはじめとする航海病の流行、漆しつ黒こくの「鉄甲船」出現とドレイク捕ほ縛ばくの衝しよう撃げき。そもそもからして、彼らはフェリペ二世の物欲に振ふり回されているだけで、「地球の裏側の異国」ジパングに対して未知の世界に対する憧あこがれこそ抱いだけど敵意を抱いている将兵はほとんどいないのだ。数では圧倒していても、士気は比べるべくもない。一人殺すために、十人の命を奪うばわれることになるだろう。そしてその時、はたしてマウリッツとファルネーゼの首はまだ繫つながっているだろうか？

　さらには、頰ほお当てをつけて顔を隠かくした徳川家の姫ひめ武将が最前線に出現し、長大な槍をぶんぶんと振り回しながら十字軍の兵士たちを「触ふれずして」吹ふき飛ばしていく。

「島津姉妹どの、この本ほん多だ平へい八はち郎ろう忠ただ勝かつが血路を開きます！　城に吊つり天てん井じようなんぞを仕し掛かけて悦えつに浸ひたっている本多弥や八はち郎ろう正まさ信のぶとは違うのです、弥八郎とは！　さあ、参られよ！　これぞ、日ノ本最強の武田騎き馬ば隊より姫を守りし東国無む双そうの槍そう術じゆつ！　『蜻蛉とんぼ斬ぎり』……！」

　触れずに兵を倒しているっ？　東方の魔ま術じゆつかっ？　あの覆ふく面めんのサムライは魔ま法ほう使いかっ？　とセルバンテスがいよいよ目をらんらんと輝かせながら叫んでいた。

「おお、おお。あの槍の回転……またしても、またしても『風車』っ……！　わが貴婦人よ、マウリッツどのよ！　きゃつらはまさに戦場の怪かい物ぶつ！　われらの常識とはまったく異なる初見殺し！　栄光あるイスパニア陸軍といえども、初戦では不利でございます！　ここはそれがしに任せて、戦略的撤てつ退たいを～！」

「あっ。お待ちなさい、セルバンテス！　なぜあなたは強敵を見ると特とつ攻こうするのです～！　お止めなさい！　ほんとうにイスパニア宗教裁判にかけますわよっ？」

「そこに『風車の怪物』がいる限り！　それがしはファルネーゼさまをお守りするために何度でも突撃いたしますぞ～っ！　たとえ、勝機などなくとも！　純愛を捧げた貴婦人のためならばっ！　これぞ騎き士し道どう精神！　騎士道精神なくして、『理想』を抱かずして、なんの十字軍か！　なんの大航海時代か！　われらは、今の時代でこそ騎士であるべき！　魂たましいまでコンキスタドールに──物欲に塗まみれて世界を荒あらし回る侵しん略りやく者になり果ててはならないのです！　駆けよロシナンテ！　ぬおおおおお！」

　損得勘かん定じようもなにもない。セルバンテスの無茶ぶりにまたしても遭そう遇ぐうしたファルネーゼは、

「なんて無茶を！　ああ、続々と兵士たちがセルバンテスとともに突撃を開始して……これじゃ江戸と同じですわ！　いいえ。今回はもう……助かりませんわよ、セルバンテス……！」

　と、宿敵のマウリッツに涙なみだを見せたくないのだろう、思わず顔を覆おおっていた。

　そしてマウリッツは、そんなセルバンテスの中になにか崇すう高こうなものを見出していた。

「彼の騎士道精神は時代錯誤的だが、しかし、純粋だ。彼は一見正気を失っているかのように見えるがその実、大航海時代の狂きよう奔ほんに巻き込まれているイスパニア人の中で、誰よりも正気なのだ……！　みな彼の『言葉』に魂を揺ゆさぶられている、動どう揺ようする将兵たちの士気を彼が支えてくれている！　ここは彼に任せて、貴公はすみやかにイスパニア陸軍を海上へと撤退させるよう。私もネーデルラント軍の将兵たちを海上へと生かして脱だつ出しゆつさせる。今は他に選せん択たく肢しがない！　ドン・フアンの治ち療りようは必要だが、この島津軍の玉ぎよく砕さい特とつ攻こうに付き合ってはならない！　全軍が危地に陥おちいる！」

　と、そんなファルネーゼの腕うでを引っ張っていた。

「ちょっと。近い。近いですわ。あなたの腕がわたくしの胸に当たってますわ！」

「え、ええ？　女同士でなにを言って……急ぐぞ！　馬で駆けに駆けて、沿岸の艦かん隊たいへと辿たどり着く！　われらのうちどちらかが生き延びねば、十字軍は統制力を喪そう失しつしてこのジパングで霧む散さんする！」

「あなただけが生き延びるなんてしゃくですわね！　生き延びるのは、わたくしですわっ！」

「そう願いたい！　指揮官が生き延び！　陸軍を温存できれば！　ドン・フアンを救う道を模も索さくできる！　だが、想像したこともなかった。よもや私がイスパニアの兵士に救われるとは、な……」

　戦場に、奇き跡せきが起きた。

　このセルバンテスの奮ふん闘とうによって、島津勢も深追いを避さけたのである。

「ラ・マンチャの男、ここにあり！　ジパングのサムライたちよ！　騎士は、ここにおるぞ！　いざ、尋じん常じように勝負～！　それがしが生きて戦場にある限り、ファルネーゼさまのもとには辿り着かせん！　わが屍しかばねを越こえてゆけ～い！」

「……な、なんだ、この南なん蛮ばん騎き士しは？　驢ろ馬ばみたいな瘦せ馬に乗って……単たん騎きで突撃してきた、だと？」

「んにゃ。われらの突撃をまるで恐おそれておらん！　この騎士は、見事な武士じゃ！」

「ちょっと目つきと声がアレだが……ううむ。島津兵の如ごとき修羅が、十字軍にもいたか！　しかも！　この騎士の情熱が乗り移ったかの如き殿志願者が、続々と集まって来る！　みな、追つい撃げきを中断！　これは、容易には突とつ破ぱできぬぞ！」

　島津義弘も、家久も、セルバンテスを討ち取るには忍しのびなかった。狂きよう気きと紙一重だが、途と方ほうもない勇気、それも無私の武士道精神に貫つらぬかれた勇気を、そこに見たからだった。義弘は、こんな目つきをしている男を、いちどだけ見たことがあった。そうだ。顔も年ねん齢れいも人種すらも違うが、相良良晴にどこか似ていた。あの「金かねヶが崎さき」で「死の殿」を買って出た時の相良良晴どのは、きっと、このような表情で──そう思うと、もう、セルバンテスを殺すことはできなかった。

「……私は、鬼島津になりきれなかったな。やはり、恋こいする乙女おとめの分だけ、闘気を放ちきれぬか。このケンカは、そなたの勝ちだ。姫のもとへ戻もどるがいい、ラ・マンチャの騎き士しどのよ」

「んにゃ？　義弘ねえ？　いつ恋したんじゃ？　あ～っ？　まさか、本気で相良さぁの側室入りを……もごもご！」

「こらっ！　異国人の前で私の恥はずかしい話をするな、家久っ！　こここ国際的な噂うわさになったら生きていられぬ！」

「おおお？　なんと。ファルネーゼさまを見み逃のがしていただける、というのか？　かっ、かたじけない！　ジパングのサムライたちよ！　これが、武士道精神、か……地球の裏側にも騎士はいたのですな！　オーウ！　わが、アミーガ～！」

「あ、アミーガ？」

「あみ～が？」

「ファルネーゼさまを救っていただいたあなた方こそが、勝者！　それがしは敗者として島津の人質になりましょう！　それが騎士の習わし！　あ。それがし、昔、海賊に捕つかまって数年ほど奴ど隷れいにされていたことがありまして。その時の借金が残っているので身の代金を払はらえないんですが、再度の奴隷働きは勘かん弁べんしてください。勘弁してください」

　なにかこの、気が抜けると急にしょぼくなるところも相良良晴どのにちょっとだけ似ているかもしれないが、うーむ。良晴どのより歳としを食っている分、情けないかも……と義弘は思った。

　小田原に布ふ陣じんしていた十字軍の陸軍部隊は、かくして、海上艦隊への撤退に成功したのだった。




　だが、マウリッツとファルネーゼは、息いきつく暇ひまもない。からくも島津の追撃を振り切って乗船するや否や、「ドレイクの使者」が訪れたのだから。

　その使者とは。

「世を忍ぶ仮の名前はジョン・ディー二世、しかしてその真名は大天使ウリエルちゃんである！　島津と徳川が抜け駆けしたのを見た時にはさしものウリエルちゃんもおしっこ漏もらしそうになったが、無事でなにより！　おお、諸君にドレイクからの書状を携たずさえてきたぞ！」

「闇やみよりの使者・暗あん黒こく寺じ恵え瓊けいちゃん、で～す♪　まったく島津の人たちって○○○おかしいですよね～。あれを一いつ般ぱん的な日ノ本人だと思われては困ります～。今いま頃ごろ、信奈さまにこってり𠮟しかられていると思いますから、水に流してくださ～い。あ、書状に毒を塗ぬったりはしていませんから、ご安心くださ～い」

　ドレイクの代理人として、ジョン・ディー。織田方からのお供として、暗黒寺恵瓊。

　艦隊戦休戦の和わ睦ぼく交こう渉しようの時に、丁々発止のやりとりをしたあげく、なぜか意気投合した二人組だった。

　ドレイクは処しよ刑けいされることなく、異国の名将かつ梵天丸の父親として厚こう遇ぐうを受け、セルバンテスもまた生きて人質となり「イスパニアを代表する勇者」として遇ぐうされているという。セルバンテスは、なぜか島津の兵たちから「アミーガ！」「アミーガ！」と熱ねつ烈れつ歓かん迎げいを受けていて、「それがしは男だからアミーゴですぞ！」とセルバンテスが何度抗こう議ぎしても覚えてくれないのだという。ファルネーゼは安あん堵どしていた。

「……よくわかりませんが、よかったですわ……それで、ドレイクからの書状の内容はなんですの？　身の代金を支し払はらってほしい、と？　セルバンテスの身の代金は、責任を持ってわたくしが支払いますとも。ですがドレイクの分は、マウリッツさんに請せい求きゆうしてくださいまし。イスパニアはあの男の海かい賊ぞく働きのせいで大赤字ですのよ！」

「ドレイクの身み柄がらを解放してもらえる可能性があるのならば、話し合いに応じよう」

「うむ！　これがドレイクの書状だ！　なんならわがプラトン立体ケリーちゃんで、今のドレイクの姿を映してやってもいいぞ！　ただ、ま～だケリーちゃんの時差惚ぼけが治らないので、相良良晴と戦せん闘とう中のドレイクが映るかもな」

　マウリッツとファルネーゼは、その書状を見て目を疑った。

　人質になった自分の身柄解放の嘆たん願がんではなく、「これから箱根で織田信奈と相良良晴の披ひ露ろう宴えんをはじめるから、新教・旧教を代表してマウリッツちゃんとファルネーゼちゃんに来てほしいんだよなあ～♪　そのまま披露宴の席上で、十字軍諸国との間で正式に和睦条約を締てい結けつしたい、あくまでも戦争ではなく貿易を求める、ってのが織田信奈の望みだそーだ。あ、俺ちゃんは梵天丸のパパとして出席するからお気き遣づかいなく♪」というお気楽な結けつ婚こん披露宴のお誘さそいだったからである。

「披露宴ッ!?　な、な、なんですの、これは？　あの織田信奈という女、十字軍との戦争中にいったいなにを考えて……破は廉れん恥ちですわ！　しかもなんという余よ裕ゆう。なんという上から目線。わたくしたちに勝ち目はもうないと言いたげですわね、むっきー！」

「いや、ファルネーゼ。われらはすでに陸上から撤退した。海戦は禁止すると互たがいに条約を結んだ今、すでにわれらの間で戦闘は行われていない。和睦こそ成立していないが……だが、挙式ではなく、先に披露宴を？　なぜだ、ジョン・ディー？」

「ククク。我にもよくわからんが、挙式は小田原城でやるのだそうだ！　なぜならば、去就を定かにしてこなかった梵天丸はすでに織田信奈と相良良晴のもとに。あとは小田原城が開城されて北条氏康が織田信奈に臣従したその瞬しゆん間かんに、ジパングは統一される！　『天下布武』が達成されるというにょだ！　天下と婿むこを同時に手にする、それが織田信奈の野望にゃのだそうだ！　フハハハ、なんと欲深く厚かましい女王であることか！　新教徒のくせに修道女よりも禁きん欲よく的なうちのエリザベス女王とは偉えらい違ちがいだな！」

　決して披露宴の席上でお二人を暗殺しようとかそういう陰いん謀ぼうではございませ～ん、吊つり天てん井じようとか仕し掛かけてないですよう、お日様の下で青空宴えん会かいやりますから、と暗黒寺恵瓊。怪あやしい。怪しすぎる。将軍たちは口々に、

「これは罠わなに違いありません。宴会に敵の要人を招いて暗殺するというのは、ヨーロッパのみならず、よくある手口です！」

「そうですとも、反対です。たとえ殺されずとも、お二人が人質に囚とらわれてしまったら、十字軍はもはや立ちゆきませぬ！」

「罠ではないとしても、披露宴の会場で和睦条約締結を迫せまられましょう。拒きよ絶ぜつすれば暗殺もしくは捕ほ縛ばくされるいう危険、大です！」

　と二人を諫いさめた。たしかに、危なすぎる。海戦でも陸戦でも十字軍は押され、すでにドレイクが囚われているのだ。ドン・フアンは病やまいが篤あつい。この上、陸軍を統とう括かつするファルネーゼとマウリッツまで捕縛されれば、十字軍はもはや織田信奈に逆らえなくなる。

　しかし、ドレイクの書状の末まつ尾びに書かれていた私信が。

「フェリペ二世の野や郎ろうも、地球の裏側の異国の城なんぞよりも、てめえの妹の命をこそ望むはずだぜ。失ってからじゃあ、もう遅おそいのよ。ジパングにも、南蛮医術を修めている名医がいる。南蛮医術を習得したい一心でキリシタンになったほどの男だ。東洋医学と南蛮医術の両方に長たけている医師など、他にはいねえ。相良良晴が俺ちゃんの頼たのみを聞いてくれて、その名医を京から呼び寄せてくれたぜ」

　という文章が、二人の心を動かしたのだった。そうか。それでドレイクほどの無法者がおとなしく投降したのか。マウリッツはようやく腑ふに落ちた。

　もはや十字軍が小田原に再上陸し、すみやかに橋きよう頭とう堡ほを築いてドン・フアンを陸に揚あげ治療するという道は断たれつつある。十字軍の撤てつ退たいを知るや否や、大友軍が黒田官兵衛の采さい配はいのもとで十字軍の再上陸を阻そ止しするべく湾わん岸がん沿いに「築つい地じ塀べい」を築きはじめていた。元寇の際に用いた「長大な石の壁かべ」を。しかも、とてつもなく素早い作業だった。江戸ではうっかりやらかした官兵衛が、むふー、こんどこそ！　とやる気を見せているらしい。多大な犠ぎ牲せいを払って再上陸作戦を成功させたとしても、その時にはもう手て遅おくれになっている可能性が高い。その上、台風の季節が迫っている──。

「……わたくし一人でしたら、こんなお馬ば鹿かな罠に引っかかるとお思い？　と断固拒きよ否ひしましたけれども。あなたと一いち蓮れん托たく生しようでしたら、敵の罠に落ちたところで十字軍を新教勢力に乗っ取られる可能性はありませんわね。おーほほほ！　地じ獄ごくに堕おちる時は一いつ緒しよですわよ、マウリッツ！」

「ファルネーゼ。ドン・フアンを助けてくれるのならば出席する、と素直に言え。ジョン・ディー、ドレイクに伝えてくれ。ドン・フアンを治療してくれると確約してくれるのならば、私とファルネーゼは織田信奈と相良良晴の披露宴に出席しよう、と」

　十字軍との戦争中に、戦場のただ中で披露宴。しかも敵将二人を招待して。聞いたことのない話だった。だが、どうやら織田信奈は本気らしい。壮そう大だいな披露宴を、堂々と戦場で強行するつもりなのだ。

　船上から、二人は見た。

　箱根山系の笠かさ懸がけ山やまに、突とつ如じよとして堅けん固ごな石いし垣がき造りの「城」が出現していた。関かん東とうで見てきた土ど塀べいの城ではない。南蛮風の造りである。しかも、豪ごう華か絢けん爛らんな「天主」を備えている。それは和洋折せつ衷ちゆうという言葉では表しきれない、見たことのないなにかだった。

　たしかに驚おどろくべき建城技術だ。その機能美は、芸術的とすら言える。しかし、一夜で城が建つはずがない。以前から密かに突とつ貫かん作業を続けて城を建てていたのだろう。形ができあがった時点で周囲の木々をいっせいに切り倒たおして、「一夜にして城ができた」とわれわれを驚かせたかったのだろう。ふふ、そんな子供だましのいたずらに驚くわれらではない、とマウリッツが苦笑している隣となりでは。

「あ～れ～？　おおおお城が突如として出現しましたわっ？　石垣造りの本格要よう塞さいが、箱根の山中にいきなり？　ジョン・ディーっ？　あれはいったいなんの魔ま法ほうなのっ？　伊達政宗の黒くろ魔ま術じゆつですのっ？　も、もう、勝ち目はありませんわああ～!?」

　織田信奈のいたずらに引っかかったファルネーゼが、腰こしを抜ぬかしてへたり込んでいたのだった。

　マウリッツは、暗黒寺恵瓊に「見なかったことに」とこっそり頼み込んでいた。




　　　　※




「ありがたい！　新教・旧教を代表する二人の姫ひめ将軍が、俺と信奈の披露宴に出席してくれたか！　今日は戦争のことは忘れてくれ、日ノ本中から来客が集まっての無礼講だ！」

「ちょっと～。『信奈と俺の披露宴』でしょ。ヨーロッパ人の前でなに天下人面してるのよ、良晴？　まったく。島津と忠勝が勝手に出しゆつ撃げきした時は、どうしようかと思ったわ。あいつら、なんであんなに好戦的なのかしら。信しん賞しよう必ひつ罰ばつ、一いち罰ばつ百ひやつ戒かい！　見せしめとして、義弘と竹たけ千ち代よをたぬき汁じるの具にすべきかしら？」

「ま、まあまあ。結果的に陸戦も停止させられたわけだから、よかったじゃないか信奈。義弘と家久もふかーく反省しているし、穏おん便びんに穏便に。今、『仲良きことは美しきかな』って色紙をいっぱい書かせてるから。あ、忠勝は正信謹きん製せいの『吊り天井部屋』に蟄ちつ居きよ中な」

「最後の最後の詰つめのところで、こーゆーの納得いかないのよねー。最前線の軍が暴走とか、よくないでしょ。わたしの国家運営の美学に反するのよ！　ま、いいわ。ご祝しゆう儀ぎはいっぱい持ってきてくれたのよね？　まず一いち夜や城の披露宴会場に入場するために、この限定チケットを買ってもらうから！　あと、ご祝儀の額によって席次が変わるので、よろしくね♪」

　常識破りの「丁字戦法」で十字軍艦かん隊たいを追い詰め、キャプテン・ドレイクを捕縛した「海の英えい雄ゆう」相良良晴。相模湾海戦において、良晴はもはや世界を代表する海賊の一角にその名を刻み込んだと言っていい。

　そして、世界史上初の「鉄てつ甲こう船」艦隊を投入して十字軍の将兵たちの度ど肝ぎもを抜いたジパングのクィーン・織田信奈。

　挙式より先に披露宴！　と盛り上がっている二人は、ヨーロッパ風の新しん郎ろう新婦姿である。とりわけ、信奈が着ている純白のウェディングドレスは、ヨーロッパでも最新モード。数年前にかの元スコットランド女王メアリー・スチュアートが結けつ婚こん式で着たのが、はじまりだと言われている。少なくとも、恋こい多きメアリー・スチュアートが選んだ純白の衣装が、「花はな嫁よめに相応ふさわしい」とヨーロッパの女性たちの心を捉とらえ、「流行」させる起き爆ばく剤ざいになった。

　良晴は、「すでに十字軍戦争は終わった！　さあさあ、みそたこ焼きにみそ煮に込こみうどんと、好きなだけ尾お張わりが誇ほこる豪ごう華か料理を食べてくれ！」と昨日までの敵を歓かん待たいした。そもそも、良晴と信奈にとって、十字軍は敵ではない。フェリペ二世の野心と異い端たん問題のために関東で戦闘することにはなったが、日ノ本が「世界」へ飛び立つために手を携えねばならない賓ひん客かくである。

「私がネーデルラント総そう督とくオラニエ公の娘むすめマウリッツです。新教勢力を代表して参りました。それにしても……こ、これは、まるっきりカーニバルですね……あなた方は、はじめから関東に戦争をしに来たのではないらしい。婚こん前ぜん旅行と披露宴、そして挙式を敢かん行こうするために……この戦争もまた、お二人にとっては『祭り』だったのですね。ジパング統一の総仕上げとなる盛大な祭り──なるほど。徹てつ底ていして殲せん滅めつ戦を避さけ続けたわけだ」

「わたくし、旧教の守護者・ハプスブルク家を代表して来てさしあげましたわ。パルマ女公アレッサンドロ・ファルネーゼですわ！　ま、まだ降こう伏ふくしたわけではありませんわよ！　ててて鉄甲船くらい、イスパニアの海軍力をもってすればお茶の子ですわ！　で、でも、あんな巨きよ船せんを建造しても呂宋からジパングまで航海させるのは無理ですわね……あうううう……」

　マウリッツとファルネーゼは、すっかり脱だつ力りよくしてしまっていた。相良良晴と織田信奈。二人の頭の中には、「戦争」の二文字がまるでない。祝言を目前にした恋こい人びと同士、完全にとろとろと煮にえている。見ているこちらが恥はずかしくなる。この二人に限っては、暗殺も捕縛もありえない、と知った。

「よう、やっぱり来てくれたな！　俺ちゃんもこの披露宴が終わり、十字軍と織田家が和睦条約を締結したら晴れて解放される。ま、人質とは名ばかりで、さんざん飲み食いさせてもらっている貴族待たい遇ぐうだがな！」

「ククク。さっそく箱根で新たな現地妻漁りを開始するとは、さすがはわが実の父である。披露宴をおにゃのことの出会いの場としか考えておらぬとは、まさに悪あく魔ま！　外道にも程があるぞ！」

「……だってジパングの姫武将って俺ちゃんの好みなんだよ、梵天丸よう。義よし姫ちゃんみたいな美人で強くておっぱいでかい女の子が俺ちゃんの理想でよ……だが、島津義弘ちゃんには『最も上がみ家の姫との間に子供をもうけておきながら、ふざけるな！　私は相良どのの大奥に名を連ねる側室候補だぞっ！　ちぇすとおお！』と叩たたき斬きられかけるし、家久ちゃんは無言で火ひ縄なわ銃じゆう撃うってくるし……ジパングの姫武将って剣けん吞のんで面白ッ！」

「母上はもう、わが父・伊達輝てる宗むね公の奥さんであるぞ、あきらめろあきらめろ」

「ケッ。しゃーねえ。梵天丸をここまですくすくと育ててくれた輝宗公には、俺ちゃん、感謝してもしたりねえ。いっぱいお礼しなきゃあなあ……義姫ちゃんとの復ふく縁えんは潔くあきらめるぜ！　だから、誰だれかあああ！　俺ちゃんに、新たなジパングの恋人をくださああああいッ！」

　キャプテン・ドレイクは、拘こう束そくもされておらず、梵天丸を肩かた車ぐるまして好き放題に披露宴会場を遊び歩いている。ファルネーゼが「あんの男～！」と切れかけたが、マウリッツが止めた。ドレイクは戯おどけてはいるが、ドン・フアンの治ち療りようを条件に投降したのだ。彼の尽じん力りよくゆえに、今この瞬間がある。戦争は、終わる。そしてドン・フアンの「運命」が変わろうとしている。

　すでに「終戦」は確定した、あとは正式な条約締結のみと悟さとったマウリッツとファルネーゼは、「和わ睦ぼく条約の詳しよう細さいは、われら二人だけでは決められませんので」と信奈と良晴に伝え、二人の許可を得て大航海とジパングとの戦で疲ひ弊へいしていた多くの十字軍将兵を箱根に招集した。戦うためではない。和睦のため、そしてこの終戦記念のカーニバルを満まん喫きつさせるためである。ドン・フアンも、航海病にかかった重病患かん者じやたちとともに、箱根に新設された療りよう養よう所じよへと運び込まれることとなった。




　意外にも築城の才覚を発揮した加か藤とう虎とら之の助すけと、こちらは高名な築城名人・藤とう堂どう高たか虎とらの指揮の下、川かわ並なみ衆、穴太あのう衆らを総動員して突貫作業で建造した「箱根一夜城」をお披ひ露ろ目めすると同時に、お祭り好きの良晴と信奈は、箱根の山全体を披ひ露ろう宴えん会場として一大カーニバルを開始した。日ノ本の観光客だけではない。長期航海による疲弊と兵ひよう糧ろう切れで苦しんでいたところに、戦争は終わる、和睦が結ばれる、美お味いしいジパング料理を腹はら一いつ杯ぱい食べられる！　と聞いて、十字軍から「出席」を希望する者が続出。全ヨーロッパ軍から「客」が殺さつ到とうした。ヴァリニャーノが危険な「普ふ遍へん主義」の詳細を隠かくしたため、イスパニアの将兵たちの中に問題となっていた「ジパング異端」の詳細を知っている者がほとんどいなかったことも幸いした（戦せん闘とうそのものにとっては、「異い端たん討とう伐ばつ」という十字軍の戦意を駆かり立てる要素が欠けていたためにマイナスだったが）。実際に上陸してみれば、そのような異端の姿はまるで見なかったし、噂うわさの伊達政宗は黙もく示し録ろくのびぃすとというよりは瞼まぶたの父・ドレイクに会いに来た愛らしい少女ではないか。もっとも、彼らは尾張名物の「みそ料理」の洗礼に苦しめられる羽目になるのだが──。

「戦争は終わった！　これから小田原城で挙式だ！　天下布武、完成の時だ！」

　十字軍の将兵たちだけでなく、小田原城に籠こもる北条氏康たち北条家の将兵と民たち、そして全国から箱根に集結している諸将に、「戦争の終結」「新時代の到とう来らい」を知らしめるために、日ノ本史上最大の祭りを！　一心不乱の大カーニバルを！

　良晴は、長く続いてきた乱世を鎮しずめるために、「人の心」を変えようと戦ってきた。思考よりも先に行動してしまう性格であまり深く考えない当人にはそのような意識はなかったが、良晴が「すべての実を拾う」ために為なしてきた数々の行動が、合戦上等・謀ぼう略りやく上等で争ってきた戦国の世に「同じ日ノ本人同士で戦う理由はない」という新たな未来の価値観をもたらしたのである。同じくヨーロッパ諸国と対等に渡わたり合える統一国家として日ノ本をまとめ上げようとしていた信奈の「天下布武」構想と、未来人・良晴のそういう身体からだに染みついた癖くせとが、ぴったり一いつ致ちした。その上、二人は生死が交こう錯さくする戦場の中でいつしか若い男女として恋に堕ちていた。到とう底てい結ばれるはずのない身分違ちがいの恋でありながら、二人は必死にその身分の壁を乗り越こえるために戦い続けた──二人のなれそめと「天下布武」の物語を取材していたウィリアムは、この恋を「疾しつ風ぷう怒ど濤とうの恋」と呼んでいる。

　そして小田原攻こう防ぼう戦せんは、そんな二人にとっての総仕上げである。

　銭が減る合戦などよりも銭儲もうけのほうに執しゆう着ちやくする信奈は、「これは商機よ良晴！　十字軍の将兵たちを全員、まるっと箱根テーマパークのお得意様にしてしまうのよ！　呂宋＝箱根間往復チケット込みの年間パスポートとか売りつけましょうよ！　箱根一夜城に織田家以外の外様大名家の全資産を突つっ込こんででも、箱根小田原を無限の外貨を獲かく得とくし続けられる観光財源にしてみせるわ！　これこそ真の錬れん金きん術じゆつ！」と瞳ひとみに銭マークを浮うかびあがらせながら、これでもかこれでもかと諸大名家から「持ちネタ」を集結させ、清きよ洲す大茶会を上回る規模のお祭り会場にしてしまった。

「あの……もう戦争も終わったし、ウェディングドレス姿の信奈を見せられ続けてきて精神的にも限界だし、俺、小田原城での初夜まで我が慢まんできそうにないんでそろそろ……」と良晴がおねだりしても「今は銭の稼かせぎ所、わたしが世界一の長者になれるかどうかの瀬せ戸と際ぎわ！　いわば世界の桶おけ狭はざ間まなのよ！　子作りは後にして、後に！　新しん婚こん初夜は、小田原城での挙式のあとっ！」とけんもほろろ。銭のことになると、もうなにも手に付かなくなる信奈なのであった。

　そんなわけで、諸大名はまたしてもブースを準備して各自、あの手この手で披露宴を盛り上げることになった。

　本多忠勝たち三河の武ぶ闘とう派はが島津と意気投合して勝手にマウリッツへと攻せめかかったと聞いた時には「ついに吉きち姉さまにたぬき汁にされる時が参りました、弥八郎さん」と本多正信と抱だき合って泣きながら自分を煮るための巨きよ大だいな茶ちや釜がまを準備しはじめていた徳川家いえ康やすは、「披露宴で銭を稼いで、アガリを七割わたしによこしなさい。それでチャラよ！」と信奈に助命され、突とつ貫かんで舞ぶ台たいを築いて三河漫まん才ざい興行を開始。今回は忍しのびの仕事を風魔衆が担当しているので、相方にはあの伝説の突っ込み役・服部はつとり半はん蔵ぞうが！

「はわわ。眼鏡、眼鏡～」

「あああ。姫のおかげで『冷れい酷こく非情の忍び』というわがキャラクターイメージが国際的に崩ほう壊かい……！」

　天下の宝刀・眼鏡眼鏡の一発芸は、なぜかご陽気なイスパニア兵たちにも受けた。日ノ本語を習得している十字軍将兵は、外交のために習得が必要だった一部の高級士官がほとんどで、一いつ般ぱん兵はみな日ノ本語などわからない。その上、良晴仕込みのヘンな和製英語交じり。言葉が正確に通じているわけでもないのに、なぜ受けているのかは家康にもわからないが、「眼鏡、眼鏡」は言葉の壁かべを超ちよう越えつした芸の力を持っていたと言っていい。

　やはり竹千代には長く長く長～く生きてもらって「観光立国・日ノ本」の運営にいそしませるべきだわ！　しかも竹千代は大器晩成型、まだまだ面白くなるわよ！　と、信奈は自分の経営判断にご満まん悦えつ。

　新教勢力のウィリアムが家康に懐なついて三河漫才ブースに居着いていることも、家康にとっては想定外の幸運だった。ウィリアム・アダムス。ペンネームはシェイクスピア。家康と半蔵のネタをさささっとイングランド語に翻ほん訳やくして戯ぎ曲きよく化し、食い詰つめて十字軍に参戦したイングランドの役者たちに「三河漫才英語版」を上演させる。これで、イングランドやネーデルラントの面々も集客できた。

　さらに、日ノ本であれこれネタを拾って創作のインスピレーションに憑つかれっぱなしのウィリアムは、自らの「新作」をも披ひ露ろうした。とりわけ、宇う佐さ八はち幡まんの巫み女こに「九州の女王になる」と予言され、波は瀾らん万ばん丈じようの運命に投げ込まれた大友宗そう麟りんの半生を英国戯曲風に翻ほん案あんした「マクベス」は、会心の出来となった。性格が明るいウィリアムは今まで喜劇が得意だったが、本格的な歴史劇にして「悲劇」をついにものにしたのである。さらに、信奈と良晴のみならず、小こ早ばや川かわ隆たか景かげと良晴の悲ひ恋れんからも激しくインスパイアされて「恋れん愛あい劇」の構想も次々と閃ひらめきまくっている。どうやら、長い旅を続けるうちに戯曲家として完全に覚かく醒せいしたらしい。

「見なさい！　全ヨーロッパ、ううん、全世界の観客がアタシの戯曲に夢中になって腹を抱かかえて笑い、恋こい物もの語がたりに陶とう酔すいし、運命的な悲劇に涙なみだを流す時がついに来たわ！　でも『源げん氏じ物語』の翻案は難しいわね～。なんというか、うん、作風がジパング独特なのよね～」

「おお、まさかこのジパングでヨーロッパの戯曲を楽しめるとは！　しかも、これは面白い！　なんという庶しよ民みん的な台詞せりふ回しの芝しば居いであろうか！　実はそれがしも物語を書くのが好きでしてな。この十字軍遠えん征せいから帰ったら、小説でも書いてみようかと思っておる次第ですぞ」

「庶民的って……ほっといてよ！　アタシは生まれも育ちもちゃきちゃきの庶民なのっ！　で、あんた誰？」

「貴婦人への純愛のために風車の怪かい物ぶつと戦う男！　世せ知ち辛がらい大航海時代をものともせず、いにしえの気高き騎き士し道どう精神の理想を追い求めるイスパニアの騎き士し、ラ・マンチャの男！　実名をセルバンテスと申します！　騎士としてのソウルネームは、ドン・キホーテ！　ああっ！　それがし、いちどでいいからファルネーゼさまに叙じよ任にんされてみたいですぞ！」

「……ハア？　騎士？　いつの時代の話してんの？　あんたの場合、小説よりあんた自身のほうが面白いんじゃない？　自分を主役にして書いたら？」

「フフ……こういう痛いキャラを演じ続けねば、それがし、なんといいますか、書きながらフッと我に返って自分で自分の物語に突っ込みを入れてしまう悪あく癖へきが……突っ込みというのは、ジパングの漫才における基本技らしいのですが、わが悪癖にそっくりでして……そういう病に冒おかされることなく、己の自意識から解き放たれて自由自在に筆を運び物語の人物を描えがくことができるウィリアムどのが羨うらやましい」

「いいんじゃないの？　作風は人それぞれでしょ？　アタシはほら、自分の作品世界にのめり込むタイプだからぁ。あんたは、徹てつ頭とう徹てつ尾び漫まん才ざいみたいな突っ込み作風で行けばいいんじゃない？　服部半蔵みたいな突っ込み役を主役の隣となりに配置しておけば、いつでもどこでも好きなだけ突っ込めるじゃん？」

　おお！　服部半蔵どの！　それだあっ！　とセルバンテスは叫さけんでいた。電でん撃げきに打たれたかのように、ぶるぶると震ふるえている。

「それは、笑えますな！　漫才の如ごとき喜劇と、時代錯さく誤ごの騎士道精神に憑かれたそれがしの悲劇とを、同時に描くことができますな！　新しい！　新しい作風ですぞ！　ぬおおおお！　書けるっ！　今のそれがしならば、まったく新しい小説が書けるっ！　ウィリアムどの、かたじけないっ！」

「よかったじゃん。あ。出版社との契けい約やくはちゃんとしといたほうがいいわよー？」

　セルバンテスは帰国後、軍を除隊して小説「ドン・キホーテ」をものすることになる。イスパニア（スペイン）を、そして近世ヨーロッパを代表するカーニバル小説である。時代錯誤の理想に憑かれた男の悲劇とも読めるし、騎士道小説の読み過ぎでおかしくなった男の喜劇とも読める。さらに、作者自身がメタ視点的に作品とキャラクターに容よう赦しやなく突っ込みを入れてくるという「自意識」を持つ小説でもある。ありとあらゆる「読み方」が可能な多層的な作風は、近代小説の魁さきがけとも言えるものとなる。もっとも、世よ渡わたり下手のセルバンテスは肝かん心じんの版権を出版社に二束三文で売り渡してしまい、ヨーロッパに知らぬ者がいない大作家となってからも貧びん乏ぼう生活を続行する羽目になるのだが、それはまた後の話。

　かくして英国とイスパニアを代表する二大作家が期せずしてそろった三河漫才ブースが、十字軍将兵たちが殺到する「一番人気」となったが。

　他にもまだまだ出し物はあるのである。

　性しよう懲こりもなく斎さい藤とう利とし三みつが明あけ智ち家の命運を懸かけて一気に百店てん舗ぽまとめて出店した、みそたこ焼きの屋台「明智屋」。これは全店舗で閑かん古こ鳥どりが鳴いている。「信奈さまに払はらうシャバ代が捻ねん出しゆつできなああい！　大奥資金がああああ！」ともはや明智家の財政を破産寸前に追い込んでいる利三はいよいよ窮きゆうしている。誰だれかが「だから、たこ焼きにみそを塗ぬるのをやめろ」と一言教えてやれば解決するのだが、みな自分のブースの切り盛りで忙いそがしくて利三の経営アドバイザーに就任する余よ裕ゆうはなかった。

　さらに、「けんにょだにょー！」「きょうにょだぬこ」と久々に姉妹漫才を披露する本ほん猫びよう寺じ一座。合戦が終結するまでは本猫寺姉妹はおとなしくしているにょーと、門徒たちを刺し激げきしないように畿き内ないで優ゆう雅がに昼ひる寝ねの日々を送ってきたけんにょも、「天下布武の総仕上げとなる披露宴よ！　来て！」と信奈からお誘さそいを受けたので、喜々として公の場に姿を現したのであった。そのとたん「ほらさっさと漫才やって稼ぐのよ！　あんたんとこの門徒をサクラとして総動員して長い行列を作らせるのっ！　それで、みんな騙だまされて列に並ぶから！」と信奈からハードなノルマを課せられて「賓ひん客かくではなく、漫まん才ざい師しとして呼ばれたにょかっ？　この、守しゆ銭せん奴ど！　騙されたにょ！」と地じ団だん駄だを踏ふんだが、後の祭り。「まーた織田信奈にいいように遊ばれているぬこ。しょうがないぬこ」と妹のきょうにょが相方を務めたのは、雑賀孫まご市いちが雑賀衆を率いて小田原城に入ってしまったからである。

　雑賀孫市が小田原城に入ったのは、独断ではない。

　実は信奈直々に、

「北条氏康は、わたしたちが十字軍と停戦和わ睦ぼくしてこの関東騒そう乱らんを片付けたら、『これで十字軍の脅きよう威いは去ったわ、ご苦労様だったわね織田信奈』と言いだして織田家への臣従を拒きよ否ひし、なおも籠ろう城じよう策を採り続けるかもしれない。というか、あの女の『小田原城から出たくない病』はほんものだから、きっとそうなるわ。だから孫市は隙すきを見計らって、城内に雑賀衆を入れちゃって。で、これで百年でも籠城できる、と吹ふきまくって頂ちよう戴だい。事実、小田原城に雑賀衆が籠もったら、十年や二十年では落ちないもの。わたしと十字軍艦かん隊たいと手を結ばなければ、ね。かえって氏康は焦あせるはずよ──これでは死ぬまで小田原城で籠城する羽目になる、自分が死んだあとも一族もえんえんと籠城させられることになる、最悪の場合は短気なわたしがブチ切れて十字軍と同盟し小田原城を総攻こう撃げき！　織田軍と十字軍の双そう方ほうから猛もう攻こうを受けることになる、とね！　フレデリコ会のソテロを使者としてつけてあげるから、籠城大好きな氏康に、コンスタンティノープル陥かん落らくの物語でも教えてあげて！　この世界に『落ちない城はない』、と理解するでしょ！」

　と依い頼らいを受けて、「はあ～。敵に塩を送るんかと思たら、違うんやな。永遠に籠城できる戦力を敢あえて氏康はんに与あたえることで、氏康はんの気持ちを揺ゆさぶる、ちゅうことか。難しいこと考えはるわあ。わかった！　銭はしっかりいただくで！　日割りでな！」と小田原入りを敢かん行こうしたのである。ソテロは「なぜこんな下働きを？　神の僕しもべが、いつから織田信奈の下僕に？」と首を捻ひねりながらも、ヴァリニャーノから「迫せまり来る台風による全ぜん滅めつの運命から兵士たちを守るためにも、和睦を実現させるしかないのだ。頼たのむ」と言われては断れなかった。

　かくして、小田原城入りのための最後の「布石」は打たれたのだ。信奈とて、銭儲けだけに没ぼつ頭とうしていたのではなかったのだ。一応は。

　さらに、久方ぶりに「南なん蛮ばん毛け鞠まり大会」も開かい催さいされた。いずれサッカーに夢中になる遺伝子を持っていたヨーロッパ人たちは、「これは……！」「フットボールを発展させた球技!?」「面白い！」と熱ねつ狂きようした。新教も旧教も関係ない。むしろ、有志たちによって新教チーム対旧教チームによる対たい抗こう戦までが急きゆう遽きよ企き画かくされ、たちまち実現する始末。ネーデルラントチーム。イングランドチーム。イスパニアチームにポルトガルチーム。フランスチーム。ドイツチーム。エルボー、頭ず突つき、跳とび蹴げりと、ちょっとばかり乱らん闘とうが多い大会となったが、長い船旅での憂うさを晴らすかのように各チームの脚あし自じ慢まんの選手たちがフィールドを駆かけ巡めぐる。

　そしてわれらがジパングチームのリーダーは。

「おーほほほ！　わらわの必殺技・白鳥風流円えん舞ぶをヨーロッパの皆みなさまに披露する時が来たようですわね！　この華か麗れいなる毛鞠さばきは、まさしく女神の脚あしですわよ！　世界よ、刮かつ目もくしなさい！……あっ。痛たた。腰こしが、わらわの腰が……!?」

　信奈が「日ノ本の威い信しんがかかっているのよ！」と日ひ頃ごろのケチっぷりはどこへやら、祈いのる気持ちで大金を積んで招しよう聘へいしたジパング最強エースストライカーの今いま川がわ義よし元もとであったが、その義元は、一発毛鞠を蹴けった瞬しゆん間かんに故障して即そく退場。誰からともなしに「プロリハビラー」という通り名を与えられて、リハビリにいそしむことになったのである。信奈が「高い給料を払ったんだから、さっさと働きなさいよ！」と無理矢理に京から大急ぎで連れてきたのが悪かったらしい。オーナーの無茶ぶりで金の卵を産む選手が潰つぶれる、プロリーグではよくある話だ、まあ義元ちゃんならすぐにけろっと全快するだろう、と義元故障の一報を耳にした良晴は合がつ掌しようした。

　また、ヨーロッパ人たちを驚おどろかせ熱狂させた意外な出し物が、良晴が「絶対にいける」と推した「ニンジャショー」。

　要は舞台上でニンジャたちが忍にん術じゆつを繰くり広げて「謎なぞの悪い組織」を倒たおすというアトラクションなのだが、日ノ本の面々は忍びなどもう見慣れていて新しん鮮せんみがない。しかし、ニンジャと初邂かい逅こうしたヨーロッパ人には受けた。その早業。その体術。謎の手しゆ裏り剣けんに、謎の煙えん幕まく。本来はめいめいが動きやすい恰かつ好こうをして働くものだが、全員が黒ずくめのスタイリッシュな「ニンジャ服」に身を固めているのも、良晴の提案である。

　真さな田だ丸まる水すい没ぼつでやることがなくなった真田十勇士を筆頭に、五ご右衛え門もんと一かず宗むねのかみかみ姉妹、そして風魔小こ太た郎ろうも忍び仕事を配下に委ねて「ラスボス役」として参加。

「オーウ、これがジパングのニンジャ……！」

「速いッ!?」

「まるで動きが見えぬ……！」

「ざ、残像が……これが分身の術？」

「あのこどもニンジャ、空を飛んでマース！」

「アサシンよりもオソロシイ！」

「あれっ？　ニンジャの中に、フランス娘むすめがいまーす？」

「しかも、なんとアサシンがラスボス！　国際的スケールデース！」

　小太郎は「やられ役とは。出演料を三割増しで頼む」と愚ぐ痴ちをこぼしながら、猿さる飛とび佐さ助すけと霧きり隠がくれ才さい蔵ぞうを相手に大立回り。日ノ本人・フランス人・アサシンの夢の共演。とりわけ金きん髪ぱつ碧へき眼がんの仏蘭西フランスニンジャ・才蔵は、ヨーロッパからジパングまで旅をしてきた独身男たちの心をわしづかみにした。外国人を相手にニンジャものをやる際には、彼らが感情移入しやすい金髪ニンジャが必要だ。それが良晴の持論であった。

「……異い端たんの私が、なぜこいつらヨーロッパの独身男どもの人気者に……わが人生は、いったいなんだったのだ……」

「まあまあ、才蔵。よかったじゃんっ！　相良良晴の商しよう魂こんは世界規模だよねっ！」

「ちっ。未来人が銭儲もうけに未来知識を使うとは、なんというせこい話だ」

　望もち月づき千ち代よ女めに至っては、人前に出るのが苦手な気の小さい姫ひめなのに、よりによって巨きよ大だいガマの上に座って謎の忍術を繰り出す「地じ雷らい也や」役を割り振ふられて、大弱りしていた。ちなみに巨大ガマの着ぐるみは、あづっちーの中の人として「着ぐるみ界の巧たくみの匠しよう」と賞されていた蒲生がもう氏うじ郷さとと直なお江え兼かね続つぐの二人がかりで中に入って動かしている。

「なぜ、上杉家の宰さい相しようたるわたしがこんな仕事を？　しかも出演料は二束三文！　わたしは、こんな披ひ露ろう宴えんに来とうはなかった！」

「いいからきりきり前足を動かしなさいっ！　二人羽織の呼吸で動かすわよっ！　着ぐるみを甘く見ないで頂戴！　死ぬことになるわよっ！」

　この他にも、四国から参加したうどん国ブースでは、うどん布教。三み好よし清せい海かい入にゆう道どうと三好伊い三さ入道が、ニンジャショー出演とうどん国ブースでうどんを茹ゆでる係をローテーションで担当。が、信州や関東の侍さむらいたちが「うどん布教とはなにごとか！」「東国では、そばこそが至高！」と対抗勢力を結成して「そば布教」を隣ではじめたために、うどんとそばの信者たちは一いつ触しよく即そく発はつ。三好清海入道が「久々に血が騒さわぐわあっ！　板ばん東どう武者どもめ、うどんの威い光こうに屈くつ服ぷくせよっ！」と暴れはじめたため、大おお荒あれに荒れた。

　叡えい山ざんから来た正しよう覚かく院いん豪ごう盛せいは「異端として狩かられる覚かく悟ごはあるっ！　フロイスさまへの信しん仰こうを貫つらぬいて殉じゆん教きようできれば本望！　むしろ殉教を果たしたその時こそ、わが魂たましいが救済される瞬間である！　ぐわははは！」と、巨大フロイス像を箱根の山に建てて「フロイス菩ぼ薩さつが寂さびしき男を救いたまう～。十字軍の独身男たちよ、裁きの日は迫れり～」と末法思想とキリシタンの終末思想が微び妙みように交じった独自の邪じや教きよう辻つじ説せつ法ぽうを開始。ヴァリニャーノもフレデリコ会も「な、なぜ、うちのフロイスを菩薩像に？　意味がわからぬが、少なくともキリシタンではないな」「仏教とも違ちがう。あんな乳がでかい女神の偶ぐう像ぞうを拝むとは、おそろしい……おそらく、土ど俗ぞくの謎の邪じや教きようですな」と相手にしなかったため、豪盛が異端として裁かれることはなかった。

　が、「巨きよ乳にゆう＝悪」というヨーロッパ人の意識は、この豪盛の辻つじ説せつ法ぽうによって劇的に変革されていくのである。

　そんな中、悪あく魔ま的賭と博ばく遊ゆう戯ぎ・麻まー雀じやんを鴨かももとい客たちに教えて身ぐるみはがすまでかっぱぐという相良家ブース「雀じやん荘そうサガラ」で、胴どう元もとにして天才的雀じやん士しねねのもと、雑用係を務めていた石いし田だ佐さ吉きちは、荒れに荒れていた。昼間っから酒を飲んで、接客どころではない。

「うわーん！　佐吉が担当した水みず攻ぜめが、水攻めが大失敗に……！　佐吉の戦歴はもうおしまいだわ～！」
















「さ、佐吉ちゃん、しっかり。結果的には、江戸攻こう防ぼう戦せんを停止させることができたから。佐吉ちゃんは、平和の使者だよ？　兄くんは十字軍との戦争ではなく和睦を求めていたから、これでよかったんだよ？」

「紀き之の介すけの言う通りだ。まあ、結果論だが。虎とらも、島津どのとともに抜ぬけ駆がけして十字軍とひとつお手合わせ願いたかったな。もう終戦とは、虎の想像以上に早かったなあ。兄貴は本気を出すとすごいや、さすがだ」

「そうそう。夫婦揃そろって商売人っすよね！　にょっほほ～♪」

「ふ、夫婦？　やめて頂戴市いち松まつ！　兄上のお嫁よめさんには、この佐吉がなるの～！　そりゃまだ年ねん齢れい的にアレよ。でも、順番待ちでいいから、相良妹軍団からのお嫁さん一番乗りは佐吉なの～！」

「ローン！　緑一色リユーイーソーですぞ！　ドイツ人の皆さんは、顔色を見れば手が丸わかりですな！　さあさあ、うこぎ汁じるが炊たけましたですぞ！」

　帝てい国こく海軍のギャンブラーたちから全財産を巻き上げ終えたねねが、佐吉を励はげますように「うこぎ汁」を振る舞まう。鴨……もとい被害者たちは、真っ白に燃え尽つきて畳たたみの上に突つっ伏ぷしていた。

「うこぎ汁じゃ、おっぱい大きくならなーい！　虎之助、半分でいいから頂戴っ！　この水攻め失敗の汚お名めいを返上するには、兄上に佐吉の求きゆう婚こんを認めてもらうには、どうしても胸が必要だわ！」

「痛い痛い痛い！　なにするんだ、やめてくれっ!?　やめろおおお～！」

　佐吉たちの隣となりでは、宇う喜き多た秀ひで家いえが「くす」と苦笑している。賭と博ばくで異国からやってきた兵士さんからお金を巻き上げるのは悪です、くすん、と良晴たちを止めた秀家だったが、「武具その他の南蛮品を担保として取ればだいじょうぶ。南蛮品は高値で売れるからさ」と良晴にはぐらかされて、うっかり認めてしまった。だがこのままでは、なにもかも失ってすってんてんになり、焼き土下座まで行ってしまう人が出てくるのでは、と危き惧ぐしてしまう秀家であった。

「弥や九く郎ろう。取り立ては甘めに。適当に済ませて。賭博じたいが悪ですのに、負けた人からむしり取るのはいけないことです」

「そないなこと言われても、点棒計算は正確に！　銭は命より重いですやん！　それが堺さかい商人の心意気ですやん！」

　持ち金が尽き、なけなしの所有アイテムも手放し終えると、敗者たちはそろばんをはじきながら待ち構えている小こ西にし弥九郎から声をかけられ、利子を乗せられた「借金」に手を出すしかない。おそろしい集金システムであった。

　が、良晴の真の目的は、ねねの雀じやん鬼きとしての才能を活用して十字軍の兵士たちから合法的かつなし崩くずし的に武具を取り上げてしまうことにあった。はじめから、借金は棒引きにする予定である。一文無しの兵士を放ほう逐ちくすればそのまま野盗化しかねないので、集金した銭を敗者たちに半分は返すという予定もあり、そのために弥九郎は正確に帳ちよう簿ぼをつけているのだった。しかし返すのは、正式に和わ睦ぼくが成ってからである。でないと、返した銭で武具を買い戻もどされてしまうからだ。

　こうして、箱根の各地でブースが賑にぎわう中。

　相模湾海戦が休戦となったあと、しばらく姿を消していた明智光みつ秀ひでが、長ちよう宗そ我か部べ元もと親ちかとともに「海かい援えん隊たい」を率いて箱根小田原へと舞い戻ってきた。

「先せん輩ぱい！　信奈さま！　紀き州しゆうからかき集めてきたみかんを大量輸送してきたですぅ！　くっくっく。大航海してきた十字軍の連中は、新しん鮮せんな野菜と果物に餓うえているですぅ！　連中に、みかんを法外な高値で売りつけてぼろ儲もうけなのですぅ！」

「今回は商売だから、鬼おに若子仮面は返上。わたくしは土と佐さのお姫さまにして海かい賊ぞく大名の長宗我部元親よ、おわかり？」

　織田家。九く鬼き水軍。長宗我部水軍。日ノ本が誇ほこるあらゆる海のネットワークを総動員して、光秀は「商機到とう来らい！」とみかんに明智家の資産すべてを投じたのだった。もともと斎藤利三を通じて交流があった長宗我部元親と光秀は、「ヨーロッパ人が大量に日ノ本を訪れた今こそ、船商売でぼろ儲け！　不足しているものを！　大量調達して！　高値で売る！　これが貿易の基本！」とすっかり意気投合。海戦のために急きゆう遽きよ編成されたはずの海援隊は、いまや商売船団と化していた。

　なお、光秀は利三がまたしてもたこ焼き商売で資金を焦こげ付かせて明智家の財政を傾かたむけていることを知らない。世界を相手にぼろ儲け。この財力をもってすれば、大奥資金はがっぽりですう。信奈さまも、十じゆう兵べ衛えがみかんで稼かせいで世界一の長者となれば、十兵衛の大奥入りを断りきれなくなるはず……！　と、幸せいっぱい、ほくほくの笑顔であった。

　そして。

　この「明智光秀、大量の紀州みかんを調達して箱根小田原に帰き還かん」という一報を聞いた相良良晴は、信奈、マウリッツ、ファルネーゼ、そして曲ま直な瀬せベルショールの四人とともに医院の一室でドン・フアンたち壊かい血けつ病びよう患かん者じやの治ち療りようについて語り合い、曲直瀬ベルショールにも治療方法がわからないことが判明して「俺は医者じゃないからなあ。医学知識なんて持ってない。もしもペニシリンのような抗こう生せい物ぶつ質しつが必要ならば、素人の俺にはお手上げだ。謙信ちゃんにこれ以上無理を頼たのんでまたなんとかしてもらうわけにもいかないし、そもそも先生の見立てでは病因は寄生虫じゃない……どうすればいいんだ」と頭を抱かかえていたところだったが、

「そうか！　そうだった！　壊血病の原因は、ビタミンＣ欠けつ乏ぼう症しようだ！　大航海時代の長期航海では、新鮮な野菜も果物も摂とれない。だからビタミンＣが欠けつ乏ぼうするんだ！　ビタミンＣを大量に含ふくむ柑かん橘きつ類るいこそが壊血病を治す特効薬なんだ！　ああっ！　俺は馬ば鹿かだから、危うく最後まで気づかずに手て遅おくれになるところだった……！　ありがとう、十兵衛ちゃん！　これでドン・フアンも大勢の壊血病患者たちも救うことができる！」

　と思わず興奮して膝ひざを叩たたいていた。

「……それでは相良良晴。もしや現地での食糧調達がままならぬ状じよう況きようでありながら帝国海軍に発病者が少ないのは、彼らがザワークラウトを食べているためか？　あれは、一言で言えばキャベツの酢す漬づけだ。そのビタミンＣとかいう物質は、野菜を干せば損なわれてしまうが、酢漬けならばある程度は保存できるということか？　国によって壊血病の発病率が有意に違うことが、今回の黄金十字軍遠えん征せいではじめて明らかになった。保存食の差になにか原因がある、とは思っていたが」

「それだよ、マウリッツ！　十兵衛ちゃんはほんと、俺が追い詰つめられた時に必ず助けてくれる救いの女神だ！」

　ほんとうはビタミンＣが壊血病の特効薬だと判明するのは、ずっとずっと未来の話なんだ。世界の歴史を大きく変えちまうが、構わない！　信奈の夢だった大航海も、これで実現に近づいた！　良晴は、「みかんをぜんぶ、患かん者じやたちに！」と号令を下していた。




　　　　※




　大盛せい況きようのうちに、日ノ本人・南なん蛮ばん人じん・紅こう毛もう人じんの訪問者でごったがえす披露宴カーニバルが続く中。

　ドン・フアンをはじめとする壊血病患者たちに、みかんに代表される新鮮な果物と野菜を摂らせる食事治療を開始してから、一週間が経過した。

　曲直瀬ベルショールは、血色を取り戻して回復の兆しを見せていたドン・フアンのお腹に指を沿わせながら、「ふぉっふぉっ。これは触しよく診しんと言っての。娘むすめさんの悶もん気きを吸い取ることでわしゃ長ちよう寿じゆを……おっと、これは秘中の秘であった」と流りゆう暢ちようなポルトガル語で病びよう床しようのドン・フアンに、そして「へへへ変態じゃないですの、このお医者さまは？」「東西医学を修めた名医さまだが、指の動きがなにやら胡う散さん臭くさい」とはらはら見守っているファルネーゼとマウリッツに対して言い訳を繰くり返す。

　良晴と信奈はもう見慣れた光景なので、今さら曲直瀬ベルショールに「このエロ医者」と襲おそいかかることはない。少女からの悶気がこのエロ医者の「生きる力」になっているのなら、もう触診くらいはしかたがない、とあきらめていた信奈であった。なにしろ、信奈の鉄砲傷を治し、竹中半兵衛の病を防ぎ止めて命を繫つないでくれた偉い大だいな医者なのだ。さすがはあの松まつ永なが弾だん正じようとコンビを組んで「房ぼう中ちゆう術による長寿の修業方法」を大真面目に研けん鑽さんしただけのことはある。下手に突っ込こめば「生とは性の力なり、よいぞよいぞ」などとうそぶく始末なので、もう、好きにさせるしかない。

　ドン・フアンが危き篤とくに陥おちいった時に告解を聞く神父役として侍はべっていたヴァリニャーノは、言葉を失っていた。あの、明智光秀が船便で運んできたみかんという果物によって、ドン・フアンが死の淵ふちから蘇よみがえっていたのだから。

「ああ。部屋の光景が、はっきりと見えます。もう、死の影かげはわたしのもとから去ってくれたようです。ありがとうございます、ジパングのお爺じいさま。わたしが倒たおれている間に、戦争は終わったのですね」

「……よいぞ、よいぞ。ちと思いだすのに時間がかかったようじゃが、相良良晴どのの未来知識のおかげじゃて。じゃが、病は癒いえたがまだ消しよう耗もうした体力は戻っておらぬ。これからの航海の際には、果物と野菜を補給するがよい。となると、地球を半周しての戦せん闘とうはいかんな、戦闘は」

　これにて治療はおおむね完かん了りようじゃ、と曲直瀬ベルショールがうなずくと、まっさきにファルネーゼが「うわあああん！　ドン・フアン！」と泣きながら「さあ、お爺ちゃんのもとへおいで！　イスパニアのお姫ひめさま！」と指をわきわきさせているベルショールを突き飛ばし、ドン・フアンをその腕うでの中に抱だきしめていた。

「よかったですわ……！　レパントの英えい雄ゆうをこの異国の地で死なせてしまわないで、ほんとうによかった……！」

「あうう。くすぐったいです。皆みなさんが見ている前で、ハプスブルク家のお姫さまが、はしたないですよ？」

「曲直瀬ベルショール！　あなたには、わたくし愛用の鞭むちを差し上げますわよ！　それっ！　治療に失敗していたら、まさかの時のイスパニア宗教裁判送りでしたけれどっ！　ぴしーっ！」

「ああっ、今、この枯かれ果てた老人の全身に未知の悶気がぁ～!?　よいぞ、よいぞ！」

　弾正ちゃんとはまた違ちがった意味で奥深いお嬢じようさんじゃのう、長生きはしてみるもんじゃ。世の中は広いわい、と曲直瀬ベルショールは鞭で打たれながら悶気の奥深さをまたひとつ学んだのであった。

「なにやってんのかしら、んもう。ドン・フアン。わたしが、ジパングのクィーン、織田信奈よ。戦争はもう終わったわ。みんな、箱根で開かれているわたしと良晴の披ひ露ろう宴えんで酒を酌くみ交わし料理を食べて平和を満まん喫きつしている。もしもあなたが健康だったら、今いま頃ごろ良晴は相模湾の底に沈しずんでいたでしょうけれど。倒すべき敵ではなく、賓ひん客かくとしてあなたを招けたことは幸運だった」

「……ありがとうございます！　わたしは、兄上に愛されることに夢中で、あなたの国を侵おかしてしまいました。神しん罰ばつが下ったのかもしれません。あなたは、そんなわたしを友として迎むかえ入れてくれたのですね。しかも、一国のクィーンともあろうお方が自らわたしを看病してくださいました。ハプスブルク家の一員とはいえ、庶しよ子しにすぎないわたしを……」

「親に認められたい、愛されたいという気持ちは、わたしも同じよ。昔から、母上と不仲でね。天下布武だなんて法ほ螺ら話をどんどん広げていったのも、母上に褒ほめられたかったからかもしれないわ。あなたと同じよ」

「そうなのですか？　ああ……この満たされぬ思いを抱いだいている者は、わたしだけではなかったのですね……」

「それに──あなたは、竹中半兵衛にちょっと似ているのだもの。放ってはおけなかったわ」

「……竹中半兵衛……？」

　良晴が、ドン・フアンにそっと教えていた。

「俺の軍師だ。きみと同じくらいの歳としの女の子だよ。不治の病なんだ。奇き跡せき的に延命する方法を見つけることができたけれど、永遠に効く薬は日ノ本にはない。あと十年弱の命だ。俺たちは、世界を航海して半兵衛の病を癒やす薬を見つけたい。そのためにも、十字軍と徹てつ底てい的な殲せん滅めつ戦をやる道だけは避さけなければならなかったんだ。ヨーロッパ諸国と和睦条約を締てい結けつし、急いで世界の海へ繰り出したいんだよ」

「……薬は、あるでしょうか？」

「人間の文明は進化し、神々の時代は終わりつつある。それでも、この世界には不思議なものがまだまだ存在する。いくつものプラトン立体。三種の神器。蘭らん奢じや待たい。あるさ。きっと、ある。ガスパールなんかは、なにしろ信しん仰こうよりもそっちのほうが専門家だ」

「それもあってやっぱり、彼をヴァリニャーノに渡わたすわけにはいかなかったのよね。きっと、半兵衛の命を救ってくれる鍵かぎになる人だわ」

　マウリッツが「竹中半兵衛とクロカンニリューなる二人軍師に、私はしてやられた。テルシオ破りの新戦術を繰り出したとたん、同じ戦術を見せられて攻せめ手を失ったのだ。竹中半兵衛がいなければ、私たちの運命も大きく違ったものになっていただろう。おそらく両軍は陸上で死し闘とうを繰り広げ、大勢の兵士が倒れ、ドン・フアン、きみは壊血病が進行して死んでいた。ジパングでのわれらの運命は、なにもかも、しっくりと『組み合わさっている』かのようだ。ヴァリニャーノならば神の恩おん寵ちようと言い、新教徒ならば神が定めた予定が成就したと言うだろう。だが、そうではない。大勢の人間たちの意思が、この十字軍戦争を終結させよ、東西文明が邂かい逅こうと融ゆう合ごうを果たす新世紀の扉とびらを開く『祭り』をはじめろ、とわれらの背中を押している。そんな気がする」と補足した。

　ドン・フアンは「わかりました。兄上には、わたしからもお願いしてみます。ジパングのクィーンとその旦だん那な様はわたしの命の恩人です、ジパングを攻めようなどというお考えはお捨てください、と──」と微笑ほほえんでいた。

　これ以上人前で涙なみだを見られるのは恥ち辱じよく！　と目を吊つり上げながらベルショールを鞭むち打うっていたファルネーゼも「主戦派イスパニア軍における陸と海の総そう督とくが合意したのですわ！　ええ、停戦確定の和わ睦ぼく条約を結んでさしあげますわ！　ただし！　ドン・フアンが帰り道でまた発病しないよう、いっぱいみかんを売ってくださること！　われらの世界航路に、みかんを売りに来る定期便を併へい走そうさせること！　われらの航路は地球を一周する長大なものですから、あの海援隊をこき使いますわよ！」とふんぞり返っている。

「デ、アルカ！　だったら和睦条約を飛び越こえて、『通商条約』を締結よ！　まあ、通商条約ともなれば正式な締結にはやまと御ご所しよの姫巫み女こさまからの承しよう諾だくが必要だから、仮締結でいいわ！　さっそく乱らん丸まるに命じて、条約の文書案をここに──！」

「信奈はこっそり、がめつい条文を忍しのび込ませるから、よく精査したほうがいいぜ？」

「ちょっと良晴～！　あんた、わたしの商機を台無しにするつもりぃ？　さすがのわたしも、そこまでがめつくないわよ？　貿易は対等でオーケーなの。箱根テーマパークでがっつり集金するから！」

　おお。「麻まー雀じやん」なる地じ獄ごくで破産している兵士たちが大勢……箱根はまさに魔まの山！　とヴァリニャーノが十字を切って嘆なげいていた。

「いや～だって経済絡がらみの不平等条約を締結したら、あとあと揉もめるだろう？　お互たがいに不平が出ないように、対等で公平な条約でないとな！　愚ぐ者しやは経験に学び、賢けん者じやは歴史に学び、俺は歴史ゲームに学ぶってやつだな、うん」

「なに言ってんのか、わかんなーい」

「織田信奈どの？　ドレイクどのも私も和睦条約締結には同意している。だが、さすがに通商条約となると……こちらには準備がないし、イスパニア王フェリペ二世とエリザベス女王陛下に無断で締結することはできない。これよりヨーロッパへ伺うかがいの使者を立てて」

「ええ？　一年も二年もかかっちゃうでしょ！　それじゃ遅おそいわ！　わたしは待つのがとっても苦手なの！　この場でなんとかならない？　ね？　いいでしょマウリッツ？」

「い、いや、一いつ介かいの軍人である私やドレイクにはそんな独断専行は……そもそも、私はイングランド人ですらないし……黄金十字軍の事実上の大将はフェリペ二世だ。ハプスブルク家を代表して、ファルネーゼが首をかけて調印するということでどうだろう？」

「ちょっとあなたーっ！　マウリッツ！　わたくしを始末するおつもりっ？」

「きみも言っただろう？　一いち蓮れん托たく生しようだ、ファルネーゼ。ははっ。それに──ドン・フアンたちを救ってくれた織田信奈と相良良晴に友情と感謝の証あかしを捧ささげねば、われらはこのままではただの蛮ばん族ぞくだぞ？」

「う。ぐ。わ、わかりましたわよ……ああ、でも……いくらなんでもそんな越えつ権けん行こう為いは……フェリペ二世陛下が『ンムフフフ。ファルネーゼよ、ジパングの銀山を奪うばえぬどころか、通商ですかーっ！　しかも平等対等な条約では、儲もうけ半減～っ！　まさかの時のイスパニア宗教裁判～ッ！』と笑いながら激げき怒どされるお姿がありありと目に浮うかんで……わたくし、責めるのは好きなのですが、責められるのは苦手ですのっ！」

　信奈と良晴が顔を見合わせる。十字軍は、教皇の代理人こそいれども、国王不在。さすがに急ぎすぎたかしら、通商条約は次の機会ということでここは和睦条約で、でもきっと何年もかかっちゃうわよね……と逡しゆん巡じゆんしていたその時。




「『王』ならば、ここにいるわ。織田信奈。相良良晴。恋こいも天下もどちらもあきらめない、と宣言したあなた方が黄金十字軍という国難にどう対処するのかを、あちこちをお掃そう除じしながら十分に見聞させてもらったわ。身分を偽いつわっていて、ごめんあそばせ。ドレイクが言ったの。あなたたちの懐ふところが、ジパングでもっとも安全な場所だって。あの海かい賊ぞくの危機と安全を嗅かぎ分ける才覚は、天てん賦ぷのものなのだから」




　今日も部屋の隅すみっこでずっとモップを振ふったりぞうきんを絞しぼったりと、もくもくと掃除を続けていた「期間限定・信奈のメイドさん」。

　女王陛下の侍じ女じよ・ベスが、突とつ如じよとして、声色を改めて信奈と良晴に英国式の「礼」をしてみせた。この優ゆう雅がさ……侍女じゃないっ？　と信奈はすぐに気づいた。良晴は「え、えええ？」と固まっている。

「時は来たようね。織田信奈、相良良晴。恋と天下の両立など無理、という私の考えが浅かったわ。ジパング防衛どころか、十字軍を率いるドン・フアンまで救ってしまうだなんて。あなた方を、認めましょう。ジパングを統べるに相応ふさわしいクィーンとその夫だと」

「そうか。もしかして、ベス、きみは？」

「ええ。女王陛下に仕える侍女エリザベス・スロックモートンではなくてよ。良晴には教えたでしょう。籠かごの中の小鳥はイヤ。自由に生きたい。それが私の夢だったと。だから、海賊たちが好きだった。海賊たちから冒ぼう険けん譚たんを聞く時間こそ、私にとって唯ゆい一いつの幸せな時間だった。ありえないはずの十字軍遠えん征せいが決まり、新教と旧教の戦争が休戦となったこの奇跡的な好機を、私は逃のがしたくなかった。ドレイクとベスの協力を得て入れ替かわったの。私の真名は、エリザベス一世。イングランド・テューダー王朝の第五代女王よ」

　マウリッツが「ああっ？」と慌あわてて敬礼し、ファルネーゼが「へええええっ？　ままま毎日、こら侍女！　お茶がぬるい薄うすい！　と文句を言ってすみませんでした～っ！　ひえ～っ!?　ひらに、ひらにいい～！」と腰こしを抜ぬかす。南なん蛮ばんベッドの上で寝ねているドン・フアンは薄うす々うす察していたらしく、「やはり、そうでしたか」と苦笑していた。

「ふふ。戦争ではなく、ジパングとの貿易路確立こそが女王陛下、あなたの望み。ならば、通商条約締結というこの好機を逸いつするはずがない。抜け目のないお方ですね、あなたは」

「ええ。フェリペ二世は不在。でも、私はこのジパングに『来た』。そしてこの目で『見た』。女王は処女王でなくともよい、国政と恋れん愛あいの両立は可能なのだと。だから、私の目もく論ろ見みは少しばかり変へん更こう。私の一存で織田信奈との通商条約を締結しましょう。ファルネーゼ、ドン・フアン？　あなた方は、フェリペ二世にこの旨むねを伝えて頂ちよう戴だい。安心しなさい。織田信奈は、私よりもはるかに欲深いクィーンだから。カトリック諸国をこの条約から排はい除じよしたりはしなくてよ」

　相良良晴は青ざめながら、万が一に備えて逃とう亡ぼう経路を探っていた。

（えっちょっと待って。そうか。ベスは女王陛下の心情にぴったりシンクロしていると思っていたが、そうじゃなくて、つまりベスは女王陛下本人だったんだ！　それじゃ俺、船上で女王陛下とキスしたのか？　そもそも、あのキスはいったいなんだったんだ？　えっ？　えっ？　やばい、信奈にバレたら日ノ本と英国の間ではるまげどんが！）

　最後の最後にまさか、女難の相が世界規模で爆ばく発はつ!?　頼たのむ。キスの話はしないでくれ、女王陛下……！

「デ、アルカ！　って、ありえないでしょっ!?　噓うそでしょっ？　あんた……いえ、女王陛下！　わたしの小こ姓しようなんかを務めて、もしもそそうをやらかして打ち首にでもなったらどうするつもりだったの？」

「ふふ。ベスと私は今までもしょっちゅう、こうして入れ替わって行動していたから。それに、姉上に王位簒さん奪だつの野心を疑われて庶子に落とされていた頃ころの私は毎日お手伝いさんとして働いていたもの。幽ゆう閉へい先の監かん獄ごくロンドン塔とうでだって、退たい屈くつ凌しのぎにお掃除ばかりしていたわ。私のメイド仕事は完かん璧ぺきなもの、そそうなどありえないわ」

「ぜんぜん気づきませんでしたわあああ！　女王の姿はイングランドの宮きゆう廷ていでちらっと見たことがありますけれど、似ても似つきませんわ！　あなたはたしかに美人ですが、ええ、ええ、顔の造作は満点なれど、雰ふん囲い気きが地味ですわ！　女王陛下はもっとこう、もわーっとすごい孔く雀じやくみたいなドレスで着き飾かざっていて、髪かみ型がたももっとこうドーンと派手派手しくて、なんか肌はだも白しろ塗ぬりで、まるで宇宙からやってきた謎なぞの女王といった神々しさが……」

「ファルネーゼ？　あの女王の髪かみはウィッグよ。淑しゆく女じよたる者は、髪型と化け粧しようとドレスでいかようにも別人に化けられるもの。わざと奇き抜ばつで派手なファッションで着飾ることで、『顔と声』以外の交こう換かん可能な部分に人々の注目を集める。これが、私とベスが入れ替わるために使ってきた『トリック』なの。十字軍将兵のうち、私の正体を知っていた者は、ドレイクだけ」

「で、で、ですが、それでは、侍女が今、イングランドの国政を？」

「危機管理の達人・ウォルシンガム長官にすべて任せてあるわ。なにしろ、イングランドにとって最大の懸け念ねんだった宗教戦争が中断されているのですもの。その上、教皇やフェリペ二世を敵に回して常に暗殺される危機にあった厄やつ介かいな女王が宮きゆう殿でんにいない。あの男ならば、うまく立ち回って政務を処理してくれるわ。彼にとってはむしろ、気楽な休きゆう暇かのような日々でしょうね」

　ここに、ジパングのクィーン織田信奈と、イングランドの女王エリザベス一世が、一国を統べる「女王」同士として公式に初対面を果たすこととなった。




「はじめまして、女王陛下」

「ようこそ、女王陛下」




　新教・旧教両勢力との通商条約。

　目標は、大きかった。一朝一夕で実現できるものではない。だが、二人のクィーンは、「この条約を、世界の歴史の表おもて舞ぶ台たいに両国が躍おどり出る第一歩に」という理想と祈いのりを込めて、ともに条約の草案に赤字を入れて「完成」させていった。

　日ノ本とヨーロッパでは、常識もルールも異なる。

　女王二人きりでの作成作業は難航した。

　が、エリザベスは織田信奈と相良良晴にいまや全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いていた。いざ戦えばジパング中の姫ひめ武将たちを見事に統率した。長年九州で熟成させてきた攘じよう夷い癖へきを暴発させた島津はきついお灸きゆうを据すえられたが、その島津軍が見せた信じがたい「激げき烈れつさ」もまたエリザベスが感かん嘆たんすべきものだった。ついに二人は、名将たちが率いる十字軍の戦略を緒しよ戦せんでことごとく阻そ止しして完かん封ぷうした。にも拘かかわらず二人は事態が悲劇的な宗教戦争や殲せん滅めつ戦争に発展する道をすべて避さけて通り、さらにはイスパニアの姫ドン・フアンを救い戦争を終結させた。その辣らつ腕わんぶり。意志力。鮮せん烈れつにして明確な「志」。かの普ふ遍へん文明主義者ガスパールが着目した「東西の処女王を引き合わせる」という遠大な構想は、正しかった。織田信奈こそ、エリザベスが手を組むべき相手であり友だった。故にエリザベスは、どうしても譲ゆずれない一線以外は譲じよう歩ほした。カトリック諸国とジパングとの貿易の続行をも、認めたのである。
















　ジパングにおける布教活動・貿易活動の自由を諸国に保障する。

　ジパングにおける「宗教戦争」を禁止し、「異い端たん狩がり」の恒こう久きゆう的廃はい絶ぜつを目指す。

　ジパングを含ふくむ東アジアにおける植民地獲かく得とく戦争、及および奴ど隷れい貿易の廃絶と抑よく止しを目指す。

　ジパングとイングランドら諸国は、日ノ本における南蛮貿易の最大の拠きよ点てん・長なが崎さきに商業結社「株式会社」を設立し、軍事行動・布教活動とは切り離はなした純じゆん粋すいな貿易活動に従事する。

　ジパングの海運会社は、「亀かめ山やま社中」と命名する。隊長は、海援隊副長・惟これ任とう日向ひゆうがこと、明智光秀。

　この世界貿易においては、諸国ともに羅馬ローマ教皇が新たに制定した最さい新しん鋭えいの「グレゴリオ曆」を採用し、暦こよみの統一を図る。プロテスタント諸国は暫ざん定てい的に従来の「ユリウス曆」を用いるが、ユリウス曆は不正確なため、暫時グレゴリオ曆に切り替えていく努力を各自で行う──。

　阿あ吽うんの呼吸で通じ合う二人の女王。とはいえ、作業はやはり長引く。

　肩かたが凝こるわね、お茶を淹いれるわ、とエリザベスが「うん」と伸のびをしたところ。

「ええと、一点だけ誤解を訂てい正せい。わわわわたしはまだ処女王よ？」

　と、信奈が照れながらエリザベスに耳打ちしてきた。

　エリザベスもまた顔を赤らめながら、

「あら、そうなの。では、小田原入りを急ぎましょう。女王は国家も殿との方がたも同時に愛せると完璧に『証明』してみせなさい、織田信奈」

　と優しく微笑ほほえむのだった。

　二人は、条約を作成しながら語り合った。お互たがいの過去。幼い日々の記き憶おく。家族を失った日の哀かなしみ。家族に愛されない哀しみ。廃はい嫡ちやくの恐きよう怖ふ。骨肉の家か督とく争い。戦争の恐怖。武器を手にして信しん仰こうのために戦う宗教者たちの非合理さ。全世界が自分を憎にくみ滅ほろぼすために敵対しているとしか思えない絶望感。自分は誰だれからも必要とされていないという思いが裏返って、自らの新たな「国」を造り、誰よりも完璧に統治してみせる、民に愛される「女王」になるという「野望」の炎ほのおが燃えはじめた日のこと。そして、「海の彼方」への尽つきない憧あこがれ。ここではないどこか。出会っていない誰か。わたしの「運命」を変えてくれる人。わたしを待ってくれている、わたしを理解してくれる、誰か──。

　信奈は、相良良晴と出会ったことで、家督争いの果てに弟の信のぶ澄すみを殺すという「運命」が覆くつがえった。信奈の世界は、その瞬しゆん間かんから劇的に変わった。

　エリザベスもまた、梵天丸から届いた一通の書状のために、カトリック勢力の支持を得てイングランド王位を狙ねらっていた親族のメアリー・スチュアートをやむを得ず処しよ刑けいするという「運命」を変えられた。その梵天丸が本来の歴史よりも早く「奥おう州しゆうの覇は者しや」として覚かく醒せいするに至ったのは、やはり、堺での相良良晴との出会いがきっかけだったという。

「彼は、不思議な殿方ね。未来人だなんて、ずるいわ。それだけで過か酷こくな運命に翻ほん弄ろうされている乙女おとめは胸をときめかせてしまうものね」

「よ、良晴の話はいいのよ！　それよりも！　女の子の親友の話をしましょう！」

　挙式会場では「マクベス」のモデルになった大友宗麟に会わせてあげるわね、関ヶ原で折れかけていたわたしの心を支えてくれた「わたしのヘファイスティオン」よ、と信奈はエリザベスに告げていた。あなたにもいつか、私のベスを紹しよう介かいしてあげたいわ、ロンドンへあなたを招待するわ織田信奈、とエリザベスは答えていた。




　通商条約の書面が、二人のクィーンによってまとめられている間。

　いっこうにエリザベスが船上での件を切りださなかったので、ドン・フアンの病室でマウリッツたちと歓かん談だんしながら相良良晴は（よかった。あのキスは、あれだな、戦せん闘とう中だったので盛り上がっちゃったんだな。うん。吊つり橋効果ってやつだ。よくあることだ。女王陛下がなかったことにしたんだから、俺も忘れよう。はあ。これで、日英戦争は回かい避ひされた）と安あん堵どのため息をついていた。

　そしてバチカンから全権委任を受けている巡じゆん察さつ使ヴァリニャーノは、別室でガスパールと最後の交こう渉しようを行っていた。

「きみの『理想』とは、こういうことだったのだな、ガスパール。女王陛下は、その複雑にして悲劇的なお立場から新教側についてカトリックと戦うこととなり、バチカンからは『イングランド王の嫡ちやく子しではない』と王座即そく位いを否定されているお方。だが、女王陛下は熱ねつ烈れつな信仰者ではない。その目は、常に海の彼方かなたに、そして世界貿易に向いていた。きみが目指した『普遍文明主義』とは、つまり、織田信奈に大艦かん隊たいを率いさせての世界最終戦争ではなく──」

「戦争になる可能性も、あるでしょう。事実、このジパングで黄金十字軍戦争が発生いたしました。ですが、戦争じたいは目的ではありません。東西の女王が出会い二つの文明が融ゆう合ごうすることこそが、私の……いえ。亡きザビエルの『夢』だったのです。いずれは、全世界に」

「誤算があったとしたら、相良良晴との恋こいを引き裂さくべくさんざん奔ほん走そうしたにもかかわらず、結局織田信奈が『処女王』ではなくなってしまったことかね、ガスパール？」

「いまだ『処女王』です、ヴァリニャーノさま。挙式は小田原城で、とあのお方は定められておられますので。天下布武と祝言を、同時に同じ場所でその手に摑つかむ。それが、あのお方です──ですが、もしもエリザベス女王陛下がジパングに来られていなければ、ともにこの十字軍戦争の戦場に身を置いていなければ、異なる生き方を選せん択たくした二人のクィーンが互いを認め合って手を取り合うことはなかったでしょう。なにもかもが、まるで、奇き跡せきのような──」

「もう、きみが相良良晴と織田信奈の恋こい路じを妨ぼう害がいする意味も、消えたわけだね」

「ええ。私が、この世で果たすべき使命も……多くの罪を重ねつつも、成し遂とげることができたようです。いえ。私は、結局のところは歴史の狭はざ間まに生じたノイズでした。相良良晴が成し遂げたのです。こんどこそ、出頭しましょう。ご処断を」

「……いや。ガスパール。きみを処断すれば、『ジパングにおける異端狩りの恒久的廃絶を目指す』というジパングのクィーンの理想をさっそく反ほ故ごにすることになる。猊げい下かには、きみを殺せば強大な軍事力を誇ほこるジパングとの関係がこじれる、両世界の友好のためにも東アジアにおけるカトリックの円えん滑かつな布教のためにもきみを宗教的理由で『裁く』ことはできない、と言い含めておこう。以後は私自身が、ドミヌス会ジパング支部の長を継つぐ。実務はフロイスとオルガンティノに委ねよう。きみはドミヌス会から抜ぬけ、織田信奈政権の外交顧こ問もんとしてジパングに留とどまりたまえ──」

「グラーシアス。ドミヌス会の巡察使ともあろうお方が、ずいぶんとご寛かん容ようです」

「私は熱烈なレコンキスタを戦ってきたイスパニア人ではない、イタリア人だよ。故に、私は柔じゆう軟なんな『適応主義』者だ。ジパングにおいてはジパングの習慣に従う。そうでなければ、カトリックはジパングには永遠に根付けぬ。サムライたちが侍はべるこの国において、カトリックは決して信仰の名のもとに武力を行使してはならない。ジパングを愛してやまないフロイスならば、この『掟おきて』を信徒たちに遵じゆん守しゆさせてくれるだろう」

　外交顧問は私よりも相良良晴が適任です。私は、竹中半兵衛どのの病を癒いやす薬を見つけるべく、伊吹山にハーブ園でも開きましょう、世界各地で収集したハーブの種をジパングで栽さい培ばいしてみます、とガスパールは微笑んでいた。

「私の本来の使命は、終わりました。これからの余生では、私も、『命を救う』仕事を成してみたくなったのです。相良良晴のように──」

　つまりは、私は「二周目の相良良晴」ではなかったのだろう。相良良晴はついに「運命の揺ゆり戻もどし」に勝った。織田信奈の本来の「運命」を、今ここに覆くつがえしきった。私自身がどこの誰だったのかなど、もう、わからずともいい。ザビエルの理想。織田信奈の夢。それが、実現しようとしている。これでよかったのだ、とガスパールは思った。




「本来はありえなかった歴史」の舞ぶ台たいは、かくて箱根から小田原城へと移ろうとしていた。







　巻ノ五　小お田だ原わら祝言







　奥おう州しゆうの覇者・梵ぼん天てん丸まるが正式に信のぶ奈なに帰順した今、織お田だ信奈が小田原に動員した兵力は、武蔵むさしの太おお田た三さん楽らく斎さいや常陸ひたちの佐さ竹たけ家、安あ房わの里さと見み家ら続々と「関かん東とう救きゆう援えん」のために駆かけつけた板ばん東どう武者たちを含めて、実に二十万を超こえる日ひノ本もと史上に類例のない前代未聞の大軍勢となった。これに対して十字軍の兵力は、推定でおよそ五万から最大十万弱だが、上陸作戦を断念した全軍が海上の艦隊と箱はこ根ねに分散したため、実数は摑めない。小田原城に籠ろう城じようする北ほう条じよう軍は五万。もしも北条軍と十字軍が同盟すれば少なくとも十万強となり、天下の堅けん城じよう・小田原城の防ぼう御ぎよ力をもってすれば十二分に拮きつ抗こうできるはずであった。

　だが、邂かい逅こう以前の評価を覆し、織田信奈を「ジパングのクィーン」として認めたエリザベス一世の決断によって十字軍と織田信奈との間で和わ睦ぼくが成立し、通商条約の草案完成にまで至り両者が「融ゆう和わ」した今、北条氏うじ康やすは小田原城に孤こ立りつすることとなった。いまや北条家名物となった小田原評定が長引き、織田政権に臣従するか否か、なかなか氏康は決定できない。ついには、ドレイク率いるイングランド海かい賊ぞくたちの艦隊が小田原城の南に広がる相模さがみ湾わんにずらりと並び、いつでも小田原城を海上から砲ほう撃げきできる態勢を整えた。

　だがもちろん、信奈は「小田原攻ぜめ」の下知を発しない。これで天下布武完成だ！　行け、薩さつ摩ま隼はや人とどもよ！　と猪ちよ突とつ猛もう進しんしかねない島しま津づ姉妹と本ほん多だ忠ただ勝かつは、石いし垣がき山やまの説教部屋に集められて野菜の色紙を書かされるという緩ゆるいお仕置きを受けている。だが、緩いとはいえ、座って色紙を書き続けるという単純作業に参ってしまった義よし弘ひろは「ああっ、もうダメだ精神が保もたないっ！　身体からだを動かさねば……！　どうか戦わせてくれ……！　いっそ籠城側でもいい……！」と信奈に泣きを入れたが、「刺さし身みの皿にタンポポを載せる作業に移らせるわよ」と言われれば「……げふんげふん。色紙でいい」と答える他はなかった。

　石垣山城。青空の下。

　わたしと良よし晴はるが直々に氏康と会う。小田原攻めは行ってはならない。行きましょう良晴？　小田原城へ「交渉」に入るわよ、そしてそのまま小田原城で祝言よ、と信奈が宣言した時。

　その傍かたわらで相良さがら良晴は、感無量という言葉では言い表せない思いを嚙かみしめていた。

「ついにこの時が来たんだな──」

　戦国時代に唐とう突とつに召しよう喚かんされ、木きの下した藤とう吉きち郎ろうのおっさんに庇かばわれて生き延び、秀ひで吉よしの役目を務めると決めて以来、どれほどの戦場を搔かい潜くぐってきたことか。信奈の「運命」を覆すために、どれほどの無む謀ぼうな勇気を振ふり絞しぼって敗れても敗れても立ち上がり続けてきたことか。

　信奈との邂逅、契けい約やく、忠誠、恋にケンカ。そして小こ早ばや川かわ隆たか景かげ。明あけ智ち光みつ秀ひで。竹たけ中なか半はん兵べ衛え。上うえ杉すぎ謙けん信しん。梵天丸。戦国日ノ本を凜り々りしく生きてきた、多くの姫ひめ武将たちとの出会い。さらには、自ら「守る」と決めた姫武将のために戦い、時には散っていった男たち。斎さい藤とう道どう三さん。山やま本もと勘かん助すけ。前ぜん鬼き。宇う喜き多た直なお家いえ。村むら上かみ武たけ吉よし。服部はつとり半はん蔵ぞう。甲か斐い宗そう運うん。会うことはできなかったが、毛もう利り隆たか元もとに、宇う佐さ美み定さだ満みつたち。

「北条家の断絶・滅めつ亡ぼうでこの天下布武の物語を終わらせちゃいけない、信奈。俺はすべての実を拾うぜ、最後まで」

「わかってるわよ。氏康だって、もう、心は決まっているわ。ただ、一族と重臣たちの評定に対して『降こう伏ふく』論を強引に押し通せないだけ。小田原城には武たけ田だ、上杉の猛もう攻こうを凌しのぎきってきた北条家三代の『意地』というものがあり、初代北条早そう雲うん以来の関東独立の夢がある。仮にも日ノ本初の戦国大名家たる北条家が一戦も交えずに降伏するだなんて、とても彼女からは言いだせない。だからこそ、わたしと良晴とで乗り込むのよ」

「わかっている」

「氏康を大奥に入れよう、なんて言いださないでよ？」

「い、言わないよ？　っていうか、どうして大奥設立話がどんどん再燃してるんだ？　斎藤利とし三みつがまたしても局長春日かすがの局つぼねを名乗って、箱はこ根ねに大奥の屯とん所しよを設けているし……」

「そりゃ、目下の強敵だった十字軍と和睦が成って国難が去ったからでしょ。姫武将たちって、ちょっと平和が来るとすぐに恋れん愛あいに走るんだから！　んもう～！」

「ま、天下太平ってのはいいことだ、うん。『平和税』みたいなもんだな」

　はあ……北条家を取り潰つぶさないと決めた以上、十字軍戦争の恩賞として新たに領土を配れるわけじゃないけど、代替案は考えている。でも、姫武将たちを鎮しずめるためには、小早川隆景だけは特例としても仕方ないかしら……良晴が記き憶おく喪そう失しつに陥おちいっていた時の恋こい人びとだし……「浮うわ気き」じゃないものね……天然で鈍にぶい十じゆう兵べ衛えと違ちがって、慎つつしみ深ぶかい性格だし……と信奈が小声でつぶやくが、緊きん張ちようしている良晴には聞こえなかった。わりと聴ちよう力りよくがいい良晴にしては、珍めずらしいことではある。聞こえていたら、「お、俺のために済まない信奈！　だが無理はするな！　後でどうせブチ切れて『炎えん上じよう！　本ほん能のう寺じ！』フラグになるに違いないから！」と心を信奈と小早川隆景の二人に引き裂かれて悶もん絶ぜつしていたところだったが、

「むふー！　天下布武の総仕上げは、このシメオンにお任せっ！　野菜の色紙くらい、何枚でも書いてやるもんね！　美お味いしいところを総取りしてやるぞーっ！　はっはっはー！」

　ジャーンジャーンと銅ど鑼らを鳴らしながら、なぜか黒くろ田だ官かん兵べ衛えが勝手に「和睦の使者」を名乗って少数の旗本だけを率いて小田原城へと行進を開始していたために、この銅鑼の音が信奈の小声を消し飛ばしていたのである。

「ちょ。播はり磨ま？　まだ水みず攻ぜめ失敗の件を気に病んでいて、単独で氏康を説得するつもりだわ！　とっ捕つかまって地ち下か牢ろうにでも幽ゆう閉へいされたらどうするのよ、あの子！」

「あーあー。十字軍から『クロカンニリュー』という名前で覚えられてしまったからな。どうしても払ふつ拭しよくしたいんだろう」

　小田原城の城門前まで颯さつ爽そうと躍おどり出た官兵衛は、白い旗を掲かかげながら、

「北条どの。生きなされ！」

　と籠城中の将兵たちに凜々しく訴うつたえかけようとした。が、その瞬しゆん間かん。

　ぽこっと、城門前に仕し掛かけられていた落とし穴に落ちて、

「ギャー！　やっぱりシメオンは『いつも落ち要員』という運命を逃のがれられないのかーっ！　クロカン、小田原に死す！　むっ、無念～！」

　と情けない悲鳴をあげていた。天才軍師でありながら、うかつものであった。

「くすんくすん。だいじょうぶです、ただの穴です。竹たけ槍やりが仕掛けられてはいません、官兵衛さんしっかり！」

　なんとなくこうなることを予想していたらしい竹中半兵衛が慌あわてて駆けつけて、「もごもご」と穴の中でもがいている官兵衛を救援する。

「どうやら信奈さまと良晴さんを驚おどろかせるための、氏康さまの冗じよう談だんだったようです」

「結局二人の露つゆ払はらいをしただけか、シメオンは！　さっさと祝言でもなんでもあげろーっ！　ご祝しゆう儀ぎは払はらってやらないぞー！　あと、うちの半兵衛はお嫁よめにやりませんっ！　うわーん！」

　信奈が「ほんとにもう。播磨ってば、じっとしていられないんだから」と苦笑しながら、床しよう几ぎから立ち上がっていた。

「行くわよ、良晴」

「ああ。行こう。俺たちの祝言会場に──小田原城に。戦国乱世は、今日で、終わりだ」

　良晴と信奈が、官兵衛という尊い犠ぎ牲せい（ぴんぴんしているが）のおかげで落とし穴に落ちることなく小田原城の門の前に到とう達たつした時。

　雑さい賀か衆を率いて籠城部隊を指揮していた雑賀孫まご市いちが、ひょっこりと顔を出して、「お久しぶりやな、お二人さん！　ようこそ！　氏康はんなら、茶室で二人を待っとるで！　今回の傭よう兵へい仕事の代金は、北条家と織田家から二重に請せい求きゆうしよか！」と開門に応じていた。

　孫市とともに小田原城に入っていたソテロは「え～？　傭兵が勝手に開門しちゃっていいの？　北条家の家臣団の了りよう承しようはぁ？　北条家ってなんでも評定で決めるから、面めん倒どう臭くさい段取りが必要なんじゃ？」と逡しゆん巡じゆんしたが、お面を被かぶった風ふう魔ま小こ太た郎ろうが信奈と良晴を案内するために地中から突とつ如じよとして現れて「否と言うのならば、ここで雌し雄ゆうを決するか」とソテロを睨にらみつけたので、ソテロは「ゲッ。アサシン？　あんた北条に仕えてたんじゃ……わかりましたっ！　どうかお通りください！　も、漏もらしてないっ！」と震ふるえながら姿を隠かくしたのだった。

「ありがとう、小太郎」

「行ってくる！」

「はい。氏康さまを、小田原城という『籠かご』から解放できるお方は、お二人だけです。あのお方は、連年の関東を巡めぐる攻こう防ぼうで精神をすり減らし、胃痛を患わずらっておられます……北条家三代の夢を守らねばならないという責任感が、あのお方を縛しばっているのです。ですがもう、これ以上は……どうか、よろしくお願いします」




　北条家創業以来の最長老。「おばば」こと北条幻げん庵あんが「ようこそですじゃ」と怪あやしい笑みを浮うかべながら信奈と良晴を茶室に通してくれた。

「うちの姫は気位が高くての。一戦交えれば素直に帰順できたものを、十字軍騒そう動どうのおかげで織田家から加勢をもらって戦が終わってしもうたので、帰順する好機を逸いつして困っておるのじゃて。ほっほっほ」

　わかるわ。武家だもの。だからわたしたちは関せきヶが原はらで文字通り全力を尽つくして戦った。でも、だからこそ、最後の最後は「無血開城」を──「合戦」ではない新しい選せん択たく肢しをもって、この戦国乱世にわたしは幕を引きたいの、と信奈は微笑ほほえんでいた。

　良晴には、そんな信奈の笑顔が眩まぶしくてしかたがなかった。

　信奈には気が短くて心がちょっとばかり豆とう腐ふなところもあるけれど、それは幼い頃ころからお母さんの愛情に餓うえているからだ。俺たちが信奈の心の傷を癒いやして餓えを満たしてあげることさえできれば、信奈は日ノ本のみならず、世界の「運命」すら変えられる希け有うな存在になれるんだ。いやすでに、なろうとしている。こんな英えい雄ゆうが。こんな美しい人が。ほんとうに、俺の「奥さん」に。「妻」に。「伴はん侶りよ」になってくれる人なのか。

　俺に、信奈を女の子として「幸せ」にできる力があるんだろうか？　信奈を生しよう涯がいの伴侶にすると決めていながら、まだ小早川さんへの想いを完全には吹ふっ切れない俺に？

「良晴。なにを考えているのかは、だいたいわかるわ。不死身で豪ごう快かいで未来知識満まん載さいの良晴にも弱点はあるのよね。でも、良晴らしいわ。完かん璧ぺきじゃないからこそ、良晴は人間臭くさくて、好きよ。だいじょうぶ。堂々としてなさい」

　ついに、狭せまい茶室で北条氏康と極秘会見に及およぶ時が来た。

「……いつ以来かしら、織田信奈。私の見立てでは、あなたは『時間切れ』となって野望を成就させる前にこの地上から消え去る定めの女だと思っていたのだけれど……相良良晴さえいなければ、私に臣従を勧かん告こくしに来る者は、あなたではなく、別の天下人だったでしょうね」

「そうね。でも、そうはならなかった。日ノ本の天下の趨すう勢せいはすでに、関ヶ原の合戦で定まったわ。西軍が──わたしが勝ちを収め、天下人となったのよ。でももう、これ以上日ノ本で合戦を行うつもりはないの。『無血開城』に応じて、氏康。関東の覇は者しや・北条家が最後の決戦に及ぶことなく無血で平和裏に織田家に臣従を誓ちかってくれた時、はじめて天下布武は完成し、日ノ本は戦国の世から次の時代へと踏ふみ出せる──日ノ本の未来はあなたの決断にかかっているのよ、氏康」

「あら。何十年でも籠城する、と私が言えばどうなるの？　織田信奈。戦えばいいでしょう。簡単よ。力押しで攻めても無む駄だだけれども、雑賀衆を率いて城内に入っている孫市が寝ね返がえれば、一日で城は内側から落ちるわ」

「孫市にそんな役目は押しつけたくないし、彼女はそんな真ま似ねは絶対にやらないわよ。わかっているでしょ？　それに、天下布武の最後の一手がそんな結末じゃ、わたしの志に傷を付ける」

「私としては、あなたに素直に臣従するのは業腹なので、ひっかき傷くらいつけてやりたいところなのだけれど？　無血で小田原城をあなたに明け渡わたせば、初代早雲さま、二代氏うじ綱つなさまに申し訳が立たないわ」

「ううん、氏康。あなたは、十字軍の圧力に最後まで耐たえきって、こうして見事に小田原城を守り抜ぬいたじゃない。上杉謙信、武田信しん玄げんの遠えん征せいをことごとく籠ろう城じよう戦術で凌ぎきってきたあなたでなければ、できなかったことよ。あなたのおかげで、日ノ本の分断はぎりぎりのところで回かい避ひできたんだわ。北条家は──」

「──己のなすべきことをなした、初代早雲さまの志は果たされた。そう言いたいの、織田信奈？」

「そういうこと！　だから北条家は取り潰さない。伊い豆ず、相模小田原、武蔵は安あん堵どする。小田原城から退去しろとは言わないわよ氏康。謙信が家か督とくを義妹の景かげ勝かつに譲ゆずって大名を引退するから、関東管領はあなたの妹、上杉景かげ虎とらに。景虎には上野こうずけ一国を。あなたはただ、諸しよ侯こうの前でわたしに臣従を誓うお芝しば居いをしてくれれば、それでいいの。『天下は平定された』と日ノ本のすべての人々がはっきり実感できる『儀ぎ式しき』に、参加してくれればそれで」

　お芝居ったって、あなたに臣従するのは「ほんとう」でしょう？　と氏康は茶を点たてながら毒づいた。が、すでに内心では「織田信奈に臣従し、日ノ本の東西分ぶん裂れつを避さける。初代早雲さまも、十字軍到とう来らいを前にむざむざ国を割る真似など決して望まれてはいない」と結論は出ている。十字軍が来ていなければ、織田家に対して徹てつ底てい抗こう戦せんしただろう。関東独立を目指す路線を採ったかもしれない。しかし、梵天丸が早期覚かく醒せいしたことに端たんを発する十字軍の到来が、すべてを変えた。もとを辿たどれば、相良良晴の出現によって、北条家の「運命」も大きく変わったのだ。

　だが、あと一押しが、欲しかった。それで氏康は、自分を許せる。殿との方がたに恋こいすることもなく、「自分自身」の時間を持つこともなく、半生を北条家第三代当主として過ごし、小田原城と関東の防衛に費やしてきた。野戦を挑いどめば必ず粉ふん砕さいされる軍神・上杉謙信を相手に、徹てつ底てい的に逃にげ続け、持久戦法を続け、籠城し続けた。今いま川がわ義よし元もとが桶おけ狭はざ間まで織田信奈に囚とらわれて駿河するが今川家が事実上滅めつ亡ぼうし、駿河領有を巡って武田信玄と手切れになった時にはもう、氏康は北条家の滅亡を覚かく悟ごした。それでもなお、武田軍の猛攻を凌しのぎきった。迂う闊かつにも信玄を追つい撃げきし、三み増ませ峠とうげで大敗北を喫きつしたが──。

　自分の半生が無駄ではなかった、という「あと一押し」が、欲しい。たった今、小田原城を守り抜いたことによって自分は役目を果たした、と信奈にねぎらわれた。だが、言葉だけではなく、「証あかし」が欲しかった。私の半生にははたして、意味があったのか。上杉謙信が、武田信玄が関東に襲しゆう来らいするごとに、胃痛に倒たおれながら耐えてきた。正面から決戦を挑んでも勝てないとわかっている戦国の両りよう雄ゆうを相手に、ぎりぎりのところで凌ぎきり、耐えに耐えてきた。小田原城に籠こもりながら。この苦しくて辛つらい日々に、はたして意味はあったのだろうか？

　氏康は、涙なみだをこらえながら信奈と良晴に、茶ちや碗わんを差し出していた。

　以前に会った時よりもずっとやつれ果てている、と良晴は気づいた。

　またしても、すべての実を拾おうとしている、俺は、と良晴は思った。だが、ああ、ダメだ。見て見ぬ振ふりなどできない。ごめん信奈。俺はやっぱり、死ぬまでこういう性分なんだ。

「北条家の『運命』を変えるなら、今しかないよ。氏康。きみは、立派にやり遂とげたよ」

「……相良良晴？　やめなさい！　北条家の本来の『未来』なんて私に教えないで！　それは……反則だわ！　あなたってば、いつもその手で……！　まさか私まで大奥に入れるつもりなのっ？　冗談じゃないわよーっ！　サルに乙女おとめ心を征せい服ふくされるくらいなら、切腹したほうがマシよーっ！」

「お、大奥に入れるつもりなんてないよ！　でも、黙だまっていられないんだ！　だから教える！　これは俺の病気みたいなものだから、あきらめて教えられてくれ氏康！」

「ちょっと織田信奈！　やめさせなさいってば！　私は今、追い詰つめられて身も心も限界なのよ！　やめさせなさいっ！」

　しかし信奈は、そんな良晴を止めなかった。嬉うれしそうに苦笑している。こんな人だから、わたしは、良晴に心を惹ひかれて捕らえられたんだわ、と言いたげに。

「本来の歴史では、北条家に臣従を求めてくる天下人は織田信奈ではなく、別人になるはずだった。しかし、北条家の当主は──その時には当主は氏康ではなく、氏うじ政まさが四代目として家長を継つぎ、名目上の北条家当主の座はさらに五代目に移い譲じようされているんだけれど──結局、小田原城から出て上じよう洛らくせず、天下人に恭きよう順じゆんしなかったんだ。それどころか『惣無事令』に反して関東で合戦をはじめてしまい、天下人から討とう伐ばつを受ける。そして、上野、武蔵、相模の諸城をことごとく落とされ、最後は二十万の大軍に小田原城を包囲される」

「……今と同じじゃないのよ。十字軍がいないだけマシかしら？　いいえ。十字軍も来ていないのに、むざむざ関東を席巻されて小田原城に押し込められるだなんて。氏政ってば、やっぱりいちどでご飯に汁しるをかけられない子だから……愚ぐ図ずなんだわ。で、梵天丸は？」

「もちろん、北条家に加勢するかもと見せかけて、土ど壇たん場ばで天下人側につくよ？」

「ああもう。あなたが歴史をどれだけ改かい竄ざんしようが、そこだけは不変なのねっ！」

　でも、歴史はこの通り「早く進んでいる」。私はまだ生きている。お腹の痛みが酷ひどくなっているけれど、あとしばらくは保もつ。ならば、抗こう戦せんすることも可能……と氏康はうそぶこうとした。だが、言えなかった。良晴の告げる「北条家の本来の未来」が、悲観主義には自信があるはずの氏康の想像以上に悲劇的なものらしいという予感があったからだ。相良良晴はこういう目をしていたのね、と氏康は思った。

「……相良良晴。不ふ肖しようの妹・氏政はどうなるの。北条家は？」

「本来の天下人は、降こう伏ふくした大名家は取り潰つぶさないという寛かん容ようさで天下を盗とる人だった。島津家や長ちよう宗そ我か部べ家、徳とく川がわ家など、ことごとくを許して受け入れた。ぎりぎりまで日ひ和よっていた梵天丸ですら、許した。でも、小田原城を包囲されてついに降伏を申し出た北条家だけは、なぜか許されなかったんだ。関東の覇者ではなくなったとしても、それまでの前例から考えて旧領の伊豆・相模だけでも安堵してもらえる、と北条氏政たち北条家の人々は考えていたはずだ。でも、北条家は大名家としては取り潰され、関東から追放されて一万石の捨て扶ぶ持ちを与あたえられるに留とどまった。しかも、ほどなく断絶し、北条宗家は滅亡した。そして、家督を五代目に譲ってもなお事実上の当主だった氏政は……」

「……う、氏政は？」

「切腹……だよ。なぜそこまで北条家だけが苛か烈れつな処置を受けたのかは、俺にはわからない。五代百年にわたり関東に君臨してきた関東の覇者は、やはり天下人にとってもおそろしかったのかもしれない」

「降伏開城していながら、所領安堵どころか、切腹？　北条だけが？　つまりは騙だまされたのね？　氏政って……どうしてそんなに愚図なのよ……！　切腹するくらいなら、最後まで武士として戦って討ち死にするほうが、よっぽど……！」

　北条家は、五代百年で滅亡する。

　それが、「運命」。

　そして、あの汁かけ飯を上手に作れないお人ひと好よしの妹・氏政は、降伏していながら許されずに切腹させられるのだ。

　氏康は、こみ上げてくるものを、かろうじて抑おさえていた。織田信奈の前で、取り乱したくはなかった。

　だが。

「信奈さまたち、いらっしゃ～い。今日は、めでたい和わ睦ぼくの日なんだよね？　氏政ちゃん特製の汁かけ飯を馳走しに来たよ～。見ていてお姉ちゃん！　今まで三回汁をかけていたところを、平均二回にまで減らすことに成功したから！　これでも修業したんだよ！」

　その氏政がなにも知らずに笑顔で「汁かけ飯」を運んできた姿を見ると、もう、耐えられなくなった。せめて私にもっと長い寿じゆ命みようがあれば、この子に関東防衛の重責など担わせることはないのに。が、人間は永遠には生きられない。命は、必ずいつか尽きる。結局は、北条家は滅ほろびるのか。元祖北条家が鎌かま倉くら幕府とともに潰え去ったのと同じに。それでは、上杉謙信と、そして武田信玄とのあの激げき闘とうには、どのような意味があったのだろうか？　北条の夢のために散っていった兵士たちの死には、はたして意味があったのだろうか？

「……どうしたの、お姉ちゃん？　また、お腹なかが痛いの？　鈴すずを鳴らして小太郎を呼ぶから！　風魔の胃薬って、効くもんね！」

「……なんでもないのよ、氏政。会談は今、佳か境きようなの。しばらく下がっていなさい」

「は～い！　それじゃまた、後でね！」

　氏政が、茶室から去った後。

　小田原城から出たがらない私ならばともかく、あの快活な氏政が上洛を渋しぶって滅びの道を進むだなんて、私の悪あく癖へきを踏とう襲しゆうしてしまうのかしら……と、氏康は震ふるえる声でかろうじてそうつぶやいていた。もう、信奈の前であろうとも、我が慢まんできない。氏政の運命を思って、泣いた。

「氏康、信奈は違ちがう。北条家は決して取り潰さない。恭順してくれれば、必ず伊豆・相模・武蔵の三国は安堵する。清きよ洲す会議を見てくれ。関ヶ原の合戦の敗者に対しても、信奈は寛かん大だいな処置を……あ、いや、大奥問題で揉もめて一いつ瞬しゆん危険なことになったけれど、あれはちょっとばかり、その、信奈が『運命』の強制力ってやつに引っ張られていただけで！　すぐに正気に戻もどって撤てつ回かいしてくれたから！」

　良晴が「氏康を大奥に！」と言いださない限りは絶対に安全よわたしは、ただしその一点だけはいわばわたしの「地じ雷らい」だから気をつけてね氏康、と信奈はつとめて明るく氏康に声をかけていた。

「……羨うらやましいわね。北条家って、ほんとうに、家族仲がよくて。初代早雲の人ひと柄がらのおかげかしら？　滅亡するに至るまで、結局北条家での一族同士の内ない紛ふんは起こらないの、良晴？　追い詰められると大名家ってだいたい分裂するでしょう？」

「ないよ。最後の最後の段階ともなれば、家臣にはさすがに裏切る者も出てくるけれど、北条一族は最後まで団結し続けていた。それもまた、戦国では希け有うな話だ。後世、北条家の印象が武田家や上杉家に比べて地味なのは、一族の内紛がまったくなかったからだと言ってもいい。もっとも、北条家から上杉家に移った上杉景虎は、謙信ちゃん亡きあとの上杉家の内紛に巻き込まれて、やっぱり死ぬ運命にあるんだけれど……」

　この良晴の言葉が、氏康を「決断」に至らしめた。

「そう。氏政だけでなく、あの子まで。三さぶ郎ろうまでが──幼くして武田の人質となり、長じては上杉家に送られ、北条を守るために貧びん乏ぼうくじばかり引かせて哀かなしませてきたあの子までが──」

　三郎を。景虎を「関東管領」に。上野一国を景虎に安堵。その約束も守ってくれるわね、織田信奈。

　その言葉とともに。

　氏康は、ついに、「小田原城無血開城」を、決定したのだった。

「……ええ。約束する。破れば、あの『義将』上杉謙信に𠮟しかられるわ。あの女は、越えち後ごの家督は長なが尾お政まさ景かげの娘むすめ・景勝に、関東管領はあなたの妹の景虎に譲っても、完全に引退するつもりはないみたい。短気で暴走癖へきのあるわたしの『首の鈴』になるつもりみたいだもの」

　下手したらいまだに大奥入りをいちばん狙ねらっているのは、そういう「大義名分」を持っている上に意外としつっこい謙信かもね、と信奈はまた苦笑いしていた。氏康の手を取りながら。

「ええ。あの女は、ほんとうにしつっこいわよ織田信奈。しかも反はん撃げきするとむきになって倍返ししてくるから、あんまり振り回されないようにね」

「ありがとう。氏康。あなたは、妹たちのために自分のすべてを差し出そうと決めたのね。あなたたち北条一族が、わたしは羨ましい……」

　だいじょうぶだ、信奈。「天下布武」は、成った。お母さんとだって和解できる、織田家の面々を集めていずれ京で桜を見よう、と良晴は信奈にそっと声をかけていた。

　愛する母を父親に殺されたエリザベス一世。家族の結束を最後の最後まで貫つらぬき、ついには妹たちのために「小田原城無血開城」を決断した北条氏康。彼女たちにひきかえ、自分は今もなお母上と対立し和解できずにいる。

　信奈は、

（こんなわたしに、天下人が務まるのかしら……そんな資格があるのかしら。いつかまた、清洲会議の時のように、怒いかりと哀しみに憑つかれて癇かん癪しやくを起こして）

　と、自分自身を恐おそれていた。清洲会議で耐たえられなくなって暴走したのも、この「母親にすら愛されない、愛せない」という酷こく薄はくな自分への恐れのためだ、母上と和解できない限りわたしにはなお「第六天魔王」に堕おちる資質がある、「運命」はまだ完全には克こく服ふくしきれていない、いつ良晴に失望されてもおかしくない──と信奈は怯おびえている。

「あなたは、家族付き合いが下手なのね、織田信奈。それは、あなたが酷薄だからじゃない。ただ不器用なだけよ……決めたわ。私は、上洛するわ。あなたが主しゆ催さいする花見の席に、私と氏政も出席してあげる。あなたが母上とうまく話せないというのならば、取り持ってあげてもいいわ。小田原城を出て、京の都へ──その時は」

　京の地に足を踏ふみ入れたことのない武田信玄と、腐くされ縁えんの上杉謙信、そして今川義元も一いつ緒しよよ、と氏康は告げていた。

「北条家は、織田家に臣従するわ。小田原城は、ただちに無血開城する。本来の歴史なんて、もう、関係ない。あなたこそがこの国を戦乱の世から救った天下人よ、織田信奈。あなたが、やり遂げたんだわ。そうやって悪い未来ばかり予測して怯えるのは私の領分よ。自信を、持ちなさい」

　長い長い苦しみの半生が、今、終わった。意味は、あった。氏政も三郎も、これで救われる。相良良晴と織田信奈が、北条家の妹たちの「運命」を変えてくれる。北条氏康は今、家か督とくを継ついでからおそらくはじめて、心の底から笑うことができた。信奈の手を握にぎりしめながら。氏政さえ、きちんと汁かけ飯を作れる子だったら。ほんとうに、出来の悪い妹を持ってしまった姉は不幸ね。いつものように毒舌を吐はこうと努めながら。氏康は、泣きながら、笑った。




　　　　※




　北条氏康が織田信奈への臣従を内ない諾だくして、数刻後。

　小田原城の大広間に、急きゆう遽きよ、小田原合戦に参さん陣じんしていた諸大名・武将たちと、十字軍艦かん隊たいの主立った将軍や聖職者たちが招集された。日を置かずして、「関東大政奉ほう還かん」の一大儀ぎ式しきが開かい催さいされたのである。信奈と氏康、そしてウィリアムの三者で儀式の「筋書き」が即そつ興きようで取り決められ、日ノ本の諸大名とヨーロッパ諸国の代表たちの前で「天下布武の完成」を象しよう徴ちようするセレモニーが開かれたのだった。

　参加した面々は──。

　九州より、大おお友とも宗そう麟りん、立たち花ばな宗むね茂しげ、鍋なべ島しま直なお茂しげ、大おお村むら純すみ忠ただ、有あり馬ま晴はる信のぶ、島津義弘と家いえ久ひさ（まだ広間の隅すみっこで野菜の色紙を書かされていて、しくしく泣いているが）たち。

　中国毛利家より、吉きつ川かわ元もと春はる、暗あん黒こく寺じ恵え瓊けい、穂ほ井い田だ元もと清きよ、三代目毛利輝てる元もとたち。

　四国より、長宗我部元もと親ちかと信のぶ親ちかの姉妹、うどん国大使。

　織田家譜ふ代だいより、丹に羽わ長なが秀ひで、柴しば田た勝かつ家いえ、滝たき川がわ一かず益ます、九く鬼き嘉よし隆たか、明智光秀、斎藤利三、前まえ田だ犬いぬ千ち代よ、池いけ田だ恒つね興おき、佐さつ々さ成なり政まさ、森もり長なが可よしと乱らん丸まる、蒲生がもう氏うじ郷さと、藤とう堂どう高たか虎とら、千せんの利り休きゆう、新たに小こ姓しように取り立てられたヤスケ、その他大勢の家臣団。

　織田一族から、津つ田だ信のぶ澄すみと織田有う楽らく斎さい。

　相良家からは、相良義よし陽ひと徳とく千ち代よの姉妹。竹中半兵衛と黒田官兵衛の両軍師。蜂はち須す賀か五ご右衛え門もんと石いし川かわ一かず宗むね。もちろん、ねね率いる「相良妹軍団」や、山やま中なか鹿しか之の助すけ率いる「尼あま子こ十勇士」も全員集結している。良晴の義妹となった宇喜多秀ひで家いえとそのお供の小こ西にし弥や九く郎ろうも相良家枠わくで出席。

　越後上杉家より、上杉謙信、直なお江え兼かね続つぐ、上杉景虎、越後男衆軍団。

　武田家より、武田信玄、高こう坂さか弾だん正じようたち武田四天王、真さな田だ昌まさ幸ゆき・幸ゆき村むら・信幸。猿さる飛とび佐さ助すけや霧きり隠がくれ才さい蔵ぞうら真田十勇士。

　徳川家より、徳川家いえ康やす、やはり「野菜色紙の罰ばつ」を受けている最中の本多忠勝、その忠勝を煽あおり続けている本多正まさ信のぶ、井い伊い直なお虎とら、榊さかき原ばら康やす政まさ、酒さか井い忠ただ次つぐ、服部半蔵、柳生やぎゆう石せき舟しゆう斎さい。

　日ノ本の宗教者代表として、本ほん猫びよう寺じのけんにょときょうにょ、叡えい山ざんの正しよう覚かく院いん豪ごう盛せい。

　ご存じお飾かざり将軍、今川義元。そのお供の、京きよう極ごく竜たつ子こと小お野のお通つう。

　旧足あし利かが家より、足利義よし昭あき。

　傭よう兵へい代表、雑賀孫市と妹の孫六。

　関東より、北条家の一族と家臣団、風魔小太郎、佐竹義重、太田三楽斎、里見親子たち。

　ヨーロッパの聖職者として、ガスパール、ルイズ・フロイス、オルガンティノ、ドミヌス会の新たなジパング支部長を兼けん任にんすることになった巡じゆん察さつ使ヴァリニャーノたち。フレデリコ会のソテロたち。

　イスパニア代表として、病が癒いえたドン・フアンとファルネーゼ。本来ならばこのような場に出られる身分ではないが、島津家で「南なん蛮ばん最高の騎き士し」として遇ぐうされているセルバンテスも招待された。

　ネーデルラント代表として、マウリッツ。

　イングランド代表として、エリザベス一世女王、そして「関東大政奉還」の筋書き作成を担当したウィリアム・アダムスことシェイクスピア、帝てい国こく代表も兼かねてワイズマンの「大天使ウリエルちゃん」ことジョン・ディー。

　他にも大勢の面々が集い、さながら日ノ本とヨーロッパの要人が小田原城に総集合したかたちとなった。

　儀式の前半は、氏康が信奈に臣従を誓ちかって戦国の世の終結を告げる歴史的イベント「関東大政奉還」。

　後半は、ついに天下布武が成った織田信奈と相良良晴の「祝言」である。オルガンティノ率いる聖歌隊は「こんどこそ！」と意気込みながら待ち構えている。

　この二つを同時に開催してしまうところが、実に信奈らしい。

　大広間はもうぎっしりと人が詰つまっていて、みな緊きん張ちようの面持ちで織田信奈と北条氏康の「儀式」を見守っていた。

　ぎりぎりまで「あわわ。吉きち姉ねえさまの晴れの舞ぶ台たいすぎて眩まぶしくて見ていられません～。お腹痛いので世せ良ら田だ二じ郎ろう三さぶ郎ろうさんに入れ替かわってもらいたいです」と泣き言を言っていた徳川家康は結局、徳川四天王に説教されて本人自身が出席していたが、小早川隆景と、伊だ達て政まさ宗むねたち伊達家の諸将の姿がないことに気づいて、首を傾かしげていた。

（弥や八はち郎ろうさん？　小早川さんと、梵天丸さんの姿が見えませんが？　あと、ドレイクさんは？）

（はぁい。隆景どのは、村上武吉とともに村上水軍を率いて外海の警備に。伊達水軍とドレイク艦隊は、親子仲良く小田原城の南岸に張り付いて湾わん岸がんを守っております。いまだ十字軍の中には、交戦再開を唱える武ぶ闘とう派はも一部おりますので、手分けして念入りに海上の警備を）

（そうですか～。今この小田原城の大広間を襲しゆう撃げきされたら、日ノ本とヨーロッパの要人が全ぜん滅めつですもんね～。なにしろ、この場には英国女王まで……ぶる、ぶる。事件でも起きたら天下大乱どころか、「世界大戦」がはじまってしまいます～）

（はぁい。それに、この場にあまのじゃくな梵天丸どのがおらぬほうが儀式もつつがなく進むでしょう）

（ですねえ。受け狙いでなにやるかわかんないですからねぇ～）

　小早川隆景がこの場にいないのは、やはり、信奈と良晴に気を配っているからかもしれない、と家康は思った。また清洲会議の時のような騒そう動どうにならぬよう、自ら一歩引いたのだ。どこまでも私心のない人だ、と感服する他はない。

　その家康の隣となりには、「信奈さまと先せん輩ぱいの新しん婚こん旅行が終わりましたら、次はきっと十兵衛がウェディングドレスを着る番ですね！　なにしろ、みかんで世界を救いましたから！　七つの海を股またにかける大英えい傑けつ、ここに爆誕ですぅ！　亀かめ山やま社中万歳！」とウッキウキで参加している明智光秀の爽さわやかな笑顔が！

（長生きしますねこの人は。はあ……羨うらやましい限りです～）

　そんな中。

　信奈は「途と中ちゆうで着き替がえの時間を作ると、盛り下がるから」と、いきなり純白のウェディングドレス姿で一堂の前に姿を現した。

「甲かつ冑ちゆう姿で来るべきだったんだけど、いいわよね？　北条氏康？」

　北条氏康が、「ちっ。茶番もいいところね。ウィリアムの台詞せりふ回しって、くっさいのよ。まあ、しょうがないわ……はあ」と棒読みで信奈に向かって平へい伏ふくし、台詞を読みはじめる。

「おお、これよりはこの北条氏康が、信奈さまに二度と甲冑のような無ぶ粋すいなものを着させるような真ま似ねはいたしません。天下は太平にございます、これより先の日ノ本は、素晴らしき新世界となりましょう！」

　お芝しば居い大好きな信奈はノリノリで、「デ、アルカ！」と高らかに微笑ほほえむと、ペルシア帝てい国こく渡わたりの豪ごう華か絢けん爛らんな陣じん羽ば織おりを森乱丸に持ってこさせ、氏康の肩かたにその陣羽織を着せかけた。

「氏康。台詞には、ないけれど。これは、松まつ永なが弾正の形見よ。たいせつにしてね」

「……ほんとうに、あなたってずるいわ……わかったわよ」

　信奈と氏康が手を取り合って、ここに「関東大政奉還」の儀式は完了した。

　ついに──百年に及およぶ戦国時代が、終わった。

　織田信奈の天下布武事業は、「小田原城無血開城」という北条氏康の決断によって完成されたのだった。

　この間、「新しん郎ろう」の相良良晴はまだ控ひかえ室に隔かく離りされていて、隙すき間まから「関東大政奉還」の芝居を眺ながめながらそわそわしっぱなしである。信奈のやつ、さっそくアドリブを繰くり出しやがって！　氏康が「台本と違ちがうでしょ！」と切れたらどうするんだ。アドリブ利きかないタイプだぞ……と冷や冷やものだったが、つつがなく儀式は終しゆう了りようしたらしい。

　続いて森乱丸が、先延ばしとなっていた諸大名の国割り配置について、「最終決定」を諸将に告げる。その内容はおおむね、はじめに丹羽長秀が考えた草案通りの穏おん当とうなものだった。ただし、戦国の世が終わったということで、家督を家族に譲ゆずって引退する大物姫ひめ大名が続出。しかも、あの「関東三英傑」全員なのであった。どこまでも運命をともにしてきた三人だった、と言っていい。

「北条氏康どのは、家督を妹の氏政どのに譲って引退することを姫に打だ診しんされ、許可された。これより北条家は四代目・北条氏政どのが引き継ぎ、『小田原城無血開城』の功績によって伊豆・相模・武蔵の三カ国を安あん堵どされる」

　北条家の家臣団は「おお！」「約束は果たされた……！」「北条家は、滅めつ亡ぼうを免まぬかれた」「武蔵まで安堵していただけるとは」と安堵の声をあげた。こっくりこっくり眠ねむっていた幻庵が、ぱちっと目を開くと「ふぉっふぉっ。相良良晴どのはよきおのこじゃわい。年甲が斐いもなく萌もえるわ」と怪あやしく控え室へと流し目を送り、良晴を恐きよう怖ふさせた。そんな中、汁しるかけの修業にいそしむねお姉ちゃん！　と氏政が気合いを入れる。だから、汁かけ飯はどうでもいいから！　領国経営を学びなさい！　と氏康は妹がなおも心配でしかたがない。

「越後の上杉謙信どのも、家督を亡き長尾政景どのの遺児・上杉景勝どのに譲り引退なされる。上杉家は、十字軍戦争での功績により、越後一国を安堵。会あい津づ転てん封ぷうの件は取り消しとし、さらに佐さ渡ど一カ国を加増する。また北条家より義妹として上杉家に迎むかえられた上杉景虎は、謙信どのと氏康どのの意向により、関東管領職を継つぎ上野一国に封ふうじる。滝川一益どのの関東管領就任は取り消しとなった。水軍の指揮に長たけた一益どのには引き続き伊い勢せを統治してもらい、水軍の調練に当たっていただく。これより先、水軍の重要性は飛ひ躍やく的に高まった。一益どのは鳥と羽ばの九鬼嘉隆と協力して、ただちに外海を大航海できる船団を建造するよう。本日より、一益どのは関東管領に代わって『織田水軍提てい督とく』なる新たな役職に任じられる。なお、一益どのへの恩賞は茶器とする」

　やったのじゃ～！　これで海のない北関東の上野に飛ばされる悪夢から解放されたのじゃ～！　と一益は大喜び。今までさんざん茶器を渋しぶられてきただけに、喜びもひとしお。茶器ひとつで恩賞が済むんだから楽よねー、みんな一益みたいに「殿との方がたより茶器」って思い込んでくれないかしら？　と信奈はため息をついた。

　上杉景虎は「わたしが関東管領！　上杉家と北条家の架かけ橋役を見事務めますよははは！　まずは、両家に逆らう敵を容よう赦しやなく討とう伐ばつ！」と相変わらずで、謙信も頭が痛いところ。ともあれ、これで上杉謙信の生しよう涯がいの悲願とも言える「関東静せい謐ひつ」は実現した。父・長尾為ため景かげが乱した関東の秩ちつ序じよは、大きく形を改めたとはいえ、ついに再興されたのである。亡き長尾政景の忘れ形見・卯う松まつこと上杉景勝に、越後を譲り渡わたすこともできた。そして、あの関東遠えん征せいが無む駄だではなかったことが、謙信にとっての最後の戦い……十字軍戦争によって証明された。謙信は、なすべきことをなし終えたのである。

「同じく十字軍戦争の功績により、武田家は甲斐・信濃しなの・駿河の三カ国を安堵。駿河領有問題はこれで決着とする。武田信玄どのも正式に引退され、武田家の家か督とくは諏す訪わ四し郎ろうこと武田勝かつ頼よりどのが継つがれる」

　信玄もまた、なすべきことをすべてなした。諏訪家の血は、武田宗家へと受け継がれた。禰ね々ねへの罪つみ滅ほろぼしは終わった、と信玄は目頭を押さえていた。そして、太た郎ろう義よし信のぶと飯お富ぶ兵ひよう部ぶという大きすぎる代だい償しようを払はらってまで手に入れた駿河の海を、港を、武田家は手放すことなく引き継げたのである。これで、武田は大航海時代に乗り出せる。釜かま無なし川の「信玄堤づつみ」も完成に近づいていた。もう、金山に強引に領民を送り込む必要もない。

　本多正信が「駿河は逃のがしましたが、しかたがありませぇん。平へい八はち郎ろうが無断で突とつ貫かんした罪を問われて国を削けずられなかっただけでも幸いでぇす」と色紙を書かされている本多忠勝を煽る煽る。忠勝は「うううう～っ！」と半泣きになって正信を睨にらむが、刀を抜ぬいたら「殿でん中ちゆうでござる！」と大騒動に。耐たえ忍しのぶ他はない。

「ま、まあまあ。浜松だって立派な港にできますよう。弥八郎さん。それに、三み河かわ漫まん才ざいが世界で通用することもわかりましたし、半蔵さんをヨーロッパに送り込んでニンジャショーの巡じゆん業ぎようをさせれば濡ぬれ手に粟あわ。なせばなります！」

　ちょ。冷れい酷こく非情なわがイメージが！　ヨーロッパ巡業っ？　分身の術を、異国南蛮の地で見世物にせよと？　そんな無体な？　と服部半蔵は慌あわてた。

「また、こたびの十字軍戦争で大友軍の主力武将として功績をあげた立花宗茂どのを、筑ちく後ご柳やな川がわ城主に封じる。これで柳川問題も解決とする。同じく、海かい援えん隊たいを率いて武功をあげた長宗我部元親どのは土と佐さ一国を安堵。明智光秀どのの亀山社中に参加し、海洋貿易事業にいそしむよう。この場には不在だが、相模湾海戦で日ノ本・十字軍両艦かん隊たいを停戦させるという大功をあげた伊達政宗どのは、奥州探題として奥州の統治を委ねる。最も上がみ義よし光あきどのにもまた羽う州しゆう探題として出で羽わの統治を任せる。無断で出しゆつ撃げきした島津姉妹と本多忠勝どのへの罰ばつは、野菜の色紙を描えがくお仕置きのみとする。徳川家・島津家の領土は安堵。むしろ十字軍との陸戦を停止させるという武功を立てたと認め、両家に海外貿易権を授けることをもって、恩賞とする。今名前が挙がった以外の諸大名・諸将に対しても同様である。今回は本土防衛戦だったため、遠征に参戦した諸将に新たに与あたえられる土地はないが、貿易によって思う存分に利を得られるよう、と姫さまは仰おおせである」

　この乱丸の言葉を聞くや否や、本多忠勝は「やはり弥八郎よりこの平八郎のほうが姫のお役に立てたんだわ！　吊つり天てん井じようより蜻蛉とんぼ斬ぎりよ！」とちゃっかり復活した。

　大広間の隅すみっこでもくもくと色紙を描き続けていた島津義弘と家久も「よ、よかった……なぜか薩摩の兵児たちは、イングランド兵だけでなくイスパニア人とも仲良くなっているし……これで薩摩に戻もどれる……歳とし久ひさに罵ば倒とうされずに済んだ。ううう」「んにゃ！　もしも日向ひゆうが・大おお隅すみを没ぼつ収しゆうされれば、食い扶ぶ持ちを失った薩摩は琉りゆう球きゆうに攻せめ込んででも生き延びにゃならん窮きゆう地ちじゃったが、領地安堵の上に海外貿易をはじめられるとは！　これで、あとは色紙を仕上げるだけぞ！」と抱だき合って喜んだ。

　織田家が貿易権を独どく占せんするのではないのか。諸将の働きに応じて、自由に海外貿易を行えるとは！　一同はどよめき、湧わき上がった。なにしろ、十字軍到とう来らい以前と以後では「貿易」の範はん囲いが桁けた外はずれに違っている。ヨーロッパ諸国との通商条約の仮締てい結けつはすでに成立し、あとはやまと御ご所しよの認可を得れば正式に条約締結となるのだ。織田家がここで大おお盤ばん振ぶる舞まいしても、足利幕府のように恩賞の与えすぎで衰すい亡ぼうするという可能性は決してない。

　織田信奈が十字軍に攻めかかられて以後も、日ノ本軍の容易ならぬ武力を見せつけつつもどこまでも「貿易関係」を築く道にこだわり続けた真意のひとつに、この「ヨーロッパ諸国との貿易権をもって恩賞とする」という逆転の発想があったのだ。

　武田信玄は、「あたしは日ノ本を代表する名将を自負してきたが、織田信奈は世界を代表する名君だったのだな。十字軍が来なければ、誰だれにもわからなかったことだ。まったく、かなわんな」と苦笑する他はなかった。

「だが、これで武田家も駿すん府ぷの港からヨーロッパとの貿易に乗り出せるわけか。謙信、もう塩なんぞ送ってくれずともよいぞ！　武田は上杉よりはるかに裕ゆう福ふくになるのだ！　新時代の経済戦争では、太平洋側に港を持った武田が必ず勝つ！」

「あら。そういえば、ちょうど佐渡で前代未聞の規模の金山が発見されたところよ。兼続によれば、信じがたい量の金が眠っているのだって。その佐渡が期せずして上杉領に。あの金を海外に輸出すれば、越後は景勝と兼続の代でますます栄えるわね」

「な、な、なんだとぉ!?　佐渡に？　巨きよ大だい金山っ？　なぜだっ？　どうしてお前ばかり、いつもいつも……！　う、うぐぐぐ！」

　信玄と謙信がまたしても仲なか違たがいをはじめたところに。

「はー、お芝居は終わり終わり。あーあー。茶番もいいところだったわね。はいはい、お疲つかれ～」

　氏康が割って入ってきて、「あなたたちはもう引退したのでしょう？　いつまで、いちゃいちゃしているのよ。小田原名物のういろうでも食べて仲良くなさい」と水を差したのだった。

「おーほほほほ。皆みなさん、こうして謙信さんを交えて四人で集まったことってありませんでしたわよね？　わらわも、これで征せい夷い大たい将しよう軍ぐんの位を返上して晴れて遊興三ざん昧まい・風流三昧の暮らしを送れますわ！　四人仲良く、京で花見と参りましょう」

「義元。お前は気楽でいいな。あたしも、その精神力を見習いたい」

「いいえ、信玄。織田信奈の天下布武達成の陰かげには、常に彼女の尽じん力りよくがあったと言うわ。自分を倒たおした敵のために尽つくす……とても信玄にできることではないわね」

「そこは『容易にできることではない』と一いつ般ぱん論で落とすところだろうが、謙信！　なぜ、あたし限定なんだっ!?」

「はあ？　あなたたち、なにを通ぶっているの？　この女は馬ば鹿かなだけでしょ？　糞くそ雑魚負け武将を逆張りで高評価する風潮って、なーんだかイヤねえ。っていうか、義元は今までだってずっと二に条じよう城で優ゆう雅がに風流三昧の日々だったじゃないのよ！　なんでいの一番に織田信奈に負けたあなたが、いちばん楽してたのよ～っ！」

「氏康さん、さすがですわね。ええ、ええ。わらわはただ、面めん倒どう臭くさい天下平定事業のお仕事を信奈さんに押しつけていただけですわ。信玄さんや謙信さんのように自分で働いていたら、お肌はだも荒あれますし寿じゆ命みようも縮みますものね。おーほほほ！」

　武田信玄。上杉謙信。北条氏康。そして、今川義元。

　東国に覇はを唱えて華か麗れいに競い合った四人の姫武将は今、揃そろって武将職から引退し、ただの「乙女おとめ」に戻ることになった。期せずして、同日、同じ小田原城で。

　宇佐美定満。直江大和やまと。長尾政景。柿かき崎ざき景かげ家いえ。加か藤とう段だん蔵ぞう。山本勘助。横よこ田た備びつ中ちゆう。板いた垣がき信のぶ方かた。甘あま利り虎とら泰やす。太たい原げん雪せつ斎さい。

　運命に翻ほん弄ろうされる定めだった彼女たちを戦国の世で生き延びさせるべく「姫武将」として育成し、あるいは己の命と引き換かえに守り、その使命を果たして散っていった男たちは、今、地下でなにを思うのだろうか。

　そして禰々や武田信のぶ繁しげ、初代猿飛佐助たち、信玄の「戦い」の中で倒れていった武田家の武将は、武田が「滅ほろび」の運命を覆くつがえしたこの歴史的瞬しゆん間かんを、どう感じているのだろうか。

　謙信には、信繁たちの「姿」が、「魂たましい」が、信玄を守るかのようにそこにいるような気がしてならなかった。みな、微笑んでいる。

　かくして、あれほど揉もめに揉めた「国割り仕置き」は、十字軍襲しゆう来らいによって「雨降って地固まる」という大団円を迎え、決着した。

　乱丸がすべての「仕置き」を読み終えた時には、すでに時刻は夜になり、日は落ちていた。

「もう出てきていいわよ、良晴！　あ～長かった～。ここからが第二部、祝言編よ！　みんな！　堅かた苦くるしいまつりごとの話はここまで！　今からは無礼講っ！　尾お張わりからごちそうをいっぱい運んできたわ！　じゃんじゃん手羽先を食べていいわよ！　あ、ご祝しゆう儀ぎは犬千代が持っている虎とら皮かわ袋ぶくろに遠えん慮りよなく放り込んでね！」

　タダ飯じゃないのか、やっぱり銭を取るんだわ、と一同がぶーぶー騒さわぐが、信奈は「祝言なんだからご祝儀払はらうのは当然でしょっ！　なんのためにこれだけの人数を揃えたと思ってるの？　ご祝儀を増やすためよっ！　そこのヴァリニャーノやソテロたちも払うのよっ！」とついにはヨーロッパの面々からまで銭を巻き上げようとする始末で、信奈の守しゆ銭せん奴どぶりに今さら文句を言ってもしかたがない、とみんなあきらめた。

　ともあれ、日ノ本の分断はここに阻そ止しされ、天下はひとつとなった。

　斎藤利三が「ヨーロッパとの貿易権をもって恩賞に代えるとはあああ！　しまったあああ！　これで十字軍戦争の恩賞として大奥設立話を蒸し返すきっかけは消しよう滅めつ……ぐぬぬ！　申し訳ございません！」と光秀に土下座していること、大奥話消滅に加えてたこ焼き屋「明智屋」の箱根百店てん舗ぽ出店が大失敗に終わり巨きよ額がくの負ふ債さいと化していたことを知らされた光秀が「またしても、上げて落とされるとは。十兵衛は、真っ白な灰に燃え尽きたですぅ」と放心していることを除けば、まさしく、これほど完かん璧ぺきな大団円もないだろう。

　大広間の隅でじっと信奈を見守っていた丹羽長秀も「九十九点です」と思わず顔をほころばせ、「私が補ほ佐させずとも、姫ひめはもうだいじょうぶです。相良どの、そして日ノ本と姫のために身を退いてくださった小早川隆景どの、ほんとうにありがとうございます……私も、そろそろ祝言相手を……」と咳せき払ばらいをするが、勝家と九鬼嘉隆に「え？　長秀はもう手て遅おくれだろ？」「ともに未み婚こん姫武将友の会を結成して、朽くち果はてましょう！」と両りよう肩かたを摑つかまれてなにやら「未婚姫武将」が集う定めらしい黄よ泉みの国空間へと引きずり込まれ、「おやめくださいっ！　私はまだそんな歳としではありませんっ！　零れい点てんです！」と暴れて抵てい抗こうするのだった。

　すっかり待ちくたびれていた相良良晴は、「長秀さんたち、なにやってんだ？」と首を捻ひねりながら、信奈の隣となりへと。

「いやあ。なんだか待ち時間が長すぎて、俺もう、疲れ果てて……小早川さんが海上警護にあたっていることは吉川さんから聞いたけど、ドレイクと梵天丸は？」

「ほら、そこ。窓の向こうにゴールデン・ハインド号が見えるでしょ？　小田原城の南岸に艦隊並べて警護役よ」

「なんだよ梵天丸。関ヶ原に続いて今回の十字軍戦争でも最大の功労者なのに、へそ曲がりだなあ。お父さんと離はなれたくないのかな？」

「まあ、いいんじゃない？　後で左さ近こんと交代させて、ちゃんと大広間に呼ぶつもりだから」

　ジョン・ディーが「ククク。父親恋こいしい歳にゃのだ、梵天丸はまだガキだからにゃ」と笑いながらプラトン立体「ケリーちゃん」を取り出して、「もう時差惚ぼけも治ったから、梵天丸のただいまの様子を覗のぞき見してやろう！」と良晴と信奈のもとにケリーちゃんを掲かかげて「ぴるるるる～」となにやら詠えい唱しようを開始した。

「おいおい。よせよせ。親子水入らずなんだから、覗くな覗くな」

「黙だまりたまえ相良良晴！　梵天丸はなにやら妙みような霊れい力りよくを持っている、さすがは悪あく魔まの娘むすめ！　石を通じて交信できるかもしれんぞ！」

「ま、いいけどな～。なんか面めん倒どうなことになりそうでさ～」

　メイド姿の時とはまったく印象が異なる、豪ごう華かにして奇き抜ばつな「女王陛下」としてのドレス姿で出席していたエリザベス一世が、信奈のもとに歩み寄る。

「織田信奈。その純白のウェディングドレスは、私が捕とらえていた政敵メアリー・スチュアートが考案して流は行やらせたものなの。私も、ほんとうはいちど着てみたかったんだわ。女王のドレスではなく、花はな嫁よめのドレスを──」

「だったら、着てみる？　あなたには、きっと似合うわ」

「そうね、織田信奈。いずれ、機会があれば。ただ、残念ながらその機会はなさそうだけれども。ふふっ」

「え？　エリザベス。まだ、お母上を処しよ刑けいされたことを、気に病んで……？」

「ううん。そうではないの。あなたこそ、京に戻ったらお母上と仲直りなさい。お母上が、生きているうちにね。そうしなければ、悔くいが残るわよ」

「ええ。ありがとう。わたし、母上と和解を果たしたら、ジパング使節団を編成してヨーロッパへ行くわ！　良晴とともに新しん婚こん旅行に飛びだすの！　ロンドンへも行く！　最終目的地は、やっぱり羅馬ローマね！　良晴が壊かい血けつ病びようの治ち療りよう策をもたらしてくれたから、あとは嵐あらしを避さければ心配ない！　天下布武を達成した今、わたしはやっとほんとうの『夢』を生きることができる。良晴？　これより、世界一周の旅よ！」

　梵天丸にもサン・ファン・バウティスタ号で同行してもらわなくちゃね、と信奈は微笑ほほえんでいた。良晴は、そんな信奈の笑顔が眩まぶしすぎて、声を失っていた。

　滝川一益が「おお～！　お任せなのじゃ！」と薔ば薇らの花びらを信奈の頭上にまき散らし、竹中半兵衛と黒田官兵衛が「くすん。まさしく大団円ですね。清洲会議での課題もぜんぶ円満解決で、ちょっと出来すぎです」「むふー！　しかし二人の軍師勝負はこれからだっ！　このシメオンが一流軍師だということを、ヨーロッパ旅行では必ず証明してみせる！」「でももう、戦争はないですよ？」「他にも軍師の仕事はあるっ！　ヨーロッパで自立型二足歩行オートマタを完成させてやる～！」と笑い合っていると──。

　ジョン・ディーが掲げていたプラトン立体に、不ふ穏おんな映像が映り込んでいた。

　月明かりの下。梵天丸とドレイクが、甲かん板ぱん上でなにやら笑い合っている。声は聞こえない。しかし、唇くちびるの動きから、二人の会話の内容は、ジョン・ディーたちに丸わかりだった。梵天丸は船ふな酔よいしたのか「ククク」と笑みを浮うかべながらふらふら身体からだを揺ゆらし、完全に酔よっ払ぱらってできあがっているドレイクは「ゲヒャヒャヒャ」とだらしなく笑い続けている。楽しい親子水入らずの時間……にしては、なにやら、不穏すぎる。とりわけドレイクは今まで見せたことのない邪じや悪あくそのものといった表情を浮かべて、すっかり人変わりしていた。酒乱なのか？　なんだ、このドレイクの不穏な雰ふん囲い気きは？　悪い予感がするぜ、と良晴がつぶやき、思わずプラトン立体を覗き込んでいたヴァリニャーノが「あの表情は、かつてイスパニア船団を襲しゆう撃げきしていた頃ころの『海の悪魔』としてのドレイクそのもの！　まさか!?」と顔色を変えたその時。

　ジョン・ディーが血相を変えながら、二人の「言葉」を「音声」化して「同時通訳」をはじめていた。




『うにゃ～。酔っ払ったのだ～。相良良晴の大奥話はお流れになりそうだが、まあ、相良はのぶなんが赤ちゃん産んでからでいいククク。のぶなんが子育てで忙いそがしくなった時に、大人の乙女に成長した我が颯さつ爽そうと第二夫人の座をいただく！　それまでしばらく、のぶなんに相良を貸してやろう！　ヒック、ウイウイ』




　と、そこまではいつもの梵天丸の与よ太た話だった。だが、ドレイクの返答は──。




『あー。俺ちゃん、そんなに待ってらーんねーのよね。だから梵天丸に、今からパパがとっておきのプレゼントをしてやるぜええ！　下手したら相良良晴も消し飛ぶがな！　ゲヒャヒャヒャ！　ま、球避よけのヨシという通り名を持つ相良良晴なら、たぶん生き延びるだろ！』




　プレゼント？　消し飛ぶ？　生き延びる？

　良晴たちには、まだ、理解できない。ドレイクがなにをしようとしているのか。

　十字を切りながら、ヴァリニャーノが「おおお。か、神よ……！　女王陛下！　ただちに避ひ難なんを！」と叫さけんでいた。

　まさか？　エリザベス女王が出席しているというのにそんな馬鹿な？　とガスパールが立ち上がって、窓の向こうに浮かんでいるゴールデン・ハインド号を凝ぎよう視しした時にはもう、ドレイク率いる全艦かん隊たいの大たい砲ほうが小田原城の大広間へと向けられていたのである。




『あー。やっぱ俺ちゃん、カトリックの敵だったわ、思いだしたわ。相良良晴と恋に堕おちた女王陛下も、いまや梵天丸の恋こい敵がたきだわ。ってなわけで！　俺ちゃん、相良良晴の挙式に集まっている面子を全員ブッ殺すと決めたわ！　一いち網もう打だ尽じん、木こっ端ぱ微み塵じんとはまさにこのこと！　甘い、甘いぜ織田信奈。あんた、人間を信じすぎるんだよおおおお！　俺ちゃんはここで諸大名を全員吹ふっ飛ばしてジパングの王になり、むしゅめとともにジパングを支配すると決～めたっ！　ヨーロッパ軍もよう、将軍連中を全員始末すりゃあ、あとはデク人形だ！　そのまま全ぜん滅めつさせられるじゃん！　こんな美お味いしすぎる好機、一生に一度もねえようなあ！　ありがとう、織田信奈！　そして相良良晴、てめえの悪運を信じてるぜえ！　ゲヒャヒャヒャアアア！』




「ちょ。エリザベスと恋に堕ちたって、どういうこと良晴っ？」と信奈が叫んだ。が、今はもうそれどころではない！　エリザベスが「信じられない……!?　ドレイク？　十字軍艦隊とジパングの大名を全員始末して、ジパングを乗っ取るつもり？　あなただけは、信じていたのに……？　娘に、相良良晴を与あたえてあげるために……女王を、イングランドを、裏切ったの？」と固まっている。

「……イヤよ……ドレイク！　私は！　私はまだ、籠かごの中の小鳥のままなのに！　まだ、やりたいことが……やっと……出会ったのに！　やっと、巡めぐり会ったのに！　やめて！　お願い！」

　梵天丸は泥でい酔すいしているらしく、この事態がなにを意味するのかをわかっていないらしい。どうやら、夢の中の出来事だと思っているのだろう。『やれ～！　さすが海の悪魔！　黙もく示し録ろくに預言されていた二匹ひきの獣けものとはわれら親子のことだったのですな、父上～！』とへべれけになって踊おどっている。ドレイクにそれほど酔わされたのだろう。異変に気づいた片かた倉くら小こ十じゆう郎ろうたちが慌あわててドレイクを止めに来たが、ドレイクの部下の海かい賊ぞくたちが小十郎たちを捕とらえて放さない。

　相良良晴は、ようやく、気づいた。

　これは……「本能寺の変」じゃないか！

　ドレイクには、こんな「謀む反ほん」の企たくらみなどなかった。直接戦い、語り合ったのだから、間ま違ちがいない。ドレイクがドン・フアンを救おうとしていた時の誠意はほんものだった。突とつ如じよとして魔まが差したとしか思えない。なぜ、魔が差したのか。「条件」だ。絶対に失敗することのないただいちどの謀反劇で、日ノ本の天下人と諸大名をことごとく葬ほうむり去り、十字軍の将軍たちをも同時に始末できる。海賊業に舞まい戻もどり、黄金の国ジパングの富をすべてわがものにできる。自らの娘・伊達政宗を、ジパングの女王となすことで！　こんな「好機」が突とつ然ぜん、目の前に現れたのだ。本来の「本能寺の変」が発生する「条件」とは大おお幅はばに違ちがう。違うが、ヨーロッパ人であるドレイクにとっては、この状じよう況きようこそが「本能寺の変」を起こせと「魔」が差す条件そのものだったのだ！




『海賊どもおおおお！　狙ねらい、定め～い！　全弾だん、放てええええええ！』




「噓うそ。そんな。どうして？　わたしの『運命』は、結局──良晴、逃にげて！　あなただけは殺されずに済む。だから──！」

　ああ。「本能寺の変」に直面し、「是ぜ非ひに及およばず」と凜り々りしく戦い続け炎ほのおの中で燃え尽つきていく、それが本来の織田信奈の「運命」だった。だが、今の信奈は、違う。純白のウェディングドレスに身を包んで、一いち途ずに俺の命を心配して震ふるえている。信奈は、魔ま王おうになる「運命」を逃のがれた。恋に堕ち、人を愛し愛される術すべを知った。この挙式をもって信奈はもう、「武将」ではなくなった。一人の、女の子に、戻れたんだ。だから、「是非に及ばず」と武具を取ることはない。

　にもかかわらず、信奈の「運命」を、俺は……俺は、変えられなかったのか。

　信奈。

「……！」

　良晴は、無言で信奈を抱だきしめていた。




　次の瞬しゆん間かん。

　真っ白い閃せん光こう。

　爆ばく風ふう。

　鼓こ膜まくを破らんばかりの、轟ごう音おん。

　そして。




　そして、小田原の夜空に打ち上がった、無数の──花火。




　十六世紀の戦国時代の日ノ本人が、まだ見たことのなかったもの。良晴だけが、すぐに気づいた。ドレイクは、小田原城に大砲を撃うち込んだんじゃない。射しや撃げき角度を土ど壇たん場ばで変へん更こうして、空へ向けて花火玉を打ち上げたのだ、と。良晴はかつて故郷の横よこ浜はまで、何度も打ち上げ花火を見てきた。マンションのベランダからは隣となりのマンションが邪じや魔まになって残念ながら綺き麗れいには見えず、海辺の公園まで出かけていって家族や友人たちと眺ながめていたものだった。その打ち上げ花火が。すでにこの時代のヨーロッパには、あったのだ。良晴の時代の花火のように複雑精せい妙みようなものではなかったが、それはたしかに、花火だった。

　良晴の腕うでの中に抱だかれながら、信奈が「えっ？　なに？　あれは？　わたしたち、砲ほう撃げきされたんじゃなかったの？」と生まれてはじめて目にした幻げん想そう的な夜空の「輝かがやき」を見つめている。

「信奈。あれは、花火だ！　キャプテン・ドレイクは、祝しゆく砲ほうをあげてくれたんだ。俺たちを砲撃してどうのこうのってのは、その……冗じよう談だんだったんだよ」

「え、え、え？　わ、わ、わたしたち、それじゃ、ドレイクにからかわれたのっ!?　ひ、ひ、ひっど～い！　ゴールデン・ハインド号は焼き討ちよ！」




　最初からこの寸劇に加担していたジョン・ディーが「ククク。とまあ、そういうわけだ！　ドレイクは相模湾に来てからこっち、ジパング軍に驚おどろかされっぱなしだったから、諸君に一ひと泡あわ吹ふかせたかったのだろう！　ドレイクは身体はおっさんだが心は子供なのだ、許したまえ！」とプラトン立体を良晴と信奈の前に掲かかげ、プラトン立体の向こうから「んが、んが、んぐぐ」と怒いかりに声を失っている信奈を指さして「ぎゃはは」と笑うドレイクの言葉を「同時通訳」してみせた。




『おーい、相良良晴？　織田信奈？　カトリックの皆みな様さま方！　驚いたか？　驚いたよね？　驚いただろう？　ざまああああ！　イエーイ、みんな生きてる～？　謀反かと思った～？　な～んちゃって！　世界一の女好きを誇ほこる俺ちゃんが、女王陛下や女の子たちをを撃つわけねーじゃん！　ぜーんぶ、英国流のブラック・ジョークだよ～ん！　ゲヒャヒャヒャヒャ！　大天使ウリエルちゃ～ん！　ご協力ありがと～う！　そして相良良晴と織田信奈よ、結けつ婚こんおめでと～う！』




　プラトン立体の向こうでは、片倉小十郎が『これ絶対、心の臓が止まった人、いますよ！　ダメですよやりすぎです～！　小田原城の皆みなさん、すみませんすみません！』とドレイクに代わって平謝り。騎士ジョバンナは甲板に座り込んで、ずっと伊勢名物のあんこ餅もちを食べている。そして梵天丸は、ドレイクに肩かた車ぐるましてもらいながら、夜空に次々と打ち上がる花火を見つめて『おお！　この轟音！　この輝き！　まさに天の悪あく魔ま！　六百六十六発打ち上げるのだ、父上！』と大はしゃぎしていた。




『ギャハハハハ！　見たか梵天丸よ、いたずらってのはこれくらいド派手にやるもんだぜ！　人を困こん惑わくさせるブラック・ジョークならば英国人に勝るものなし！』

『さすがです父上！　梵天丸も、かくありたい！　これより、人をおちょくるいたずらの修業にますます精進いたします！』

『おう！　織田信奈～！　俺ちゃんと梵天丸がくれてやった天下だ、だいじにしろよ！　ほら。小田原城からみんながこっちを見てるぜ梵天丸。見ろやあの笑える表情の数々！　ヴァリニャーノなんざ、死人みてえな顔色してやがるぜ！　ゲヒャ、ゲヒャヒャヒャヒャ！　いやあ、人生って面白ッ！』




　大広間に集まっていた面々は、騒そう然ぜんとしていた。「ウリエルちゃん同時通訳中ちゆう継けい」の声が届いていた範はん囲いは狭せまい。ドレイクが「大砲」を撃たせたその瞬間まで、なにが起きているのか把は握あくする暇ひまもなかった者がほとんどだったのだ。気がつけばすさまじい轟音が響ひびいて、そして星空にたくさんの目映まばゆい「花」が開いていた。




『煮にえ切らなかった女王陛下も、これで立ち上がるしかなくなったろうさ。死を覚かく悟ごしたその瞬間、自分の選せん択たくを後こう悔かいしただろう？　しかし、死の衝しよう撃げきが効いている時間は、短い。ただちに行動するこった。陛下。後悔を残すな。悲ひ恋れんでもいいんだよ。結末なんざ、悲劇でもいいんだよ。んなこた、関係ねえんだよ。ウィリアムもよく言っているだろう？　人間はみな役者。人生ってのは、演劇なのさ。最後には必ず幕が下りちまう。しかしよ。だからと言って、舞ぶ台たいに立たないままに劇を終わらせちまうなんてのは愚ぐの骨こつ頂ちようだぜ！　観客に対しても失礼だっての！　自分自身を、演じきれ！　生ききるんだよおおお！　恋こいして愛した、その瞬間だけが真実さ！』




　ドン・フアンとマウリッツは、この「花火騒そう動どう」の間も、まったく動じていなかった。二人はお祭り好きのドレイクが大たい砲ほうを用いて「花火」を打ち上げる趣しゆ味みにはまっていることを知っている。それに、ドレイクは「世界一周美女巡り」の冒ぼう険けんを達成した稀き代たいの女好きだ。女王陛下を撃つはずがない──。

　が、「この世の終わり、ハルマゲドンですわあああああ！」とドレイクに騙だまされてばたん、きゅう、と倒たおれたままぴくりともしない者もいる。

「ファルネーゼが失神したまま、目を覚まさない。どうする？　私は、このまま見殺しにしてもいいのだが」

「そうですね。心臓は止まっていませんし、人工呼吸を行えばすぐに蘇そ生せいするでしょう。でもわたしはまだ病み上がりですから……マウリッツさん、お願いします」

「って、どうして私がっ!?」

「うう。お願いします」

「……し、仕方ない……ファルネーゼ！　いい加減に起きろ！　まったく、なぜ私がこんな役目を……うう、迷めい惑わくだ……」

　ひいい？　なにをするんですのおおおお！　あ～れ～、おやめなさいマウリッツ！　乱心いたしましたのっ？　あなた、男装だけでなくそんな趣味までっ？　いやああ～！　とファルネーゼが大おお慌あわてで息を吹き返したことは言うまでもない。

　同じく、徳川家康もドレイク艦かん隊たいの大砲が轟音を放った瞬間に「きゅう」と唸うなってすってんころりんと転がったまま動かないが、こちらは狸たぬき寝ね入いりである。危機が去るまで、いっさいの感覚を遮しや断だんしてひたすら死んだふりを続けるという、まことに家康らしい「最後の一手」だった。隠かくれているようでぜんぜん隠れられていない。

「姫ひめ！　あれは花火とかいう紅こう毛もう人じんの出し物です！　砲撃されたのではありません！　って、ダメだわ。五感を完全に遮断して、丸まってしまっている。あああ、こんな情けない姿を諸大名に見られたら徳川家の威い信しんが……知ち恵えを出して姫を起こしなさいよ、弥八郎！」

「はぁい、平八郎さん。姫を縛しばって吊つり天てん井じよう部屋に放り込めば、イヤでも起きますよう。吊り天井がゴゴゴと落ちてくれば、自動的に狸寝入り状態から目覚めます」

「目覚めなかったら姫がぺしゃんこでしょーっ！　これだから二流策士は！　こうなったら蜻蛉とんぼ斬ぎりで吹ふっ飛ばして無理矢理に目を覚まさせて……」

「目覚める前に絶命してしまいますよう？　これだから脳みそが筋肉の武ぶ闘とう派はは」

「フッ……ご両人。まあ、姫が脱だつ糞ぷんしなかっただけでもよしとしようではないか。フフフ……」

　服部半蔵は（あああ。いずれヨーロッパのニンジャショーであの大砲に詰つめられて、人間花火として打ち上げられる。そして「半蔵門」とか適当に名付けられた火の輪を潜くぐらされるのだ。そんな最悪の未来が見えてしまった……わが冷れい酷こく非情の忍しのび像が完全に崩ほう壊かいする……！　歴史に名を残す忍びはしょせん二流と言うが、よりによって世界史にこの服部半蔵の名前がそんな形で刻まれるとはまさに恥ち辱じよく！）と半ばやけになって笑うしかなかった。

「てててて天変地異ですかっ？　ななな流れ星が、小田原城に降ってきたんですかああっ？　ひええええ、お助けええええ！　南無八幡大菩ぼ薩さつさま、本猫寺の猫神さま、毘び沙しや門もん天てんさま、不ふ動どう明みよう王おうさま、熱あつ田た神宮の神しん剣けんさま、デウスさま、サタンさま、もう誰だれでもいいからどうか姫さまを救ってくださあああい！」

「勝家どの、勝家どの。あれはヨーロッパの『花火』なる出し物だそうです。しかし、さすがは梵天丸どののお父上。梵天丸どのが繰くり出す冗談のタチの悪さは、どうやらお父上譲ゆずりだったようで……たちまちのうちに祝言会場はこの大混乱。三点です」

「はああああ……けけけけ結婚できないままに死ぬかと思って、もう、ほんっとに絶望しましたっ！　決めました！　今すぐ結婚するっ！　もう貴公子や美少年でなくても構いませんっ！　もはや妻子持ちでもいいですうっ！　殿との方がた！　殿方はいねえがーっ！　ああ、いない！　少ない！　越後の暑苦しいおっさん軍団はみんな、上杉謙信を讃たたえる真言を唱えながら独身を貫つらぬいている連中だし！　そもそも、どうして日ノ本は姫武将だらけなんですかーっ！」

「落ち着くのじゃ、くっきー……姫も、びっくりして恩賞の茶器を落としてしまうところだったのじゃ。もしも割れておったら、姫は哀かなしみのあまり相模湾に飛び込んで泡あわと消えていたところじゃった。よよよ……ん？　これ。あづっちー。いつまで倒れておる。着ぐるみが重くて起きられぬのか？」

「放っておいて……このあと、梵天丸から目を離はなしたあづっちーがお義姉さまに責められるんだわ……はああ、またレオンの寿じゆ命みようが縮んだ～……そろそろ梵天丸をお尻しりペンペンの刑けいに処すべきだわ、お義姉さまっ！」

　悲鳴と困惑の声と「殿方はいねえがーっ！」という血の叫さけびが飛び交う、阿あ鼻び叫きよう喚かんの大広間。

　明智光秀だけは、いまだになにが起きていたのか気づいていないらしく、窓の外へと身を乗り出して、

「先せん輩ぱい！　ご覧ください、星空にたくさんの光の『花』が咲さき誇っているですぅ！　あれこそ、ヨーロッパ文明の極みですう！　海の彼方かなたから彼らは兵器だけでなく、文化をももたらしてくれたです……綺麗ですう！」

　と瞳ひとみを輝かせて感動に打ち震ふるえていた。斎藤利三は、「こんな姫だからこそ、お仕えせずにはいられない」と光秀への忠誠心をいよいよ高め、「好機」の到とう来らいをさらに待つ、と心に誓ちかうのだった。「大奥設立」という利三の夢は、まだ潰ついえていないはず……！　たとえ何年かかっても、姫を相良良晴どのの側室に。たとえ「失敗」に終わってもいい。そう。人生は、演劇。幕が下りるまでに、姫をいちどでいい、舞台に立たせてあげたい。

　しかし、誰よりもドレイクの「砲ほう撃げき」に衝撃を受けた者は、やはりエリザベス一世だった。死を覚悟したその瞬しゆん間かん、エリザベスは思わず女王とも思えないはしたない言葉を叫んでいた。だが、あの時のあの「後悔」に満ちた想いこそが、ほんとうの自分自身の心なのだ。エリザベスが「イングランド女王」というくびきから逃のがれて自由に愛することができる殿方は、未来人にして最高のワイズマン・相良良晴でしかありえない。この想いを伝えることなく良晴のもとを去れば、とどのつまり彼女は「処女王」のままであり続けることになる。そして、そんな「終わり方」はイヤ、と彼女は絶望と後悔を味わったのだった。

「……ドレイク……あなた、この場で私に……『行動』しろと、そう言っているのね？　でもそれは、織田信奈に対して礼を失する行こう為いだわ。相良良晴にはもう、織田信奈という伴はん侶りよが」

　逡しゆん巡じゆんし続けるエリザベスの前に、独どく占せん欲よくというものが生来欠けている（ナチュラル・ボーン・アンモラルとも言う）大友宗麟が！
















「女王陛下。日ノ本にはねえ、一夫一妻制度なんて掟おきてはないんだよ～？　そういう不自由な制度はね、カトリックが持ち込んできたんだよ？　だから、九州と畿き内ないの一部で流は行やっているだけ！　信奈ちゃんが祝言を終えたら、順番待ちの列に並べばいーんだよ！　さあ、行こう！　良晴くんは、世界唯ゆい一いつの未来人！　すでに生きながらにして世界の共有遺産だから！　そうだよね！　恋れん愛あいでは一人の女人しか救えないなんて、一夫一妻制度の未来日ノ本に生まれ育ってきた良晴くんの思い込み！　来る者を拒こばまず、すべての女の子に愛を与あたえ救済する力を良晴くんは持っているんだよ！」

　宗麟もドレイク砲撃の衝撃で「もうダメだわ！　うわあああ！」と目玉を回してぶっ倒れていたのだが、完全に油断して「ほえほえ」と気を抜ぬいて無能モードに入っていた時に唐とう突とつに「死」を突つきつけられたためか、宗麟の中でなにかがぷつんと「切れた」らしい。

　ザビエル経由で仕入れたカトリック知識と、異い端たんガスパールの普ふ遍へん文明主義、そして良晴愛とが宗麟の中でごっちゃに交ざり合って、なにやら邪じや教きよう的な教義が誕生しつつある。エリザベスも、母を処しよ刑けいに追い詰めたカトリックの行きすぎた禁きん欲よく主義は嫌きらいだが、それにしてもこれは？

「ちょ、ちょっと待ちなさい!?　あなた、なにを言って……」

「女王陛下？　一夫一妻の上に離り婚こん禁止だなんて不自由すぎるカトリックの制度のせいで、女王陛下はかかるご不幸に。だからこそ、女王陛下は新教側について英国国教会を押し立てているのでしょう？　カトリックの行きすぎた制度を、陛下ご自身が破は壊かいしちゃえばいーんだよ！　イングランドの英国国教会においては『離婚の自由』と『一夫多妻制』を認める！　それでいいじゃん！」

「えええ？　よくないわっ!?　ハーレムって、それはイスラームの……」

「違ちがう違う。日ノ本の風習だからっ！　要は、イングランドでは『日ノ本の文化』を取り入れて『ハーレムあり』にすればいーのっ！　それで、離婚禁止に端たんを発してきたヨーロッパ王家のすべての悲劇は未然に防げるよ！　まあたぶん、良晴くんの寵ちよう愛あいとかお世よ継つぎを巡めぐって新たな悲劇も生まれるけれど、ともに乗り越こえよう！　もうねえ、ガスパールさまのおかげでずっと恋愛を禁止されてきて、このままここで死んだら宗麟の人生ってなんだったの？　ってすっごく後悔したの！　ぜんぶ、女王陛下のせいだよ！」

「私のせいっ!?」

「そう！　女王陛下がかたくなに『処女王』を貫いているから、信奈ちゃんも宗麟も処女でなければダメとか、そういう理り屈くつをガスパールさまが唱えて……さっきほんとうに砲撃されていたら、どれだけの後悔が残ったことか！　だから、『処女王』はやめる、と宣言して！　さあ、良晴くんに愛の告白を！　隠しても無む駄だ無駄無駄！　宗麟も良晴くんに恋する乙女おとめだから。外から見ていれば、バレバレだから！」

「ええ。えええええ……!?」

　ガスパール。あの男はどこ。「処女王」のお仲間を増やそうなどとして、大友宗麟に微び妙みようにズレた教義を吹き込こんで禁欲を強制してきたあの男のせいだわ。どうして「処女王は処女王としか理解し合えない」だなんて決めつけたの。乙女おとめ心がわかっていない。単なる異端よりもタチが悪い……！　ああ。でも。今までの私の半生と言動を耳にすれば、誰だってそう考えて当然かもしれない。まして恋愛経験のない聖職者ならば。でも！　そんなことは、殿方が決めていいことではないでしょう！　処女王を貫くか殿方を愛するかは、私たちが自分自身で決めるべきことよ！

　エリザベスは必死でガスパールを探したが、なにしろ人が多すぎる。見当たらない。

　そして代わりに、相良良晴を見つけてしまった。もちろん、織田信奈も隣となりにいる。

「あれ？　女王陛下。いつ宗麟と友達に？　だいじょうぶだった？」

「あ。あの。その。ええと……う、うう……！」

　これが「運命」の岐き路ろ。

「……告白するべきか、沈ちん黙もくするべきか。それが問題だわ──！」

　その名めい台詞ぜりふ、ちょいとアレンジ加えてイタダくわ！　これぞまさしく世紀の恋こい！　葛かつ藤とう！　情熱！　英国が誇ほこる処女王が、つい先日まで戦争を続けていた異国の殿方に心惹ひかれている──最高の恋愛劇が書けそうよ！　と目を輝かがやかせたウィリアムが、すすっ……とエリザベスの背後に寄ってきて、

「おお、相良良晴！　あなたはなぜ相良良晴なの？」

　とエリザベスの声色を真ま似ねて、即そつ興きようで閃ひらめいた大おお仰ぎような台詞を高らかに読み上げた。

　えっ？　と良晴が声をあげたその時。

　エリザベスは（もう誤ご魔ま化かしきれない！　ウィリアム、覚えてなさい！）と震えながら、覚かく悟ごを決めてついに「言葉」を発していた。

「さ、さ、相良良晴！　私は『処女王』として生きる道を捨てる決意をしたわ！　これからは、女王として生きると同時に、殿方と結けつ婚こんすることにしたわ！」

「ほんとうに？　エリザベス一世女王陛下が、殿方と結婚だって？　歴史がまるごと変わっちまうが、おめでとう！　それは、いい！　いいよ、うん！　で、相手は？　まさかドレイク？　そりゃさすがにないか。フェリペ二世からの求きゆう婚こんはいちど断ったんだっけ？」

「フェリペ二世？　あの、財政危機をジパング遠えん征せいで誤魔化そうとした欲深男？　冗じよう談だんはおやめなさい。そんなわけないでしょう。イングランド女王の伴侶に相応ふさわしい殿方は、あらゆるワイズマンよりも思し慮りよ深く未来を見通せる広い視野を持ち、私の父ヘンリー八世のように簡単に愛を捨てて女を裏切るような酷こく薄はくさとは無む縁えんの、すべての実を拾おうとあがき続ける無む尽じん蔵ぞうの情愛の持ち主でなければならず、戦場においてはドレイクの如ごとく勇ゆう敢かんな海かい賊ぞくであり、かつ女王に絶対の忠誠を捧ささげる高潔無私な騎き士しでなければならないのよ！　それくらいでなければ、私には釣つり合わないわ！」

　じょ、女王陛下……そんな男、この現実の世界のどこにもいないよ……ううっ……わかるよ。こじらせすぎたんだね、かわいそうに……吉川さんが主しゆ催さいしている「太平記・平へい家け物語を愛する腐ふ女じよ子し友の会」に紹しよう介かいしてあげるから……と相良良晴がなんだか自分を哀あわれみの目で見てきたので、エリザベスはいよいよ切れた。この私がここまで赤せき裸ら々らに自分の想いを告げているというのに、なんという鈍どん感かん男！　たしかに貴族の生まれでもないそうだし、顔は国際標準的にも並程度だけれど、それにしても！

「ここに、一人だけいるでしょう！　つまり──あなたよ、相良良晴！　私はイングランド女王として、あなたに求婚するわ！　もちろん、正妻は織田信奈で構わないわ。私は第二夫人！　ジパングとイングランドの両女王を妻に迎むかえて、世界ハーレムを開きなさい、相良良晴！　かくして、あなたがこの東西文明をひとつに繫つなぐのよ！」

　ドーン。

　ドド────ン。

　この時、大広間に衝しよう撃げきが走った。ドレイクの「砲撃」ジョークを超える衝撃が。

　なにしろ。

「……な……な……な……あっ……あんたねええええええ～!?　わたしと良晴の祝言の席で、なにを言いだすのよおおおっ!?　ブラック・ジョーク？　それってジョークなんでしょ？　英国流の冗談って、タチが悪いんだから！　え、違う？　本気っ？　本気なの？　さては宗麟！　あんたが吹ふき込んだのねっ!?」

「だって～。英国国教会の教義って、女王陛下が変へん更こうできるっぽいから～。宗麟も信奈ちゃんもさんざんガスパールさまに苦労させられたじゃん。カトリックの禁欲主義は宗麟たちには合わないよ、信奈ちゃん？」

「宗麟？　あんたはそれでよくても、わたしはそういう性格じゃないんだってばっ！」

　そうか。甲かん板ぱん上でのキスの意味は……そういうことだったのか。俺って、いつからこんなに鈍にぶくなったんだろう。信奈との披ひ露ろう宴えんと祝言に夢中になっていたからか？　ちょっとだけ待ってくれ。こんな時、どうすればいいんだ、前鬼……宇喜多直家……とつぶやきながら呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしている良晴のすぐ横に、全身真っ赤になって震えている信奈が腕うでを絡めてぴったりとくっついてきた。

「謙信！　上杉謙信！　信玄たちとういろう食べてないで、なんとかなさい！　あんた、エリザベスの同類でしょ！　生しよう涯がい不ふ犯ぼんを誓った毘沙門天でしょっ！　この堕だ落らくした処女王に、ハーレム設立要求を撤てつ回かいさせるよう説得しなさいっ！　一周回って裏返りすぎなのよ、エリザベスはっ！」

「……もぐもぐ。生涯不犯の誓いはもう捨てたわ。唇くちびるを奪うばわれた瞬間、相良良晴に無理矢理捨てさせられたのよ。彼にはどうやら、ハーレムとやらを築かねば日ノ本と世界の運命を変えられない、そんな『運命の強制力』のようなものがあるのかもしれないわね」

「そんなふざけた強制力があるか～っ！　なにこれ。なんなの。どうなってるの。清洲会議の時よりも事態が悪化しているじゃないのーっ！　春日かすが山やまを焼き討ちするわよっ!?」

　上杉謙信が「『本能寺の変』とやらを回かい避ひできただけで満足でしょう。相良良晴の正妻の座はもう揺ゆるがないのだし……少しくらいは譲じよう歩ほしなさい。日ノ本とイングランドの友好関係を築くためよ。あきらめなさい」と織田信奈を諭さとしたことで、いよいよエリザベスが相良良晴に下した求婚「命令」の撤回は不可能となりつつあった。

「あ～っ！　こんなお人好しで無欲な女に頼たよったわたしが馬ば鹿かだったわ！　ヴァリニャーノ！　巡じゆん察さつ使！　カトリックと教皇の代理人として、この異端のプロテスタント女にお説教をしてあげて！　ハーレムなんて教義に入れたら、それはもはやキリスト教じゃないじゃん！　論外じゃん！」

　しかし、そのヴァリニャーノは「まさか？　まさか、こんなことが？」と衝撃のあまり震ふるえていた。ジパングの関白が、イングランドの処女王を妻に迎えるとは？　それでは、この十字軍遠征は、ジパングにおけるカトリック勢力を没ぼつ落らくさせるためだけに行われたも同然ではないか。たしかに戦争は回避しようとしていた。だが、回避できなかったのだ。これではカトリックの一人負けだ！

「……こ、こ、このままではイングランドに……新教勢力にジパングを根こそぎ盗とられてしまう……おお、神よ。猊げい下かよ。わが独断を許したまえ……これは、ジパングからカトリックが駆く逐ちくされるという最悪の未来を回避するための緊きん急きゆう処置！　ルイズ・フロイス！　フロイスはいずこに？」

「は、はい。ここにおります、ヴァリニャーノさま。あのう……先ほどから、いったいなにがどうなって」

　ヨーロッパでは、巨きよ乳にゆうは悪徳の象しよう徴ちよう。「悪あく魔まの巨乳」を持つフロイスは行く先々で魔ま女じよ扱あつかいされてついには己の罪を浄じよう化かすべくドミヌス会の修道女となったのであるが、慎つつしみ深いヴァリニャーノは学んでいた。ジパングにおいては、「巨乳」は悪ではない、むしろ善なるものであることを。そしてその奇き妙みような価値観をジパングにもたらした者が、未来人・相良良晴であることを。

「い、一応確認しておこう。わが考えが正しいかどうかを……相良良晴どの。きみが知っている本来の歴史では、もしや、カトリックはジパングから駆逐されてしまうのではないのかね？」

「えっ？　あ、ま、まあ、実はそうなんだ。禁教処分を受けて弾だん圧あつされたカトリック信徒が大反乱を起こした結果、ネーデルラント商人以外はジパングから追い出されちゃうんだよ。いわゆる鎖さ国こく政策ってやつで。でも、その未来はもう回避したから！　貿易主義を採る信奈は鎖国はやらないし、たとえ宗教戦争がはじまったとしても、武装放ほう棄きこそさせても信教の自由を弾圧することはないから！」

　ええっ？　とフロイスが戸と惑まどっているうちに、ヴァリニャーノは「道筋は違えども、ジパングにおいてはやはり新教が勝つのだな」と己の考えが正しいことを確信していた。

「フロイスよ。ジパングとカトリック諸国との関係をここで断たせるわけにはいかない。世界の情勢が、完全に新教側へと傾かたむいてしまう！　カトリック陣じん営えいのかかる危機を招いたフェリペ二世には、今後ジパングを武力制圧しようなどという無む謀ぼうな十字軍遠征を永遠に企くわだてぬよう、猊下からきつく𠮟しかっていただく！　むろん、十字軍遠征に随ずい行こうしたわれらバチカンも同罪！　故に、私はこれより罪を犯す。大罪を！　だがこれは必要なことなのだ。煉れん獄ごくに落とされても構わぬ！」

「ど、どういうことでしょう、ヴァリニャーノさま？」

「ドミヌス会宣教師ルイズ・フロイスに命じる。相良良晴の妻となれ！　ジパングとカトリックとの関係を繫ぎ止めるくさびとなるのだ！　そなたはヨーロッパにおいては魔ま女じよと恐おそれられる定めの持ち主。しかし相良良晴はなぜか、巨乳こそ善にして母性にして正義、と信じている。それが未来の価値観なのであろう。これぞまさに、未来のジパングにおいてカトリックの教義がまったく根付かなかった証しよう拠こ！　われらドミヌス会の命を懸かけた伝道は失敗に終わる運命なのだ！　しかし神は、われらを哀れみたまい、そなたという巨乳の持ち主をカトリックに遣つかわしたのだ──！　ここに禁きん忌きを破り、例外中の例外を認める！　相良良晴と結婚し、カトリックを救うのだ、フロイスよ！」

　あなたは大真面目な顔をしてなにを言っているのですか、と思わず良晴が敬語で突つっ込み、フロイスが、それは許されない大罪なのでは？　と震える。しかしヴァリニャーノは、

「私は『適応主義者』なのでね。新教徒との終わりのない戦いは結局、ジパングのクィーンの言う通り『信しん仰こう』という名の観念のための戦い。それ故に終わらないのだ。私は、今回の十字軍戦争において早急な解決を実現したジパングのクィーンの柔じゆう軟なんな対処ぶりに目を開かれた。そうだ。信仰というものは、その国に応じて適応していかねばならない。とりわけ、海の彼方かなたの異国においては。かたくなに教義至上主義を採り続ければ、いずれカトリック教徒弾圧・殉じゆん教きようという悲劇を招いてしまう。故にジパングにおいては、修道士・宣教師は結婚してはならないという掟おきてに例外規定を設けることもやむを得ず、と判断した」

　それってつまり、人ひと身み御ご供くうになれという命令ですよね？　ま、まあ、その、他ならぬヨシハルさんならば、いいですけど、といいますか嬉うれしいですけど、でも……とフロイスは思わず「ちら、ちら」と信奈の胸元に目線を集中させていた。

　信奈は激げき昂こうのあまり、倒たおれる寸前となっていた。フロイスの視線に、なにやら勝ち誇っているかのような「気配」が……ごごごご傲ごう慢まんだわ、七つの大罪のひとつ・傲慢の罪をこの女は犯しているんだわ、その巨乳こそが傲慢の証あかしなんだわ。ダメ。それだけは耐たえられない。そうなの。わたしに第六天魔王になれというのね、フロイス！　頭の中では、「カトリック教徒どもを地じ獄ごく谷に連行して十じゆう字じ架かに磔はりつけにして」と過激な妄もう想そうが煮にえたぎっている。

「の、信奈？　今お前がなにを妄想しているのか、なんとなくわかる。わかるが、妄想だけにしておこうぜ？　日ノ本におけるカトリック大弾圧・大殉教の『運命』フラグを立てるんじゃない。たぶんこれも『運命の強制力』ってやつが作用しているんだろうけれど、また清洲会議の時みたいに引っ張られちゃダメだぜ？」

「わ、わ、わたしは、れ、れ、冷静よ、よ、よ、良晴。で、でも、か、カトリックの教義にも正しい教えは、あ、あ、あったんだわ。きょ、巨乳は、悪徳と傲慢の象徴なんだわ。エリザベスはまだしも、ふ、ふ、フロイスだけは、だ、だ、ダメ、ダメ、ダメなんだから……ゴ、ゴ、ゴゴゴゴゴ」

「なんかオーラ出てる！　魔ま王おうオーラが！　頼たのむ信奈！　落ち着いてくれ～！　踏ふみとどまってくれええええ！　今は、俺とお前の祝言の最中なんだぜっ？　どうか、どうかお怒いかりをお鎮しずめくださいっ！」

　ジョン・ディーが「ククク。諸君！　カトリックもプロテスタントもジパングの女王たちも、仲良く夫を共有せよ、それが世界の運命を良き方向に変える唯ゆい一いつの光の道！　とケリーちゃんがエノク語で忠告してくれているぞ！　大天使ウリエルちゃんを信じたまえ！」と言いだしたが、これは梵天丸を良晴と添そい遂とげさせてやりたいドレイクの入れ知ぢ恵えに違ちがいなかった。

「こら待て！　エノク語ってなんだよ、誰だれも知らないしわかんねーよ！　さっきまでそんな設定、なかっただろ？　そんなのアリなら、言いたい放題じゃねーか！」

　良晴は思わずジョン・ディーを持ち上げて「こらこら～っ！」と動きを封ふうじていた。

「にゃにをする？　まさか幼い天使のウリエルちゃんまで妻にする気かっ？　おお、なんというアンチ・クライストな！　はにゃせ～！　はにゃすのだ～！」

「お前には、梵天丸に対応するように対応すればいいんだな。だいたいわかった。国際問題になってもいーや。お尻しりペンペンの刑けいだ」

「みぎゃ～！　露ろ璃り魂こんの悪魔に強制的に快楽を教え込まれて堕天させられるう～っ！　くっ……殺せ～っ！」

「しまった、逃にげられた！　すばしっこいやつだな～」

　事態がエスカレートする中、青ざめたガスパールが人の波をかき分けながら良晴たちのもとにようやく辿たどり着いた。が、時既すでに遅おそし。まさか。女王陛下に続いて、フロイスまでもが？　これはいったいどういうことだ、とガスパールは自分が推進してきた「処女王と処女王の邂かい逅こう」路線が完全に裏返っていることに声を失っていた。

「……そうか……私が為なしてきたことは、すべて『反作用』として働いたのか……私は織田信奈さまの『運命』を変えるためにさまざまな陰いん謀ぼうを企たくらんできたが、それらはすべて相良良晴の世界ハーレム実現を推進する『反作用力』となったわけか……」

「待て、ガスパール！　あきらめるな～っ！　お前が信奈と宗麟の恋れん愛あいを禁止しようと余計なことばかりした結果、こうなったのは事実だが！　世界ハーレムはないだろ、世界ハーレムは！　信奈が魔王になってしまう、責任を持って止めろっ！」

「……もはや難しいだろう。エリザベス女王陛下は、生き方そのものを変えるとご決心なされたのだ。先ほどのドレイクの祝しゆく砲ほうによって。もしかしたら私は、このハーレム問題を解決し損ねたきみの『二周目』なのかもしれないな。それ故に、かかる展開をひたすらに回避しようと、織田信奈さまときみとの『恋愛』関係成立を阻そ止ししようと、あがいてきたのかもしれない。だが、その私の妨ぼう害がいによって、きみたちの愛はますます燃えあがった。皮肉なものだ。愛も情熱も、障害があればあるほどに激しく燃えるのだな。記き憶おくとともに人間らしい感情の大部分をも失った私には、それがわからなくなっていたのだ……そうだ。私にもかつては、このような熱い情熱を抱いだいて、夢へとがむしゃらに向かっていた過去が……眩まぶしい日々が、あったのかもしれないな」

　こらこら～ッ！　なに一人で賢けん者じやみたいな表情を浮うかべて納得してるんだよ！　勝手に自己完結するんじゃねえ！　あきらめないでくれ、頼む～！　助けろガスパール！　助けてくださいお願いします！　と良晴はガスパールの足下にすがりついた。なにしろ、基本的にほとんどの姫ひめ武将がなぜか相良ハーレム＝大奥賛成派なのだ。もう、頼れる者が見当たらない。上杉家の男軍団も「これで謙信さまも！」「ついに相良どのの妻に！」と吼ほえながら、女王陛下万歳、ヴァリニャーノさま万歳、と盛り上がっているし。

　良晴が目を離はなした隙すきに、ついに我が慢まんの限度を超こえた信奈は、大広間の隅すみっこで色紙を書いていた島津姉妹を呼びつけると、

「攘じよう夷い決行ッ！　南なん蛮ばん紅毛の夷い狄てきどもを神国日ノ本より永久に駆逐せよ！　薩摩隼はや人とども！　島津姉妹ども！　ただちに良晴を付け狙ねらうヴァリニャーノ、エリザベスたちを小田原城から強制排はい除じよ！　暗黒寺恵瓊と本多正信は、使者として世界ハーレム設立案の即そく時じ撤てつ回かいを要求し、拒きよ否ひしたならば十字軍艦かん隊たいとの交戦を再開……！」

　と、いきなり歴史を大転てん換かんさせる「攘夷」を命じていた。

「んにゃ？　なにがどうなっちょるんじゃ、相良さぁ？」

「ご命令とあらば従いますが……やめたほうがいいのでは？　仲良きことは美しきかな、と八百枚もの色紙を書いてきたせいか、われら島津姉妹もすっかり心がまったりしておりまして。これからは恋こいに生きる乙女おとめとして過ごすのもいいかなと、不ふ肖しようこの島津惟新も。あ、いえ、大奥での席次は最下位でもいいのです。私よりも家久のほうの席次を高めにしていただければ。げふんげふん」

「あああああんたみたいな巨乳の九州美人にそんなことさせるもんですかっ！　いいから、攘夷よーっ！　十字軍艦隊が良晴問題で抵てい抗こうしたらすみやかに駆逐してそのままイスパニアまで攻せめ入りなさい、あんたたち島津軍団なら五百で十万のヨーロッパ兵でも蹴け散ちらせるでしょっ！　良晴のもとには当分戻もどってこなくていいからっ！」

「「い、イスパニア遠えん征せいッ!?　それは、ていのいい厄やつ介かい払ばらい……」」

「ちょ。なんだ、攘夷って？　貿易主義はどうなったんだ信奈!?　後生だから魔ま王おう堕おちしないでくれっ！　どんどん耐たい性せいが落ちているし！」

「どんどん敵の攻こう撃げきが激しくなっている、の間ま違ちがいでしょ良晴ーっ！」

「先ほどの大たい砲ほう騒さわぎに驚おどろいて来てみれば……いったいどうなっているのだ、この騒ぎはなにごとだ良晴？」

「って、小早川さんっ？　ダメだ、ここは戦場の最前線なんだ、危険地帯なんだーっ！　今の信奈に接近しちゃいけない！　逃げるんだーっ！」

「ついに来たわね……わたしの『運命』に立ち塞ふさがる最強の恋こい敵がたきにして好敵手・小早川隆景！　良晴の恋こい人びとと妻が出会った……ならば、『死し合あい』でしょう？　そうよ。この二人の間で決着が付かない限り、この問題は永遠に蒸し返されるんだわ……小早川隆景！　良晴が欲しいなら、このわたしの屍しかばねを越こえて行きなさい！　ゴゴゴゴゴ……」

　信奈……お前……ラスボスの台詞せりふだぞそれ……正妻の台詞じゃないぞ……なんでそんなに余よ裕ゆうがないんだ……と良晴は頭を抱かかえた。

「え？　え？」

　大広間に到とう着ちやくしたばかりの小早川隆景は、なにがどうなっているのかまだ把は握あくできていない。信奈の怒りは持続しない、時間を置けばもとの冷静さと聡そう明めいさを取り戻す。だから今はとにかく逃げるんだ、と良晴は隆景の手を取って脱だつ出しゆつを図ったが、

「……良晴。そろそろ約束を果たす」

　朱しゆ槍やりを構えた犬千代が、通せんぼ。

「しまった！　そういえば犬千代とも、適当な約束をしたような？」

「……適当とは、聞き捨てならない。えい」

「ギャー！　だから、槍やりで尻を刺さすな！」

「むむむ。良晴どの。犬千代どのとまで、結けつ婚こんの約束を？　この、織田家随ずい一いちの色いろ香かを誇ほこるお姉さんとはまるでなにもなかったというのに、三点です。年ねん貢ぐの納め時です」

「なっ、長秀さ～ん！」

「サルっ！　ついにエロザルの本性を現したな～！」

「勝家、誤解なんだ～！」

　もう逃げられない！　と追い詰つめられた良晴と隆景。人外の武力を誇る島津姉妹を引き連れて迫せまる信奈。祝言会場は、一転、黙もく示し録ろくの「メギドの丘おか」と化していた。

　エリザベスが「どうしてこんなに揉もめているのかしら？　もしかして、ジパングを崩ほう壊かいさせてしまったのでは……やっぱり、女王は恋愛に生きてはいけなかったのかしら」と困り顔で大友宗麟に囁ささやいていた、その時。

　ただ一人、この事態を収拾できる、と自ら信じて疑わない真打ちの姫武将が颯さつ爽そうと！

「なりません！　天下布武のお志を思いだしてください！　『世界大戦』だけはなんとしても回かい避ひせねばなりません！　力にも！　愛にも！　均きん衡こうが必要です！　『世界大奥』を設立いたしましょう、信奈さま。この斎藤利三が、春日局として日ノ本とヨーロッパにまたがる世界大奥を平等・公平に運営管理いたします！　お任せください！」

　眼鏡のレンズをきらきらと輝かがやかせている、斎藤利三であった。

　その背後には、

「あー。十兵衛は、焦こげ付いたたこ焼き屋台の借金さえ棒引きしてくれればそれでいいですぅ、どうせ落ちは見えているんですぅ」

　と、ぜんぜん乗り気になっていない明智光秀。

「「「世界大奥？」」」

　斎藤利三は、ここしかない！　姫のためにいかなる詭き弁べんを弄ろうしてでも押し通す！　と熱弁を振ふるう。もう、口から勝手に思いついた言葉が自動的に溢あふれてくるという状態。ナチュラル・ハイ。

「このまま十字軍との戦争を再開すれば、間違いなく人類史上類例のない規模の戦争に。まさしく『世界大戦』に発展いたしましょう！　それでは大勢の人が不幸に！　しかしながら、こたびの争いの原因は不幸中の幸いにも、宗教ではなく、相良良晴どのを巡めぐる恋愛でございます！　この原因を永久に取り除き解決するために、『世界大奥』を設立し、相良良晴どのに世界規模のハーレムの主あるじとなっていただきます！　むろん織田信奈さまが正妻、これは動かしません！　以後、この利三が世界大奥の局長として大奥会議を定期的に開かい催さいし、会議参加者の『投票』によって新たな妻の大奥入りを多数決で承認することで、恋愛関係の均衡を実現いたします！　いかなる身分の者であろうとも、国際的な承認なくば、大奥には入れない！　つまり、強引な植民地征せい服ふくや搾さく取しゆ、大義なき征服戦争などの無体は許されなくなるわけです！　これぞ、未来世界における国際連合・国際連盟をひな形とした世界平和のための新たな『超ちよう国家組織』でございます！」

　小田原城という修しゆ羅ら場ばに、奇き跡せきが起きた。

　世界ハーレムだの世界大奥だのはアホらしいから聞き流すけれど、「世界会議」制度はアリだわ。欲深なフェリペ二世はもちろん、短気なわたしの暴走だって「合法的」に止めることができるかもしれない、とついさっきまで激げき怒どしていた信奈が一いつ瞬しゆんにして我に返っていたのだ。それよ！　それだわ！　と、新たなビジョンが閃ひらめいたらしい。

「……デ、アルカ。承知したわ、斎藤利三！　攘夷決行は、取り消し！　これより世界会議制度の設立に向けて、エリザベス女王、ヴァリニャーノ、日ノ本の姫武将たちを集めて設立準備会議を開催よ！　この祝言会場をそのまま設立準備会議の会議場へと移行するわ！　新しん婚こん旅行はそのあとね、良晴！」

　やったあああ！　世界大奥の設立が認可されたあああああ！　お喜びください、姫えええええ！　と利三が早合点して大広間を走り回ったために、誤解が生じて「世界大奥!?」と一部の諸将が大おお騒さわぎになっているが、「世界会議」という各国の力の均衡を図る抑よく止し力りよくシステムの「発見」に興奮している信奈は幸いにして気づいていない。

　良晴は、（ふう。今回も一瞬で理性を取り戻して聡明な君主モードに切り替かわってくれた。まさか「世界大奥」の与よ太た話から、国連を先取りする国際システムを閃くとは。やっぱり信奈はこうでなくっちゃな。でも……初夜のこと忘れてね？）と安心しながらも、ちょっとばかり不安を感じずにはいられなかった。もしも信奈がこの新たな夢にのめり込んでいったら、もしかしたらあと三年ほど新婚初夜が延長されるのではないか？　それはそれで、どうなんだろう。

「エリザベス。小早川隆景。二人とも、乗ってくれるわよね？　この話に。ちょっとばかり壮そう大だいすぎて、実現させるまでには困難も伴ともなうけれど。未来から来てくれた良晴がいるんだもの。きっと、可能だわ！」

「ええ、織田信奈。よろしくてよ。私は誇り高いけれど、慎つつしみ深いの。世界大奥での妻としての席次は三番でいいわ。正妻はあなたで、席次二番は良晴が手を取って脱出させようとしたこの子みたいだから」

「あ、いや。女王陛下。世界大奥ではなく世界会議……ま、まあいい。だが織田信奈、そう焦あせる必要はない。今宵こよいは良晴ときみの祝言祝いに徹てつしよう。すべての実は拾える。だが、一日にひとつでいい。今日ほど、二人にとってたいせつな門出の日はまたとないのだから」

　小早川隆景は、事態が二転三転してついていけず困こん惑わくしているヴァリニャーノと滝川一益を呼び、

「これよりただちに織田信奈と良晴の祝言の儀ぎ式しきを。神父と巫み女こによって、カトリック式と神道式、二つの儀式を同時に。プロテスタントの牧師は従軍していないので、今回は省くということで、頼たのむ。私が仕切らないと、この二人はいつまでもケンカを続けて祝言の儀式を終わらせてくれないから──」

　と二人に依い頼らいしていた。

「寛かん大だいね、あなたは。サムライでありながら、淑しゆく女じよだわ。そうね。私はドレイクに煽あおられて冷静さを失っていたみたい。私の良晴への求きゆう婚こんは、またいずれ。今宵は織田信奈と良晴の結婚を、みんなで祝福しましょう」

　エリザベスが、「祝いの席に招待してもらいながら、ごめんなさい」と信奈に詫わびを入れ、信奈も「ドレイクが悪いのよドレイクが。あの大たい砲ほうのせいで、みんな正気を失っていたもの。わたしこそ攘夷決行とか言いだしてごめんね。わたしに対する抑止力は、ほんとう、必要よね」と舌を出していた。

「あら。あれはジパング流のブラック・ジョークでしょう？」

「そうね。そういうことに、しておいて」

「あなたのように一瞬で激怒して一瞬で我に返るクィーンは、私は好きだわ。明快な女王のほうが付き合いやすいでしょう？　何十年何百年と引きずられるのが、いちばん困るのよ。イングランドの歴代の君主も、フランス王位をしつこく要求して騒そう乱らんばかり起こしてきたもの」

　はあ。小早川さんのおかげで、奇跡的に事態が収拾できた……よかった……ありがとう、小早川さん……と良晴は胸むねを撫なで下ろしていた。

　そして信奈は、小早川隆景はほんとうに「無私」の人なんだわ、と彼女に対する認識をこんどこそ改めていた。わたしとはまるで正反対の性格。わたしには欠けている徳を持っている少女。だからこそ、良晴が本気で恋した女性。

（でも。やっぱり、良晴の正妻は、わたしなの。そうでなきゃ、わたし、ほんとうに……魔ま王おうになってしまうから。わたしには、良晴が必要なの。良晴に愛して守ってもらえないと、わたしは──ごめんね、小早川隆景）

　謝る必要などない、良晴はだからこそきみを正妻として誰だれよりも愛したのだから、私が恋した相良良晴とはつまり、きみを愛し守り抜ぬこうと「運命」に逆らい続けあがき続けた相良良晴、きみを愛している相良良晴なのだから、と小早川隆景は目線で信奈に伝えていた。

（小早川さん。これほどまでに尽つくしてくれて、ほんとうにありがとう。言葉に、ならない。俺が同じ立場だったら、小早川さんと同じことができるだろうか。できるわけがない──俺、もう苦しまないよ。幸せになる。だから──）

　そして良晴は、長い長い葛かつ藤とうから解放されていたのだった。

「それではまた騒ぎが起こる前に、急ぎ儀式を。相良良晴よ。あなたは織田信奈を妻としますか。織田信奈よ、あなたは相良良晴を夫としますか。ともに夫婦として、生しよう涯がい、愛と忠誠を誓ちかいますか。誓うならば、指輪の交こう換かんを──」

「祝詞は嚙かむので苦手じゃが、やむを得ぬの。茶器を没ぼつ収しゆうされる前に片付けるのじゃ！　あ～。あ～。かけまくもかしこき小田原城の大おお前まえに、滝川左近一益かしこみかしこみも白まおさく、八や十そ日か日びはあれども今日を生いく日ひの足たる日ひと選び定めて、小早川隆景の媒妁なかだちに依より、未来より来たりし相良良晴と、安あ土づち城天主に住める織田信奈と、大前にして婚嫁とつぎの礼いやわざとりおこなはむとす──」

「祝詞すげー。五右衛門が詠よんだら舌を嚙み切って果てそうだな……すべて誓います！　夫として、信奈を生涯愛し……って、あれっ？　指輪がないっ？　逃にげ回っているうちにどこかに落としたんだ、しまったあ！」

「んもう、なにやってんのよ良晴！　とりあえず神道式のほうだけでも終わらせなきゃ……って、待って！　御お神み酒きを飲む盃さかずきがないじゃない！　左近、上意によりその茶器を没収！　それで御神酒を飲むからっ！」

「イヤじゃイヤじゃ、茶器は左近のものなのじゃ～っ！」

　あなたたち！　小田原城の大広間をこれ以上ボロボロにしないでよーっ！　無礼講にも限度があるでしょ！　なに、ひとん家で騒さわぎ続けてんのよー！　と北条氏康がついに業ごうを煮にやして信奈と良晴のもとに突とつ撃げきしてきたことから、祝言の儀式は延びに延びることとなった。

　もっとも、延びてくれたおかげで、

「兄さま！　妹軍団を差し置いて祝言を片付けようとは、悪い兄ですぞ！」

「やっほー、良晴く～ん！　京から野生派お姉ちゃん・徳千代参上！」

「ばうっ！」

「……こら徳千代。熊くまを入れるな熊を。相良家が蛮ばん族ぞくだと思われるではないか。だが織田信奈。京の公家たちは日ノ本が滅めつ亡ぼうしたかのような騒ぎになっているが、いいのか？」

「はっはっは。有楽とこの僕を捨て置いて祝言を終わらせてもらっては困りますよ、姉上！　お市いちにも𠮟しかられます！」

「おぎゃーおぎゃー！」

「しまった、茶ちや々ちやが泣きだして……ああっ!?　僕の背中にお漏もらしを……!?」

　相良家と織田家。両家の親族衆が混乱する大広間の中で二人を発見してぎりぎり合流できたのだから、それはそれでよかったのかもしれない。

　そして。




「……と、とうとう……しょ、初夜の時間が来たわね……よ、良晴……」

「……あ、う、うん……この大広間から離はなれて、ついに二人きりになるのか……なんだか……緊きん張ちようして……」

「……ねえ、良晴？　気のせいかしら。わたし、すっごく悪い予感がするの。初夜で失敗したら斬ざん首しゆだから、新妻に恥はじをかかせないでよね？」

「だからあ、斬首とか言うから緊張してダメになるんだろっ！　男って生き物は、とっても繊せん細さいなんだよ～」

「はあ？　繊細な生き物が『世界大奥設立』なんて企くわだてるわけないでしょっ！　あんたって、阿あ房ぼう宮きゆうに美女三千人を集めた秦しんの始し皇こう帝ていよりも女好きよね！」

「誤解だ！　企ててないよ～！」

「……ねえ、良晴？　ずっと、わたしの隣となりにいてね。きっとこれからも、いろいろなことが起こるだろうけれど。でも、絶対にわたしを、手て放ばなさないで……」

「……俺はどこにもいかないよ、信奈。俺は、俺自身が生まれ育った世界よりも、お前を選んだんだから。泣かせることもあるかもしれないし、ケンカだってするだろうけれど。それでも絶対に、この約束は、破らない」

「……ありがとう。それじゃあ、行きましょうか。その……し、し、寝しん室しつに……」

「ああ。行こう、信奈！」

「ええ。こんな、小早川隆景にいっぱい気を遣つかってもらわないと祝言すら務まらない欠点だらけのわたしだけれど、これからも……よろしくね、良晴」

「こちらこそ！　それに、信奈に欠点なんてないさ！　いやまあ、すぐに俺を斬きろうとするとか、切れたら攘じよう夷いを決行しようとするとか、いっぱいあるけど、でも、ないよ！」

「どっちなのよう？　ふふっ」

「そうだな。なにもかもひっくるめて、俺は信奈のこと──まるごと好きなんだ！」

「……うう……そういう言い方、ずるい……ばか」

　小早川さん、きみの献けん身しんのおかげで俺と信奈はここまで辿たどり着けた。日ノ本は救われた。ありがとう。俺はもう迷わない。良晴は、心中でそう誓いながら信奈の肩かたを抱だき寄せ、大広間をそっと退出していた。




　小田原城の大広間で──半兵衛官兵衛や義陽率いる相良妹軍団とともに宴うたげの始末に従事しながら、小早川隆景は、ふと「ある可能性」に思い当たっていた。

（世界会議をいきなり実現するのは難しいだろう。あまりにも発想が新しすぎて、人々が付いていけない。もしかしたら、斎藤利三がほとんど口から出任せのような与太話を叫さけんだことが発ほつ端たんとなって、真の世界会議制度への移行過程として、婚こん姻いん制度を採り入れた良晴一代限定の世界大奥がほんとうに設立されてしまうかもしれない。織田信奈も、それが本来はこれから幾いく多たの戦争と悲劇が続く世界の歴史にとって有益な道だと判断すれば、驚おどろくべき忍にん耐たい力を発揮して世界大奥設立を選せん択たくするのではないか。だがそうなると、その、良晴がとてつもなく苦労することになる……「源げん氏じ物語」の光ひかる源げん氏じですらハーレムなどを持ってしまったために生涯四苦八苦したのに、一いち途ずな良晴にそんな苦行が可能だろうか？　織田信奈と私、この二人だけでもあれほどに良晴は葛藤し悩なやんでしまうほど愛情の深い人なのに。今川義元あたりならともかく、明智光秀やエリザベス女王まで加わったら、良晴は保もたないのではないか。それに、織田信奈が日ノ本の女王として世界を相手に渡わたり合っていくためには、良晴の無制限とも言える愛情が必要なのだから。ひとたび満ちた月は欠けるしかない。あれほどに栄えい耀よう栄えい華がを極めた光源氏の後半生が、悲劇の連続となったように。ゆゆしき事態にならねばいいのだが……）

　いや、考えすぎだ。私はそもそも悲観的だから。こんな未来予想を黒田官兵衛に聞かれたら、「むふー！　世界大奥など、実現するはずがあるかっ！　要はきみが良晴を思いきれていないだけだ、それはきみの願望だな！　あーはははは！」と笑われてしまう。

　隆景は、小田原の星空に輝かがやく満月を見つめながら、良晴の幸福のみをただ、祈いのり続けていた。もう、彼はあらゆる試練を乗り越こえてきました。やっと、辿り着いたのです。どうか、良晴にこれ以上の試練が訪れませんように、と。




　この日、小田原で起こった「花火騒そう動どう」。通商条約の仮締てい結けつ。暦こよみの変へん更こう。世界会議の提唱。

　あまりにも革新的な「事こと柄がら」が、次々と実現していった。

　やがて京の都には、真しん偽ぎ定かならぬ噂うわさと、激しい動どう揺ようの波が広がっていくだろう。

　だが、ともかくここに十字軍との戦争は終わり、伊達家と北条家が織田信奈に帰順し、天下布武は果たされた。

　同時に織田信奈と相良良晴の祝言も成り、二人はついに身分の差を乗り越えて正式に夫婦となったのである。

　日ノ本に割かつ拠きよする姫ひめ武将たちの天下を巡めぐる戦いが終わり、十字軍との戦いが終わり、そして良晴と信奈との恋こいが成就した、その瞬しゆん間かんより。




　相良良晴にとっての「『運命』との最後の戦い」が、「生涯最大の試練」が、はじまろうとしていた。




























　　　あとがき




「織田信のぶ奈なの野望」もついに大台の20巻。ほんとうにありがとうございます！

　この巻は、前巻の「清きよ洲す会議編」（大奥はぁれむ編）の続編、「黄金十字軍編」です。関せきヶが原はらで天下人となった信奈。残るは関かん東とう・奥おう州しゆうのみ。史実通りに歴史が進行すれば、小お田だ原わら城を戦国オールスターで包囲して終しゆう了りようですが、もちろんそうはいきません！　７巻で梵ぼん天てん丸まるが「羅馬ローマは博はか多たのちょっと先だククク」とからかった支はせ倉くら常つね長ながが、ほんとうに羅馬に到とう達たつ。十字軍が相模さがみ湾わんに来てしまいます。なんという壮そう大だいな伏ふく線せん。元げん寇こう以来の日ひノの本もとの危機！　鍵かぎを握にぎるは、「織田信奈の野望」のもう一人の主人公、「二つの祖国」と「二人の父親」を持つ梵天丸。そして、またしても小田原城に籠ろう城じようする羽目になる北ほう条じよう氏うじ康やす。

　大奥問題であやうく「本ほん能のう寺じの変」フラグを立てかけた信奈でしたが、十字軍の到とう来らいによって大奥問題はいったん棚たな上あげ。小早川さん・十兵衛ちゃんをはじめ、恋こい敵がたきの姫ひめ武将たちと一いつ致ち団結して十字軍の上陸を阻そ止しせねばなりません。一方の十字軍もカトリックとプロテスタントの呉ご越えつ同どう舟しゆう状態ですので、各勢力が入り乱れて虚きよ々きよ実じつ々じつの外交が繰くり広ひろげられることに。

　しかし、ガスパールが危き惧ぐしていた通り、イングランドの「処女王ヴアージン・クイーン」エリザベス女王が自分の代理として派は遣けんした侍じ女じよベスは、国政と恋こいを両方手に入れようとしている信奈の女王としての資質に疑問を抱いだきます。十字軍の上陸作戦が迫せまる中、われらが相良さがら良よし晴はるは──。

　というわけで、史実では実現しなかった「東西文明の邂かい逅こう」がこの巻では描えがかれます。十六世紀末の日本とヨーロッパはいずれも文字通り歴史に燦さん然ぜんと輝かがやくオールスターキャスト勢せい揃ぞろいで、えっ、この人たちが同時代に生きていたの？　と驚おどろかされるメンバーによる文字通りの夢の共演。書いていてわくわくが止まりませんでした。

　補足情報ですが、エリザベス女王と侍女ベスの半生は、映画「エリザベス」「エリザベス：ゴールデン・エイジ」でどうぞ。エリザベス女王役は、「ロード・オブ・ザ・リング」のケイト・ブランシェット。まさに女王。エリザベスの母アン・ブーリンの生しよう涯がいは映画「ブーリン家の姉妹」で。フェリペ二世率いるコンキスタドールや英国私し掠りやく船せんの暴れっぷり、カトリーヌ・ド・メディシスのスパイ好きっぷりは、ゲーム「ＣＩＶＩＬＩＺＡＴＩＯＮⅥ」で体験できます。

　果たして相良良晴と織田信奈の運命は？　世界大戦か？　世界はぁれむか？

　最後に、この巻まで読み続けてくださった読者の皆みなさまに、そして入にゆう魂こんのイラストを描き続けてくださったみやま先生に一言。

「織田信奈の野望」は──もうちっとだけ続くんじゃ。


春日みかげ










春日みかげ

●かすがみかげ



「織田信奈の野望」もおかげさまで20巻。伏線回収不可能と思われていた「世界編」に到達です。一冊まるごとお祭り騒ぎのボーナスステージ、エクストラステージです。一方作者の春日には、大晦日も正月もないのであった……ああ良晴のように信奈の世界に召喚されたい。なお、新作「真・三国志妹 俺の妹が邢道栄に転生するはずがない」も同時発売です。こんどは三国志だ！　妹だ！　よろしくお願いします～。


















カバー・口絵・本文イラスト／みやま零

カバーデザイン／アフターグロウ
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